
２０１９年度



 

は じ め に 
 

 精度管理事業は、当時の老人保健法による一般健康診査上からも均質で精度

の高い臨床検査が求められ、県の補助事業として昭和59年度から始まりました。

その後、平成 20年に老人保健法に代わって「高齢者の健康を確保するための法

律」が制定施行され、特定検診・特定保健指導が始まり、精度管理の重要性はい

っそう増し、以来 36年間継続されてきたところです。 

 本年度は 59 施設、県内のほとんどの病院、登録検査機関の参加をいただき、

2019年度の報告書がここにまとまりました。 

 日常診療において、正しい臨床検査結果は良質で安全な医療を提供するため

には欠かせないものであり、その精度保証には内外からの精度管理が必要とな

ります。 

 各施設においても「内部精度管理」には力を入れておられると思いますが、検

査精度の維持向上のために「外部精度管理」の一つとしてこの報告書をご活用い

ただければ幸甚です。 

 最後になりましたが、本精度管理事業にご参加いただきました病院、検査機関

等施設関係者の皆様、さらに円滑な事業推進にご尽力いただいた本会ならびに

滋賀県臨床検査技師会の関係者の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

  令和 2年 2月 

                   一般社団法人 滋賀県医師会 

                      会長  越 智 眞 一 
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滋賀県臨床検査精度管理事業について 
 
昭和 59 年度に開始された滋賀県臨床検査精度管理事業は今年度で 36 年目となり、本年
度は 59施設の参加施設がありました。これもひとえに滋賀県の多大なるご支援、また滋賀
県医師会のご指導のもと、本事業を積極的に推進し、発展させて頂いた県医師会精度管理

委員の諸先生方をはじめ、滋賀県臨床検査技師会精度管理委員の皆様方、また本事業の主

旨と目的に賛同し、積極的にご参加頂いた医療機関、登録衛生検査所などの関係各位に心

より御礼申し上げます。 
精度管理調査内容は今年度も生化学、血液、血清、輸血、細胞、病理、微生物、一般お

よび生理検査の 9 部門で、多項目の精度管理調査が実施されております。医療の標準化が
叫ばれる中で、臨床検査においてもその質を担保することが求められています。臨床検査

が病気の診断・治療、治療効果および予後の判定の補助情報として重要な位置を占めるこ

とは周知の事実でありますが、精度管理された信頼性の高い検査値を臨床医のみならず、

検査データを活用しているチーム医療に携わるメディカルスタッフに提供することは臨床

検査技師の重要な役割であると思います。 
さらに、滋賀県下のどの医療機関でも、同じ検体では同一の検査結果が提供できるよう

に検査の標準化を進めることを目的に本事業を発展させていくことは、生活習慣病の保健

指導や地域医療を推進するために必要なことであり、そのことによって患者さんや臨床医

の負担軽減を図ることが期待できると考えます。 
当技師会におきましても、この目的を達成することが使命と考えており、各部会が鋭意

努力し、データ収束がみられ、かなり満足すべき結果になっております。今後も本事業を

継続して、検査の質を担保することが重要であると判断し、各部会にさらなる努力をお願

いしています。 
近年、医療機関の機能分担と連携（病診連携・病病連携）が進められる中、医療機関の

間での検査情報の共有化が求められます。JCCLS（日本臨床検査標準協議会）において策定

され、日本医師会をはじめ各種学術団体、業界団体に広く意見を求め公開された JCCLS 共

用基準範囲の普及が進められています。そのため、滋賀県医師会などの関係機関のご指導、

ご協力を仰ぎ、全国の動向を踏まえて、県下における基準範囲統一の準備を鋭意進めたい

と考えておりますので、引き続きご支援、ご協力をお願いいたします。 
今後も本精度管理事業を通じて、目標に向かって事業を展開・発展させ、県下の更なる

医療向上に寄与していきたいと存じますので、関係各位のご支援、ご理解を賜りますよう

お願いいたします。 
 
令和 2年 2月吉日 

公益社団法人 滋賀県臨床検査技師会 

                    会 長   岩井 宗男 
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2019 年度滋賀県臨床検査精度管理調査総括 
 

 

滋賀県臨床検査精度管理調査は、滋賀県内医療機関における臨床検査の均斉化に資する

ことを目的に、滋賀県および一般社団法人滋賀県医師会の協力を得て経年的に展開してい

る。本事業は、滋賀県内医療機関の臨床検査レベルの確認と向上が目的であり、決して施設

間の優劣を判定するものではない。また、近年では医療の質の評価に外部評価が重要とされ

ており、臨床検査もその例外ではなく、本事業も臨床検査の外部評価としての使命と責任を

持って取り組んでいる。さらに平成 30 年 7 月に公布された「医療法の一部を改正する法律」

の施行により医療機関における精度管理の位置づけが明文化され、本事業の重要性も高ま

っている。 

本事業は今年度から試験的に日本臨床検査技師会の精度管理システムである JAMT-QC を

利用することにした。初年度であるため回答欄やフォトサーベイの設定など膨大な量の作

業が必要であったが、滋賀県臨床検査技師会の担当理事や部会委員のご尽力により大きな

トラブルもなく実施することができた。 

年度はじめの 4 月に技師会の第１回精度管理委員会を開催し、年間スケジュールの確認

等を行った。同時期に精度管理調査の参加募集を行い、前年度に参加申し込みのあった 60

施設に案内文を送付するとともに滋臨技のホームページでも参加案内を行った。今年度は

何故か案内文が不着との施設が複数あり、ご迷惑をおかけした。JAMT-QC では県外施設はシ

ステムの制約上参加登録ができないため、委員会で代行入力を行った。最終的に継続参加 56

施設、新規参加 3施設の 59 施設の参加が得られた。例年であれば 7月の上旬に試料発送を

行うが、今年度は JAMT-QC の設定と確認作業に時間を要することから 8 月上旬の発送とし

た。 

6 月に医師会と技師会の合同会議があり種々の問題について協議が行われた。特に JCCLS

の共用基準範囲については医師会側の認知度が低いので、医師会の広報誌に案内文を掲載

することとした。 

 8 月上旬に試料発送を行った。各部会が準備した冷凍・冷蔵品を地域別に３コースに分け

て発送した。真夏の試料発送なので輸送中の品質劣化を危惧したが、問題なく配送された。  

回答時に JAMT-QC での設問で一部不備が判明したが、一斉メールでの案内とホームページ

上で差し替えを行い混乱はなかった。登録締め切り後、直ちに集計と解析作業を行い、結果

に問題がある施設には問題点の指摘や具体的なアドバイスを行い、改善できたことを確認

する必要がある場合は２次サーベイを行い、殆どの事例で改善が確認できた。 

10 月に技師会の第 2 回精度管理委員会が開催され、事業の進捗状況の確認や、問題事象

について協議した。集計と解析作業の完了した部会から評価表の作成と報告会を開催し、 

令和 2 年 1 月中にすべての部会で終了した。同じく事業の完了した部会から報告書の編集
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作業を行い、数回の校正の後、2月に発行することができた。 

本事業の業績報告は、滋賀県公衆衛生学会と近畿医学検査学会で 3部会から発表した。 

 次年度の目標として、JCCLS 共用基準範囲のさらなる普及と JAMT-QC の利用範囲の拡大を 

目指している。 

また、部会においては、生理部会では従来超音波検査のスキルチェックのみであったが、

同時に心電図検査についても実施し評価も行う予定である。 

 生化学部会と血清部会については実際の検査現場に即した形で、両者を合併し人材と資

源を集約して新たに免疫化学部会として発足させる。 

今年度は法改正もあり、3施設に新規参加していただいた。これからもより多くの施設

に参加していただけるような魅力ある事業を継続したい。とくに重点を置きたいのが、問

題のある事例についての適切な指摘とアドバイスを行い、該当施設の一緒になって問題解

決を図る地域サーベイとしての特色を生かした積極的な活動を展開したい。 

最後に、本精度管理事業を実施するにあたり、日常業務でお忙しい中、ご参加いただいた

施設各位と、ご支援ご協力いただいた関係各位に厚く御礼申し上げます。 

 

 

 令和 2 年 2 月  

                           

  一般社団法人滋賀県医師会精度管理委員会 

                                          委員長 藤山佳秀 
 

公益社団法人滋賀県臨床検査技師会 

精度管理委員長 山出忠彦 
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滋賀県医師会精度管理委員名簿 
  委 員 長  藤山 佳秀  

  委   員  木村 隆  

  委   員  山出 忠彦  

  委   員  岩井 宗男  

  委   員  梅村 茂人  

  委   員  北村友利子  

  委   員  清水 治美  

 

滋賀県臨床検査技師会精度管理委員名簿 
2019 年度 

 精度管理委員 委員長 山出 忠彦 独）地域医療機能推進機構滋賀病院 

  委員  岩井 宗男 滋賀医科大学医学部附属病院 

  委員  梅村 茂人 滋賀県立総合病院 

  委員  北村友利子 公立甲賀病院 

  委員  清水 治美 高島市民病院 

 生化学部会委員 代表 三上 孝 大津赤十字病院 

  委員  松田 哲明 大津赤十字病院 

  委員  赤井 充 長浜市立湖北病院 

  委員  齊藤 健太 公立甲賀病院 

  委員  山本 誉 済生会滋賀県病院 

  委員  古谷 善澄 済生会滋賀県病院 

  委員  谷 和也 株式会社 メディック 

  委員  椿野 悦子 済生会滋賀県病院 

  委員  篠原 絵里 滋賀医科大学医学部附属病院 

 血液部会委員 代表 谷元久美子 大津赤十字病院 

  委員  梅村 茂人 滋賀県立総合病院 

  委員  山辺 三幸 滋賀医科大学医学部附属病院 

  委員  宇田川圭介 高島市民病院 

  委員  久保 沙織 公立甲賀病院 

  委員  新川 雄士 済生会滋賀県病院 

 血清部会委員 代表 瀧井さち子 市立大津市民病院 

  委員  大濱 真伸 大津赤十字病院 

  委員  松川 裕一 独）地域医療機能推進機構滋賀病院 

  委員  西村 美幸 自宅会員 

  委員  藤村 博和 滋賀医科大学医学部附属病院 
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 輸血部会委員 代表 山下 朋子 滋賀医科大学医学部附属病院 

  委員  西村 好博 彦根市立病院 

  委員  山中 博之  近江八幡市立総合医療センター 

  委員  黒木 絵莉 滋賀県立総合病院 

  委員  芝山 智子 高島市民病院 

  委員  東   泉 自宅会員 

  委員  豊川 美文 彦根市立病院 

 一般部会委員 代表 山田 真以 彦根市立病院 

  委員  藪 真奈美 公立甲賀病院 

  委員  植松 耕平 独）地域医療機能推進機構滋賀病院 

  委員  新井 未来 済生会滋賀県病院 

  委員  村木 雅哉 高島市民病院 

  委員  早嵜 邦子 市立長浜病院 

 細胞部会委員 代表 吉田 章子 独）地域医療機能推進機構滋賀病院 

  委員  田口 一也 市立大津市民病院 

  委員  籠谷亜希子 大阪医科大学 

  委員  山内 盛正 長浜赤十字病院 

  委員  重野 恭子 近江八幡市立総合医療センター 

 病理部会委員 代表 林 裕司 滋賀医科大学医学部附属病院 

  委員  水上 利嗣 株式会社 ＴＮＲ病理センター 

  委員  大森 康旨 大津赤十字病院 

  委員  前田 賢矢 市立大津市民病院 

  委員  北川 勇一 近江八幡市立総合医療センター 

 微生物部会委員 代表 遠藤 昭大 大津赤十字病院 

  委員  木下 愛 滋賀医科大学医学部附属病院 

  委員  近澤 秀己 近江八幡市立総合医療センター 

  委員  元中 恵 済生会滋賀県病院 

  委員  福田 峻 彦根市立病院 

  委員  粟村 浩二 市立大津市民病院 

 生理部会委員 代表 黒川 陽子 彦根市立病院 

  委員  藤澤 義久 滋賀医科大学医学部附属病院 

  委員  金子 裕 市立大津市民病院 

  委員  駒井貴美子 独）地域医療機能推進機構滋賀病院 

  委員  中川 美波 長浜赤十字病院 

  委員  浅沼 佑香 公立甲賀病院 

  委員  山藤 隆晃 市立大津市民病院 
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ＬＳＩメディエンス 医療法人社団美松会 生田病院

一般財団法人近江愛隣園 今津病院 医療法人社団昴会 湖東記念病院

エスアールエル八王子ラボラトリー 医療法人社団昴会 日野記念病院

株式会社 ＴＮＲ病理センター 医療法人芙蓉会 南草津病院

株式会社 近畿エコサイエンス 医療法人友仁会 友仁山崎病院

株式会社 日吉　 医療法人良善会 ひかり病院

草津ハートセンター 近畿予防医学研究所

公益財団法人 滋賀県健康づくり財団 近江八幡市立総合医療センター

公益財団法人青樹会 滋賀八幡病院 公立甲賀病院

公益財団法人 豊郷病院 甲賀市立 信楽中央病院

公益財団法人近江兄弟社 ヴォーリズ記念病院 高島市民病院

甲賀市立 みなくち診療所 済生会滋賀県病院

済生会守山市民病院 市立長浜病院

市立野洲病院 滋賀医科大学医学部附属病院

地方独立行政法人 市立大津市民病院 滋賀県立総合病院

糖尿病クリニック堅田 滋賀県立小児保健医療センター

独）地域医療機能推進機構 滋賀病院 滋賀県立精神医療センター

長浜市立 湖北病院 社会医療法人誠光会 草津総合病院

ビー・エム・エル 大津赤十字志賀病院

びわこ学園医療福祉センター草津 大津赤十字病院

ビワコ病理研究所 長浜赤十字病院

メディック・北滋 東近江市 蒲生医療センター

メディック・滋賀 東近江市立 能登川病院

医療法人 マキノ病院 特定医療法人敬愛会 東近江敬愛病院

医療法人医誠会 神崎中央病院 独）国立病院機構 紫香楽病院

医療法人華頂会 琵琶湖養育院病院 独）国立病院機構 東近江総合医療センター

医療法人恭昭会 彦根中央病院 日本セルネット

医療法人弘英会 琵琶湖大橋病院 日本医学臨床検査研究所本社ラボ

医療法人恒仁会 近江温泉病院 彦根市立病院

医療法人社団仁生会 甲南病院

　

以上59施設

２０１９年度滋賀県臨床検査精度管理参加施設
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Ⅰ 生 化 学 検 査 
 
Ⅰ－１ 要 約 
 
 2019年度生化学精度管理事業は、50 施設の参加をいただき、施設間差是正を念頭に置き
調査を行った。参加の内訳は病院検査室 42 施設、登録衛生検査所 7 施設、その他 1 施設で

あった。項目は、ＡＳＴ、ＡＬＴ、ＬＤ、ＣＫ、ＡＬＰ、γ－ＧＴ、ＣｈＥ、ＡＭＹ、Ｇ

ＬＵ、ＴＰ、ＡＬＢ、ＵＡ、ＵＮ、ＣＲＥ、Ｔ-Ｂｉｌ、Ｃａ、ＩＰ、Ｍｇ、Ｆｅ、Ｎａ、

Ｋ、Ｃｌ、Ｔ-ＣＨＯ、ＨＤＬ-Ｃ、ＬＤＬ-Ｃ、ＴＧ、ＨｂＡ１ｃの27項目を実施した。試

料はＨbＡ1ｃを除く 26 項目はプール血清、精度管理試料の測定、ＨbＡ1ｃについては 2 種

類の生血検体から作成した試料を配布し調査を行った。本年度より、JAMT-QCシステムよ
り回答を得た。選択肢の間違えが見受けられたが、未回答や転記ミスと思われる報告につい

ては、そのまま記載した。 

評価は、SDI 評価を行った。Ａ・Ｂ・Ｃの 3ランクに分けており、Ａ評価は良好であり、

このまま精度の維持に努めてください、Ｂ評価は概ね良好であるが内部精度管理、外部精

度管理及び機器メンテナンスの点検をお願いする、Ｃ評価では不良で早急な改善を求める、

と判定した。但し、ドライケミストリー法での参加施設は、マトリックスの違いによって

試料測定値に違いが出るものがあるので、参考評価とした。詳しい評価基準については関

係資料を参考にしていただきたい。 

酵素項目は、平成 28 年度からＣｈＥを加え８項目を調査した。ドライ参加施設以外では、

すべての項目で JSCC 標準化対応法であった。そのほとんどが検量用ＥＲＭを使用していた。

酵素項目は、標準化対応法の測定試薬と正しい組み合わせのＥＲＭ使用で正確に測定でき

る。近年、ＡＭＹのように急速に施設間差が縮小したことがよい例である。但し、検量用

ＥＲＭや外部精度管理試料を使用手順に従って用いないと、誤差が生じる。溶解する水の

温度管理、測定するまでの時間には注意が必要である。Ａ評価の施設が増加していること

から、参加施設の多くは適切な取り扱いであり、ほぼ問題なく正確に測定されていると考

えられる。但し、一部のＡ評価で無かった施設は、検量用ＥＲＭと配布試料を使用手順に

従って用いていないためか、誤差が生じているので注意していただきたい。 

濃度項目は、平成28年度からＴＰ、ＡＬＢ、ＵＡ、ＵＮ、Ｔ-Ｂｉｌ、Ｃａ、ＩＰ、Ｍｇ、

Ｆｅ、Ｎａ、Ｋ、Ｃｌ、を加え１９項目を調査した。ＨｂＡ１ｃについては、市販管理試

料ではなく、ヒト由来の検体を試料として用いているため測定方法別の施設間差なくなり、

良好であった。ＨＤＬ-Ｃ・ＬＤＬ-Ｃは、市販管理血清において反応性が測定試薬毎に異

なっており評価が難しいため、プール試料Ａのみで評価した。脂質項目測定の重要なこと

は測定試薬と標準品を正しい組み合わせで採用すること、標準品も溶解すると脂質変性が

始まるため溶解後の適切な時間と温度管理を行うことである。 

一部の施設で昨年同様にＣ評価を受けた施設は臨床の現場において不具合を生じかねな

いので、内部精度管理、外部精度管理の点検ならびに機器のメンテナンス等を行い、測定

法の標準化、共通基準値の設定をしていただきたい。        （文責 三上 孝） 

8



表Ⅰ－１－１評価 

2019年度 参加施設 評価対象

AST 49 47 46 97.9% 1 2.1% 0 0.0%
ALT 49 47 47 100.0% 0 0.0% 0 0.0%
LD 48 46 45 97.8% 1 2.2% 0 0.0%
CK 49 47 47 100.0% 0 0.0% 0 0.0%
ALP 46 44 43 97.7% 1 2.3% 0 0.0%

γ-GT 46 44 42 95.5% 0 0.0% 2 4.5%
ChE 43 42 41 97.6% 0 0.0% 1 2.4%
AMY 48 46 46 100.0% 0 0.0% 0 0.0%
GLU 50 48 44 91.7% 4 8.3% 0 0.0%
TP 49 47 44 93.6% 3 6.4% 0 0.0%

ALB 47 45 45 100.0% 0 0.0% 0 0.0%
UA 47 45 44 97.8% 1 2.2% 0 0.0%
UN 49 47 46 97.9% 1 2.1% 0 0.0%
CRE 49 47 46 97.9% 1 2.1% 0 0.0%
T-Bil 49 47 45 95.7% 2 4.3% 0 0.0%
Ca 45 43 43 100.0% 0 0.0% 0 0.0%
IP 35 34 34 100.0% 0 0.0% 0 0.0%
Mg 25 24 23 95.8% 1 4.2% 0 0.0%
Fe 31 31 29 93.5% 2 6.5% 0 0.0%
Na 49 47 46 97.9% 1 2.1% 0 0.0%
K 49 47 47 100.0% 0 0.0% 0 0.0%
Cl 49 47 46 97.9% 1 2.1% 0 0.0%

T-CHO 44 42 42 100.0% 0 0.0% 0 0.0%
HDL-C 43 42 42 100.0% 0 0.0% 0 0.0%
LDL-C 40 40 38 95.0% 1 2.5% 1 2.5%

TG 44 43 43 100.0% 0 0.0% 0 0.0%
HbA1c 46 46 46 100.0% 0 0.0% 0 0.0%

評価はﾄﾞﾗｲｹﾐｽﾄﾘｰ施設を除く。

A評価 B評価 C評価

 

 
 
Ⅰ－２ 結果および考察 

 

Ⅰ－２－１ ＡＳＴ 

 

参加施設数は昨年と比べＪＳＣＣ標準化対応法の施設が３施設減少し、１施設増加したの

で 49 施設となった。測定方法別ではドライケミストリー法であった１施設がＪＳＣＣ標準

化対応法に変更された為、ＪＳＣＣ標準化対応法 47 施設、ドライケミストリー法２施設と

なった。検量方法別では、ＪＳＣＣ標準化対応法47施設中46施設が酵素キャリブレーター

使用、１施設がその他であった。ＪＳＣＣ標準化対応法 47 施設のトレーサビリティ名称で

は、41 施設が企業の標準品で、ＪＣＣＬＳ（ＲｅＣＣＳ）が４施設、実施せずが１施設、未

回答が１施設であった。 

 基準範囲については、ＪＣＣＬＳ共用基準範囲を採用している施設は昨年度より３施設

増加し、今年度は６施設となり徐々に増加してきている。 

 正確性の評価として今年度よりＳＤＩを評価の指標とした。ＪＳＣＣ標準化対応法 47 施

設を対象に試料Ａ、試料Ⅰ、試料Ⅱの３種類を用いた。ＪＳＣＣ標準化対応法 47 施設の平
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均値は、試料Ａ（22.1Ｕ/Ｌ）、試料Ⅰ（34.8Ｕ/Ｌ）、試料Ⅱ（163.3Ｕ/Ｌ）であり、これ

らを目標値とした場合、試料Ａでは施設№46、114 の２施設が目標値の±２ＳＤＩを超えた。

試料Ⅰでは施設№1、46、114 の３施設が目標値の±２ＳＤＩを逸脱し、試料Ⅱでは施設№

14、51、58、114 の４施設が目標値の±２ＳＤＩを逸脱した。施設№114 については試料Ａ、

試料Ⅰ、試料Ⅱ全ての試料において高値傾向を示す為、系統誤差が考えられる。検量線の

再確認や機器メンテナンスをお願いしたい。 

 ＪＳＣＣ標準化対応法47施設において、Ａ評価が46施設、Ｂ評価が１施設であった。次

年度は全ての施設がＡ評価となるよう内部精度管理や機器メンテナンスの強化を図って頂

きたい。 

 

（文責 谷 和也） 
 

Ⅰ－２－２ ＡＬＴ 

 

参加施設数・測定方法・検量方法・トレーサビリティ名称はＡＳＴと同じであった。 

 基準範囲については、性差を設ける施設は８施設から 10 施設に増加し、ＪＣＣＬＳ共用

基準範囲を採用している施設も４施設から６施設に増加してきている。 

 正確性の評価としてＪＳＣＣ標準化対応法 47 施設を対象に試料Ａ、試料Ⅰ、試料Ⅱの３

種類を用い、ＪＳＣＣ標準化対応法 47 施設の平均値は、試料Ａ（20.1Ｕ/Ｌ）、試料Ⅰ（33.7

Ｕ/Ｌ）、試料Ⅱ（165.5Ｕ/Ｌ）であり、これらを目標値とした場合、試料Ａでは施設№37

が目標値の±２ＳＤＩを超え、施設№46 が目標値の±３ＳＤＩを超えた。試料Ⅰでは施設

№103 が目標値の±２ＳＤＩを逸脱し、試料Ⅱでは施設№14、53、103 の３施設が目標値の

±２ＳＤＩを逸脱した。試料Ａで３ＳＤＩを超えた施設№46 については試料Ⅰ、試料Ⅱで

は問題を認めない結果であった為、試料Ａについてのタイムコース等の確認をお願いした

い。施設№103 については試料Ⅰ、Ⅱで２ＳＤＩ以上高値を示し、試料Ａにおいても逸脱は

していないがやや高値傾向を示している為、系統誤差が考えられる。検量線の再確認等を

行って頂きたい。 

 ＪＳＣＣ標準化対応法 47 施設において、全ての施設がＡ評価であった。今後も精度管理

の充実を図って頂きたい。 

 

（文責 谷 和也） 

 

Ⅰ－２－３ ＬＤ 

 
参加施設数は昨年と比べ 2施設減り、48 施設であった。 

測定方法は JSCC 標準化対応法 46 施設、ドライケミストリー法 2施設であった。 

検量方法では JSCC 標準化対応法 45 施設が検量用 ERM を使用しており、1施設がその他と

の報告であった。 

JSCC 標準化対応法採用施設 46 施設でのトレーサビリティの確認では、企業の標準品を用
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いて実施している施設が39施設、JCCLS(日本臨床検査標準協議会)を用いて実施している施

設は 4施設、実施していない施設は 2施設、未回答は 1施設であった。 

正確性の評価として各試料での平均値を目標値とし JSCC 標準化対応法にて測定報告して

いる 46 施設を対象に評価を実施した。 

 評価については JSCC 標準化対応法にて測定の 46 施設が対象であり、45 施設がＡ評価、1

施設がＢ評価であった。尚、この46施設での収束状況は試料ＡでＣＶ2.6％、試料ⅠがＣＶ

1.8％、試料ⅡがＣＶ1.6％と良好な結果であった。 

 Ｂ評価であった施設NO.45では3試料とも高値傾向であるため、検量方法を含めた校正の

再確認をお願いしたい。また、検量方法でその他と回答した施設においては、自施設の測

定方法、検量方法を再度確認しご回答していただきたい。 

 

 

（文責 齊藤 健太） 

 

Ⅰ－２－４ ＣＫ 

 

 参加施設数は昨年と比べＪＳＣＣ標準化対応法の施設が３施設減少し、１施設増加した

為 49 施設となった。測定方法別ではドライケミストリー法であった１施設がＪＳＣＣ標準

化対応法に変更された為、ＪＳＣＣ標準化対応法 47 施設、ドライケミストリー法２施設と

なった。検量方法別では、ＪＳＣＣ標準化対応法47施設中46施設が酵素キャリブレーター

使用、１施設がその他であった。ＪＳＣＣ標準化対応法 47 施設のトレーサビリティ名では、

41 施設が企業の標準品で、ＪＣＣＬＳ（ＲｅＣＣＳ）が４施設、実施せずが１施設、未回答

が１施設であった。 

また、基準範囲について、ＪＳＣＣ標準化対応法の施設では性差ありの施設は 39 施設、

性差なしの施設は８施設であり、ＪＣＣＬＳ共用基準範囲を使用している施設は昨年４施

設から６施設に増加した。性差ありを採用している施設における上限値の施設間差は（男

性）最大で 119Ｕ/Ｌ、（女性）でも最大 68Ｕ/Ｌ離れていた。性差なしの施設においては最

大 174Ｕ/Ｌも乖離していた。受診する医療機関によって検査結果に関する臨床的意義の見

解が相違することが無いよう、今後は施設間の基準範囲の収束化に努めていくべきと考え

る。 

 正確性の評価としてＪＳＣＣ標準化対応法 47 施設を対象に試料Ａ、試料Ⅰ、試料Ⅱの３

種類を用いた。ＪＳＣＣ標準化対応法 47 施設の平均値は、試料Ａ（145.4Ｕ/Ｌ）、試料Ⅰ

（192.2Ｕ/Ｌ）、試料Ⅱ（456.4Ｕ/Ｌ）であり、これらを目標値とした場合、試料Ａでは施

設№35 が目標値の±２ＳＤＩを超えた。試料Ⅰでは施設№51 が目標値の±２ＳＤＩを超え、

試料Ⅱでは№27、51 の２施設が目標値の±２ＳＤＩを超えた。施設№51 は試料Ａは問題な

かったが、試料Ⅰ、試料Ⅱ共に２ＳＤＩ以上高値に逸脱を認めた。ＥＲＭを用いた検量性

に問題がないか再度確認をお願いする。 

 ＪＳＣＣ標準化対応法 47 施設全ての施設がＡ評価であった。 
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（文責 谷 和也） 
 

Ⅰ－２－５ ＡＬＰ 

 

参加施設数は昨年度より 1施設減り 46施設で、そのうち 44施設が JSCC標準化対応法、
その他 2施設がドライケミストリー法であった。 

JSCC標準化対応法の 43施設が、検量に酵素キャリブレータを使用し、その他が 1施設、
ドライケミストリー法の 2施設では、指定検量を使用していた。 
トレーサビリティの確認は、42施設が実施、2施設が未実施、2施設が未回答であった。  
正確性の評価として、JSCC標準化対応法 44施設において今年度より SDI評価を用いた。

試料 A、試料Ⅰ、試料Ⅱの 3 種類の平均目標値は、試料 A：209.6、試料Ⅰ：199.9、試料
Ⅱ：504.1とした。施設No.36は試料 Aと試料Ⅱで目標値の 2SD以上高値(試料 Iにおいて
も 1.82と高値傾向)、施設 No.43は試料 Aで 2SDを下回り（試料Ⅰ・Ⅱでも低値傾向）施
設No.48は試料Aで 3SD以上高値、試料 I・Ⅱで 2SD以上高値、施設No.50は試料Ⅰ・Ⅱ
で 2SD以上（試料 A：1.88）と高値傾向であった。 
4施設共に系統誤差が考えられるので酵素キャリブレータによる検量線の引き直しを実施し
結果の確認をしていただきたい。 
 ３つの試料の変動係数は、A：2.1%、Ⅰ：2.2%、Ⅱ：2.4%と良好な結果が得られた。 
 基準値の設定で JCCLS 共用基準範囲を用いているのは、昨年の 4 施設（No.24・27・
45・47）に No.48と 54の施設が加わり６施設となった。 
 総合評価として、JSCC標準化対応法の 44施設のうち正確性において、43施設がA評価、
1施設が B評価となった。A評価の中でも合計点絵数が 30点に満たない施設は、機器メン
テナンスや検量線の見直しを実施し精度管理の向上に努めていただきたい。B 評価となっ
た施設は、ただちに是正処置を施していただきたい。 
 来年度は日本臨床化学会より ALPの測定法の IFCCへの変更が求められている。その過
渡期においてのコントロールサーベイとなるので、報告書への記入等には細心の注意を払

ってください。 
 

（文責 椿野 悦子） 

 

Ⅰ－２－６ γ－ＧＴ 

 

参加施設は、46施設で内訳は JSCC標準化対応法が 44施設、ドライケミストリー法が 2
施設であった。 
 JSCC標準化対応法の 44施設のうち 1施設を除いて酵素キャリブレータ使用による検量
法であった。ドライケミストリー法の 2施設は、両施設とも指定検量を用いていた。 
トレーサビリティの確認は、42施設が実施、2施設が未実施、2施設が未回答であった。  
 JSCC標準化対応法の 44施設の正確性の評価を、試料 A（目標値 38.6）、試料Ⅰ（目標
値 45.2）、試料Ⅱ（目標値 137.5）を用いて SDI評価で実施した。試料 Aで施設 No.58・

12



114が 3SD以上低値であった。試料Ⅰでは施設 No.43・58・114が 3SD以上低値であった。
試料Ⅱでは施設 No.18と 114が 2SD以上低値、施設 No.45・47・48で 2SD以上高値、
No.58では 3SD以上低値であった。施設 No.58と 114では、３つの試料すべてにおいて
2SD以上もしくは 3SD以上の低値であった。この 2施設は同じメーカーの機器を使用して
おり、試薬と標準液も同じメーカーのものを使用している。 
 ３つの試料の変動係数は、A：2.2%、Ⅰ：1.4%、Ⅱ：1.6%と非常に良好な結果が得られ
た。 
基準値の設定では、JCCLS共用基準範囲を用いている施設は、昨年 4施設（No.24・27・

45・47）で今年度 1施設（No.48）加わった。 
 総合評価として、JSCC標準化対応法の施設 44施設のうち 42施設が A評価で、C評価
は 2施設あった。C評価の 2施設は平均目標値より大きく逸脱しているため、原因を究明し
ていただきたい。  
 

（文責 椿野 悦子） 
 

Ⅰ－２－７ ＣｈＥ 

 

参加施設数は43施設であり、測定方法別ではＪＳＣＣ標準化対応法42施設、ドライケミス

トリー法１施設であった。検量方法別では、ＪＳＣＣ標準化対応法の42施設中37施設が酵

素キャリブレーター使用であり、２施設が管理血清等（表示値）、２施設が実測Ｋ-factor、

１施設がその他であった。ＪＳＣＣ標準化対応法 42 施設のトレーサビリティ名称では、36

施設が企業の標準品で、３施設がＪＣＣＬＳ（ＲｅＣＣＬ）、１施設が実施せず、１施設が

その他、１施設が未入力であった。 

 基準範囲については、性差を設ける施設は14施設から15施設に増加し、ＪＣＣＬＳ共用

基準範囲を採用している施設も５施設と増加してきている。 

正確性の評価として、ＪＳＣＣ標準化対応法 42 施設を対象に試料Ａ、試料Ⅰ、試料Ⅱの

３種類を用いた。ＪＳＣＣ標準化対応法 42 施設の平均値は、試料Ａ（337.3Ｕ/Ｌ）、試料

Ⅰ（278.5Ｕ/Ｌ）、試料Ⅱ（391.1Ｕ/Ｌ）であり、これらを目標値とした場合、施設№50

は、試料Ａ、試料Ⅰ、試料Ⅱの全ての試料において目標値の±３ＳＤＩを逸脱した。全て

の試料において同じ割合で高値に逸脱している為、系統誤差が考えられる。検量線の再確

認を早急にお願いしたい。 

ＪＳＣＣ標準化対応法42施設において41施設がＡ評価で、１施設がＣ評価であった。正

確性が向上するように精度管理の充実を図って頂きたい。 

 

（文責 谷 和也） 
 
Ⅰ－２－８ ＡＭＹ 

 

参加施設は昨年と比べ 1施設減り 48 施設であった。 
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測定方法は、JSCC 標準化対応法が 46 施設、ドライケミストリー法 2施設であった。 

JSCC 標準化対応法採用 46 施設での検量方法は、44 施設が検量用ＥＲＭ、1施設が管理血

清等、1施設がその他での報告であった。 

JSCC 標準化対応法採用施設 46 施設でのトレーサビリティの確認は、企業の標準品を用い

て実施している施設が40施設、JCCLS(日本臨床検査標準協議会)を用いて実施している施設

は 4施設、実施していない施設は 1施設、未回答は 1施設であった。 

 正確性において各試料の平均値を目標値として評価を実施した。施設NO.48で試料Ａ、Ⅱ

において 5％以上高値、施設 NO.51 で試料Ａ・Ⅰにおいて 5％以上低値であり、そのほかの

施設は良好であった。 

評価についてはJSCC標準化対応法での報告施設46施設を対象として評価を行った。全て

の施設でＡ評価であった。尚、この46施設においての収束状況は試料ＡでＣＶ2.4％、試料

ⅠでＣＶ1.9％、試料ⅡでＣＶ1.9％と良好な結果であった。 

上記 2施設においては、Ａ評価であるものの目標値より 5％以上のシフトを認められたた

めに自施設の検量方法の再確認をお願いしたい。また、検量方法でその他と回答した施設

においては、自施設の測定方法、検量方法を再度確認しご回答していただきたい。 

 

（文責 齊藤 健太） 

 

Ⅰ－２－９ ＧＬＵ 

 

参加施設数は 50 施設であり、測定方法の内訳は酵素法 42 施設（84％）、電極法 6 施設
（12％）、ドライ法 2施設（4％）であった。 
正確性の評価として、酵素法および電極法で参加の 48施設を対象に試料 A,、試料Ⅰ、試
料Ⅱの SDI 値を用いて評価した。測定方法別の平均値は酵素法では試料 A：77.4mg/dL、
試料Ⅰ：97.0mg/dL、試料Ⅱ：303.8mg/dL、電極法では試料 A：77.4mg/dL、試料Ⅰ：
96.3mg/dL、試料Ⅱ：300.8mg/dL となり、方法間差はほぼ見られないように思われる。評
価は、A評価が 44施設、B評価が 4施設であった。施設 No37については、すべての試料
において 2SD以上低値を示した。また、施設 No45、48、60については、すべての試料に
おいて 2SD 以上高値を示した。系統的な誤差が考えられ、検量方法に誤りがなかったのか
など原因の追究と、日々の内部精度管理の徹底をお願いしたい。ただ、施設No60の使用機
器は本来全血を試料とする POCT 機器であるため、今回のように血清ベースを使用した精
度管理調査は適さないように思われる。 
 

（文責 古谷 善澄） 

 

Ⅰ－２－１０ ＴＰ 

 

参加施設は 49 施設であり、方法別内訳はビウレット法 47 施設、ドライケミストリー法 2
施設であった。検量方法はビウレット法の施設において、血清ベース標準液使用が 43 施設、
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管理血清等（表示値）使用が 3施設、その他が 1施設であった。ドライ法の施設は指定検量
使用が 1施設、その他が 1施設であった。JCCLS共用基準範囲を採用している施設は 6施
設であった。 
今年度から評価法を SDI評価による点数加算評価へ変更した。平均値（±3SD切断法実施）
を目標値として、ドライケミストリー法以外の 47 施設を対象に試料 A、試料Ⅰ、試料Ⅱを
用いて評価した。評価対象となる 47施設において、A評価 44施設、B評価 3施設、C評価
0施設と良好な結果であった。 
B 評価となった 3 施設は、同じ試薬メーカーの試薬を使用しており、試料Ⅰ･Ⅱにおいて高
値傾向が見られた。試料 A では 3 施設とも高値傾向は見られないので、管理試料に対する
マトリックス効果と考えられる。SDI 値で系統誤差がみられた施設は検量線の確認や試薬
の状態、機器のメンテナンスなど原因追求を行い、是正処置をお願いしたい。また基本マ

スタの誤入力があった。測定結果のみならず基本マスタも正確に入力して頂きたい。 
（文責 篠原 絵里） 

 
Ⅰ－２－１１ ＡＬＢ 

 

 参加施設は 47施設であり、方法別内訳は BCP改良法 35施設、BCG法 7施設、BCP法
3 施設、ドライケミストリー法 2 施設であった。昨年度と比較すると、7 施設が BCG 法も
しくは BCP法から BCP改良法へと移行したことになる。 
検量方法は血清ベース標準液使用が 43施設、管理血清等（表示値）使用が 1施設、その他
が 1 施設であった。ドライ法の施設は指定検量使用が 1 施設、その他が 1 施設であった。
JCCLS共用基準範囲を採用している施設は 6施設であった。 
今年度から評価法を SDI評価による点数加算評価へ変更した。平均値（±3SD切断法実施）
を目標値として、ドライケミストリー法以外の 45 施設を対象に試料 A、試料Ⅰ、試料Ⅱを
用いて評価した。評価対象となる 45施設において、全施設 A評価と良好な結果であった。 
A 評価範囲内ではあるが、系統誤差が見られた施設は検量線の確認や機器のメンテナンス
の強化を図っていただきたい。 
 

（文責 篠原 絵里） 
 

Ⅰ－２－１２ ＵＡ 

 

参加施設数は 47施設。測定方法別の内訳は、ウリカーゼ・POD法が昨年度より 1施設減
少し 45施設、ドライケミストリー法が 2施設であった。 
評価基準は試料 A、Ⅰ、Ⅱそれぞれの平均値を目標値とし、標準偏差 SDを用いて正確度

の指標として評価している。この評価方法は昨年度の％誤差の評価方法とは異なる。 
各試料の目標値は試料Ａが 5.51 mg/dl、試料Ⅰが 3.56 mg/dl、試料Ⅱが 9.73 mg/dlであ
る。ドライケミストリー法を除く 45施設のうち、44施設で A評価となった。 

B評価となった施設 No,48は全ての試料で 2SDを超え系統的に高値を示した。多項目標
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準血清を使用して分析していると考えられるその他の項目でも同様の高値傾向であり、内部

精度管理の状況を見直す事も検討していただきたい。 
ウリカーゼ・POD法 45施設の試料 Aについての CVは 1.4％と良好に収束している。 
各施設、今後も日々の機器メンテナンスや内部精度管理を継続して頂きたい。 

 
（文責 赤井 充） 

 

Ⅰ－２－１３ ＵＮ 

 

参加施設数は昨年度より 2 施設減少し 49 施設。測定方法別の内訳は、アンモニア消去
法・回避法が 39施設、アンモニア未消去法が 6施設、その他の方法が 2施設、ドライケミ
ストリー方が 2施設であった。昨年度まで電極法と記載していたものは、その他の方法へと
変更された。 
評価基準は試料 A、Ⅰ、Ⅱそれぞれの平均値を目標値とし、標準偏差 SDを用いて正確度

の指標として評価している。この評価方法は昨年度の％誤差の評価方法とは異なる。各試

料の目標値は試料Ａが 14.10 mg/dl、試料Ⅰが 16.12 mg/dl、試料Ⅱが 50.08 mg/dlである。
ドライケミストリー法を除く 47施設のうち、46施設で A評価になった。 

B評価となった施設 No,48は全ての試料で 2SDを超え系統的に高値を示した。多項目標
準血清を使用して分析していると考えられるその他の項目でも同様の高値傾向であり、内部

精度管理の状況を見直す事も検討していただきたい。 
昨年度と回答方法が異なった事もあり入力間違いのある施設が存在した。修正後で評価し

たが、結果報告まで気を付けていただきたい。ドライケミストリー法を除く方法での試料 A
の CVは 2.9％であった。今後も各施設の精度維持を望む。 

（文責 赤井 充） 
 

Ⅰ－２－１４ ＣＲＥ 

 

参加施設数は49施設。測定方法別の内訳は、酵素法が昨年度より1施設減少し47施設、
ドライケミストリー法も 1施設減少し 2施設であった。 
評価基準は試料 A、Ⅰ、Ⅱそれぞれの平均値を目標値とし、標準偏差 SDを用いて正確度
の指標として評価している。この評価方法は昨年度の％誤差の評価方法とは異なる。各試

料の目標値は試料Ａが 0.84 mg/dl、試料Ⅰが 1.00 mg/dl、試料Ⅱが 5.92 mg/dlである。酵
素法を採用している 47施設のうち 46施設で A評価となった。 

B評価となった施設 No,35は全ての試料で 2SDを下回り、系統的に低値を示した。なお
施設 No,35 は昨年度 A 評価であったものの低濃度域である試料 A、Ⅰのどちらもが目標値
より 5％を超え低値傾向であった。これを機に調査や原因究明に取り組んでいただけたらと
考える。 
試料 Aでの CVは 3.9％であった。今後も各施設で精度維持を継続していただきたい。 

（文責 赤井 充） 
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Ⅰ－２－１５ Ｔ－Ｂｉｌ 

 

参加施設数は昨年と比べ 2施設減り 49 施設であった。 

測定方法はバナジン酸酸化法31施設、酵素法12施設、ジアゾ法4施設、ドライケミスト

リー法 2施設であった。 

検量方法では血清ベース標準液使用が 44 施設、溶媒ベース水溶性標準液使用施設が 2 施

設、管理血清を表示値で使用の施設が 1施設であった。 

正確性の評価として各試料の平均値を目標値としてドライケミストリー法以外の 47 施設

を対象に評価を実施した。 

ドライケミストリー法以外の47施設が評価対象であり、Ａ評価が45施設、Ｂ評価が2施

設であった。尚、この 47 施設での収束状況は、試料Ａにおいて昨年度、濃度 0.66 でＣＶ

13.7％、本年度、濃度 0.74 でＣＶ9.6％、試料Ⅰにおいて昨年度、濃度 0.59 でＣＶ13.0％、

本年度、濃度 0.36 で 18.5％、試料Ⅱにおいて昨年度、濃度 2.47、ＣＶ5.8％、本年度、濃

度 1.86 でＣＶ6.8％の結果であり、Ｂ評価の施設はいずれも酵素法であった。 

 各施設においては、測定方法の原理、検量線の再確認、機器のメンテナンスの状況を検

討していただきたい。 

（文責 齊藤 健太） 

 

Ⅰ－２－１６ Ｃａ 

 

【測定法内訳】 

酵素法 18 施設 

アルセナゾⅢ比色法 17 施設 

メチルキシレノールブルー比色法 4 施設 

イオン選択電極法 3 施設 

ドライケミストリー 2 施設 

オルトクレゾールフタレイン比色法 1 施設 

 

【検量法】 

血清ベース標準液 27 施設 

溶媒ベース水溶性標準液 15 施設 

指定検量 1 施設 

その他 2 施設 

 

【トレーサビリティの確認】 

企業の標準品 36 施設 

NIST 2 施設 

ReCCS 2 施設 

CERI 1 施設 
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その他 1 施設 
実施せず 2 施設 
未記入 1 施設 

 

【測定結果】 

  試料 A 試料Ⅰ 試料Ⅱ 

平均 9.35mg/dL 9.07mg/dL  13.47mg/dL 

SD 0.18 0.16 0.26 

CV 1.9% 1.7% 1.9% 

 

【総評】 今年度の参加施設数は、2施設減少の 45 施設であった。測定結果は、各試料とも

にCV 2.0％未満であり良好な結果であったと考える。今年度は、例年と異なりSDIによる評

価を行った。各試料において±2SDI を超えた施設は、試料 A：No.36、No.50、試料Ⅰ：

No.19、No.47、No.50、試料Ⅱ：No.24 であった。±3SDI を超える施設は認められなかっ

た。 

評価基準に基づき各施設の評価を行ったところ、A評価：43施設、B評価：0施設、C評価：

2施設となった。C評価は、ドライケミストリーでの参加 2施設であり、試料 Aのみで評価

を行ったが、各測定値は、9.9mg/dL(SDI:+3.01)、8.8mg/dL(SDI:-3.05)であった。例年同

様、参考評価とさせていただいた。        

（文責 松田 哲明） 
 

 

Ⅰ－２－１７ ＩＰ 

 

【測定法内訳】 

酵素法 24 施設 

モリブデン酸・UV 法 10 施設 

ドライケミストリー 1 施設 

 

【検量法】 

血清ベース標準液 20 施設 

溶媒ベース水溶性標準液 13 施設 

指定検量 1 施設 

その他 1 施設 

 

【トレーサビリティの確認】 

企業の標準品 29 施設 

ReCCS 2 施設 

NIST 1 施設 
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実施せず 2 施設 

未記入 1 施設 

 

【測定結果】 

  試料 A 試料Ⅰ 試料Ⅱ 

平均 3.28mg/dL 3.41mg/dL 8.80mg/dL 

SD 0.07 0.12  0.17 

CV 2.1% 3.5% 1.9% 

 

【総評】 参加施設数は、昨年度より 2 施設減少の 35 施設であった。トレーサビリティの

確認については、昨年度までは、実施している全施設が企業の標準品での報告であった。

今年度は、ReCCS、NISTなどでの報告施設があった。Ca、Mgにおいても同様の報告が認めら

れており、各施設の報告内容を確認いただきたい。 

測定結果は各試料の CV を確認したところ、1.9％～3.5％であった。比較のため、昨年度

の試料（試料 A：3.51mg/dL、試料Ⅰ：3.45mg/dL、試料Ⅱ:8.87mg/dL）での CV を再確認した

ところ、1.8%～3.0％であり、今年度と大きな差は認められなかった。 

評価については、本項目も SDI を用いて行った。各試料において±2SDI を超えた施設は、

試料 A：No.104、試料Ⅱ：No.105 であった。±3SDI を超えた施設は認められなかった。評

価基準に基づき各施設の評価を行ったところ、全施設 A評価となった。次年度も引き続き A

評価となるよう、内部精度管理の充実、機器メンテナンス等に取り組んでいただき、精度

維持に努めていただきたい。 

（文責 松田 哲明） 
 

Ⅰ－２－１８ Ｍｇ 

 

【測定法内訳】 

酵素法 16 施設 

色素法 8 施設 

ドライケミストリー 1 施設 

 

【検量法】 

血清ベース標準液 18 施設 

溶媒ベース水溶性標準液 5 施設 

指定検量 1 施設 

その他 1 施設 

 

【トレーサビリティの確認】 

企業の標準品 20 施設 

ReCCS 2 施設 
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実施せず 2 施設 

未記入 1 施設 

 

【測定結果】 

  試料 A 試料Ⅰ 試料Ⅱ 

平均 2.23mg/dL 1.91mg/dL 4.36mg/dL 

SD 0.09 0.08 0.10 

CV 3.9% 4.3% 2.3% 

 

【総評】 参加施設数は、昨年度と変わらず 25 施設であった。測定結果を確認すると各試

料の CV は、2.3%～4.3%であった。IP 同様、昨年度試料（試料 A：2.19mg/dL、試料Ⅰ：

2.03mg/dL、試料Ⅱ:4.52mg/dL）の CV を確認したところ、2.4%～4.9%であり今年度と大きな

差は認められなかった。さらに今年度試料において測定法別 CV の比較を行った。結果は、

試料A：酵素法1.6%、色素法：4.6％、試料Ⅰ：酵素法2.2%、色素法5.2%、試料Ⅱ：酵素法

1.4%、色素法 3.1％であり、各試料ともに酵素法においてより収束傾向を認めた。 

各施設データの評価を行ったところ、±2SDI を超えた施設は、試料 A：No.43、No.105、

No.110、No.127、試料Ⅰ：No.43、No.105、No.127、試料Ⅱ：No.20、No.43 であった。これ

らの施設のうち、No.43 については 3 濃度ともに低値傾向（試料 A:1.80mg/dL、試料Ⅰ：

1.60mg/dL、試料Ⅱ：3.30mg/dL）であり、試料 A、試料Ⅱについては-3SDI を超える結果と

なった。こちらの施設については、試料を再送付し、2次サーベイを実施した。結果は、試

料 A：2.20mg/dL、試料Ⅰ：1.80mg/dL、試料Ⅱ：4.30mg/dL と改善を認めた。また、2 次サ

ーベイ実施時に初回送付試料の測定も実施していただき、改善傾向にあったため、初回時

キャリブレーションが原因であった可能性が考えられる。こちらの施設は、B’評価とした。

その他の施設については、24 施設ともに A評価であった。 

（文責 松田 哲明） 
 

Ⅰ－２－１９ Ｆｅ 

 

参加施設は 31 施設であり、測定方法の内訳は Nitroso-PSAP 法 22 施設（71％）、バゾ
フェナントロリン法 9施設（29％）であった。 
正確性の評価として、試料 A,、試料Ⅰ、試料Ⅱの SDI 値を用いて評価した。測定方法別
の平均値は Nitroso-PSAP 法では試料 A：111.5µg/dL、試料Ⅰ：124.5µg/dL、試料Ⅱ：
202.0µg/dL、バゾフェナントロリン法では試料 A：111.5µg/dL、試料Ⅰ：124.5µg/dL、試
料Ⅱ：199.3µg/dLとなり、方法間差はほぼ見られないように思われる。評価はA評価が 29
施設、B評価が 2施設であった。施設 No43については、すべての試料において 2SD以上
低値を示した。また、施設 No36 については、すべての試料において 2SD 以上高値を示し
た。系統的な誤差が考えられ、検量方法に誤りがなかったのかなど原因の追究と、日々の

内部精度管理の徹底をお願いしたい。 

（文責 古谷 善澄） 
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Ⅰ－２－２０（Ｎａ），２１（Ｋ），２２（Ｃｌ） 

 

 参加施設は 49施設であり、方法別内訳はイオン選択電極法 希釈法 46施設、イオン選択
電極法 非希釈法 1施設、ドライケミストリー法 2施設であった。検量方法は溶媒ベース水
溶性標準液使用が 29 施設、血清ベース標準液使用が 17 施設、その他が 1 施設であった。
ドライ法の施設は指定検量使用が 1施設、その他が 1施設であった。JCCLS共用基準範囲
を採用している施設は 6施設であった。 
今年度から評価法を SDI 評価へ変更した。平均値（±3SD 切断法実施）を目標値として、
ドライケミストリー法以外の 47 施設を対象に試料 A、試料Ⅰ、試料Ⅱを用いて評価した。
評価対象となる 47施設において、Naと Clで A評価 46施設、B評価 1施設、C評価 0施
設、Kは全施設A評価と良好な結果であった。NaでB評価となった施設は 3つの試料すべ
て低値となっており系統誤差が見られた。検量線の確認や試薬の状態、機器のメンテナン

スなど原因追求を行い、是正処置をお願いしたい。Cl で B 評価となった施設は非希釈法の
施設であった。今回希釈法と非希釈法は一括評価としたが、今後測定値に乖離が認められ

れば、別評価とすることも検討する。 
昨年度までの評価法では電解質の生理的変動幅を考えると許容幅が広すぎると考えられた

が今年度より SDI 評価による点数加算評価法に変更したことで、若干是正されたと思われ
る。今後も良好な測定結果が保たれるよう日々の精度管理に尽力して頂きたい。 
 

（文責 篠原 絵里） 
 

Ⅰ－２－２３ Ｔ－ＣＨＯ 

 

参加施設は 44 施設、測定法は酵素法 42 施設、ドライケミストリー法 2 施設であった。 

酵素法で測定した施設の各資料の CV は試料 A が 1.5%、試料Ⅰが 1.7%、試料Ⅱが 1.5%であった。 

評価はドライケミストリー法を除く 42 施設を対象に、試料 A・Ⅰ・Ⅱにおける正確度にて行った。各

資料の目標値は試料 A：201.5mg/dL、試料Ⅰ：138.0mg/dL、試料Ⅱ：187.9mg/dL である。試料 A

では施設 No.45 が+2SD 以上高値、施設 No.126 が−2SD 以上低値となる結果となった。試料Ⅰで

は施設 No.45 が+2SD 以上高値となる結果となった。試料Ⅱでは全施設±2SD 以内に収まる良好な

結果となった。高値傾向を示した施設 No.45 施設、試料 A 以外は±2SD 以内に収まってはいるも

のの各試料において高値傾向を示した施設 No.125 は共に系統誤差が考えられる。標準物質や検

量線の再確認等対応をお願いしたい。 

今年度の評価は A 評価が 42 施設、B・C 評価が 0 施設であった。来年度も引き続き A 評価を取っ

ていただけるよう、日々の機器メンテナンスや内部精度管理をお願いしたい。 

 

（文責 山本 誉） 
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Ⅰ－２－２４ ＨＤＬ 

 

参加施設は 43 施設、測定法は阻害法による直接法 34 施設、消去法による直接法 8 施設、ドライ

ケミストリー法 1 施設であった。直接法で測定した施設の各資料の CV は資料 A が 3.5%、資料Ⅰが

7.9%、資料Ⅱが 8.4%であった。 

直接法を試薬メーカー別に分けると、日立化成ダイアグノスティックス・システムズ 20 施設、積水メ

ディカル 11 施設、富士フイルム和光純薬 7 施設、デンカ生研 1 施設、ベックマン・コールター3 施

設であった。日立化成ダイアグノスティックス・システムズ使用施設の内訳は AC リエージェント

HDL-C が 2 施設、メタボリード HDL-C が 18 施設であった。各試料の平均値は試料 A が

62.6mg/dL、試料Ⅰが 45.3mg/dL、試料Ⅱが 60.9mg/dL、CV は試料 A が 1.5％、試料Ⅰが 2.2%、

試料Ⅱが 1.8%であった。積水メディカル使用施設の内訳はコレテスト NHDL が 9 施設、クオリジェン

ト HDL が 2 施設であった。各試料の平均値は試料 A が 64.7mg/dL、試料Ⅰが 50.2mg/dL、試料Ⅱ

が 68.7mg/dL、CV は試料 A が 1.4％、試料Ⅰが 1.2%、試料Ⅱが 1.5%であった。富士フィルム和光

純薬使用施設は全施設 L タイプワコーHDLC・M（3）であった。各試料の平均値は試料 A が

58.9mg/dL、試料Ⅰが 40.0mg/dL、試料Ⅱが 54.1mg/dL、CV は試料 A が 1.2%、試料Ⅰが 1.4%、

試料Ⅱが 0.7%であった。ベックマンコールター使用施設は全施設シンクロンシステム HDL コレル

テロール（HDL）試薬であった。平均値は試料 A が 64.0mg/dL、試料Ⅰが 49.7mg/dL、試料Ⅱが

68.0mg/dL、CV は試料 A が 1.6％、試料Ⅰが 1.2%、試料Ⅱが 1.5%であった。 

評価はドライケミストリー法を除く 42 施設を対象に、試料 A における正確度にて行った。全施設±

2SD 以内に収まる良好な結果となった 

今年度の評価は A 評価が 42 施設、B・C 評価が 0 施設であった。来年度も引き続き A 評価をとっ

ていただけるよう、日々のメンテナンスや内部精度管理をお願いしたい。 

 
（文責 山本 誉） 

 

Ⅰ－２－２５ ＬＤＬ 

 

参加施設は 40 施設、測定法は直接法 39 施設、F 式 1 施設であった。全施設の各試料の CV は

試料 A が 2.7%、試料Ⅰが 20.7%、試料Ⅱが 14.9%であった。 

直接法を試薬メーカー別に分けると、日立化成ダイアグノスティックス・システムズ 18 施設、積水メ

ディカル 10 施設、富士フィルム和光純薬 7 施設、ベックマンコールター3 施設、オーソ・クリニカル・

ダイアグノスティックス 1 施設であった。日立化成ダイアグノスティックス・システムズ使用施設の内訳

は AC リエージェント LDL-C が 2 施設、メタボリード LDL-C16 施設であった。各施設の平均値は試

料 A が 116.0mg/dL、試料Ⅰが 75.2mg/dL、試料Ⅱが 104.5mg/dL、CV は試料 A が 1.5%、試料Ⅰ

が 2.0%、試料Ⅱが 1.4%であった。積水メディカル使用施設の試薬内訳はコレテスト LDL が 8 施設、

クオリジェント LDL が 2 施設であった。各試料の平均値は試料 A が 119.8mg/dL、試料Ⅰが

51.0mg/dL、試料Ⅱが78.3mg/dL、CVは試料Aが、1.3%、試料Ⅰが、5.6％、試料Ⅱが、4.3%であっ

た。富士フイルム和光純薬使用施設は全施設 L タイプ LDL-C M であった。各試料の平均値は試

料 A が 123.3mg/dL、試料Ⅰが 53.1mg/dL、試料Ⅱが 84.6mg/dL、CV は試料 A が 2.6%、試料Ⅰ
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が 6.9%、試料Ⅱが 7.1%であった。ベックマンコールター使用施設は全施設シンクロンシステム LDL

コレステロール試薬であった。 

評価は全施設を対象に、試料 A における正確度にて行った。施設 No.128 が+3SD 以上高値、施

設 No.114 が−2SD 以上低値となった。また試料Ⅰを参考に試薬メーカー別に結果を見てみると全

施設±2SD 以内に収まってはいるが施設 No.128 は高値傾向、施設 No.114 は低値傾向が目立つ

ため系統誤差であると考えられる。標準物質や検量線の再確認等対応をお願いしたい。 

今年度の評価は A 評価が 38 施設、B 評価 1 施設、C 評価が 1 施設であった。来年度は全施設 A

評価になるよう、日々のメンテナンスや内部精度管理をお願いしたい。また評価の見直し等考える

必要がある。 

（文責 山本 誉） 
 

Ⅰ－２－２６ ＴＧ 

 

参加施設は 44 施設、測定法は酵素比色法 42 施設、その他の方法 1 施設、ドライケミストリー法 1

施設であった。 

評価はドライケミストリー法を除く 43 施設を対象に試料 A・Ⅰ・Ⅱにおける正確度にて行った。各試

料の目標値は試料 A：96.6mg/dL、試料Ⅰ：52.0mg/dL、試料Ⅱ：70.8mg/dL である。試料 A では、

施設 No.22 が+2SD 以上高値、施設 No.47、No.127 が−2SD 以上低値となる結果となった。試料Ⅰ

では施設 No.24、No47 が−2SD 以上低値、施設 No.128 が+3SD 以上高値となる結果となった。試料

Ⅱは施設 No.22 が+2SD 以上高値、No.24 が−2SD 以上低値となる結果となった。低値傾向を示し

た施設 No.22、高値傾向を示した施設 No.24、No.47 は共に系統誤差が考えられる。標準物質や検

量線の再確認等対応をお願いしたい。また、試料Ⅰにおいて+3SD 以上高値を示した施設 No.128

は偶発誤差が考えられる。タイムコースなど再確認の対応をお願いしたい。 

今年度の評価は A 評価が 42 施設、B・C 評価が 0 施設であった。来年度も引き続き A 評価を取っ

ていただけるよう、日々の機器メンテナンスや内部精度管理をお願いしたい。 

（文責 山本 誉） 

 

Ⅰ－２－２７ ＨｂＡ１ｃ 

 

参加施設数は 46 施設であり、測定方法の内訳は HPLC 法 27 施設（59%）、酵素法 13
施設（28%）、免疫法 6施設（13%）であった。 
正確性の評価として、全血をベースに精度管理委員が作成した凍結試料 C1（低濃度）、

C2（高濃度）の SDI値を用いて評価した。測定方法別の平均値は HPLC法では試料 C1：
5.64%、試料 C2で 8.55%、酵素法では試料 C1：5.66%、試料 C2が 8.68%、免疫法では試
料 C1：5.55%、試料 C2：8.55%となり、方法間差はほぼ見られないように思われる。また、
変動係数はHPLC法では試料C1：1.57%、試料C2：1.19%、酵素法では試料C1：3.10%、
試料C2：2.41%、免疫法では試料C1：3.37%、試料C2：1.61%と大きなバラツキもなく、
非常に良く収束していると思われる。評価はすべての施設で A評価となった。 

（文責 古谷 善澄） 
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Ⅰ－３ まとめ 

 

2019年度生化学部門精度管理事業は、平成15年度よりＨｂＡＩｃ、平成20年度よりＬＤ

Ｌコレステロールを加え、平成29年度よりＣｈＥ、ＴＰ、ＡＬＢ、ＵＡ、ＵＮ、Ｔ-Ｂｉｌ、

Ｃａ、ＩＰ、Ｍｇ、Ｆｅ、Ｎａ、Ｋ、Ｃｌを加え 27 項目の調査となった。日臨技精度保障

認定施設申請に必要な項目も測定することにより得られることになり、すべての項目を評

価対象として、50 施設の参加をいただき実施することができた。 

近年、酵素項目のＡＳＴ、ＡＬＴ、ＬＤ、ＣＫ、ＡＬＰ、γ-ＧＴ、ＣｈＥ、ＡＭＹは

JSCC 標準化対応法比率がドライ法を除いた施設では 100％であった。酵素項目の JSCC 標準

化対応法採用施設の増加は的確な検量用ＥＲＭの使用もあり、施設間差を解消し測定値の

収束を促したと考える。毎年実施している管理血清に用いた試料スイートロ－ルⅠ・Ⅱ測

定値を表示値と滋賀県平均値の比較は、各施設のご努力の成果もあり、本年度も各項目と

も表示値及び全国平均値に近似した測定値であった。ＨｂＡＩｃは測定試料に市販管理試

料にかえて、ヒトの溶血試料２濃度で調査をおこない、NGSP 値を評価対象として良好な結

果を得た。 

生化学精度管理事業は本年度で35年となった。開始当初は施設間により測定方法の違い

かあり、基準値の統一性もなく測定値のバラツキが大きくテーターの互換性がない状態で

あったが、自動分析装置の進歩と精度の向上は著しいものがあり、現在は酵素項目を代表

として標準法の確立がなされ、JCERMの登場により、施設間差は著しく収束しており本事業

参加施設内での標準化は達成しつつある。但し、一部であるが、適切な基準範囲の設定が

実施されていない施設も見受けられる。今後は、生化学部門精度管理事業としても、各施

設独自の基準範囲の設定を見直し、共用基準範囲の普及を目指していきたい。 

日本臨床検査技師会においては、精度保証施設認証制度がある。新規申請及び更新に必要

な地方サーベイの項目も実施しているので、生化学部門精度管理事業によりＡ評価の基準

を満たしている多くの施設が施設認証を目指されることを希望します。 

次年度は、ALP、LDの IFCC法の変更施設も増えることが予想されるので、動向を注視
していきたい。 
今後も生化学精度管理事業は正確性、精密度の向上、測定値の共有化による施設間差是

正に取り組みますので、各施設のより一層のご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

（文責 三上 孝） 
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表Ⅰ－2－1－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

AST 参加数 49

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　AST JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

2 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

5 JSCC標準化対応法 クオリジェントAST-L 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

7 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 JSCC標準化対応法 シカリキッド　AST 関東化学株式会社 その他

18 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

19 JSCC標準化対応法 AUリエージェントAST ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　AST JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

22 JSCC標準化対応法 Ｎ－アッセイ　Ｌ　ＧＯＴ　ニットーボー ニットーボーメディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス ニットーボーメディカル株式会社

24 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　AST JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

26 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

27 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　AST JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

28 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

30 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 JSCC標準化対応法 コバス試薬 ASTL ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

36 JSCC標準化対応法 ピュアオートS AST-L 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

37 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　AST JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

42 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

43 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 JSCC標準化対応法 ピュアオートS AST-L 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータプラス シスメックス株式会社

46 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　AST JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

47 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

48 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　AST JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

49 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 JSCC標準化対応法 AUリエージェントAST ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　AST試薬(GOT) ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

52 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

53 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 JSCC標準化対応法 シカリキッド　AST 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

58 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　AST試薬(GOT) ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 栄研化学株式会社

84 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

88 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

95 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

103 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

104 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

105 JSCC標準化対応法 Ｎ－アッセイ　Ｌ　ＧＯＴ　ニットーボー ニットーボーメディカル株式会社 酵素キャリブレータプラス シスメックス株式会社

106 JSCC標準化対応法 シカリキッド　AST 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

107 JSCC標準化対応法 イアトロLQ　AST（Ｊ）Ⅱ 株式会社LSIメディエンス 酵素キャリブレータープラス 株式会社LSIメディエンス

110 JSCC標準化対応法 ピュアオートS AST-L 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

114 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　AST試薬(GOT) ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 栄研化学株式会社

115 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

127 JSCC標準化対応法 シカリキッド　AST 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

128 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

132 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

137 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー AST・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド　ASTJ オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット3 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD AST(GOT) アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－1－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
測定値及び基礎統計一覧 AST

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
JSCC標準化対応法 1 20 -1.94 90 33 -2.08 95 160 -0.95 98 13 33
JSCC標準化対応法 2 22 -0.10 100 35 0.25 101 161 -0.67 99 8 35
JSCC標準化対応法 5 23 0.82 104 36 1.41 103 165 0.47 101 10 40
JSCC標準化対応法 7 23 0.82 104 35 0.25 101 164 0.19 100 13 33
JSCC標準化対応法 14 22 -0.10 100 34 -0.92 98 156 -2.09 96
JSCC標準化対応法 18 22 -0.10 100 35 0.25 101 162 -0.38 99 8 38
JSCC標準化対応法 19 22 -0.10 100 36 1.41 103 169 1.61 103 10 40
JSCC標準化対応法 20 21 -1.02 95 34 -0.92 98 159 -1.23 97 10 38
JSCC標準化対応法 22 21 -1.02 95 34 -0.92 98 163 -0.10 100 9 36
JSCC標準化対応法 24 21 -1.02 95 34 -0.92 98 158 -1.52 97 13 30
JSCC標準化対応法 26 22 -0.10 100 35 0.25 101 164 0.19 100 10 40
JSCC標準化対応法 27 22 -0.10 100 35 0.25 101 160 -0.95 98 13 30
JSCC標準化対応法 28 22 -0.10 100 34 -0.92 98 164 0.19 100 10 40
JSCC標準化対応法 30 22 -0.10 100 34 -0.92 98 160 -0.95 98 10 40
JSCC標準化対応法 35 22 -0.10 100 34 -0.92 98 166 0.76 102 11 47
JSCC標準化対応法 36 22 -0.10 100 34 -0.92 98 163 -0.10 100 7 38
JSCC標準化対応法 37 21 -1.02 95 36 1.41 103 166 0.76 102 0 30
JSCC標準化対応法 39 21 -1.02 95 34 -0.92 98 161 -0.67 99 5 46
JSCC標準化対応法 42 23 0.82 104 35 0.25 101 163 -0.10 100 10 40
JSCC標準化対応法 43 22 -0.10 100 35 0.25 101 162 -0.38 99 10 40
JSCC標準化対応法 45 23 0.82 104 35 0.25 101 166 0.76 102 13 30
JSCC標準化対応法 46 19 -2.85 86 33 -2.08 95 160 -0.95 98 13 33
JSCC標準化対応法 47 22 -0.10 100 34 -0.92 98 167 1.04 102 13 30
JSCC標準化対応法 48 23 0.82 104 36 1.41 103 165 0.47 101 13 30
JSCC標準化対応法 49 21 -1.02 95 34 -0.92 98 164 0.19 100 5 40
JSCC標準化対応法 50 20 -1.94 90 35 0.25 101 165 0.47 101 13 38
JSCC標準化対応法 51 24 1.74 109 35 0.25 101 173 2.75 106 10 40
JSCC標準化対応法 52 21 -1.02 95 34 -0.92 98 163 -0.10 100 10 40
JSCC標準化対応法 53 22 -0.10 100 35 0.25 101 164 0.19 100 13 33
JSCC標準化対応法 54 23 0.82 104 35 0.25 101 164 0.19 100 13 30
JSCC標準化対応法 56 22 -0.10 100 34 -0.92 98 158 -1.52 97 5 38
JSCC標準化対応法 58 24 1.74 109 36 1.41 103 172 2.46 105 10 40
JSCC標準化対応法 84 22 -0.10 100 35 0.25 101 165 0.47 101 10 40
JSCC標準化対応法 88 22 -0.10 100 34 -0.92 98 164 0.19 100 10 40
JSCC標準化対応法 95 22 -0.10 100 35 0.25 101 163 -0.10 100 8 40
JSCC標準化対応法 103 23 0.82 104 36 1.41 103 160 -0.95 98 10 40
JSCC標準化対応法 104 23 0.82 104 35 0.25 101 165 0.47 101 10 40
JSCC標準化対応法 105 22 -0.10 100 35 0.25 101 163 -0.10 100 9 38
JSCC標準化対応法 106 22 -0.10 100 35 0.25 101 159 -1.23 97 10 40
JSCC標準化対応法 107 22 -0.10 100 35 0.25 101 165 0.47 101 10 40
JSCC標準化対応法 110 22 -0.10 100 35 0.25 101 163 -0.10 100 10 40
JSCC標準化対応法 114 25 2.66 113 37 2.58 106 172 2.46 105 10 40
JSCC標準化対応法 115 23 0.82 104 36 1.41 103 163 -0.10 100 10 40
JSCC標準化対応法 127 24 1.74 109 35 0.25 101 159 -1.23 97 10 40
JSCC標準化対応法 128 23 0.82 104 36 1.41 103 163 -0.10 100 10 40
JSCC標準化対応法 132 22 -0.10 100 34 -0.92 98 163 -0.10 100 10 40
JSCC標準化対応法 137 22 -0.10 100 34 -0.92 98 163 -0.10 100 10 40

平均 22.1 34.8 163.3
SD 1.09 0.86 3.52     ＊：データ／平均値＊１００

CV 4.9% 2.5% 2.2% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 25.4 37.4 173.9
(-3SD) 18.8 32.2 152.8
(+2SD) 24.3 36.5 170.4
(-2SD) 19.9 33.1 156.3

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 23 0.82 104 51 18.89 147 245 23.23 150 0 35
ドライケミストリー 59 28 5.42 127 34 -0.92 98 185 6.16 113 7 38

試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

 
 
 
 
 
 
 
 

26



表Ⅰ－2－2－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

ALT 参加数 49

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　ALT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

2 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

5 JSCC標準化対応法 クオリジェントALT-L 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

7 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 JSCC標準化対応法 シカリキッド　ALT 関東化学株式会社 その他

18 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

19 JSCC標準化対応法 AUリエージェントALT ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　ALT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

22 JSCC標準化対応法 Ｎ－アッセイ　Ｌ　ＧＰＴ　ニットーボー ニットーボーメディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス ニットーボーメディカル株式会社

24 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　ALT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

26 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

27 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　ALT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

28 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

30 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 JSCC標準化対応法 コバス試薬 ALTL ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

36 JSCC標準化対応法 ピュアオートS ALT-L 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

37 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　ALT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

42 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

43 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 JSCC標準化対応法 ピュアオートS ALT-L 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータプラス シスメックス株式会社

46 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　ALT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

47 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

48 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　ALT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

49 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 JSCC標準化対応法 AUリエージェントALT ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　ALT試薬(GPT) ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

52 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

53 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 JSCC標準化対応法 シカリキッド　ALT 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

58 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　ALT試薬(GPT) ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 栄研化学株式会社

84 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

88 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

95 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

103 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

104 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

105 JSCC標準化対応法 Ｎ－アッセイ　Ｌ　ＧＰＴ　ニットーボー ニットーボーメディカル株式会社 酵素キャリブレータプラス シスメックス株式会社

106 JSCC標準化対応法 シカリキッド　ALT 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

107 JSCC標準化対応法 イアトロLQ　ALT（Ｊ）Ⅱ 株式会社LSIメディエンス 酵素キャリブレータープラス 株式会社LSIメディエンス

110 JSCC標準化対応法 ピュアオートS ALT-L 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

114 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　ALT試薬(GPT) ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 栄研化学株式会社

115 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

127 JSCC標準化対応法 シカリキッド　ALT 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

128 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

132 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

137 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALT・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド　ALT2 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット3 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD ALT(GPT) アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－2－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
測定値及び基礎統計一覧 ALT

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
JSCC標準化対応法 1 19 -1.05 95 33 -0.94 98 164 -0.52 99 8 42 6 30
JSCC標準化対応法 2 19 -1.05 95 33 -0.94 98 163 -0.87 98 5 40
JSCC標準化対応法 5 21 0.86 104 34 0.32 101 165 -0.18 100 5 40
JSCC標準化対応法 7 22 1.81 109 34 0.32 101 167 0.50 101 6 30 6 27
JSCC標準化対応法 14 20 -0.10 100 33 -0.94 98 158 -2.58 95 5 45
JSCC標準化対応法 18 18 -2.00 90 33 -0.94 98 162 -1.21 98 4 44
JSCC標準化対応法 19 19 -1.05 95 35 1.58 104 170 1.53 103 6 40
JSCC標準化対応法 20 20 -0.10 100 35 1.58 104 167 0.50 101 6 36
JSCC標準化対応法 22 20 -0.10 100 33 -0.94 98 163 -0.87 98 5 42
JSCC標準化対応法 24 19 -1.05 95 33 -0.94 98 164 -0.52 99 10 42 7 23
JSCC標準化対応法 26 21 0.86 104 34 0.32 101 163 -0.87 98 6 40
JSCC標準化対応法 27 20 -0.10 100 33 -0.94 98 164 -0.52 99 10 42 7 23
JSCC標準化対応法 28 21 0.86 104 33 -0.94 98 163 -0.87 98 6 40
JSCC標準化対応法 30 20 -0.10 100 34 0.32 101 166 0.16 100 6 40
JSCC標準化対応法 35 20 -0.10 100 34 0.32 101 166 0.16 100 3 27
JSCC標準化対応法 36 19 -1.05 95 33 -0.94 98 164 -0.52 99 4 43
JSCC標準化対応法 37 17 -2.95 85 33 -0.94 98 164 -0.52 99 0 30
JSCC標準化対応法 39 21 0.86 104 34 0.32 101 166 0.16 100 4 51
JSCC標準化対応法 42 21 0.86 104 34 0.32 101 166 0.16 100 6 40
JSCC標準化対応法 43 21 0.86 104 34 0.32 101 166 0.16 100 6 40
JSCC標準化対応法 45 19 -1.05 95 34 0.32 101 166 0.16 100 10 42 7 23
JSCC標準化対応法 46 15 -4.86 75 34 0.32 101 166 0.16 100 8 42 6 27
JSCC標準化対応法 47 20 -0.10 100 34 0.32 101 167 0.50 101 10 42 7 23
JSCC標準化対応法 48 20 -0.10 100 35 1.58 104 170 1.53 103 10 42 7 23
JSCC標準化対応法 49 20 -0.10 100 33 -0.94 98 165 -0.18 100 3 35
JSCC標準化対応法 50 21 0.86 104 34 0.32 101 171 1.87 103 9 30
JSCC標準化対応法 51 21 0.86 104 35 1.58 104 166 0.16 100 5 45
JSCC標準化対応法 52 20 -0.10 100 33 -0.94 98 162 -1.21 98 6 40
JSCC標準化対応法 53 18 -2.00 90 35 1.58 104 172 2.22 104 8 42 6 27
JSCC標準化対応法 54 21 0.86 104 33 -0.94 98 166 0.16 100 10 42 7 23
JSCC標準化対応法 56 22 1.81 109 35 1.58 104 169 1.19 102 3 42
JSCC標準化対応法 58 20 -0.10 100 35 1.58 104 166 0.16 100 6 40
JSCC標準化対応法 84 21 0.86 104 33 -0.94 98 167 0.50 101 5 45
JSCC標準化対応法 88 20 -0.10 100 33 -0.94 98 162 -1.21 98 6 40
JSCC標準化対応法 95 20 -0.10 100 33 -0.94 98 164 -0.52 99 5 35
JSCC標準化対応法 103 22 1.81 109 36 2.84 107 174 2.90 105 5 45
JSCC標準化対応法 104 20 -0.10 100 34 0.32 101 167 0.50 101 5 45
JSCC標準化対応法 105 21 0.86 104 34 0.32 101 166 0.16 100 5 39
JSCC標準化対応法 106 21 0.86 104 34 0.32 101 163 -0.87 98 5 40
JSCC標準化対応法 107 19 -1.05 95 33 -0.94 98 164 -0.52 99 5 45
JSCC標準化対応法 110 20 -0.10 100 33 -0.94 98 164 -0.52 99 5 45
JSCC標準化対応法 114 20 -0.10 100 34 0.32 101 167 0.50 101 6 40
JSCC標準化対応法 115 21 0.86 104 34 0.32 101 169 1.19 102 5 45
JSCC標準化対応法 127 19 -1.05 95 33 -0.94 98 164 -0.52 99 5 40
JSCC標準化対応法 128 20 -0.10 100 34 0.32 101 167 0.50 101 4 45
JSCC標準化対応法 132 20 -0.10 100 33 -0.94 98 163 -0.87 98 6 40
JSCC標準化対応法 137 20 -0.10 100 33 -0.94 98 162 -1.21 98 6 40

平均 20.1 33.7 165.5
SD 1.05 0.79 2.92     ＊：データ／平均値＊１００

CV 5.2% 2.4% 1.8% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 23.3 36.1 174.3
(-3SD) 17.0 31.4 156.8
(+2SD) 22.2 35.3 171.4
(-2SD) 18.0 32.2 159.7

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 23 2.76 114 51 21.76 151 245 27.23 148 0 35
ドライケミストリー 59 28 7.52 139 34 0.32 101 185 6.67 112 4 44

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性) 基準範囲(女性)
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表Ⅰ－2－3－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

LD 参加数 48

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　LD JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

2 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

5 JSCC標準化対応法 クオリジェント LD 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

7 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 JSCC標準化対応法 シカリキッド　LDH　J 関東化学株式会社 その他 その他

18 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

19 JSCC標準化対応法 AUリエージェントLDH（IFCC） ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　LD JS 株式会社　シノテスト Aalto EC ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

22 JSCC標準化対応法 シカリキッド　LDH　J 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

24 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　LD JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

26 JSCC標準化対応法 エスパ・ＬＤＨリキッド ニプロ株式会社 酵素キャリブレータープラス ニプロ株式会社

27 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　LD JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

28 JSCC標準化対応法 エスパ・ＬＤＨリキッド ニプロ株式会社 酵素キャリブレータープラス ニプロ株式会社

30 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　LD JS 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

36 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　LD JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

37 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　LD JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

42 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

43 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 JSCC標準化対応法 ピュアオートS LD 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータプラス シスメックス株式会社

46 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　LD JS 株式会社　シノテスト Aalto EC ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

47 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

48 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ　LD JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

49 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 JSCC標準化対応法 AUリエージェントLDH（IFCC） ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　LD-L試薬 ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

52 JSCC標準化対応法 エスパ・ＬＤＨリキッド ニプロ株式会社 酵素キャリブレータープラス ニプロ株式会社

53 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 JSCC標準化対応法 シカリキッド　LDH　J 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

58 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　LD-L試薬 ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 栄研化学株式会社

84 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

88 JSCC標準化対応法 エスパ・ＬＤＨリキッド ニプロ株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

95 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

103 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

104 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

105 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

106 JSCC標準化対応法 シカリキッド　LDH　J 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

107 JSCC標準化対応法 イアトロLQ　LDHレートⅡ 株式会社LSIメディエンス 酵素キャリブレータープラス 株式会社LSIメディエンス

110 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

114 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　LD-L試薬 ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 栄研化学株式会社

115 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー LD・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

127 JSCC標準化対応法 シカリキッド　LDH　J 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

132 JSCC標準化対応法 エスパ・ＬＤＨリキッド ニプロ株式会社 酵素キャリブレータープラス ニプロ株式会社

137 JSCC標準化対応法 エスパ・ＬＤＨリキッド ニプロ株式会社 酵素キャリブレータープラス ニプロ株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド　LDHJ オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット3 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD LD アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－3－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
測定値及び基礎統計一覧 LD

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
JSCC標準化対応法 1 200 0.58 102 160 -0.70 99 390 -2.03 97 119 240
JSCC標準化対応法 2 192 -0.99 97 162 -0.02 100 402 -0.16 100 80 230
JSCC標準化対応法 5 208 2.14 106 162 -0.02 100 409 0.94 101 110 240
JSCC標準化対応法 7 198 0.19 100 163 0.32 101 401 -0.31 100 119 229
JSCC標準化対応法 14 197 -0.01 100 158 -1.39 97 394 -1.41 98 115 245
JSCC標準化対応法 18 182 -2.94 92 157 -1.73 97 399 -0.63 99 106 211
JSCC標準化対応法 19 198 0.19 100 160 -0.70 99 401 -0.31 100 120 240
JSCC標準化対応法 20 195 -0.40 99 161 -0.36 99 400 -0.47 99 100 230
JSCC標準化対応法 22 199 0.38 101 163 0.32 101 401 -0.31 100 105 225
JSCC標準化対応法 24 200 0.58 102 159 -1.05 98 404 0.16 100 124 222
JSCC標準化対応法 26 194 -0.60 98 160 -0.70 99 402 -0.16 100 120 240
JSCC標準化対応法 27 193 -0.79 98 159 -1.05 98 400 -0.47 99 124 222
JSCC標準化対応法 28 194 -0.60 98 160 -0.70 99 402 -0.16 100 120 240
JSCC標準化対応法 30 187 -1.96 95 161 -0.36 99 393 -1.56 98 120 240
JSCC標準化対応法 35 194 -0.60 98 160 -0.70 99 396 -1.09 98 114 371
JSCC標準化対応法 36 197 -0.01 100 160 -0.70 99 403 0.00 100 101 202
JSCC標準化対応法 37 195 -0.40 99 166 1.34 102 411 1.25 102 100 250
JSCC標準化対応法 39 195 -0.40 99 162 -0.02 100 399 -0.63 99 100 225
JSCC標準化対応法 42 201 0.77 102 166 1.34 102 411 1.25 102 120 240
JSCC標準化対応法 43 195 -0.40 99 160 -0.70 99 398 -0.78 99 80 220
JSCC標準化対応法 45 208 2.14 106 168 2.02 104 420 2.66 104 124 222
JSCC標準化対応法 46 196 -0.20 99 161 -0.36 99 397 -0.94 99 100 200
JSCC標準化対応法 47 200 0.58 102 163 0.32 101 407 0.63 101 124 222
JSCC標準化対応法 48 206 1.75 105 170 2.71 105 415 1.88 103 124 222
JSCC標準化対応法 49 199 0.38 101 162 -0.02 100 411 1.25 102 106 211
JSCC標準化対応法 50 207 1.95 105 166 1.34 102 425 3.44 105 124 226
JSCC標準化対応法 51 204 1.36 104 166 1.34 102 411 1.25 102 115 245
JSCC標準化対応法 52 194 -0.60 98 161 -0.36 99 403 0.00 100 120 240
JSCC標準化対応法 53 197 -0.01 100 167 1.68 103 409 0.94 101 119 229
JSCC標準化対応法 54 194 -0.60 98 164 0.66 101 409 0.94 101 124 222
JSCC標準化対応法 56 196 -0.20 99 161 -0.36 99 395 -1.25 98 119 229
JSCC標準化対応法 58 204 1.36 104 167 1.68 103 406 0.47 101 120 240
JSCC標準化対応法 84 200 0.58 102 163 0.32 101 408 0.78 101 120 245
JSCC標準化対応法 88 194 -0.60 98 160 -0.70 99 402 -0.16 100 120 240
JSCC標準化対応法 95 198 0.19 100 161 -0.36 99 397 -0.94 99 119 229
JSCC標準化対応法 103 189 -1.57 96 159 -1.05 98 395 -1.25 98 120 245
JSCC標準化対応法 104 196 -0.20 99 164 0.66 101 409 0.94 101 120 245
JSCC標準化対応法 105 197 -0.01 100 162 -0.02 100 398 -0.78 99 120 260
JSCC標準化対応法 106 197 -0.01 100 161 -0.36 99 399 -0.63 99 115 245
JSCC標準化対応法 107 195 -0.40 99 163 0.32 101 404 0.16 100 120 240
JSCC標準化対応法 110 193 -0.79 98 161 -0.36 99 399 -0.63 99 120 245
JSCC標準化対応法 114 204 1.36 104 167 1.68 103 415 1.88 103 120 240
JSCC標準化対応法 115 196 -0.20 99 162 -0.02 100 407 0.63 101 120 245
JSCC標準化対応法 127 198 0.19 100 159 -1.05 98 403 0.00 100 115 245
JSCC標準化対応法 132 194 -0.60 98 159 -1.05 98 401 -0.31 100 120 240
JSCC標準化対応法 137 194 -0.60 98 159 -1.05 98 401 -0.31 100 120 240

平均 197.0 162.1 403.0
SD 5.11 2.93 6.40     ＊：データ／平均値＊１００

CV 2.6% 1.8% 1.6% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 212.4 170.9 422.2
(-3SD) 181.7 153.3 383.8
(+2SD) 207.3 167.9 415.8
(-2SD) 186.8 156.2 390.2

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 205 1.56 104 179 5.78 110 455 8.13 113 120 240
ドライケミストリー 59 242 8.79 123 95 -22.87 59 294 -17.03 73 106 220

試料A 基準範囲(男性)試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料A 試料Ⅰ  基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性) 基準範囲(女性)試料Ⅱ

基準範囲(女性)
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表Ⅰ－2－4－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

CK 参加数 49

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 JSCC標準化対応法 アキュラスオート CK JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

2 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

5 JSCC標準化対応法 クオリジェントCK-L 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

7 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 JSCC標準化対応法 シカリキッド　CK 関東化学株式会社 その他

18 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

19 JSCC標準化対応法 シグナスオート  CK 株式会社　シノテスト AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 JSCC標準化対応法 アキュラスオート CK JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

22 JSCC標準化対応法 Ｎ－アッセイ　Ｌ　ＣＰＫ－Ｓ　ニットーボー ニットーボーメディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス ニットーボーメディカル株式会社

24 JSCC標準化対応法 シグナスオート  CK 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

26 JSCC標準化対応法 シカリキッド　CK 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

27 JSCC標準化対応法 シグナスオート  CK 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

28 JSCC標準化対応法 シカリキッド　CK 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

30 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 JSCC標準化対応法 リキテック CK-NAC プラス ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

36 JSCC標準化対応法 シグナスオート  CK 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

37 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 JSCC標準化対応法 シグナスオート  CK 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

42 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

43 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 JSCC標準化対応法 ピュアオートS CK-L 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータプラス シスメックス株式会社

46 JSCC標準化対応法 シグナスオート  CK 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

47 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

48 JSCC標準化対応法 シグナスオート  CK 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

49 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 JSCC標準化対応法 シグナスオート  CK 株式会社　シノテスト AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　CK試薬 ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

52 JSCC標準化対応法 シカリキッド　CK 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

53 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 JSCC標準化対応法 シカリキッド　CK 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

58 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　CK試薬 ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 栄研化学株式会社

84 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

88 JSCC標準化対応法 シカリキッド　CK 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

95 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

103 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

104 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

105 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

106 JSCC標準化対応法 シカリキッド　CK 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

107 JSCC標準化対応法 イアトロLQ　CKレートJⅡ 株式会社LSIメディエンス 酵素キャリブレータープラス 株式会社LSIメディエンス

110 JSCC標準化対応法 Ｎ－アッセイ　ＣＰＫ－Ｌ　ニットーボー ニットーボーメディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス ニットーボーメディカル株式会社

114 JSCC標準化対応法 シンクロンシステム　CK試薬 ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 栄研化学株式会社

115 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

127 JSCC標準化対応法 シカリキッド　CK 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

128 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー CK 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

132 JSCC標準化対応法 シカリキッド　CK 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

137 JSCC標準化対応法 シカリキッド　CK 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド　CKJ オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット3 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD CK アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－4－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
測定値及び基礎統計一覧 CK

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
JSCC標準化対応法 1 142 -1.06 98 187 -1.16 97 445 -1.33 97 62 287 45 163
JSCC標準化対応法 2 141 -1.37 97 191 -0.26 99 451 -0.63 99 40 200
JSCC標準化対応法 5 148 0.81 102 189 -0.71 98 453 -0.40 99 40 200 30 180
JSCC標準化対応法 7 148 0.81 102 196 0.86 102 461 0.53 101 62 287 45 163
JSCC標準化対応法 14 146 0.18 100 188 -0.93 98 453 -0.40 99 50 250 45 210
JSCC標準化対応法 18 144 -0.44 99 194 0.41 101 464 0.88 102 62 287 62 287 45 165
JSCC標準化対応法 19 140 -1.68 96 189 -0.71 98 455 -0.17 100 45 245 30 170
JSCC標準化対応法 20 144 -0.44 99 191 -0.26 99 451 -0.63 99 55 350
JSCC標準化対応法 22 147 0.50 101 199 1.53 104 467 1.23 102 40 210
JSCC標準化対応法 24 149 1.12 102 194 0.41 101 467 1.23 102 59 248 41 153
JSCC標準化対応法 26 148 0.81 102 188 -0.93 98 451 -0.63 99 45 245 30 170
JSCC標準化対応法 27 141 -1.37 97 184 -1.83 96 439 -2.03 96 59 248 41 153
JSCC標準化対応法 28 149 1.12 102 189 -0.71 98 449 -0.87 98 45 245 30 170
JSCC標準化対応法 30 145 -0.13 100 193 0.19 100 455 -0.17 100 29 187 24 162
JSCC標準化対応法 35 152 2.05 105 189 -0.71 98 460 0.41 101 23 304
JSCC標準化対応法 36 141 -1.37 97 186 -1.38 97 449 -0.87 98 62 287 45 163
JSCC標準化対応法 37 141 -1.37 97 197 1.08 103 463 0.76 101 34 176
JSCC標準化対応法 39 145 -0.13 100 187 -1.16 97 445 -1.33 97 43 272 30 165
JSCC標準化対応法 42 151 1.74 104 200 1.75 104 467 1.23 102 29 187 24 162
JSCC標準化対応法 43 149 1.12 102 196 0.86 102 464 0.88 102 40 180
JSCC標準化対応法 45 147 0.50 101 189 -0.71 98 459 0.30 101 59 248 41 153
JSCC標準化対応法 46 144 -0.44 99 194 0.41 101 460 0.41 101 62 287 45 163
JSCC標準化対応法 47 144 -0.44 99 191 -0.26 99 457 0.06 100 59 248 41 153
JSCC標準化対応法 48 150 1.43 103 198 1.31 103 471 1.69 103 59 248 41 153
JSCC標準化対応法 49 147 0.50 101 196 0.86 102 462 0.65 101 24 195
JSCC標準化対応法 50 145 -0.13 100 194 0.41 101 461 0.53 101 43 272 30 165
JSCC標準化対応法 51 149 1.12 102 204 2.65 106 482 2.98 106 50 250 45 210
JSCC標準化対応法 52 148 0.81 102 189 -0.71 98 450 -0.75 99 45 245 30 170
JSCC標準化対応法 53 146 0.18 100 200 1.75 104 468 1.35 103 62 287 45 163
JSCC標準化対応法 54 142 -1.06 98 185 -1.61 96 446 -1.22 98 59 248 41 153
JSCC標準化対応法 56 144 -0.44 99 189 -0.71 98 451 -0.63 99 15 180
JSCC標準化対応法 58 139 -1.99 96 190 -0.49 99 446 -1.22 98 45 245 30 170
JSCC標準化対応法 84 147 0.50 101 195 0.63 101 463 0.76 101 50 230 50 210
JSCC標準化対応法 88 148 0.81 102 189 -0.71 98 449 -0.87 98 45 245 30 170
JSCC標準化対応法 95 146 0.18 100 194 0.41 101 456 -0.05 100 15 168 13 142
JSCC標準化対応法 103 141 -1.37 97 190 -0.49 99 452 -0.52 99 50 230 50 210
JSCC標準化対応法 104 144 -0.44 99 196 0.86 102 462 0.65 101 50 230 50 210
JSCC標準化対応法 105 145 -0.13 100 194 0.41 101 453 -0.40 99 40 220 30 190
JSCC標準化対応法 106 144 -0.44 99 188 -0.93 98 444 -1.45 97 62 287 45 163
JSCC標準化対応法 107 142 -1.06 98 191 -0.26 99 454 -0.28 99 60 270 40 150
JSCC標準化対応法 110 147 0.50 101 198 1.31 103 470 1.58 103 50 230 50 210
JSCC標準化対応法 114 139 -1.99 96 191 -0.26 99 448 -0.98 98 45 245 30 170
JSCC標準化対応法 115 148 0.81 102 196 0.86 102 462 0.65 101 50 230 50 210
JSCC標準化対応法 127 144 -0.44 99 190 -0.49 99 458 0.18 100 62 287 45 163
JSCC標準化対応法 128 147 0.50 101 197 1.08 103 460 0.41 101 45 245 30 170
JSCC標準化対応法 132 148 0.81 102 188 -0.93 98 448 -0.98 98 45 245 30 170
JSCC標準化対応法 137 148 0.81 102 189 -0.71 98 452 -0.52 99 45 245 30 170

平均 145.4 192.2 456.4
SD 3.22 4.46 8.59     ＊：データ／平均値＊１００

CV 2.2% 2.3% 1.9% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 155.1 205.6 482.2
(-3SD) 135.7 178.8 430.7
(+2SD) 151.8 201.1 473.6
(-2SD) 139.0 183.2 439.3

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 136 -2.92 94 221 6.46 115 466 1.11 102
ドライケミストリー 59 204 18.19 140 220 6.23 114 609 17.77 133

試料A 試料Ⅰ  

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)試料A 試料Ⅰ  

基準範囲(女性)試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

基準範囲(男性)
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表Ⅰ－2－5－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

ALP 参加数 46

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ ALP‐JSⅡ 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

2 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

5 JSCC標準化対応法 クオリジェント ALP 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

7 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 JSCC標準化対応法 シカリキッド　ALP 関東化学株式会社 その他

18 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

19 JSCC標準化対応法 AUリエージェントALP ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ ALP-JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

22 JSCC標準化対応法 シカリキッド　ALP 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

24 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ ALP‐JSⅡ 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

27 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ ALP‐JSⅡ 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

28 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

30 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ ALP-JS 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

36 JSCC標準化対応法 ピュアオートS ALP 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

37 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ ALP‐JSⅡ 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

42 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

43 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 JSCC標準化対応法 オートセラS ALP 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータプラス シスメックス株式会社

46 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ ALP-JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

47 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

48 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ ALP‐JSⅡ 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

49 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 JSCC標準化対応法 AUリエージェントALP ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ ALP‐JSⅡ 株式会社　シノテスト AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

52 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

53 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 JSCC標準化対応法 シカリキッド　ALP 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

58 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ ALP-JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

84 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

88 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

95 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

104 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

105 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

106 JSCC標準化対応法 シカリキッド　ALP 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

107 JSCC標準化対応法 イアトロALP 株式会社LSIメディエンス 酵素キャリブレータープラス 株式会社LSIメディエンス

110 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

114 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ ALP-JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

115 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

127 JSCC標準化対応法 シカリキッド　ALP 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

132 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

137 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ALP・J2 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド　ALKPJ オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット3 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD ALP アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－5－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
測定値及び基礎統計一覧 ALP

2019 2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
JSCC標準化対応法 1 214 0.98 102 198 -0.43 99 504 -0.01 100 115 360
JSCC標準化対応法 2 206 -0.80 98 196 -0.88 98 492 -1.01 98 100 350
JSCC標準化対応法 5 215 1.21 103 203 0.70 102 513 0.74 102 100 350
JSCC標準化対応法 7 210 0.09 100 202 0.47 101 501 -0.26 99 115 359
JSCC標準化対応法 14 209 -0.13 100 199 -0.20 100 501 -0.26 99 110 360
JSCC標準化対応法 18 204 -1.25 97 194 -1.33 97 490 -1.17 97 104 338
JSCC標準化対応法 19 214 0.98 102 206 1.37 103 523 1.57 104 100 350
JSCC標準化対応法 20 207 -0.58 99 202 0.47 101 505 0.08 100 100 320
JSCC標準化対応法 22 207 -0.58 99 200 0.02 100 499 -0.42 99 130 340
JSCC標準化対応法 24 206 -0.80 98 194 -1.33 97 494 -0.84 98 106 322
JSCC標準化対応法 27 212 0.54 101 201 0.25 101 508 0.33 101 106 322
JSCC標準化対応法 28 208 -0.36 99 196 -0.88 98 497 -0.59 99 100 350
JSCC標準化対応法 30 208 -0.36 99 197 -0.66 99 499 -0.42 99 100 350
JSCC標準化対応法 35 211 0.31 101 198 -0.43 99 514 0.82 102 171 1330
JSCC標準化対応法 36 222 2.77 106 208 1.82 104 532 2.32 106 103 335
JSCC標準化対応法 37 211 0.31 101 200 0.02 100 508 0.33 101 100 370
JSCC標準化対応法 39 212 0.54 101 200 0.02 100 506 0.16 100 100 350
JSCC標準化対応法 42 203 -1.47 97 194 -1.33 97 486 -1.50 96 100 350
JSCC標準化対応法 43 200 -2.14 95 192 -1.78 96 485 -1.59 96 100 350
JSCC標準化対応法 45 213 0.76 102 199 -0.20 100 516 0.99 102 106 322
JSCC標準化対応法 46 208 -0.36 99 200 0.02 100 504 -0.01 100 115 359
JSCC標準化対応法 47 204 -1.25 97 196 -0.88 98 491 -1.09 97 106 322
JSCC標準化対応法 48 225 3.44 107 213 2.95 107 535 2.57 106 130 380
JSCC標準化対応法 49 211 0.31 101 202 0.47 101 508 0.33 101 102 302
JSCC標準化対応法 50 218 1.88 104 212 2.72 106 535 2.57 106 110 360
JSCC標準化対応法 51 218 1.88 104 205 1.15 103 521 1.41 103 100 350
JSCC標準化対応法 52 209 -0.13 100 197 -0.66 99 497 -0.59 99 115 356
JSCC標準化対応法 53 208 -0.36 99 203 0.70 102 508 0.33 101 100 350
JSCC標準化対応法 54 209 -0.13 100 202 0.47 101 502 -0.17 100 104 338
JSCC標準化対応法 56 202 -1.70 96 192 -1.78 96 483 -1.75 96 100 350
JSCC標準化対応法 58 215 1.21 103 203 0.70 102 510 0.49 101 104 338
JSCC標準化対応法 84 208 -0.36 99 201 0.25 101 505 0.08 100 100 350
JSCC標準化対応法 88 208 -0.36 99 198 -0.43 99 496 -0.67 98 110 354
JSCC標準化対応法 95 212 0.54 101 201 0.25 101 508 0.33 101 115 359
JSCC標準化対応法 104 208 -0.36 99 198 -0.43 99 499 -0.42 99 110 360
JSCC標準化対応法 105 207 -0.58 99 197 -0.66 99 493 -0.92 98 104 338
JSCC標準化対応法 106 212 0.54 101 202 0.47 101 506 0.16 100 110 354
JSCC標準化対応法 107 209 -0.13 100 200 0.02 100 499 -0.42 99 115 359
JSCC標準化対応法 110 207 -0.58 99 200 0.02 100 504 -0.01 100 100 325
JSCC標準化対応法 114 217 1.65 104 203 0.70 102 513 0.74 102 104 338
JSCC標準化対応法 115 206 -0.80 98 198 -0.43 99 498 -0.51 99 100 350
JSCC標準化対応法 127 210 0.09 100 200 0.02 100 501 -0.26 99 104 338
JSCC標準化対応法 132 207 -0.58 99 197 -0.66 99 495 -0.76 98 118 335
JSCC標準化対応法 137 207 -0.58 99 197 -0.66 99 496 -0.67 98 100 350

平均 209.6 199.9 504.1
SD 4.48 4.44 12.02     ＊：データ／平均値＊１００

CV 2.1% 2.2% 2.4% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 223.0 213.2 540.2
(-3SD) 196.2 186.6 468.0
(+2SD) 218.6 208.8 528.1
(-2SD) 200.6 191.0 480.0

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 200 -2.14 95 193 -1.56 97 243 -21.71 48 0 340
ドライケミストリー 59 232 5.00 111 194 -1.33 97 441 -5.25 87 104 338

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)試料Ⅱ試料A 試料Ⅰ  基準範囲(性差なし)

試料A 試料Ⅰ  基準範囲(女性)試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性)
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表Ⅰ－2－6－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

γ-GT 参加数 46

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 JSCC/IFCC標準化対応法 クイックオートネオ γ‐GT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

2 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

5 JSCC/IFCC標準化対応法 クオリジェント γ-GT 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

7 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 JSCC/IFCC標準化対応法 シカリキッド　γ-GT　J 関東化学株式会社 その他

18 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

19 JSCC/IFCC標準化対応法 AUリエージェントG-GTⅡ（IFCC） ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 JSCC/IFCC標準化対応法 クイックオートネオ γ‐GT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

22 JSCC/IFCC標準化対応法 シカリキッド　γ-GT　J 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

24 JSCC/IFCC標準化対応法 クイックオートネオ γ‐GT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

27 JSCC/IFCC標準化対応法 クイックオートネオ γ‐GT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

28 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

30 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 JSCC/IFCC標準化対応法 コバス試薬 GGTⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

36 JSCC/IFCC標準化対応法 ピュアオートS γ-GT 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

37 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 JSCC/IFCC標準化対応法 クイックオートネオ γ‐GT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

42 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

43 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 JSCC/IFCC標準化対応法 ピュアオートS γ-GT 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータプラス シスメックス株式会社

46 JSCC/IFCC標準化対応法 クイックオートネオ γ‐GT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

47 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

48 JSCC/IFCC標準化対応法 クイックオートネオ γ‐GT JS 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

49 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 JSCC/IFCC標準化対応法 AUリエージェントG-GTⅡ（IFCC） ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 JSCC/IFCC標準化対応法 クイックオートネオ γ‐GT JS 株式会社　シノテスト AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

52 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

53 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 JSCC/IFCC標準化対応法 シカリキッド　γ-GT　J 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

58 JSCC/IFCC標準化対応法 シンクロンシステム　γ-GT試薬 ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 栄研化学株式会社

84 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

88 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

95 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

104 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

105 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

106 JSCC/IFCC標準化対応法 シカリキッド　γ-GT　J 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

107 JSCC/IFCC標準化対応法 デタミナーＬ　γーＧＴＰ　Ⅱ 協和メデックス株式会社 酵素キャリブレータープラス 協和メデックス株式会社

110 JSCC/IFCC標準化対応法 ピュアオートS γ-GT 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

114 JSCC/IFCC標準化対応法 シンクロンシステム　γ-GT試薬 ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 栄研化学株式会社

115 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

127 JSCC/IFCC標準化対応法 シカリキッド　γ-GT　J 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

128 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

132 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

137 JSCC/IFCC標準化対応法 Lタイプワコー γ-GT・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド　GGTJ オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット3 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD GGT アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－6－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
測定値及び基礎統計一覧 γ-GT

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
JSCC標準化対応法 1 39 0.47 101 45 -0.32 100 135 -1.14 98 10 47
JSCC標準化対応法 2 39 0.47 101 45 -0.32 100 136 -0.68 99 0 72
JSCC標準化対応法 5 40 1.65 104 46 1.29 102 139 0.68 101 10 60
JSCC標準化対応法 7 39 0.47 101 46 1.29 102 137 -0.23 100 10 47
JSCC標準化対応法 14 37 -1.88 96 45 -0.32 100 135 -1.14 98 0 75 0 45
JSCC標準化対応法 18 39 0.47 101 44 -1.94 97 133 -2.05 97 8 68 7 38
JSCC標準化対応法 19 39 0.47 101 46 1.29 102 141 1.59 103 0 80 0 48
JSCC標準化対応法 20 38 -0.71 98 45 -0.32 100 139 0.68 101 5 50
JSCC標準化対応法 22 37 -1.88 96 45 -0.32 100 138 0.23 100 5 72 5 33
JSCC標準化対応法 24 38 -0.71 98 45 -0.32 100 136 -0.68 99 13 64 9 32
JSCC標準化対応法 27 38 -0.71 98 45 -0.32 100 136 -0.68 99 13 64 9 32
JSCC標準化対応法 28 39 0.47 101 45 -0.32 100 137 -0.23 100 0 80 0 48
JSCC標準化対応法 30 39 0.47 101 45 -0.32 100 136 -0.68 99 0 80 0 30
JSCC標準化対応法 35 37 -1.88 96 45 -0.32 100 140 1.14 102 6 36
JSCC標準化対応法 36 39 0.47 101 45 -0.32 100 138 0.23 100 16 73
JSCC標準化対応法 37 40 1.65 104 46 1.29 102 138 0.23 100 0 50
JSCC標準化対応法 39 39 0.47 101 45 -0.32 100 138 0.23 100 8 50 6 30
JSCC標準化対応法 42 39 0.47 101 46 1.29 102 137 -0.23 100 0 80 0 48
JSCC標準化対応法 43 37 -1.88 96 43 -3.55 95 137 -0.23 100 10 87
JSCC標準化対応法 45 39 0.47 101 45 -0.32 100 142 2.05 103 13 64 9 32
JSCC標準化対応法 46 38 -0.71 98 45 -0.32 100 137 -0.23 100 11 58 11 58 6 46
JSCC標準化対応法 47 40 1.65 104 46 1.29 102 142 2.05 103 13 63 9 32
JSCC標準化対応法 48 39 0.47 101 46 1.29 102 142 2.05 103 13 64 9 32
JSCC標準化対応法 49 39 0.47 101 45 -0.32 100 137 -0.23 100 16 80 16 50
JSCC標準化対応法 50 39 0.47 101 46 1.29 102 140 1.14 102 0 50
JSCC標準化対応法 51 38 -0.71 98 45 -0.32 100 138 0.23 100 0 75 0 45
JSCC標準化対応法 52 38 -0.71 98 45 -0.32 100 136 -0.68 99 0 80 0 48
JSCC標準化対応法 53 39 0.47 101 46 1.29 102 139 0.68 101 11 58 6 46
JSCC標準化対応法 56 38 -0.71 98 45 -0.32 100 137 -0.23 100 10 70
JSCC標準化対応法 58 34 -5.41 88 40 -8.39 88 128 -4.32 93 0 80 0 48
JSCC標準化対応法 84 39 0.47 101 45 -0.32 100 139 0.68 101 0 79 0 48
JSCC標準化対応法 88 38 -0.71 98 45 -0.32 100 136 -0.68 99 0 80 0 48
JSCC標準化対応法 95 39 0.47 101 45 -0.32 100 137 -0.23 100 10 47
JSCC標準化対応法 104 40 1.65 104 46 1.29 102 139 0.68 101 0 79 0 48
JSCC標準化対応法 105 39 0.47 101 45 -0.32 100 136 -0.68 99 0 84 0 48
JSCC標準化対応法 106 38 -0.71 98 45 -0.32 100 138 0.23 100 0 70 0 30
JSCC標準化対応法 107 38 -0.71 98 45 -0.32 100 138 0.23 100 0 80 0 30
JSCC標準化対応法 110 39 0.47 101 46 1.29 102 139 0.68 101 0 79 0 48
JSCC標準化対応法 114 34 -5.41 88 42 -5.16 93 131 -2.95 95 0 80 0 48
JSCC標準化対応法 115 40 1.65 104 45 -0.32 100 138 0.23 100 0 79 0 48
JSCC標準化対応法 127 37 -1.88 96 44 -1.94 97 135 -1.14 98 0 70 0 30
JSCC標準化対応法 128 39 0.47 101 45 -0.32 100 137 -0.23 100 0 70
JSCC標準化対応法 132 38 -0.71 98 45 -0.32 100 136 -0.68 99 0 80 0 48
JSCC標準化対応法 137 39 0.47 101 45 -0.32 100 137 -0.23 100 0 80 0 48

平均 38.6 45.2 137.5
SD 0.85 0.62 2.20     ＊：データ／平均値＊１００

CV 2.2% 1.4% 1.6% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 41.2 47.1 144.1
(-3SD) 36.1 43.3 130.9
(+2SD) 40.3 46.4 141.9
(-2SD) 36.9 44.0 133.1

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 37 -1.88 96 19 -42.26 42 56 -37.05 41 0 80 0 48
ドライケミストリー 59 43 5.18 111 27 -29.35 60 90 -21.59 65 9 40 9 35

試料A 試料Ⅰ  

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)試料A 試料Ⅰ  

基準範囲(女性)試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

基準範囲(男性)
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表Ⅰ－2－7－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

ChE 参加数 43

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

2 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

5 JSCC標準化対応法 クオリジェント CHE 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

7 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

14 JSCC標準化対応法 シカリキッド　ChE 関東化学株式会社 その他

18 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ChE・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

19 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

22 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

24 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

27 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

28 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

30 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ChE・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

36 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

37 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ChE・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

43 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ChE・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータプラス シスメックス株式会社

46 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

47 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

48 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

49 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ChE・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

52 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

53 JSCC標準化対応法 Lタイプワコー ChE・J 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

58 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

84 JSCC標準化対応法 「セロテック」ChE-CL 株式会社　セロテック 「セロテック」ChE標準血清S 株式会社　セロテック

88 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

95 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

104 JSCC標準化対応法 「セロテック」ChE-CL 株式会社　セロテック 「セロテック」ChE標準血清S 株式会社　セロテック

105 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

106 JSCC標準化対応法 シカフィット　ChE 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

107 JSCC標準化対応法 「セロテック」ChE-CL 株式会社　セロテック 「セロテック」ChE標準血清S 株式会社　セロテック

110 JSCC標準化対応法 「セロテック」ChE-CL 株式会社　セロテック 「セロテック」ChE標準血清S 株式会社　セロテック

114 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト Aalto EC 栄研化学株式会社

115 JSCC標準化対応法 「セロテック」ChE-CL 株式会社　セロテック 「セロテック」ChE標準血清S 株式会社　セロテック

127 JSCC標準化対応法 シカフィット　ChE 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

132 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

137 JSCC標準化対応法 クイックオートネオ Ch-E 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド　CHEJ オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット6 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社  
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表Ⅰ－2－7－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
測定値及び基礎統計一覧 ChE

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
JSCC標準化対応法 1 334 -0.34 99 275 -0.52 99 387 -0.38 99 217 491
JSCC標準化対応法 2 327 -1.58 97 271 -1.41 98 382 -1.15 98 185 430
JSCC標準化対応法 5 349 2.32 104 289 2.62 104 405 2.38 104 200 465
JSCC標準化対応法 7 340 0.73 101 279 0.38 101 391 0.23 100 214 466
JSCC標準化対応法 14 341 0.90 102 276 -0.29 100 391 0.23 100 235 494 196 452
JSCC標準化対応法 18 331 -0.87 99 273 -0.96 98 382 -1.15 98 185 431
JSCC標準化対応法 19 336 0.02 100 278 0.16 100 393 0.54 101 200 465
JSCC標準化対応法 20 332 -0.69 99 274 -0.74 99 383 -1.00 98 200 465
JSCC標準化対応法 22 334 -0.34 99 278 0.16 100 385 -0.69 99 217 491
JSCC標準化対応法 24 336 0.02 100 275 -0.52 99 386 -0.54 99 240 486 201 421
JSCC標準化対応法 27 329 -1.22 98 274 -0.74 99 381 -1.31 98 240 486 201 421
JSCC標準化対応法 28 336 0.02 100 279 0.38 101 391 0.23 100 200 465
JSCC標準化対応法 30 332 -0.69 99 273 -0.96 98 383 -1.00 98 171 467
JSCC標準化対応法 35 326 -1.75 97 266 -2.53 96 378 -1.77 97 178 524
JSCC標準化対応法 36 334 -0.34 99 275 -0.52 99 389 -0.08 100 168 470
JSCC標準化対応法 37 337 0.19 100 278 0.16 100 390 0.08 100 206 403
JSCC標準化対応法 39 333 -0.51 99 276 -0.29 100 386 -0.54 99 185 431
JSCC標準化対応法 43 328 -1.40 98 270 -1.64 97 380 -1.46 98 185 431
JSCC標準化対応法 45 351 2.67 104 287 2.17 103 407 2.69 104 240 486 201 421
JSCC標準化対応法 46 334 -0.34 99 278 0.16 100 393 0.54 101 168 470
JSCC標準化対応法 47 333 -0.51 99 277 -0.07 100 388 -0.23 100 240 486 201 421
JSCC標準化対応法 48 346 1.79 103 286 1.95 103 404 2.23 104 240 486 201 421
JSCC標準化対応法 49 336 0.02 100 277 -0.07 100 392 0.38 101 229 521
JSCC標準化対応法 50 393 10.11 117 327 11.14 118 458 10.54 118 185 431
JSCC標準化対応法 51 329 -1.22 98 274 -0.74 99 383 -1.00 98 235 494 196 452
JSCC標準化対応法 52 336 0.02 100 279 0.38 101 392 0.38 101 200 465
JSCC標準化対応法 53 338 0.37 101 277 -0.07 100 390 0.08 100 168 470
JSCC標準化対応法 56 333 -0.51 99 276 -0.29 100 388 -0.23 100 213 501
JSCC標準化対応法 58 330 -1.04 98 275 -0.52 99 386 -0.54 99 200 465
JSCC標準化対応法 84 341 0.90 102 281 0.83 101 399 1.46 102 245 495 198 452
JSCC標準化対応法 88 336 0.02 100 278 0.16 100 391 0.23 100 200 465
JSCC標準化対応法 95 337 0.19 100 279 0.38 101 390 0.08 100 187 436
JSCC標準化対応法 104 345 1.61 103 283 1.28 102 395 0.85 101 245 495 198 452
JSCC標準化対応法 105 339 0.55 101 283 1.28 102 391 0.23 100 235 494 196 452
JSCC標準化対応法 106 341 0.90 102 278 0.16 100 391 0.23 100 242 495 200 459
JSCC標準化対応法 107 335 -0.16 100 277 -0.07 100 388 -0.23 100 234 493 200 452
JSCC標準化対応法 110 335 -0.16 100 279 0.38 101 391 0.23 100 245 495 198 452
JSCC標準化対応法 114 332 -0.69 99 276 -0.29 100 383 -1.00 98 200 465
JSCC標準化対応法 115 345 1.61 103 283 1.28 102 397 1.15 102 245 495 198 452
JSCC標準化対応法 127 332 -0.69 99 271 -1.41 98 383 -1.00 98 242 495 200 459
JSCC標準化対応法 132 337 0.19 100 278 0.16 100 390 0.08 100 200 465
JSCC標準化対応法 137 336 0.02 100 278 0.16 100 393 0.54 101 200 465

平均 335.9 277.3 389.5
SD 5.65 4.46 6.50     ＊：データ／平均値＊１００

CV 1.7% 1.6% 1.70% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 352.9 290.7 409.0
(-3SD) 319.0 263.9 370.0
(+2SD) 347.2 286.2 402.5
(-2SD) 324.6 268.4 376.5

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 345 1.61 103 276 -0.29 100 376 -2.08 97 200 465

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性)試料A 試料Ⅰ  

試料A 試料Ⅰ  

基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)
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表Ⅰ－2－8－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

AMY 参加数 48

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 アキュラスオート AMY‐IF 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

2 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 「セロテック」AMY-EL 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ-EC 株式会社　セロテック

5 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 クオリジェント　AMY-G7 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

7 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シカリキッド　AMY 関東化学株式会社 その他

18 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

19 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 AUリエージェントAMY（E-G7-PNP基質） ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 アキュラスオート AMY‐IF 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

22 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 クイックオートネオ AMY-5 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

24 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 アキュラスオート AMY‐IF 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

26 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シカリキッド　AMY 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

27 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 アキュラスオート AMY‐IF 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

28 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シカリキッド　AMY 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

30 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 コバス試薬 AMYⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

36 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 ピュアオートS AMY-G2 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

37 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 アキュラスオート AMY‐IF 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

42 従来法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

43 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 ピュアオートS AMY-G2 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータプラス シスメックス株式会社

46 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 アキュラスオート AMY‐IF 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

47 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

48 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 アキュラスオート AMY‐IF 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

49 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 AUリエージェントAMY（E-G7-PNP基質） ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シンクロンシステム　アミラーゼ試薬(AMY7) ベックマン・コールター株式会社 AU酵素キャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

52 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シカリキッド　AMY 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

53 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 アキュラスオート AMY‐IF 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

58 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シンクロンシステム　アミラーゼ試薬(AMY7) ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 株式会社　シノテスト

84 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

88 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シカリキッド　AMY 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

95 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 アキュラスオート AMY‐IF 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

103 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

104 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

105 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

106 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シカリキッド-N　AMY 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

107 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 ピュアオートS AMY-G2 積水メディカル株式会社 酵素キャリブレータープラス「ダイイチ」 積水メディカル株式会社

110 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 「セロテック」AMY-SL 株式会社　セロテック 酵素キャリブレータープラス 株式会社　セロテック

114 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シンクロンシステム　アミラーゼ試薬(AMY7) ベックマン・コールター株式会社 Aalto EC 株式会社　シノテスト

115 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 Lタイプワコー アミラーゼ 富士フイルム和光純薬株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

127 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シカリキッド-N　AMY 関東化学株式会社 トレースキャリブ　PLUS 関東化学株式会社

132 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シカリキッド　AMY 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

137 JSCC（IFCC/JCCLS)標準化対応法 シカリキッド　AMY 関東化学株式会社 酵素キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド　AMYL オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット3 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD AMY アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－8－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
測定値及び基礎統計一覧 AMY

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
JSCC標準化対応法 1 74 0.81 102 115 -0.99 98 275 -1.41 97 37 124
JSCC標準化対応法 2 73 0.25 101 117 -0.11 100 282 -0.14 100 30 130
JSCC標準化対応法 5 74 0.81 102 118 0.34 101 284 0.22 100 37 125
JSCC標準化対応法 7 72 -0.32 99 118 0.34 101 281 -0.32 99 37 125
JSCC標準化対応法 14 73 0.25 101 118 0.34 101 283 0.04 100 37 125
JSCC標準化対応法 18 70 -1.45 96 116 -0.55 99 278 -0.87 98 43 116
JSCC標準化対応法 19 73 0.25 101 117 -0.11 100 280 -0.51 99 38 137
JSCC標準化対応法 20 74 0.81 102 119 0.78 102 288 0.95 102 40 130
JSCC標準化対応法 22 72 -0.32 99 119 0.78 102 285 0.40 101 32 138
JSCC標準化対応法 24 73 0.25 101 115 -0.99 98 281 -0.32 99 44 132
JSCC標準化対応法 26 73 0.25 101 118 0.34 101 288 0.95 102 38 137
JSCC標準化対応法 27 73 0.25 101 115 -0.99 98 279 -0.69 99 44 132
JSCC標準化対応法 28 73 0.25 101 118 0.34 101 286 0.58 101 38 137
JSCC標準化対応法 30 71 -0.88 98 116 -0.55 99 279 -0.69 99 31 107
JSCC標準化対応法 35 73 0.25 101 115 -0.99 98 280 -0.51 99 20 132
JSCC標準化対応法 36 74 0.81 102 121 1.66 103 293 1.86 104 40 126
JSCC標準化対応法 37 71 -0.88 98 115 -0.99 98 282 -0.14 100 33 120
JSCC標準化対応法 39 74 0.81 102 116 -0.55 99 281 -0.32 99 43 136
JSCC標準化対応法 42 72 -0.32 99 117 -0.11 100 279 -0.69 99 38 137
JSCC標準化対応法 43 71 -0.88 98 116 -0.55 99 279 -0.69 99 40 115
JSCC標準化対応法 45 72 -0.32 99 120 1.22 102 290 1.31 103 44 132
JSCC標準化対応法 46 74 0.81 102 117 -0.11 100 282 -0.14 100 37 125
JSCC標準化対応法 47 70 -1.45 96 114 -1.43 97 273 -1.78 97 44 132
JSCC標準化対応法 48 77 2.50 106 121 1.66 103 294 2.04 104 44 132
JSCC標準化対応法 49 72 -0.32 99 118 0.34 101 284 0.22 100 43 116
JSCC標準化対応法 50 75 1.37 103 120 1.22 102 289 1.13 102 42 158
JSCC標準化対応法 51 68 -2.58 94 112 -2.32 96 272 -1.96 96 37 125
JSCC標準化対応法 52 74 0.81 102 119 0.78 102 287 0.77 101 38 137
JSCC標準化対応法 53 73 0.25 101 119 0.78 102 286 0.58 101 33 120
JSCC標準化対応法 54 70 -1.45 96 117 -0.11 100 282 -0.14 100 44 132
JSCC標準化対応法 56 72 -0.32 99 115 -0.99 98 278 -0.87 98 30 140
JSCC標準化対応法 58 69 -2.01 95 113 -1.87 96 274 -1.60 97 38 137
JSCC標準化対応法 84 72 -0.32 99 118 0.34 101 281 -0.32 99 39 134
JSCC標準化対応法 88 74 0.81 102 118 0.34 101 288 0.95 102 38 137
JSCC標準化対応法 95 75 1.37 103 118 0.34 101 284 0.22 100 43 116
JSCC標準化対応法 103 70 -1.45 96 116 -0.55 99 279 -0.69 99 39 134
JSCC標準化対応法 104 73 0.25 101 117 -0.11 100 284 0.22 100 39 134
JSCC標準化対応法 105 71 -0.88 98 116 -0.55 99 274 -1.60 97 37 124
JSCC標準化対応法 106 74 0.81 102 121 1.66 103 290 1.31 103 37 125
JSCC標準化対応法 107 73 0.25 101 119 0.78 102 288 0.95 102 40 122
JSCC標準化対応法 110 74 0.81 102 117 -0.11 100 280 -0.51 99 39 134
JSCC標準化対応法 114 70 -1.45 96 112 -2.32 96 274 -1.60 97 38 137
JSCC標準化対応法 115 71 -0.88 98 117 -0.11 100 284 0.22 100 39 134
JSCC標準化対応法 127 74 0.81 102 122 2.10 104 294 2.04 104 37 125
JSCC標準化対応法 132 74 0.81 102 119 0.78 102 285 0.40 101 38 137
JSCC標準化対応法 137 74 0.81 102 119 0.78 102 289 1.13 102 38 137

平均 72.6 117.2 282.8
SD 1.77 2.26 5.50     ＊：データ／平均値＊１００

CV 2.4% 1.9% 1.9% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 77.9 124.0 299.3
(-3SD) 67.2 110.5 266.3
(+2SD) 76.1 121.8 293.8
(-2SD) 69.0 112.7 271.8

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 75 1.37 103 105 -5.41 90 249 -6.14 88 30 110
ドライケミストリー 59 64 -4.83 88 84 -14.69 72 245 -6.87 87 40 126

試料A 試料Ⅰ  

試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

基準範囲(性差なし)試料Ⅱ 基準範囲(男性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

基準範囲(女性)
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表Ⅰ－2－9－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

GLU 参加数 50

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 ヘキソキナーゼ法 デタミナーL　GLU　HK ニプロ株式会社 マルチキャリブレーター B ニプロ株式会社

2 ヘキソキナーゼ法 クオリジェントGLU 積水メディカル株式会社 アナセラムGLU標準液 積水メディカル株式会社

5 ヘキソキナーゼ法 クオリジェントGLU 積水メディカル株式会社 アナセラムGLU標準液 積水メディカル株式会社

7 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 ヘキソキナーゼ法 「セロテック」GLU-HL 株式会社　セロテック グルコース標準液 株式会社　セロテック

18 ヘキソキナーゼ法 アクアオートカイノス　GLU試薬 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

19 ヘキソキナーゼ法 GLU試薬・L「コクサイ」 シスメックス株式会社 GLU標準液 シスメックス株式会社

20 ヘキソキナーゼ法 クイックオートネオ GLU‐HK 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

22 ブドウ糖酸化酵素電極法 アダムスシリーズGA専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 グルコース用標準液 アークレイマーケティング株式会社

24 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

26 ヘキソキナーゼ法 クイックオートⅡ GLU‐HK 株式会社　シノテスト マルチキャリブレーター B 株式会社　シノテスト

27 ヘキソキナーゼ法 クイックオートネオ GLU‐HK 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

28 ヘキソキナーゼ法 クイックオートⅡ GLU‐HK 株式会社　シノテスト マルチキャリブレーター B 株式会社　シノテスト

30 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 ヘキソキナーゼ法 リキテック・グルコース・HK・テスト ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

36 ブドウ糖酸化酵素電極法 アダムスシリーズGA専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 グルコース用標準液 アークレイマーケティング株式会社

37 ブドウ糖酸化酵素電極法 アダムスシリーズGA専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 グルコース用標準液 アークレイマーケティング株式会社

39 ヘキソキナーゼ法 ピュアオートS GLU-R 積水メディカル株式会社 アナセラムGLU標準液 積水メディカル株式会社

42 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

43 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 ヘキソキナーゼ法 自動分析用試薬「生研」GLU-S デンカ生研株式会社 液状キャリブレータ デンカ生研株式会社

46 ヘキソキナーゼ法 クイックオートネオ GLU‐HK 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

47 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

48 ヘキソキナーゼ法 クイックオートネオ GLU‐HK 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

49 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 ヘキソキナーゼ法 AUリエージェントGLU（HK) ベックマン・コールター株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 ヘキソキナーゼ法 シンクロンシステム　グルコース試薬（GLUH） ベックマン・コールター株式会社 AQUA CAL ベックマン・コールター株式会社

52 ヘキソキナーゼ法 クイックオートⅡ GLU‐HK 株式会社　シノテスト マルチキャリブレーター B 株式会社　シノテスト

53 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

56 ヘキソキナーゼ法 クイックオートネオ GLU‐HK 株式会社　シノテスト GLU標準液（200mg/dL） 株式会社　シノテスト

58 ブドウ糖酸化酵素電極法 アストラ測定用試薬シリーズ　グルコース試薬キット「ベックマン ベックマン・コールター株式会社 AQUA CAL ベックマン・コールター株式会社

60 ブドウ糖酸化酵素電極法 アントセンスⅢ専用試薬 株式会社　堀場製作所 アントセンス　キャリブレータ 株式会社　堀場製作所

84 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

88 ヘキソキナーゼ法 クイックオートⅡ GLU‐HK 株式会社　シノテスト マルチキャリブレーター B 株式会社　シノテスト

95 ヘキソキナーゼ法 アクアオートカイノス　GLU試薬 株式会社　カイノス マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

103 ヘキソキナーゼ法 アクアオートカイノス　GLU試薬 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

104 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

105 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 グルコースCⅡ-テストワコー ブドウ糖標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

106 ヘキソキナーゼ法 シカリキッド　GLU J 関東化学株式会社 マルチキャリブ　3M 関東化学株式会社

107 グルコキナーゼ法 イアトロLQ　GLU ニプロ株式会社 生化学マルチキャリブレーター ニプロ株式会社

110 ヘキソキナーゼ法 ピュアオートS GLU 積水メディカル株式会社 アナセラムGLU標準液 積水メディカル株式会社

114 ブドウ糖酸化酵素電極法 アストラ測定用試薬シリーズ　グルコース試薬キット「ベックマン ベックマン・コールター株式会社 AQUA CAL ベックマン・コールター株式会社

115 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

127 ヘキソキナーゼ法 シカリキッド　GLU J 関東化学株式会社 マルチキャリブ　3M 関東化学株式会社

128 ヘキソキナーゼ法 Lタイプワコー Glu2 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

132 ヘキソキナーゼ法 クイックオートⅡ GLU‐HK 株式会社　シノテスト マルチキャリブレーター B 株式会社　シノテスト

137 ヘキソキナーゼ法 クイックオートⅡ GLU‐HK 株式会社　シノテスト マルチキャリブレーター B 株式会社　シノテスト

16 ドライケミストリー ビトロス スライド GLUⅡ オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット1 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD GLU アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
 
 
 
 
 

GLU

60

65

70

75

80

85

90

95

100

1 2 5 7
1
4

1
8

1
9

2
0

2
2

2
4

2
6

2
7

2
8

3
0

3
5

3
6

3
7

3
9

4
2

4
3

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
6

5
8

6
0

8
4

8
8

9
5

1
0
3

1
0
4

1
0
5

1
0
6

1
0
7

1
1
0

1
1
4

1
1
5

1
2
7

1
2
8

1
3
2

1
3
7

2019図Ⅰ－2－9

A

 

41



表Ⅰ－2－9－2
測定値及び基礎統計一覧 GLU

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ヘキソキナーゼ法 1 77 -0.33 99 96 -0.64 99 299 -0.98 99 70 109
ヘキソキナーゼ法 2 77 -0.33 99 97 0.07 100 301 -0.53 99 60 110
ヘキソキナーゼ法 5 79 1.31 102 97 0.07 100 305 0.35 101 70 109
ヘキソキナーゼ法 7 77 -0.33 99 97 0.07 100 304 0.13 100 70 109
ヘキソキナーゼ法 14 79 1.31 102 98 0.79 101 311 1.68 102 70 109
ヘキソキナーゼ法 18 77 -0.33 99 96 -0.64 99 300 -0.76 99 70 109
ヘキソキナーゼ法 19 77 -0.33 99 96 -0.64 99 303 -0.09 100 70 109
ヘキソキナーゼ法 20 77 -0.33 99 97 0.07 100 308 1.01 102 60 109

ブドウ糖酸化酵素電極法 22 76 -1.15 98 96 -0.64 99 304 0.13 100 70 110
ヘキソキナーゼ法 24 76 -1.15 98 96 -0.64 99 301 -0.53 99 73 109

ヘキソキナーゼ法 26 77 -0.33 99 96 -0.64 99 304 0.13 100 70 109
ヘキソキナーゼ法 27 76 -1.15 98 96 -0.64 99 296 -1.64 98 73 109
ヘキソキナーゼ法 28 77 -0.33 99 97 0.07 100 303 -0.09 100 70 109
ヘキソキナーゼ法 30 79 1.31 102 98 0.79 101 311 1.68 102 70 109
ヘキソキナーゼ法 35 79 1.31 102 96 -0.64 99 301 -0.53 99 59 117

ブドウ糖酸化酵素電極法 36 78 0.49 101 96 -0.64 99 305 0.35 101 65 110
ブドウ糖酸化酵素電極法 37 74 -2.79 96 93 -2.78 96 292 -2.53 96 60 110

ヘキソキナーゼ法 39 79 1.31 102 97 0.07 100 303 -0.09 100 76 110
ヘキソキナーゼ法 42 77 -0.33 99 95 -1.35 98 297 -1.42 98 70 110
ヘキソキナーゼ法 43 78 0.49 101 98 0.79 101 308 1.01 102 60 109
ヘキソキナーゼ法 45 80 2.13 103 100 2.21 103 316 2.78 104 73 109
ヘキソキナーゼ法 46 77 -0.33 99 96 -0.64 99 302 -0.31 100 75 110
ヘキソキナーゼ法 47 76 -1.15 98 97 0.07 100 298 -1.20 98 73 109
ヘキソキナーゼ法 48 80 2.13 103 101 2.93 104 314 2.34 103 73 109
ヘキソキナーゼ法 49 78 0.49 101 97 0.07 100 304 0.13 100 60 100
ヘキソキナーゼ法 50 79 1.31 102 99 1.50 102 312 1.90 103 70 110
ヘキソキナーゼ法 51 76 -1.15 98 96 -0.64 99 299 -0.98 99 70 109
ヘキソキナーゼ法 52 78 0.49 101 96 -0.64 99 302 -0.31 100 70 109
ヘキソキナーゼ法 53 78 0.49 101 98 0.79 101 307 0.79 101 75 110
ヘキソキナーゼ法 54 75 -1.97 97 97 0.07 100 303 -0.09 100 73 109
ヘキソキナーゼ法 56 76 -1.15 98 95 -1.35 98 298 -1.20 98 70 109

ブドウ糖酸化酵素電極法 58 76 -1.15 98 95 -1.35 98 298 -1.20 98 70 109
ブドウ糖酸化酵素電極法 60 85 6.23 110 101 2.93 104 305 0.35 101 70 110

ヘキソキナーゼ法 84 77 -0.33 99 96 -0.64 99 304 0.13 100 70 109
ヘキソキナーゼ法 88 78 0.49 101 97 0.07 100 303 -0.09 100 70 109
ヘキソキナーゼ法 95 77 -0.33 99 97 0.07 100 301 -0.53 99 70 110
ヘキソキナーゼ法 103 78 0.49 101 97 0.07 100 307 0.79 101 70 109
ヘキソキナーゼ法 104 78 0.49 101 98 0.79 101 302 -0.31 100 70 109
ヘキソキナーゼ法 105 78 0.49 101 97 0.07 100 302 -0.31 100 60 109
ヘキソキナーゼ法 106 78 0.49 101 98 0.79 101 305 0.35 101 70 109
グルコキナーゼ法 107 76 -1.15 98 97 0.07 100 305 0.35 101 70 109
ヘキソキナーゼ法 110 77 -0.33 99 97 0.07 100 302 -0.31 100 70 109

ブドウ糖酸化酵素電極法 114 77 -0.33 99 97 0.07 100 301 -0.53 99 70 109
ヘキソキナーゼ法 115 78 0.49 101 97 0.07 100 306 0.57 101 70 109
ヘキソキナーゼ法 127 77 -0.33 99 97 0.07 100 305 0.35 101 70 109
ヘキソキナーゼ法 128 78 0.49 101 97 0.07 100 302 -0.31 100 70 109
ヘキソキナーゼ法 132 77 -0.33 99 96 -0.64 99 302 -0.31 100 70 109
ヘキソキナーゼ法 137 77 -0.33 99 97 0.07 100 303 -0.09 100 70 109

平均 77.4 96.9 303.4
SD 1.22 1.40 4.52     ＊：データ／平均値＊１００

CV 1.6% 1.4% 1.5% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 81.1 101.1 317.0
(-3SD) 73.7 92.7 289.9
(+2SD) 79.8 99.7 312.5
(-2SD) 75.0 94.1 294.4

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 80 2.13 103 97 0.07 100 312 1.90 103 0 109
ドライケミストリー 59 77 -0.33 99 98 0.79 101 318 3.23 105 70 109

試料A 試料Ⅰ  

試料Ⅱ試料A 試料Ⅰ  基準範囲(性差なし)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)
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表Ⅰ－2－10－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

TP 参加数 49

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

2 ビューレット法 総蛋白Ⅱ-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

5 ビューレット法 クオリジェント　TP-N 株式会社　カイノス セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

7 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 ビューレット法 「セロテック」TP-SL 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブーST 株式会社　セロテック

18 ビューレット法 アクアオートカイノス　TP-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

19 ビューレット法 ＡＵリエージェント　ＴＰ ニットーボーメディカル株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 ビューレット法 アキュラスオート TP（総蛋白） 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

22 ビューレット法 アクアオートカイノス　TP-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

24 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

26 ビューレット法 エスパ・ＴＰ ニプロ株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

27 ビューレット法 アクアオートカイノス　TP-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

28 ビューレット法 エスパ・ＴＰ ニプロ株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

30 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 ビューレット法 コバス試薬 TPⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

36 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

37 ビューレット法 アクアオートカイノス　TP-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

39 ビューレット法 アクアオートカイノス　TP-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

42 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 Ca(酵素法)キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

43 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 ビューレット法 自動分析用試薬「生研」TP デンカ生研株式会社 液状キャリブレータ デンカ生研株式会社

46 ビューレット法 アキュラスオート TP（総蛋白） 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

47 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

48 ビューレット法 アクアオートカイノス　TP-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

49 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 ビューレット法 ＡＵリエージェント　ＴＰ ニットーボーメディカル株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 ビューレット法 シンクロンシステム　総タンパク試薬（MC試薬） ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

52 ビューレット法 エスパ・ＴＰ ニプロ株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

53 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 蛋白標準血清 富士フイルム和光純薬株式会社

56 ビューレット法 アクアオートカイノス　TP-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

58 ビューレット法 シンクロンCXシステム　総タンパク試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

84 ビューレット法 総蛋白-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

88 ビューレット法 エスパ・ＴＰ ニプロ株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

95 ビューレット法 アクアオートカイノス　TP-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

103 ビューレット法 アクアオートカイノス　TP-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

104 ビューレット法 総蛋白-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

105 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 A/G B-テストワコー 標準血清 富士フイルム和光純薬株式会社

106 ビューレット法 クリニメイト TP 積水メディカル株式会社 セロノルム・ヒューマン 積水メディカル株式会社

107 ビューレット法 イアトロTPⅢ 株式会社LSIメディエンス 生化学マルチキャリブレーター 株式会社LSIメディエンス

110 ビューレット法 クリニメイト TP 積水メディカル株式会社 セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

114 ビューレット法 シンクロンCXシステム　総タンパク試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

115 ビューレット法 総蛋白-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

127 ビューレット法 クリニメイト TP 積水メディカル株式会社 セロノルム・ヒューマン 積水メディカル株式会社

128 ビューレット法 Lタイプワコー TP 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

132 ビューレット法 エスパ・ＴＰ ニプロ株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

137 ビューレット法 エスパ・ＴＰ ニプロ株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド TP オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット4 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD TP アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－10－2
測定値及び基礎統計一覧 TP

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ビウレット法 1 7.2 -0.61 99 6.1 -0.50 99 8.3 -0.25 100 6.7 8.3
ビウレット法 2 7.3 0.38 101 6.2 0.50 101 8.3 -0.25 100 6.0 8.0
ビウレット法 5 7.1 -1.60 98 6.0 -1.50 98 8.2 -1.08 98 6.5 8.2
ビウレット法 7 7.3 0.38 101 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.3 8.3
ビウレット法 14 7.3 0.38 101 6.1 -0.50 99 8.3 -0.25 100 6.7 8.3
ビウレット法 18 7.2 -0.61 99 6.0 -1.50 98 8.2 -1.08 98 6.4 8.0
ビウレット法 19 7.1 -1.60 98 6.0 -1.50 98 8.2 -1.08 98 6.5 8.2
ビウレット法 20 7.3 0.38 101 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.6 8.2
ビウレット法 22 7.3 0.38 101 6.1 -0.50 99 8.2 -1.08 98 6.7 8.3
ビウレット法 24 7.3 0.38 101 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.6 8.1
ビウレット法 26 7.4 1.37 102 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.5 8.2
ビウレット法 27 7.2 -0.61 99 6.0 -1.50 98 8.2 -1.08 98 6.6 8.1
ビウレット法 28 7.4 1.37 102 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.5 8.2
ビウレット法 30 7.2 -0.61 99 6.1 -0.50 99 8.3 -0.25 100 6.5 8.2
ビウレット法 35 7.4 1.37 102 6.2 0.50 101 8.3 -0.25 100 5.5 8.0
ビウレット法 36 7.3 0.38 101 6.1 -0.50 99 8.3 -0.25 100 6.7 8.3
ビウレット法 37 7.3 0.38 101 6.1 -0.50 99 8.4 0.58 101 6.7 8.3
ビウレット法 39 7.2 -0.61 99 6.1 -0.50 99 8.2 -1.08 98 6.1 8.2
ビウレット法 42 7.2 -0.61 99 6.1 -0.50 99 8.3 -0.25 100 6.5 8.2
ビウレット法 43 7.4 1.37 102 6.2 0.50 101 8.5 1.42 102 6.5 8.2
ビウレット法 45 7.4 1.37 102 6.3 1.50 102 8.6 2.25 103 6.6 8.1
ビウレット法 46 7.2 -0.61 99 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.6 8.7
ビウレット法 47 7.1 -1.60 98 6.0 -1.50 98 8.3 -0.25 100 6.6 8.1
ビウレット法 48 7.1 -1.60 98 5.9 -2.50 96 8.1 -1.92 97 6.6 8.1
ビウレット法 49 7.1 -1.60 98 6.1 -0.50 99 8.3 -0.25 100 6.7 8.3
ビウレット法 50 7.0 -2.59 96 6.0 -1.50 98 8.1 -1.92 97 6.7 8.5
ビウレット法 51 7.2 -0.61 99 6.8 6.50 111 9.0 5.58 108 6.7 8.3
ビウレット法 52 7.4 1.37 102 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.5 8.2
ビウレット法 53 7.3 0.38 101 6.2 0.50 101 8.5 1.42 102 6.7 8.3
ビウレット法 54 7.2 -0.61 99 6.1 -0.50 99 8.3 -0.25 100 6.6 8.1
ビウレット法 56 7.2 -0.61 99 6.1 -0.50 99 8.2 -1.08 98 6.7 8.3
ビウレット法 58 7.3 0.38 101 6.8 6.50 111 9.0 5.58 108 6.5 8.2
ビウレット法 84 7.3 0.38 101 6.3 1.50 102 8.5 1.42 102 6.5 8.2
ビウレット法 88 7.4 1.37 102 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.5 8.2
ビウレット法 95 7.2 -0.61 99 6.1 -0.50 99 8.3 -0.25 100 6.7 8.3
ビウレット法 103 7.2 -0.61 99 6.0 -1.50 98 8.3 -0.25 100 6.5 8.2
ビウレット法 104 7.3 0.38 101 6.4 2.50 104 8.6 2.25 103 6.5 8.2
ビウレット法 105 7.3 0.38 101 6.2 0.50 101 8.3 -0.25 100 6.5 8.3
ビウレット法 106 7.3 0.38 101 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.7 8.3
ビウレット法 107 7.2 -0.61 99 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.7 8.3
ビウレット法 110 7.3 0.38 101 6.2 0.50 101 8.3 -0.25 100 6.5 8.2
ビウレット法 114 7.2 -0.61 99 6.9 7.50 112 9.0 5.58 108 6.5 8.2
ビウレット法 115 7.4 1.37 102 6.4 2.50 104 8.5 1.42 102 6.5 8.2
ビウレット法 127 7.3 0.38 101 6.2 0.50 101 8.3 -0.25 100 6.7 8.3
ビウレット法 128 7.2 -0.61 99 6.1 -0.50 99 8.2 -1.08 98 6.7 8.3
ビウレット法 132 7.4 1.37 102 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.5 8.2
ビウレット法 137 7.4 1.37 102 6.2 0.50 101 8.4 0.58 101 6.5 8.2

平均 7.26 6.15 8.33
SD 0.10 0.10 0.12     ＊：データ／平均値＊１００

CV 1.4% 1.7% 1.4% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 7.57 6.45 8.69
(-3SD) 6.96 5.60 7.97
(+2SD) 7.46 6.35 8.57
(-2SD) 7.06 5.95 8.09

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 7.6 3.34 105 5.6 -5.50 91 7.7 -5.25 92 6.3 8.2
ドライケミストリー 59 7.7 4.33 106 5.3 -8.50 86 7.0 -11.08 84 6.7 8.3

試料A 試料Ⅰ  

試料A 試料Ⅰ  

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)
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表Ⅰ－2－11－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

ALB 参加数 47

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

2 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

5 BCP改良法 クオリジェント　ALB-N 積水メディカル株式会社 セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

7 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 BCP改良法 「セロテック」BCP-L 株式会社　セロテック その他

18 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

19 BCP改良法 ＡＵリエージェント　ＡＬＢ ニットーボーメディカル株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 BCP改良法 アキュラスオート ALB 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

22 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

24 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

26 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

27 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

28 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

30 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　カイノス

36 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

37 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

39 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

42 BCG法 アルブミンⅡ-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 Ca(酵素法)キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

43 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 BCG法 自動分析用試薬「生研」ALB-G デンカ生研株式会社 液状キャリブレータ デンカ生研株式会社

46 BCP改良法 アキュラスオート ALB 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

47 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

48 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

49 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 BCP改良法 ＡＵリエージェント　ＡＬＢ ニットーボーメディカル株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 BCP法 シンクロンシステム　アルブミン試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

53 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 BCG法 アルブミンⅡ-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 蛋白標準血清 富士フイルム和光純薬株式会社

56 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

58 BCP法 シンクロンLXシステム　アルブミン試薬（MC試薬） ベックマン・コールター株式会社 プロテイン キャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

84 BCG法 アルブミン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

88 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

95 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

104 BCG法 アルブミン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

105 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 A/G B-テストワコー 標準血清 富士フイルム和光純薬株式会社

106 BCP改良法 ピュアオートS ALB-N 積水メディカル株式会社 セロノルム・ヒューマン 積水メディカル株式会社

107 BCP改良法 イアトロALB 株式会社LSIメディエンス 生化学マルチキャリブレーター 株式会社LSIメディエンス

110 BCG法 クリニメイト ALB 積水メディカル株式会社 セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

114 BCP法 シンクロンLXシステム　アルブミン試薬（MC試薬） ベックマン・コールター株式会社 プロテイン キャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

115 BCG法 アルブミン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

127 BCP改良法 ピュアオートS ALB-N 積水メディカル株式会社 セロノルム・ヒューマン 積水メディカル株式会社

128 BCP改良法 Lタイプワコー ALB-BCP（2） 富士フイルム和光純薬株式会社 TP/ALBキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

132 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

137 BCP改良法 アクアオートカイノス　ALB試薬 株式会社　カイノス 総蛋白・アルブミン標準血清 株式会社　カイノス

16 ドライケミストリー ビトロス スライド ALB オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット4 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD ALB アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－11－2
測定値及び基礎統計一覧 ALB

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
BCP改良法 1 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.1 -1.00 98 3.9 4.9
BCP改良法 2 4.4 -1.20 98 3.7 -1.81 97 5.1 -1.00 98 4.0 5.0
BCP改良法 5 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.1 -1.00 98 3.8 5.1
BCP改良法 7 4.6 1.31 102 3.9 0.90 102 5.2 0.00 100 4.0 5.0
BCP改良法 14 4.4 -1.20 98 3.8 -0.45 99 5.1 -1.00 98 3.8 5.3
BCP改良法 18 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.3 1.00 102 3.8 5.3
BCP改良法 19 4.6 1.31 102 3.9 0.90 102 5.2 0.00 100 3.8 5.2
BCP改良法 20 4.5 0.06 100 3.9 0.90 102 5.2 0.00 100 3.8 5.3
BCP改良法 22 4.6 1.31 102 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 3.8 5.3
BCP改良法 24 4.5 0.06 100 3.7 -1.81 97 5.1 -1.00 98 4.1 5.1
BCP改良法 26 4.4 -1.20 98 3.9 0.90 102 5.2 0.00 100 3.7 5.3
BCP改良法 27 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 4.1 5.1
BCP改良法 28 4.4 -1.20 98 3.8 -0.45 99 5.3 1.00 102 3.7 5.3
BCP改良法 30 4.4 -1.20 98 3.7 -1.81 97 5.1 -1.00 98 3.7 5.3
BCP改良法 35 4.6 1.31 102 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 3.3 5.2
BCP改良法 36 4.4 -1.20 98 3.7 -1.81 97 5.1 -1.00 98 3.9 4.9
BCP改良法 37 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 4.2 5.2
BCP改良法 39 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 3.9 5.0

BCG法 42 4.5 0.06 100 3.9 0.90 102 5.2 0.00 100 3.7 5.3
BCP改良法 43 4.4 -1.20 98 3.8 -0.45 99 5.1 -1.00 98 3.9 4.9

BCG法 45 4.4 -1.20 98 3.9 0.90 102 5.0 -2.00 96 4.1 5.1
BCP改良法 46 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 3.9 4.9
BCP改良法 47 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 4.1 5.1
BCP改良法 48 4.6 1.31 102 3.9 0.90 102 5.3 1.00 102 4.1 5.1
BCP改良法 49 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.1 -1.00 98 4.0 5.3
BCP改良法 50 4.7 2.57 105 3.9 0.90 102 5.3 1.00 102 3.8 5.3

BCP法 51 4.5 0.06 100 4.0 2.26 104 5.5 3.00 106 3.8 5.3
BCP改良法 53 4.5 0.06 100 3.7 -1.81 97 5.1 -1.00 98 3.8 5.1

BCG法 54 4.4 -1.20 98 3.8 -0.45 99 5.1 -1.00 98 4.1 5.1
BCP改良法 56 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 3.9 4.9

BCP法 58 4.5 0.06 100 4.0 2.26 104 5.5 3.00 106 3.7 5.3
BCG法 84 4.6 1.31 102 3.9 0.90 102 5.3 1.00 102 3.7 5.5

BCP改良法 88 4.4 -1.20 98 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 3.8 5.2
BCP改良法 95 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 3.8 5.3

BCG法 104 4.6 1.31 102 3.9 0.90 102 5.3 1.00 102 3.7 5.5
BCP改良法 105 4.6 1.31 102 3.9 0.90 102 5.3 1.00 102 3.8 5.3
BCP改良法 106 4.6 1.31 102 3.9 0.90 102 5.2 0.00 100 3.8 5.2
BCP改良法 107 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 3.8 5.2

BCG法 110 4.5 0.06 100 3.9 0.90 102 5.2 0.00 100 3.7 5.5
BCP法 114 4.4 -1.20 98 3.9 0.90 102 5.3 1.00 102 3.7 5.3
BCG法 115 4.6 1.31 102 3.9 0.90 102 5.3 1.00 102 3.7 5.5

BCP改良法 127 4.5 0.06 100 3.8 -0.45 99 5.1 -1.00 98 3.8 5.2
BCP改良法 128 4.4 -1.20 98 3.8 -0.45 99 5.1 -1.00 98 3.8 5.3
BCP改良法 132 4.4 -1.20 98 3.9 0.90 102 5.2 0.00 100 3.7 5.3
BCP改良法 137 4.4 -1.20 98 3.8 -0.45 99 5.2 0.00 100 3.7 5.3

平均 4.50 3.83 5.20
SD 0.08 0.07 0.10     ＊：データ／平均値＊１００

CV 1.8% 1.9% 1.9% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 4.73 4.05 5.50
(-3SD) 4.26 3.61 4.90
(+2SD) 4.65 3.98 5.40
(-2SD) 4.34 3.69 5.00

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 4.6 1.31 102 3.9 0.90 102 5.3 1.00 102 3.5 5.0
ドライケミストリー 59 4.5 0.06 100 4.1 3.61 107 5.2 0.00 100 3.8 5.3

試料A

試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ

試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)基準範囲(性差なし)
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表Ⅰ－2－12－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

UA 参加数 47

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

2 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 クオリジェント UA 積水メディカル株式会社 アナセラムUA-E標準液 積水メディカル株式会社

5 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 クオリジェント UA 積水メディカル株式会社 セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

7 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 デタミナーＬ　ＵＡ 協和メデックス株式会社 その他

18 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 アクアオートカイノス　UA-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

19 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 AUリエージェント　UA 協和メデックス株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 クイックオートネオ UAⅡ 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

22 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 クイックオートネオ UAⅡ 株式会社　シノテスト UA標準液（15mg/dL） 株式会社　シノテスト

24 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

26 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 デタミナーＬ　ＵＡ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液尿酸測定用 協和メデックス株式会社

27 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 クイックオートネオ UAⅡ 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

28 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 デタミナーＬ　ＵＡ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液尿酸測定用 協和メデックス株式会社

30 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 コバス試薬 UAⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

36 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 エクディアXL‘栄研’UAⅡ 栄研化学株式会社 UAキャリブレータXL‘栄研’ 栄研化学株式会社

37 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 クイックオートネオ UAⅡ 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

42 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

43 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 自動分析用試薬「生研」UA-S デンカ生研株式会社 液状キャリブレータ デンカ生研株式会社

46 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 クイックオートネオ UAⅡ 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

47 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 アクアオートカイノス　UA-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

48 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 クイックオートネオ UAⅡ 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

49 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

50 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 AUリエージェント　UA 協和メデックス株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 シンクロンシステム　尿酸試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

52 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 デタミナーＬ　ＵＡ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液尿酸測定用 協和メデックス株式会社

53 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 デタミナーＬ　ＵＡ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液尿酸測定用 協和メデックス株式会社

58 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 シンクロンシステム　尿酸試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

84 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

88 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 デタミナーＬ　ＵＡ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液尿酸測定用 協和メデックス株式会社

95 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

104 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

105 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 デタミナーＬ　ＵＡ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液尿酸測定用 協和メデックス株式会社

106 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 ピュアオートS UA 積水メディカル株式会社 アナセラムUA-E標準液 積水メディカル株式会社

107 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

110 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 ピュアオートS UA 積水メディカル株式会社 セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

114 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 シンクロンシステム　尿酸試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

115 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

127 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 ピュアオートS UA 積水メディカル株式会社 アナセラムUA-E標準液 積水メディカル株式会社

128 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 Lタイプワコー UA・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

132 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 デタミナーＬ　ＵＡ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液尿酸測定用 協和メデックス株式会社

137 ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 デタミナーＬ　ＵＡ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液尿酸測定用 協和メデックス株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド URIC オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD UA アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－12－2
測定値及び基礎統計一覧 UA

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 1 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 0.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 2 5.6 1.19 102 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 3.0 7.5 2.0 6.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 5 5.4 -1.43 98 3.5 -0.96 98 9.6 -1.44 99 3.0 7.0 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 7 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 3.6 7.0 2.3 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 14 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 3.7 7.0 2.5 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 18 5.5 -0.12 100 3.5 -0.96 98 9.7 -0.33 100 2.5 6.8 2.5 6.8 2.2 5.7
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 19 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 2.5 7.0 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 20 5.4 -1.43 98 3.5 -0.96 98 9.6 -1.44 99 3.0 6.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 22 5.5 -0.12 100 3.5 -0.96 98 9.7 -0.33 100 2.4 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 24 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 3.7 7.8 2.6 5.5
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 26 5.6 1.19 102 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 2.5 7.0 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 27 5.4 -1.43 98 3.5 -0.96 98 9.6 -1.44 99 3.7 7.8 2.6 5.5
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 28 5.6 1.19 102 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 2.5 7.0 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 30 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 2.5 7.0 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 35 5.4 -1.43 98 3.4 -2.50 95 9.5 -2.56 98 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 36 5.6 1.19 102 3.5 -0.96 98 9.8 0.78 101 4.0 7.0 3.0 5.5
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 37 5.6 1.19 102 3.6 0.58 101 9.9 1.89 102 2.5 7.5
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 39 5.5 -0.12 100 3.5 -0.96 98 9.6 -1.44 99 2.5 6.8 2.2 5.7
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 42 5.4 -1.43 98 3.5 -0.96 98 9.6 -1.44 99 2.5 7.5 2.0 6.5
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 43 5.6 1.19 102 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 45 5.4 -1.43 98 3.4 -2.50 95 9.8 0.78 101 3.7 7.8 2.6 5.5
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 46 5.6 1.19 102 3.5 -0.96 98 9.8 0.78 101 3.0 7.0 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 47 5.5 -0.12 100 3.4 -2.50 95 9.7 -0.33 100 3.7 7.8 2.6 5.5
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 48 5.7 2.50 103 3.7 2.12 104 10.1 4.11 104 3.7 7.8 2.6 5.5
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 49 5.4 -1.43 98 3.5 -0.96 98 9.6 -1.44 99 3.5 7.0 2.5 6.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 50 5.4 -1.43 98 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 3.0 7.0 2.6 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 51 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 3.7 7.0 2.5 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 52 5.6 1.19 102 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 2.5 7.0 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 53 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 3.4 7.0 2.4 5.7
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 56 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.9 1.89 102 3.6 7.0 2.7 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 58 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 2.5 7.0 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 84 5.4 -1.43 98 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 3.6 7.0 2.7 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 88 5.6 1.19 102 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 2.5 7.0 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 95 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 2.5 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 104 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 3.6 7.0 2.7 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 105 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.9 1.89 102 3.4 7.0 2.4 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 106 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 3.7 7.0 2.5 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 107 5.4 -1.43 98 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 3.8 7.0 2.5 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 110 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 3.6 7.0 2.7 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 114 5.6 1.19 102 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 2.5 7.0 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 115 5.5 -0.12 100 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 3.6 7.0 2.7 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 127 5.5 -0.12 100 3.5 -0.96 98 9.7 -0.33 100 3.7 7.0 2.5 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 128 5.5 -0.12 100 3.5 -0.96 98 9.7 -0.33 100 3.8 7.0 2.5 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 132 5.6 1.19 102 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 2.5 7.0 2.0 7.0
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法 137 5.6 1.19 102 3.6 0.58 101 9.8 0.78 101 2.5 7.0 2.0 7.0

平均 5.51 3.56 9.73
SD 0.08 0.06 0.09     ＊：データ／平均値＊１００

CV 1.4% 1.8% 0.9% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 5.74 3.76 10.00
(-3SD) 5.28 3.37 9.46
(+2SD) 5.66 3.69 9.91
(-2SD) 5.36 3.43 9.55

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 5.6 1.19 102 3.6 0.58 101 9.7 -0.33 100 0.0 7.0
ドライケミストリー 59 6.2 9.05 113 4.8 19.05 135 11.4 18.56 117 4.0 7.0 3.0 5.5

試料A 試料Ⅰ  

試料A 試料Ⅰ  基準範囲(女性)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性)
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表Ⅰ－2－13－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

UN 参加数 49

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN2 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

2 アンモニア消去，回避法 「セロテック」UN-SL 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

5 アンモニア消去，回避法 クイックオートネオ UN 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

7 アンモニア消去，回避法 アクアオートカイノス　UN-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

14 アンモニア消去，回避法 「セロテック」UN-L 株式会社　セロテック その他

18 アンモニア消去，回避法 アクアオートカイノス　UN-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

19 アンモニア消去，回避法 AUリエージェント　UN 協和メデックス株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 アンモニア消去，回避法 クイックオートネオ UN 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

22 アンモニア消去，回避法 Ｎ－アッセイ　ＢＵＮ－Ｌ　ニットーボー　Ｃ－ｔｙｐｅ ニットーボーメディカル株式会社 ＢＵＮ標準液 ニットーボーメディカル株式会社

24 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN･Ⅴ 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

26 アンモニア消去，回避法 「セロテック」UN-L 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

27 アンモニア消去，回避法 クイックオートネオ UN 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

28 アンモニア消去，回避法 「セロテック」UN-L 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

30 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN2 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 アンモニア消去，回避法 デタミナーＬ　 ＵＮ 協和メデックス株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 協和メデックス株式会社

36 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN2 富士フイルム和光純薬株式会社 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

37 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN･Ⅴ 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 アンモニア消去，回避法 クイックオートネオ BUN 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

42 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN･Ⅴ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

43 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN･Ⅴ 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 アンモニア消去，回避法 自動分析用試薬「生研」UN-S デンカ生研株式会社 液状キャリブレータ デンカ生研株式会社

46 アンモニア消去，回避法 クイックオートネオ UN 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

47 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN･Ⅴ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

48 アンモニア消去，回避法 クイックオートネオ BUN 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

49 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN2 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

50 アンモニア消去，回避法 AUリエージェント　UN 協和メデックス株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 アンモニア未消去法 シンクロンシステム　BUN試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

52 アンモニア消去，回避法 「セロテック」UN-L 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

53 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN･Ⅴ 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 アンモニア未消去法 Lタイプワコー UN 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

56 アンモニア消去，回避法 アクアオートカイノス　UN-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

58 その他の方法 アストラ測定用試薬シリーズ　BUNキット「ベックマン」 ベックマン・コールター株式会社 AQUA CAL ベックマン・コールター株式会社

84 アンモニア未消去法 Lタイプワコー UN 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

88 アンモニア消去，回避法 「セロテック」UN-L 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

95 アンモニア消去，回避法 アクアオートカイノス　UN-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

103 アンモニア消去，回避法 アクアオートカイノス　UN-Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

104 アンモニア未消去法 Lタイプワコー UN 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

105 アンモニア未消去法 Lタイプワコー UN 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

106 アンモニア消去，回避法 シカリキッド-N　UN　 関東化学株式会社 マルチキャリブ　3M 関東化学株式会社

107 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN･Ⅴ 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

110 アンモニア消去，回避法 「セロテック」UN-L 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

114 その他の方法 アストラ測定用試薬シリーズ　BUNキット「ベックマン」 ベックマン・コールター株式会社 AQUA CAL ベックマン・コールター株式会社

115 アンモニア未消去法 Lタイプワコー UN 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

127 アンモニア消去，回避法 シカリキッド-N　UN　 関東化学株式会社 マルチキャリブ　3M 関東化学株式会社

128 アンモニア消去，回避法 Lタイプワコー UN･Ⅴ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター B 富士フイルム和光純薬株式会社

132 アンモニア消去，回避法 「セロテック」UN-L 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

137 アンモニア消去，回避法 「セロテック」UN-L 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

16 ドライケミストリー ビトロス スライド BUNⅡ オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット1 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD UN アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－13－2
測定値及び基礎統計一覧 UN

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
アンモニア消去，回避法 1 14.0 -0.25 99 16.0 -0.30 99 49.6 -0.39 99 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 2 13.8 -0.73 98 15.9 -0.55 99 49.5 -0.47 99 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 5 14.1 -0.01 100 16.2 0.20 100 49.4 -0.55 99 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 7 14.8 1.68 105 16.7 1.45 104 50.9 0.67 102 8.0 22.0
アンモニア消去，回避法 14 14.1 -0.01 100 16.7 1.45 104 51.4 1.08 103 8.0 22.0
アンモニア消去，回避法 18 13.8 -0.73 98 15.9 -0.55 99 48.7 -1.13 97 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 19 14.1 -0.01 100 16.3 0.45 101 50.5 0.35 101 8.0 21.0
アンモニア消去，回避法 20 15.0 2.16 106 16.9 1.95 105 52.7 2.15 105 6.0 21.0
アンモニア消去，回避法 22 14.9 1.92 106 17.0 2.20 105 51.6 1.25 103 8.1 21.9
アンモニア消去，回避法 24 13.9 -0.49 99 16.0 -0.30 99 49.6 -0.39 99 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 26 14.1 -0.01 100 16.4 0.70 102 50.3 0.18 100 8.0 21.0
アンモニア消去，回避法 27 14.1 -0.01 100 16.2 0.20 100 49.5 -0.47 99 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 28 14.1 -0.01 100 16.5 0.95 102 50.6 0.43 101 8.0 21.0
アンモニア消去，回避法 30 14.0 -0.25 99 16.0 -0.30 99 49.6 -0.39 99 8.0 21.0
アンモニア消去，回避法 35 14.0 -0.25 99 16.5 0.95 102 49.8 -0.23 99 3.5 21.2
アンモニア消去，回避法 36 13.9 -0.49 99 15.9 -0.55 99 49.4 -0.55 99 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 37 14.2 0.24 101 15.9 -0.55 99 51.1 0.84 102 8.0 21.0
アンモニア消去，回避法 39 13.9 -0.49 99 15.9 -0.55 99 49.4 -0.55 99 5.5 23.1
アンモニア消去，回避法 42 13.6 -1.21 96 15.8 -0.80 98 48.2 -1.54 96 8.0 21.0
アンモニア消去，回避法 43 14.0 -0.25 99 16.0 -0.30 99 49.9 -0.14 100 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 45 13.9 -0.49 99 15.8 -0.80 98 49.9 -0.14 100 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 46 14.0 -0.25 99 16.0 -0.30 99 51.0 0.76 102 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 47 14.1 -0.01 100 16.4 0.70 102 50.6 0.43 101 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 48 14.9 1.92 106 17.5 3.45 109 53.7 2.97 107 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 49 13.9 -0.49 99 16.0 -0.30 99 49.8 -0.23 99 10.0 25.0
アンモニア消去，回避法 50 14.7 1.44 104 17.0 2.20 105 52.3 1.82 104 8.0 23.0

アンモニア未消去法 51 13.5 -1.45 96 15.8 -0.80 98 48.9 -0.96 98 8.0 22.0
アンモニア消去，回避法 52 14.1 -0.01 100 16.4 0.70 102 50.7 0.51 101 8.0 21.0
アンモニア消去，回避法 53 14.4 0.72 102 16.3 0.45 101 50.9 0.67 102 5.0 23.0

アンモニア未消去法 54 14.0 -0.25 99 16.0 -0.30 99 49.0 -0.88 98 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 56 14.0 -0.25 99 16.0 -0.30 99 49.0 -0.88 98 5.0 20.0

その他の方法 58 13.0 -2.65 92 15.3 -2.05 95 48.0 -1.70 96 8.0 21.0
アンモニア未消去法 84 14.5 0.96 103 15.7 -1.05 97 49.9 -0.14 100 8.0 20.0

アンモニア消去，回避法 88 14.1 -0.01 100 16.5 0.95 102 50.6 0.43 101 8.0 21.0
アンモニア消去，回避法 95 14.2 0.24 101 16.1 -0.05 100 49.5 -0.47 99 8.0 23.0
アンモニア消去，回避法 103 14.4 0.72 102 16.4 0.70 102 52.9 2.31 106 8.0 20.0

アンモニア未消去法 104 14.7 1.44 104 15.7 -1.05 97 49.4 -0.55 99 8.0 20.0
アンモニア未消去法 105 14.5 0.96 103 15.8 -0.80 98 49.5 -0.47 99 8.0 20.0

アンモニア消去，回避法 106 14.3 0.48 101 15.8 -0.80 98 47.9 -1.78 96 8.0 22.0
アンモニア消去，回避法 107 13.6 -1.21 96 15.9 -0.55 99 50.5 0.35 101 8.0 20.0
アンモニア消去，回避法 110 13.9 -0.49 99 16.3 0.45 101 50.3 0.18 100 8.0 20.0

その他の方法 114 13.0 -2.65 92 15.0 -2.80 93 49.0 -0.88 98 8.0 21.0
アンモニア未消去法 115 14.6 1.20 104 15.9 -0.55 99 49.7 -0.31 99 8.0 20.0

アンモニア消去，回避法 127 14.1 -0.01 100 15.7 -1.05 97 48.5 -1.29 97 8.0 22.0
アンモニア消去，回避法 128 13.9 -0.49 99 16.1 -0.05 100 49.5 -0.47 99 8.0 23.0
アンモニア消去，回避法 132 14.0 -0.25 99 16.4 0.70 102 50.4 0.26 101 8.0 21.0
アンモニア消去，回避法 137 14.1 -0.01 100 16.5 0.95 102 50.5 0.35 101 8.0 21.0

平均 14.10 16.12 50.08
SD 0.42 0.40 1.22     ＊：データ／平均値＊１００

CV 2.9% 2.5% 2.4% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 15.35 17.32 53.74
(-3SD) 12.86 14.92 46.41
(+2SD) 14.93 16.92 52.52
(-2SD) 13.27 15.32 47.63

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 14.9 1.92 106 13.6 -6.30 84 41.9 -6.70 84 7.0 20.0
ドライケミストリー 59 14.0 -0.25 99 17.0 2.20 105 43.0 -5.80 86 8.0 20.0

基準範囲(性差なし)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性)

試料Ⅱ

基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

試料A 試料Ⅰ  

試料A 試料Ⅰ  
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表Ⅰ－2－14－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

CRE 参加数 49

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

2 酵素法 シグナスオート CRE 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

5 酵素法 クオリジェント CRE 積水メディカル株式会社 セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

7 酵素法 アクアオートカイノス　CRE-Ⅲplus 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

14 酵素法 シカリキッド-S　CRE 関東化学株式会社 その他

18 酵素法 アクアオートカイノス　CRE-Ⅲplus 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

19 酵素法 AUリエージェント　CRE 協和メデックス株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

22 酵素法 シグナスオート CRE 株式会社　シノテスト CRE標準液（5.0mg/dL） 株式会社　シノテスト

24 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

26 酵素法 エスパ・ＣＲＥリキッドⅡ ニプロ株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

27 酵素法 シグナスオート CRE 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

28 酵素法 エスパ・ＣＲＥリキッドⅡ ニプロ株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

30 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 酵素法 アクアオートカイノス　CRE-Ⅲplus 株式会社　カイノス 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　カイノス

36 酵素法 デタミナーＬ　 ＣＲＥ 協和メデックス株式会社 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

37 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 酵素法 アキュラスオート CRE 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

42 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

43 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 酵素法 自動分析用試薬「生研」CRE-S デンカ生研株式会社 液状キャリブレータ デンカ生研株式会社

46 酵素法 シグナスオート CRE 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

47 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

48 酵素法 シグナスオート CRE 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

49 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

50 酵素法 AUリエージェント　CRE 協和メデックス株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 Jaffe rate assay法 シンクロンシステム　クレアチニン試薬(CR-S) ベックマン・コールター株式会社 AQUA CAL ベックマン・コールター株式会社

52 酵素法 エスパ・ＣＲＥリキッドⅡ ニプロ株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

53 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

56 酵素法 アキュラスオート CRE 株式会社　シノテスト CRE標準液（5.0mg/dL） 株式会社　シノテスト

58 酵素法 シンクロンシステム　クレアチニン試薬(CR-E) ベックマン・コールター株式会社 AQUA CAL ベックマン・コールター株式会社

84 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

88 酵素法 エスパ・ＣＲＥリキッドⅡ ニプロ株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

95 酵素法 シグナスオート CRE 株式会社　シノテスト CRE標準液（5.0mg/dL） 株式会社　シノテスト

103 酵素法 アクアオートカイノス　CRE-Ⅲplus 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

104 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

105 酵素法 シカリキッド-N　CRE 関東化学株式会社 クレアチニン標準液（3mg/100mL） 関東化学株式会社

106 酵素法 デタミナーＬ　 ＣＲＥ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液クレアチニン測定用 協和メデックス株式会社

107 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

110 酵素法 シカリキッド-S　CRE 関東化学株式会社 クレアチニン標準液（3mg/100mL） 関東化学株式会社

114 酵素法 シンクロンシステム　クレアチニン試薬(CR-E) ベックマン・コールター株式会社 AQUA CAL ベックマン・コールター株式会社

115 酵素法 Lタイプワコー CRE・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

127 酵素法 デタミナーＬ　 ＣＲＥ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液クレアチニン測定用 協和メデックス株式会社

128 酵素法 シグナスオート CRE 株式会社　シノテスト CRE標準液（5.0mg/dL） 株式会社　シノテスト

132 酵素法 エスパ・ＣＲＥリキッドⅡ ニプロ株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

137 酵素法 エスパ・ＣＲＥリキッドⅡ ニプロ株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド CREAⅡ オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット1 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD CRE2 アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－14－2
測定値及び基礎統計一覧 CRE

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
酵素法 1 0.85 0.27 101 1.05 1.16 105 6.04 -0.39 102 0.60 1.10 0.40 0.90
酵素法 2 0.83 -0.34 99 0.98 -0.63 98 5.80 -0.47 98 0.40 1.20
酵素法 5 0.84 -0.03 100 0.98 -0.63 98 5.69 -0.55 96 0.60 1.10 0.40 0.80
酵素法 7 0.84 -0.03 100 1.00 -0.12 100 6.02 0.67 102 0.60 1.10 0.40 0.70
酵素法 14 0.86 0.58 102 0.97 -0.89 97 5.89 1.08 99 0.61 1.04 0.47 0.79
酵素法 18 0.79 -1.56 94 0.93 -1.91 93 5.85 -1.13 99 0.40 1.20
酵素法 19 0.86 0.58 102 1.02 0.39 102 6.02 0.35 102 0.60 1.15 0.45 0.85
酵素法 20 0.84 -0.03 100 0.98 -0.63 98 5.81 2.15 98 0.70 1.30 0.40 1.10
酵素法 22 0.87 0.89 103 0.99 -0.38 99 5.82 1.25 98 0.66 1.08 0.47 0.82
酵素法 24 0.83 -0.34 99 1.04 0.90 104 6.02 -0.39 102 0.65 1.07 0.46 0.79
酵素法 26 0.83 -0.34 99 0.97 -0.89 97 5.83 0.18 98 0.60 1.15 0.45 0.85
酵素法 27 0.88 1.19 105 1.01 0.14 101 5.81 -0.47 98 0.65 1.07 0.46 0.79
酵素法 28 0.83 -0.34 99 0.97 -0.89 97 5.81 0.43 98 0.60 1.15 0.45 0.85
酵素法 30 0.84 -0.03 100 1.05 1.16 105 6.03 -0.39 102 0.60 1.10 0.40 0.80
酵素法 35 0.77 -2.18 92 0.91 -2.42 91 5.61 -0.23 95 0.12 0.74
酵素法 36 0.81 -0.95 96 0.97 -0.89 97 5.82 -0.55 98 0.61 1.04 0.47 0.79
酵素法 37 0.83 -0.34 99 1.05 1.16 105 6.16 0.84 104 0.40 1.00
酵素法 39 0.86 0.58 102 0.99 -0.38 99 5.91 -0.55 100 0.80 1.20 0.60 0.90
酵素法 42 0.82 -0.65 97 1.03 0.65 103 5.87 -1.54 99 0.60 1.15 0.45 0.85
酵素法 43 0.84 -0.03 100 1.05 1.16 105 6.07 -0.14 103 0.40 1.00 0.40 0.80
酵素法 45 0.84 -0.03 100 1.01 0.14 101 5.89 -0.14 99 0.65 1.07 0.46 0.79
酵素法 46 0.84 -0.03 100 1.01 0.14 101 5.85 0.76 99 0.36 1.06
酵素法 47 0.85 0.27 101 1.06 1.42 106 6.09 0.43 103 0.65 1.07 0.46 0.79
酵素法 48 0.86 0.58 102 0.99 -0.38 99 6.02 2.97 102 0.65 1.07 0.46 0.79
酵素法 49 0.82 -0.65 97 1.04 0.90 104 6.00 -0.23 101 0.70 1.50
酵素法 50 0.90 1.80 107 1.00 -0.12 100 6.00 1.82 101 0.50 1.00 0.20 0.80

Jaffe rate assay法 51 0.90 1.80 107 1.05 1.16 105 5.83 -0.96 98 0.61 1.04 0.47 0.79
酵素法 52 0.82 -0.65 97 0.98 -0.63 98 5.82 0.51 98 0.60 1.15 0.45 0.85
酵素法 53 0.85 0.27 101 1.07 1.67 107 6.05 0.67 102 0.60 1.10 0.40 0.80
酵素法 54 0.93 2.72 111 1.04 0.90 104 5.98 -0.88 101 0.65 1.07 0.46 0.79
酵素法 56 0.84 -0.03 100 0.96 -1.14 96 5.95 -0.88 100 0.60 1.10
酵素法 58 0.90 1.80 107 1.03 0.65 103 5.84 -1.70 99 0.60 1.15 0.45 0.85
酵素法 84 0.84 -0.03 100 1.06 1.42 106 6.10 -0.14 103 0.65 1.09 0.46 0.82
酵素法 88 0.83 -0.34 99 0.98 -0.63 98 5.83 0.43 98 0.60 1.15 0.45 0.85
酵素法 95 0.87 0.89 103 1.02 0.39 102 5.90 -0.47 100 0.40 1.10 0.30 0.80
酵素法 103 0.78 -1.87 93 0.94 -1.66 94 5.90 2.31 100 0.65 1.09 0.46 0.82
酵素法 104 0.84 -0.03 100 1.05 1.16 105 6.06 -0.55 102 0.65 1.09 0.46 0.82
酵素法 105 0.82 -0.65 97 0.96 -1.14 96 5.99 -0.47 101 0.60 1.10 0.40 0.80
酵素法 106 0.80 -1.26 95 0.98 -0.63 98 5.91 -1.78 100 0.61 1.04 0.47 0.79
酵素法 107 0.81 -0.95 96 1.02 0.39 102 6.00 0.35 101 0.61 1.04 0.47 0.79
酵素法 110 0.79 -1.56 94 0.96 -1.14 96 5.88 0.18 99 0.65 1.09 0.46 0.82
酵素法 114 0.90 1.80 107 1.05 1.16 105 5.91 -0.88 100 0.60 1.15 0.45 0.85
酵素法 115 0.85 0.27 101 1.07 1.67 107 6.09 -0.31 103 0.65 1.09 0.46 0.82
酵素法 127 0.82 -0.65 97 0.99 -0.38 99 5.96 -1.29 101 0.61 1.04 0.47 0.79
酵素法 128 0.87 0.89 103 1.00 -0.12 100 5.91 -0.47 100 0.61 1.04 0.47 0.79
酵素法 132 0.82 -0.65 97 0.98 -0.63 98 5.83 0.26 98 0.60 1.15 0.45 0.85
酵素法 137 0.82 -0.65 97 0.98 -0.63 98 5.82 0.35 98 0.60 1.15 0.45 0.85

平均 0.84 1.00 5.92
SD 0.03 0.04 0.11     ＊：データ／平均値＊１００

CV 3.9% 3.9% 1.9% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 0.94 1.12 6.26
(-3SD) 0.74 0.89 5.58
(+2SD) 0.91 1.08 6.15
(-2SD) 0.78 0.93 5.69

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 0.85 0.27 101 1.04 0.90 104 6.55 -0.39 111 0.00 1.10 0.00 0.80
ドライケミストリー 59 0.80 -1.26 95 1.00 -0.12 100 6.20 -0.47 105 0.60 1.00 0.40 0.80

基準範囲(男性)基準範囲(性差なし) 基準範囲(女性)試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ

基準範囲(性差なし)試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(男性) 基準範囲(女性)
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表Ⅰ－2－15－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

T-Bil 参加数 49

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

2 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

5 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

7 酵素法 ネスコート VL T-BIL アルフレッサ ファーマ株式会社 ネスコートBIL標準 アルフレッサ ファーマ株式会社

14 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

18 酵素法 ネスコート VL T-BIL アルフレッサ ファーマ株式会社 ネスコートBIL標準 アルフレッサ ファーマ株式会社

19 酵素法 ＡＵリエージェント　Ｔ－ＢＩＬ ニットーボーメディカル株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン　キャリブレーター RD 富士フイルム和光純薬株式会社

22 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

24 酵素法 イアトロLQ　T-BILⅡ 株式会社LSIメディエンス BIL標準品 株式会社LSIメディエンス

26 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

27 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

28 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

30 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 酵素法 ネスコート VL T-BIL アルフレッサ ファーマ株式会社 ネスコートBIL標準 アルフレッサ ファーマ株式会社

36 酵素法 ネスコート VL T-BIL アルフレッサ ファーマ株式会社 ネスコートBIL標準 アルフレッサ ファーマ株式会社

37 酵素法 エクディアL‘栄研’T-BIL 栄研化学株式会社 BILキャリブレータ‘栄研’ 栄研化学株式会社

39 酵素法 イアトロLQ　T-BILⅡ 株式会社LSIメディエンス BIL標準品 株式会社LSIメディエンス

42 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

43 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 ジアゾ法 エスパ・ＴＢリキッド ニプロ株式会社 ニプロ・マルチキャリブレーター ニプロ株式会社

46 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン　キャリブレーター RD 富士フイルム和光純薬株式会社

47 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

48 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

49 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

50 酵素法 ＡＵリエージェント　Ｔ－ＢＩＬ ニットーボーメディカル株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 ジアゾ法 シンクロンシステム　総ビリルビン試薬 ベックマン・コールター株式会社 ビリルビン キャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

52 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

53 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 酵素法 ネスコート VL T-BIL アルフレッサ ファーマ株式会社 ネスコートBIL標準 アルフレッサ ファーマ株式会社

58 ジアゾ法 シンクロンシステム　総ビリルビン試薬 ベックマン・コールター株式会社 ビリルビン キャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

84 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

88 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

95 酵素法 アクアオートカイノス　T-BIL試薬 株式会社　カイノス BIL標準品 株式会社　カイノス

103 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

104 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

105 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

106 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

107 酵素法 イアトロLQ　T-BILⅡ 株式会社LSIメディエンス BIL標準品 株式会社LSIメディエンス

110 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

114 ジアゾ法 シンクロンシステム　総ビリルビン試薬 ベックマン・コールター株式会社 ビリルビン キャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

115 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

127 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

128 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

132 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

137 バナジン酸酸化法 総ビリルビン E-HRワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 ビリルビン キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド TBIL オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット4 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD T-BIL アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－15－2
測定値及び基礎統計一覧 T-Bil

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
バナジン酸酸化法 1 0.8 0.77 107 0.4 0.54 110 2.0 -0.39 107 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 2 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 -0.47 102 0.2 0.8
バナジン酸酸化法 5 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 2.0 -0.55 107 0.2 1.2

酵素法 7 0.8 0.77 107 0.3 -0.95 82 1.8 0.67 97 0.3 1.2
バナジン酸酸化法 14 0.8 0.77 107 0.4 0.54 110 2.0 1.08 107 0.2 1.1

酵素法 18 0.9 2.17 121 0.3 -0.95 82 1.8 -1.13 97 0.2 1.2
酵素法 19 0.9 2.17 121 0.3 -0.95 82 1.8 0.35 97 0.2 1.2

バナジン酸酸化法 20 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 2.0 2.15 107 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 22 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 1.25 102 0.2 1.0

酵素法 24 0.8 0.77 107 0.2 -2.43 55 1.6 -0.39 86 0.4 1.5
バナジン酸酸化法 26 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.8 0.18 97 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 27 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 -0.47 102 0.4 1.5
バナジン酸酸化法 28 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.8 0.43 97 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 30 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 -0.39 102 0.2 1.0

酵素法 35 0.8 0.77 107 0.2 -2.43 55 1.7 -0.23 91 0.1 1.0
酵素法 36 0.8 0.77 107 0.3 -0.95 82 1.8 -0.55 97 0.2 1.2
酵素法 37 0.8 0.77 107 0.4 0.54 110 2.0 0.84 107 0.2 1.0
酵素法 39 0.9 2.17 121 0.2 -2.43 55 1.5 -0.55 80 0.1 1.2

バナジン酸酸化法 42 0.8 0.77 107 0.4 0.54 110 2.0 -1.54 107 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 43 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 2.0 -0.14 107 0.2 1.0

ジアゾ法 45 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 2.0 -0.14 107 0.4 1.5
バナジン酸酸化法 46 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 0.76 102 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 47 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 0.43 102 0.4 0.4
バナジン酸酸化法 48 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.8 2.97 97 0.4 1.5
バナジン酸酸化法 49 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 -0.23 102 0.2 1.2

酵素法 50 0.9 2.17 121 0.3 -0.95 82 2.0 1.82 107 0.2 1.2
ジアゾ法 51 0.8 0.77 107 0.4 0.54 110 2.0 -0.96 107 0.2 1.1

バナジン酸酸化法 52 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 0.51 102 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 53 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 0.67 102 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 54 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.8 -0.88 97 0.4 1.5

酵素法 56 0.8 0.77 107 0.3 -0.95 82 1.7 -0.88 91 0.3 1.1
ジアゾ法 58 0.7 -0.62 94 0.3 -0.95 82 1.9 -1.70 102 0.2 1.2

バナジン酸酸化法 84 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.8 -0.14 97 0.3 1.2
バナジン酸酸化法 88 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.8 0.43 97 0.2 1.2

酵素法 95 0.9 2.17 121 0.2 -2.43 55 1.5 -0.47 80 0.1 1.0
バナジン酸酸化法 103 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 2.31 102 0.3 1.2
バナジン酸酸化法 104 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 -0.55 102 0.3 1.2
バナジン酸酸化法 105 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 -0.47 102 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 106 0.6 -2.02 81 0.4 0.54 110 1.9 -1.78 102 0.3 1.2

酵素法 107 0.8 0.77 107 0.2 -2.43 55 1.6 0.35 86 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 110 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 0.18 102 0.3 1.2

ジアゾ法 114 0.8 0.77 107 0.4 0.54 110 2.0 -0.88 107 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 115 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 -0.31 102 0.3 1.2
バナジン酸酸化法 127 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 -1.29 102 0.3 1.2
バナジン酸酸化法 128 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 -0.47 102 0.3 1.1
バナジン酸酸化法 132 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 0.26 102 0.2 1.2
バナジン酸酸化法 137 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 1.9 0.35 102 0.2 1.2

平均 0.74 0.36 1.86
SD 0.07 0.07 0.13     ＊：データ／平均値＊１００

CV 9.6% 18.5% 6.8% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 0.96 0.57 2.24
(-3SD) 0.53 0.16 1.49
(+2SD) 0.89 0.50 2.12
(-2SD) 0.60 0.23 1.61

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 0.7 -0.62 94 0.4 0.54 110 2.1 -0.39 113 0.2 1.3
ドライケミストリー 59 0.8 0.77 107 0.5 2.02 137 1.7 -0.47 91 0.2 1.2

試料A 試料Ⅰ  

試料A 試料Ⅰ  基準範囲(女性)

基準範囲(女性)試料Ⅱ

基準範囲(男性)

基準範囲(性差なし)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

基準範囲(男性)
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表Ⅰ－2－16－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

Ca 参加数 45

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 酵素法 アキュラスオート Ca 株式会社　シノテスト Ca標準液 株式会社　シノテスト

2 アルセナゾⅢ比色法 「セロテック」Ca-AL 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブーST 株式会社　セロテック

5 酵素法 アキュラスオート CaⅡ 株式会社　シノテスト セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

7 酵素法 Lタイプワコー Ca 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 アルセナゾⅢ比色法 「セロテック」Ca-AL 株式会社　セロテック その他

18 アルセナゾⅢ比色法 アクアオートカイノス　Ca試薬 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

19 アルセナゾⅢ比色法 エスパ・Ｃａ ニプロ株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

20 酵素法 アキュラスオート Ca 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

22 アルセナゾⅢ比色法 アクアオートカイノス　Ca試薬 株式会社　カイノス Ca標準液 株式会社　カイノス

24 酵素法 Lタイプワコー Ca 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

26 アルセナゾⅢ比色法 「セロテック」Ca-AL 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

27 アルセナゾⅢ比色法 アクアオートカイノス　Ca試薬 株式会社　カイノス Ca標準液 株式会社　カイノス

28 アルセナゾⅢ比色法 「セロテック」Ca-AL 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

30 メチルキシレノールブルー比色法 カルシウムE-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 アルセナゾⅢ比色法 アクアオートカイノス　Ca試薬 株式会社　カイノス 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　カイノス

36 酵素法 アキュラスオート Ca 株式会社　シノテスト 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

37 酵素法 Lタイプワコー Ca 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 酵素法 アキュラスオート CaⅡ 株式会社　シノテスト 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

42 酵素法 Lタイプワコー Ca 富士フイルム和光純薬株式会社 Ca(酵素法)キャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

43 酵素法 アキュラスオート Ca 株式会社　シノテスト Ca標準液 株式会社　シノテスト

45 オルトクレゾールフタレイン比色法 自動分析用試薬「生研」Ca N デンカ生研株式会社 液状キャリブレータ デンカ生研株式会社

46 酵素法 アキュラスオート Ca 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

47 アルセナゾⅢ比色法 アクアオートカイノス　Ca試薬 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

48 酵素法 アキュラスオート Ca 株式会社　シノテスト Ca標準液 株式会社　シノテスト

49 メチルキシレノールブルー比色法 カルシウムE-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

50 アルセナゾⅢ比色法 エスパ・Ｃａ ニプロ株式会社 AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

51 イオン選択電極法 ISE Reference 、ISE Buffer ベックマン・コールター株式会社 AQUA CAL ベックマン・コールター株式会社

53 酵素法 Lタイプワコー Ca 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

54 メチルキシレノールブルー比色法 カルシウムE-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

56 酵素法 ダイヤカラー･リキッドＣａ 東洋紡株式会社 ダイヤカラー・キャリブレーターL 東洋紡株式会社

58 イオン選択電極法 ISE Reference 、ISE Buffer ベックマン・コールター株式会社 AQUA CAL ベックマン・コールター株式会社

84 酵素法 ダイヤカラー･リキッドＣａ 東洋紡株式会社 カルシウム測定用標準液 東洋紡株式会社

88 アルセナゾⅢ比色法 「セロテック」Ca-AL 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

95 酵素法 アキュラスオート CaⅡ 株式会社　シノテスト CaⅡ用標準液 株式会社　シノテスト

103 メチルキシレノールブルー比色法 カルシウムE-HAテストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

104 酵素法 ダイヤカラー･リキッドＣａ 東洋紡株式会社 カルシウム測定用標準液 東洋紡株式会社

105 アルセナゾⅢ比色法 「セロテック」Ca-AL 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

106 アルセナゾⅢ比色法 「セロテック」Ca-AL 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブーST 株式会社　セロテック

107 アルセナゾⅢ比色法 エスパ・Ｃａ ニプロ株式会社 カルシウム測定用標準液 ニプロ株式会社

110 アルセナゾⅢ比色法 「セロテック」Ca-AL 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

114 イオン選択電極法 ISE Reference 、ISE Buffer ベックマン・コールター株式会社 AQUA CAL ベックマン・コールター株式会社

115 酵素法 ダイヤカラー･リキッドＣａ 東洋紡株式会社 カルシウム測定用標準液 東洋紡株式会社

127 アルセナゾⅢ比色法 「セロテック」Ca-AL 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブーST 株式会社　セロテック

16 ドライケミストリー ビトロス スライド CAⅡ オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット1 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD Ca アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－16－2
測定値及び基礎統計一覧 Ca

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
酵素法 1 9.5 0.81 102 8.9 -1.09 98 13.1 -1.43 97 8.7 11.0

アルセナゾⅢ比色法 2 9.5 0.81 102 9.2 0.81 101 13.6 0.48 101 8.5 11.0
酵素法 5 9.2 -0.84 98 9.0 -0.46 99 13.0 -1.81 96 8.5 10.2
酵素法 7 9.4 0.26 100 9.1 0.18 100 13.8 1.24 102 8.7 10.3

アルセナゾⅢ比色法 14 9.2 -0.84 98 9.1 0.18 100 13.4 -0.28 99 8.6 10.1
アルセナゾⅢ比色法 18 9.2 -0.84 98 9.1 0.18 100 13.3 -0.67 99 8.2 10.2
アルセナゾⅢ比色法 19 9.7 1.91 104 9.5 2.71 105 13.5 0.10 100 8.5 10.2

酵素法 20 9.5 0.81 102 9.1 0.18 100 13.5 0.10 100 8.2 10.2
アルセナゾⅢ比色法 22 9.3 -0.29 99 8.9 -1.09 98 13.6 0.48 101 8.5 10.5

酵素法 24 9.6 1.36 103 9.3 1.44 103 14.0 2.01 104 8.8 10.1
アルセナゾⅢ比色法 26 9.4 0.26 100 9.1 0.18 100 13.2 -1.05 98 8.5 10.2
アルセナゾⅢ比色法 27 9.3 -0.29 99 9.0 -0.46 99 13.4 -0.28 99 8.8 10.1
アルセナゾⅢ比色法 28 9.4 0.26 100 9.1 0.18 100 13.1 -1.43 97 8.5 10.2

メチルキシレノールブルー比色法 30 9.2 -0.84 98 9.0 -0.46 99 13.8 1.24 102 8.5 10.2
アルセナゾⅢ比色法 35 9.4 0.26 100 9.0 -0.46 99 13.4 -0.28 99 8.4 10.4

酵素法 36 9.8 2.46 105 9.1 0.18 100 13.4 -0.28 99 8.7 11.0
酵素法 37 9.2 -0.84 98 9.0 -0.46 99 13.6 0.48 101 8.6 10.8
酵素法 39 9.3 -0.29 99 8.9 -1.09 98 13.1 -1.43 97 8.7 11.0
酵素法 42 9.4 0.26 100 9.2 0.81 101 13.8 1.24 102 8.5 10.2
酵素法 43 9.6 1.36 103 9.0 -0.46 99 13.4 -0.28 99 8.2 10.2

オルトクレゾールフタレイン比色法 45 9.1 -1.39 97 9.0 -0.46 99 13.8 1.24 102 8.8 10.1
酵素法 46 9.2 -0.84 98 8.8 -1.72 97 13.0 -1.81 96 8.6 10.1

アルセナゾⅢ比色法 47 9.1 -1.39 97 8.7 -2.36 96 13.7 0.86 102 8.8 10.1
酵素法 48 9.3 -0.29 99 9.0 -0.46 99 13.5 0.10 100 8.8 10.1

メチルキシレノールブルー比色法 49 9.0 -1.95 96 8.8 -1.72 97 13.6 0.48 101 9.0 11.0
アルセナゾⅢ比色法 50 9.8 2.46 105 9.5 2.71 105 13.8 1.24 102 8.5 10.2
イオン選択電極法 51 9.3 -0.29 99 9.1 0.18 100 13.3 -0.67 99 8.6 10.1

酵素法 53 9.4 0.26 100 9.2 0.81 101 13.7 0.86 102 8.1 10.4
メチルキシレノールブルー比色法 54 9.3 -0.29 99 9.0 -0.46 99 13.9 1.62 103 8.8 10.1

酵素法 56 9.3 -0.29 99 9.1 0.18 100 13.6 0.48 101 8.7 10.5
イオン選択電極法 58 9.0 -1.95 96 8.9 -1.09 98 13.0 -1.81 96 8.5 10.2

酵素法 84 9.4 0.26 100 9.2 0.81 101 13.8 1.24 102 8.6 10.2
アルセナゾⅢ比色法 88 9.5 0.81 102 9.1 0.18 100 13.2 -1.05 98 8.5 10.2

酵素法 95 9.5 0.81 102 9.3 1.44 103 13.5 0.10 100 8.2 10.2
メチルキシレノールブルー比色法 103 9.4 0.26 100 9.2 0.81 101 13.8 1.24 102 8.6 10.2

酵素法 104 9.3 -0.29 99 9.1 0.18 100 13.6 0.48 101 8.2 10.0
アルセナゾⅢ比色法 105 9.3 -0.29 99 9.1 0.18 100 13.4 -0.28 99 8.6 10.1
アルセナゾⅢ比色法 106 9.3 -0.29 99 9.1 0.18 100 13.4 -0.28 99 8.5 10.2
アルセナゾⅢ比色法 107 9.4 0.26 100 9.1 0.18 100 13.3 -0.67 99 8.4 10.4
アルセナゾⅢ比色法 110 9.2 -0.84 98 9.0 -0.46 99 13.3 -0.67 99 8.6 10.2
イオン選択電極法 114 9.3 -0.29 99 9.0 -0.46 99 13.3 -0.67 99 8.5 10.2

酵素法 115 9.5 0.81 102 9.2 0.81 101 13.6 0.48 101 8.6 10.2
アルセナゾⅢ比色法 127 9.2 -0.84 98 9.0 -0.46 99 13.3 -0.67 99 8.5 10.2

平均 9.35 9.07 13.47
SD 0.18 0.16 0.26     ＊：データ／平均値＊１００

CV 1.9% 1.7% 1.9% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 9.90 9.55 14.26
(-3SD) 8.81 8.60 12.69
(+2SD) 9.72 9.39 14.00
(-2SD) 8.99 8.76 12.95

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 9.9 3.01 106 9.2 0.81 101 13.6 0.48 101 8.4 10.2
ドライケミストリー 59 8.8 -3.05 94 8.6 10.1

試料A

試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)
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表Ⅰ－2－17－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

IP 参加数 35

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 酵素法 Lタイプワコー 無機リン 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

2 酵素法 デタミナーＬ　 ＩＰ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液無機リン測定用 協和メデックス株式会社

5 酵素法 アキュラスオート IP 株式会社　シノテスト セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

7 酵素法 Lタイプワコー 無機リン 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 モリブデン酸・ＵＶ法 無機リン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 その他

18 酵素法 アクアオートカイノス　IP-KⅡ試薬 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

20 酵素法 アキュラスオート IP 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

22 酵素法 デタミナーＬ　 ＩＰ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液無機リン測定用 協和メデックス株式会社

24 酵素法 Lタイプワコー 無機リン 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

27 酵素法 Lタイプワコー 無機リン 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

28 モリブデン酸・ＵＶ法 無機リン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

30 酵素法 Lタイプワコー 無機リン 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 モリブデン酸・ＵＶ法 コバス試薬 IPⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

36 酵素法 デタミナーＬ　 ＩＰ 協和メデックス株式会社 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

37 酵素法 Lタイプワコー 無機リン 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

39 酵素法 デタミナーＬ　 ＩＰ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液無機リン測定用 協和メデックス株式会社

42 酵素法 Lタイプワコー 無機リン 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

43 酵素法 Lタイプワコー 無機リン 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

46 酵素法 アキュラスオート IP 株式会社　シノテスト 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ 株式会社　シノテスト

47 酵素法 Lタイプワコー 無機リン 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

48 酵素法 アクアオートカイノス　IP-KⅡ試薬 株式会社　カイノス IP標準液 株式会社　カイノス

53 酵素法 Lタイプワコー 無機リン 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 酵素法 デタミナーＬ　 ＩＰ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液無機リン測定用 協和メデックス株式会社

84 モリブデン酸・ＵＶ法 無機リン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

88 モリブデン酸・ＵＶ法 無機リン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

95 酵素法 アクアオートカイノス　IP-KⅡ試薬 株式会社　カイノス マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

103 酵素法 Lタイプワコー 無機リン 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

104 モリブデン酸・ＵＶ法 無機リン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

105 モリブデン酸・ＵＶ法 無機リン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 ホスファC-テストワコー リン標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

106 モリブデン酸・ＵＶ法 無機リン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

107 酵素法 デタミナーＬ　 ＩＰ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液無機リン測定用 協和メデックス株式会社

110 酵素法 「セロテック」Pi-AS 株式会社　セロテック 「セロテック」キャリブ・M 株式会社　セロテック

115 モリブデン酸・ＵＶ法 無機リン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

127 モリブデン酸・ＵＶ法 無機リン-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド PHOS オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット1 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社  
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表Ⅰ－2－17－2
測定値及び基礎統計一覧 IP

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
酵素法 1 3.4 1.76 104 3.5 0.77 103 8.9 0.57 101 2.5 4.5
酵素法 2 3.3 0.30 101 3.5 0.77 103 8.9 0.57 101 2.5 4.5
酵素法 5 3.3 0.30 101 3.4 -0.07 100 8.8 -0.02 100 2.5 4.5
酵素法 7 3.4 1.76 104 3.5 0.77 103 9.1 1.73 103 2.5 4.7

モリブデン酸・ＵＶ法 14 3.2 -1.16 98 3.2 -1.75 94 8.6 -1.18 98 2.5 4.6
酵素法 18 3.3 0.30 101 3.4 -0.07 100 8.8 -0.02 100 2.5 4.5
酵素法 20 3.2 -1.16 98 3.4 -0.07 100 8.6 -1.18 98 2.3 4.3
酵素法 22 3.3 0.30 101 3.5 0.77 103 8.9 0.57 101 2.7 4.5
酵素法 24 3.4 1.76 104 3.5 0.77 103 9.0 1.15 102 2.7 4.6
酵素法 27 3.3 0.30 101 3.5 0.77 103 8.9 0.57 101 2.7 4.6

モリブデン酸・ＵＶ法 28 3.3 0.30 101 3.3 -0.91 97 8.7 -0.60 99 2.5 4.5
酵素法 30 3.3 0.30 101 3.5 0.77 103 9.0 1.15 102 2.5 4.5

モリブデン酸・ＵＶ法 35 3.4 1.76 104 3.4 -0.07 100 8.7 -0.60 99 2.6 6.3
酵素法 36 3.2 -1.16 98 3.4 -0.07 100 8.7 -0.60 99 2.5 4.5
酵素法 37 3.3 0.30 101 3.6 1.61 106 9.1 1.73 103 2.5 4.5
酵素法 39 3.3 0.30 101 3.5 0.77 103 8.8 -0.02 100 2.4 4.3
酵素法 42 3.2 -1.16 98 3.3 -0.91 97 8.7 -0.60 99 2.5 4.5
酵素法 43 3.3 0.30 101 3.5 0.77 103 9.0 1.15 102 2.7 4.4
酵素法 46 3.3 0.30 101 3.4 -0.07 100 8.8 -0.02 100 2.5 4.5
酵素法 47 3.3 0.30 101 3.5 0.77 103 8.9 0.57 101 2.7 4.6
酵素法 48 3.3 0.30 101 3.5 0.77 103 8.9 0.57 101 2.7 4.6
酵素法 53 3.3 0.30 101 3.5 0.77 103 9.0 1.15 102 2.5 4.3
酵素法 56 3.3 0.30 101 3.4 -0.07 100 8.8 -0.02 100 2.5 4.8

モリブデン酸・ＵＶ法 84 3.2 -1.16 98 3.2 -1.75 94 8.6 -1.18 98 2.5 4.5
モリブデン酸・ＵＶ法 88 3.3 0.30 101 3.3 -0.91 97 8.7 -0.60 99 2.5 4.5

酵素法 95 3.3 0.30 101 3.5 0.77 103 8.9 0.57 101 2.5 4.5
酵素法 103 3.2 -1.16 98 3.4 -0.07 100 8.8 -0.02 100 2.5 4.5

モリブデン酸・ＵＶ法 104 3.1 -2.61 95 3.2 -1.75 94 8.5 -1.77 97 2.5 4.5
モリブデン酸・ＵＶ法 105 3.2 -1.16 98 3.2 -1.75 94 8.4 -2.35 95 2.5 4.5
モリブデン酸・ＵＶ法 106 3.3 0.30 101 3.3 -0.91 97 8.7 -0.60 99 2.4 4.3

酵素法 107 3.3 0.30 101 3.5 0.77 103 8.9 0.57 101 2.5 4.5
酵素法 110 3.3 0.30 101 3.6 1.61 106 9.0 1.15 102 2.5 4.5

モリブデン酸・ＵＶ法 115 3.2 -1.16 98 3.3 -0.91 97 8.6 -1.18 98 2.5 4.5
モリブデン酸・ＵＶ法 127 3.2 -1.16 98 3.2 -1.75 94 8.6 -1.18 98 2.4 4.3

平均 3.28 3.41 8.80
SD 0.07 0.12 0.17     ＊：データ／平均値＊１００

CV 2.1% 3.5% 1.9% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 3.49 3.77 9.32
(-3SD) 3.07 3.05 8.29
(+2SD) 3.42 3.65 9.15
(-2SD) 3.14 3.17 8.46

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 3.3 0.30 101 3.2 -1.75 94 9.0 1.15 102 2.5 4.5

試料A

試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)
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表Ⅰ－2－18－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

Mg 参加数 25

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 酵素法 Lタイプワコー　Mg ニプロ株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

2 酵素法 Lタイプワコー Mg・N 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

5 酵素法 Lタイプワコー Mg・N 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

7 酵素法 Lタイプワコー Mg・N 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

14 色素法 マグネシウム-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 その他

18 酵素法 アクアオートカイノス　Mg－Ⅱ試薬 株式会社　カイノス 血清マルチキャリブレーター「カイノス」 株式会社　カイノス

20 色素法 リキテック MgⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 自動分析用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰⅡ ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

22 酵素法 Lタイプワコー Mg・N 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

24 酵素法 Lタイプワコー　Mg ニプロ株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

27 酵素法 Lタイプワコー　Mg ニプロ株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

30 酵素法 Lタイプワコー　Mg ニプロ株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

36 酵素法 Lタイプワコー　Mg ニプロ株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

39 酵素法 アキュラスオート Mg 株式会社　カイノス 多項目標準血清 株式会社　シノテスト

43 酵素法 Lタイプワコー　Mg ニプロ株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

48 酵素法 アクアオートカイノス　Mg－Ⅱ試薬 株式会社　カイノス Mg標準液 株式会社　カイノス

53 酵素法 Lタイプワコー　Mg ニプロ株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

56 酵素法 Lタイプワコー　Mg ニプロ株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

84 色素法 マグネシウム-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

88 色素法 マグネシウム-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

105 色素法 マグネシウムB-テストワコー 富士フイルム和光純薬株式会社 マグネシウムB-テストワコー マグネシウム標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

106 色素法 マグネシウム-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

107 酵素法 イアトロLQ　MgレートⅡ 株式会社LSIメディエンス 生化学マルチキャリブレーター 株式会社LSIメディエンス

110 色素法 クリニメイトMg 積水メディカル株式会社 セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

127 色素法 マグネシウム-HRⅡ 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス　スライドMg オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット1 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社  
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表Ⅰ－2－18－2
測定値及び基礎統計一覧 Mg

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
酵素法 1 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.30 -0.60 99 1.8 2.4
酵素法 2 2.20 -0.30 99 1.80 -1.31 94 4.30 -0.60 99 1.8 2.4
酵素法 5 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.40 0.43 101 1.6 2.5
酵素法 7 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.30 -0.60 99 1.8 2.4
色素法 14 2.30 0.89 103 2.00 1.10 105 4.50 1.45 103 1.8 2.6
酵素法 18 2.10 -1.48 94 1.80 -1.31 94 4.20 -1.63 96 1.8 2.4
色素法 20 2.10 -1.48 94 1.80 -1.31 94 4.10 -2.65 94 1.9 2.5
酵素法 22 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.40 0.43 101 1.8 2.4
酵素法 24 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.30 -0.60 99 1.8 2.4
酵素法 27 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.30 -0.60 99 1.4 2.6
酵素法 30 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.30 -0.60 99 1.6 2.5
酵素法 36 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.40 0.43 101 1.8 2.4
酵素法 39 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.40 0.43 101 1.6 2.5
酵素法 43 2.20 -0.30 99 1.80 -1.31 94 4.30 -0.60 99 1.8 2.6
酵素法 48 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.40 0.43 101 1.7 2.6
酵素法 53 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.40 0.43 101 2.5 4.3
酵素法 56 2.10 -1.48 94 1.80 -1.31 94 4.30 -0.60 99 1.8 2.4
色素法 84 2.30 0.89 103 1.90 -0.10 100 4.40 0.43 101 1.7 2.6
色素法 88 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.40 0.43 101 1.6 2.5
色素法 105 2.40 2.07 108 2.10 2.31 110 4.40 0.43 101 1.9 2.5
色素法 106 2.30 0.89 103 2.00 1.10 105 4.50 1.45 103 1.8 2.6
酵素法 107 2.20 -0.30 99 1.90 -0.10 100 4.30 -0.60 99 1.9 2.5
色素法 110 2.40 2.07 108 2.00 1.10 105 4.50 1.45 103 1.7 2.6
色素法 127 2.40 2.07 108 2.10 2.31 110 4.50 1.45 103 1.8 2.6

平均 2.23 1.91 4.36
SD 0.08 0.08 0.10     ＊：データ／平均値＊１００

CV 3.8% 4.3% 2.2% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 2.48 2.16 4.65
(-3SD) 1.97 1.66 4.07
(+2SD) 2.39 2.07 4.55
(-2SD) 2.06 1.74 4.16

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 2.3 0.89 103 2.0 1.10 105 4.7 3.51 108 1.6 2.3

試料Ⅰ  試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性)

基準範囲(女性)

基準範囲(女性)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料A

試料A 試料Ⅰ  基準範囲(男性)
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表Ⅰ－2－19－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

Fe 参加数 31

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 バソフェナントロリン法 Lタイプワコー Fe・N 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

2 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液（200μg/dL） 株式会社　シノテスト

5 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

7 バソフェナントロリン法 Lタイプワコー Fe・N 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

18 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液 株式会社　カイノス

20 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液「ロシュ」 株式会社　シノテスト

22 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液（200μg/dL） 株式会社　シノテスト

24 バソフェナントロリン法 Lタイプワコー Fe・N 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

27 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液（200μg/dL） 株式会社　シノテスト

30 バソフェナントロリン法 Lタイプワコー Fe・N 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

35 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液「ロシュ」 株式会社　シノテスト

36 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

37 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液（200μg/dL） 株式会社　シノテスト

39 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液（200μg/dL） 株式会社　シノテスト

43 バソフェナントロリン法 Lタイプワコー Fe・N 富士フイルム和光純薬株式会社 血清マルチキャリブレーター 富士フイルム和光純薬株式会社

45 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト セロノルム・マルチキャリブレーター 積水メディカル株式会社

46 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液「ロシュ」 株式会社　シノテスト

47 Nitroso-PSAP法 デタミナーＬ　Ｆｅ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準液Fe測定用 協和メデックス株式会社

48 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液（200μg/dL） 株式会社　シノテスト

49 バソフェナントロリン法 Lタイプワコー Fe・N 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

50 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト AUマルチキャリブレーター ベックマン・コールター株式会社

53 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液（200μg/dL） 株式会社　シノテスト

56 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Aalto EC 株式会社　シノテスト

84 バソフェナントロリン法 Lタイプワコー Fe・N 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

88 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

104 バソフェナントロリン法 Lタイプワコー Fe・N 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター A 富士フイルム和光純薬株式会社

105 バソフェナントロリン法 Lタイプワコー Fe 富士フイルム和光純薬株式会社 Fe C-テストワコー 鉄標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

106 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液（200μg/dL） 株式会社　シノテスト

107 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液（200μg/dL） 株式会社　シノテスト

110 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液（200μg/dL） 株式会社　シノテスト

127 Nitroso-PSAP法 クイックオートネオ Fe 株式会社　シノテスト Fe標準液（200μg/dL） 株式会社　シノテスト  
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表Ⅰ－2－19－2
測定値及び基礎統計一覧 Fe

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
バソフェナントロリン法 1 110 -0.73 99 121 -1.39 97 198 -0.88 98 44 192 29 164

Nitroso-PSAP法 2 111 -0.24 100 124 -0.20 100 199 -0.61 99 65 150 55 110
Nitroso-PSAP法 5 108 -1.70 97 121 -1.39 97 194 -1.96 96 50 200 40 170

バソフェナントロリン法 7 111 -0.24 100 120 -1.79 96 199 -0.61 99 50 180
Nitroso-PSAP法 18 113 0.73 101 126 0.60 101 206 1.28 102 80 199 80 199 70 179
Nitroso-PSAP法 20 110 -0.73 99 125 0.20 100 201 -0.07 100 80 200
Nitroso-PSAP法 22 115 1.70 103 128 1.39 103 208 1.82 103 54 181 43 172

バソフェナントロリン法 24 109 -1.21 98 121 -1.39 97 198 -0.88 98 40 188
Nitroso-PSAP法 27 110 -0.73 99 125 0.20 100 198 -0.88 98 40 188

バソフェナントロリン法 30 109 -1.21 98 120 -1.79 96 198 -0.88 98 50 200 40 170
Nitroso-PSAP法 35 111 -0.24 100 126 0.60 101 203 0.47 101 11 191
Nitroso-PSAP法 36 117 2.67 105 130 2.18 104 210 2.36 104 54 181 43 172
Nitroso-PSAP法 37 112 0.24 100 124 -0.20 100 201 -0.07 100 50 180 30 170
Nitroso-PSAP法 39 115 1.70 103 128 1.39 103 206 1.28 102 80 200 70 180

バソフェナントロリン法 43 102 -4.61 91 113 -4.56 91 194 -1.96 96 80 200 70 180
Nitroso-PSAP法 45 113 0.73 101 126 0.60 101 204 0.74 101 40 188
Nitroso-PSAP法 46 110 -0.73 99 124 -0.20 100 199 -0.61 99 50 200 40 170
Nitroso-PSAP法 47 111 -0.24 100 125 0.20 100 201 -0.07 100 40 188
Nitroso-PSAP法 48 113 0.73 101 128 1.39 103 205 1.01 102 40 188

バソフェナントロリン法 49 109 -1.21 98 121 -1.39 97 200 -0.34 99 60 210 50 170
Nitroso-PSAP法 50 113 0.73 101 127 0.99 102 204 0.74 101 65 157
Nitroso-PSAP法 53 111 -0.24 100 125 0.20 100 202 0.20 100 65 157 54 181 43 172
Nitroso-PSAP法 56 111 -0.24 100 124 -0.20 100 201 -0.07 100 80 170 70 160

バソフェナントロリン法 84 111 -0.24 100 122 -0.99 98 201 -0.07 100 60 210 50 170
Nitroso-PSAP法 88 110 -0.73 99 125 0.20 100 200 -0.34 99 50 200 40 170

バソフェナントロリン法 104 109 -1.21 98 123 -0.60 99 199 -0.61 99 60 210 50 170
バソフェナントロリン法 105 114 1.21 102 124 -0.20 100 207 1.55 103 60 180 50 160

Nitroso-PSAP法 106 113 0.73 101 125 0.20 100 203 0.47 101 54 200 48 154
Nitroso-PSAP法 107 112 0.24 100 125 0.20 100 200 -0.34 99 50 200 40 180
Nitroso-PSAP法 110 112 0.24 100 126 0.60 101 200 -0.34 99 60 210 50 170
Nitroso-PSAP法 127 111 -0.24 100 125 0.20 100 200 -0.34 99 54 200 48 154

平均 111.5 124.5 201.3
SD 2.06 2.52 3.71     ＊：データ／平均値＊１００

CV 1.9% 2.0% 1.8% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 117.7 132.1 212.4
(-3SD) 105.3 116.9 190.1
(+2SD) 115.6 129.5 208.7
(-2SD) 107.4 119.5 193.8

試料A 試料Ⅰ  基準範囲(男性) 基準範囲(女性)試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)
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表Ⅰ－2－20－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

Na 参加数 49

施設コード 測定法 電解質測定原理 電解質検体希釈 名称 検量 名称 試薬製造販売元

1 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 株式会社　エイアンドティー

2 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 株式会社　日立ハイテクノロジーズ

5 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

7 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 日本電子株式会社

14 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

18 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 日本電子株式会社

19 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

20 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

22 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

24 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

26 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 その他

27 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

28 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

30 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

35 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

36 イオン選択電極法希釈法 電極法 溶媒ベース水溶性標準液 日本電子株式会社

37 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

39 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

42 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

43 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

45 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 デンカ生研株式会社

46 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 株式会社　日立ハイテクノロジーズ

47 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

48 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

49 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

50 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

51 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

52 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

53 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

54 イオン選択電極法非希釈法/常光 電極法 無希釈法 その他 株式会社　常光

56 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

58 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

84 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 日本電子株式会社

88 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　日立ハイテクノロジーズ

95 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

103 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

104 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

105 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

106 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

107 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

110 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

114 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

115 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

127 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

128 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

132 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

137 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 その他

16 ドライケミストリー ビトロス　スライドNa 指定検量 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD 電解質測定セット その他 アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－20－2
測定値及び基礎統計一覧 Na

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
イオン選択電極法希釈法 1 142 -0.45 100 138 0.34 100 155 -0.57 100 137 145
イオン選択電極法希釈法 2 142 -0.45 100 137 -0.66 100 155 -0.57 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 5 142 -0.45 100 137 -0.66 100 156 0.50 100 136 146
イオン選択電極法希釈法 7 144 1.56 101 139 1.34 101 156 0.50 100 138 146
イオン選択電極法希釈法 14 142 -0.45 100 138 0.34 100 156 0.50 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 18 142 -0.45 100 138 0.34 100 155 -0.57 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 19 143 0.56 100 138 0.34 100 157 1.58 101 135 147
イオン選択電極法希釈法 20 144 1.56 101 139 1.34 101 157 1.58 101 135 145
イオン選択電極法希釈法 22 142 -0.45 100 137 -0.66 100 155 -0.57 100 137 148
イオン選択電極法希釈法 24 142 -0.45 100 138 0.34 100 156 0.50 100 138 145
イオン選択電極法希釈法 26 143 0.56 100 138 0.34 100 156 0.50 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 27 143 0.56 100 138 0.34 100 156 0.50 100 138 145
イオン選択電極法希釈法 28 143 0.56 100 138 0.34 100 156 0.50 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 30 141 -1.45 99 137 -0.66 100 155 -0.57 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 35 144 1.56 101 138 0.34 100 156 0.50 100 136 146
イオン選択電極法希釈法 36 142 -0.45 100 138 0.34 100 155 -0.57 100 136 147
イオン選択電極法希釈法 37 144 1.56 101 139 1.34 101 157 1.58 101 135 147
イオン選択電極法希釈法 39 143 0.56 100 137 -0.66 100 155 -0.57 100 136 146
イオン選択電極法希釈法 42 142 -0.45 100 136 -1.66 99 154 -1.65 99 135 147
イオン選択電極法希釈法 43 142 -0.45 100 138 0.34 100 156 0.50 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 45 142 -0.45 100 138 0.34 100 155 -0.57 100 138 145
イオン選択電極法希釈法 46 142 -0.45 100 137 -0.66 100 154 -1.65 99 138 146
イオン選択電極法希釈法 47 144 1.56 101 138 0.34 100 157 1.58 101 138 145
イオン選択電極法希釈法 48 142 -0.45 100 138 0.34 100 156 0.50 100 138 145
イオン選択電極法希釈法 49 142 -0.45 100 137 -0.66 100 155 -0.57 100 135 150
イオン選択電極法希釈法 50 142 -0.45 100 138 0.34 100 155 -0.57 100 135 146
イオン選択電極法希釈法 51 141 -1.45 99 137 -0.66 100 154 -1.65 99 135 147
イオン選択電極法希釈法 52 143 0.56 100 138 0.34 100 156 0.50 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 53 142 -0.45 100 138 0.34 100 155 -0.57 100 139 146
イオン選択電極法非希釈法/常光 54 144 1.56 101 141 3.34 102 156 0.50 100 138 145
イオン選択電極法希釈法 56 143 0.56 100 139 1.34 101 156 0.50 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 58 140 -2.46 98 134 -3.66 97 153 -2.73 98 135 147
イオン選択電極法希釈法 84 141 -1.45 99 136 -1.66 99 155 -0.57 100 135 145
イオン選択電極法希釈法 88 143 0.56 100 138 0.34 100 156 0.50 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 95 143 0.56 100 138 0.34 100 157 1.58 101 135 147
イオン選択電極法希釈法 103 143 0.56 100 139 1.34 101 157 1.58 101 135 145
イオン選択電極法希釈法 104 141 -1.45 99 135 -2.66 98 155 -0.57 100 135 145
イオン選択電極法希釈法 105 142 -0.45 100 137 -0.66 100 155 -0.57 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 106 142 -0.45 100 138 0.34 100 155 -0.57 100 136 147
イオン選択電極法希釈法 107 142 -0.45 100 138 0.34 100 156 0.50 100 137 147
イオン選択電極法希釈法 110 143 0.56 100 138 0.34 100 156 0.50 100 135 145
イオン選択電極法希釈法 114 141 -1.45 99 137 -0.66 100 154 -1.65 99 135 147
イオン選択電極法希釈法 115 142 -0.45 100 136 -1.66 99 155 -0.57 100 135 145
イオン選択電極法希釈法 127 145 2.56 102 139 1.34 101 157 1.58 101 136 147
イオン選択電極法希釈法 128 142 -0.45 100 138 0.34 100 156 0.50 100 137 147
イオン選択電極法希釈法 132 143 0.56 100 137 -0.66 100 155 -0.57 100 135 147
イオン選択電極法希釈法 137 143 0.56 100 137 -0.66 100 155 -0.57 100 135 147

平均 142.4 137.7 155.5
SD 1.00 1.00 0.93     ＊：データ／平均値＊１００

CV 0.7% 0.7% 0.6% 　　平均値は３SD以上を２回削除

(+3SD) 145.4 140.7 158.3
(-3SD) 139.5 134.7 152.7
(+2SD) 144.4 139.7 157.4
(-2SD) 140.5 135.7 153.7

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 143 0.56 100 140 2.34 102 159 3.73 102 135 147
ドライケミストリー 59 142 -0.45 100 139 1.34 101 157 1.58 101 136 145

基準範囲(男性)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

試料A 試料Ⅰ  

試料A 試料Ⅰ  
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表Ⅰ－2－21－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

K 参加数 49

施設コード 測定法 電解質測定原理 電解質検体希釈 名称 検量 名称 試薬製造販売元

1 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 株式会社　エイアンドティー

2 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 株式会社　日立ハイテクノロジーズ

5 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

7 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 日本電子株式会社

14 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

18 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 日本電子株式会社

19 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

20 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

22 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

24 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

26 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 その他

27 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

28 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

30 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

35 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

36 イオン選択電極法希釈法 電極法 溶媒ベース水溶性標準液 日本電子株式会社

37 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

39 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

42 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

43 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

45 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 デンカ生研株式会社

46 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 株式会社　日立ハイテクノロジーズ

47 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

48 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

49 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

50 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

51 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

52 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

53 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

54 イオン選択電極法非希釈法/常光 電極法 無希釈法 その他 株式会社　常光

56 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

58 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

84 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 日本電子株式会社

88 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　日立ハイテクノロジーズ

95 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

103 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

104 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

105 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

106 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

107 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

110 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

114 イオン選択電極法希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

115 イオン選択電極法希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

127 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

128 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

132 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

137 イオン選択電極法希釈法 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 その他

16 ドライケミストリー ビトロス　スライドK 指定検量 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD 電解質測定セット その他 アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－21－2
測定値及び基礎統計一覧 K

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
イオン選択電極法希釈法 1 4.1 0.80 101 4.5 1.55 102 6.4 0.28 100 3.5 4.8
イオン選択電極法希釈法 2 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.3 -1.19 99 3.5 4.8
イオン選択電極法希釈法 5 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.6 5.0
イオン選択電極法希釈法 7 4.1 0.80 101 4.5 1.55 102 6.5 1.75 102 3.6 4.9
イオン選択電極法希釈法 14 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.6 5.0
イオン選択電極法希釈法 18 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.3 4.8
イオン選択電極法希釈法 19 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.5 1.75 102 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 20 4.1 0.80 101 4.5 1.55 102 6.4 0.28 100 3.5 5.0
イオン選択電極法希釈法 22 4.1 0.80 101 4.5 1.55 102 6.4 0.28 100 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 24 4.1 0.80 101 4.5 1.55 102 6.5 1.75 102 3.6 4.8
イオン選択電極法希釈法 26 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.3 -1.19 99 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 27 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.6 4.8
イオン選択電極法希釈法 28 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.3 -1.19 99 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 30 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 35 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.6 5.2
イオン選択電極法希釈法 36 4.1 0.80 101 4.5 1.55 102 6.4 0.28 100 3.6 5.0
イオン選択電極法希釈法 37 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.6 5.0
イオン選択電極法希釈法 39 4.1 0.80 101 4.5 1.55 102 6.4 0.28 100 3.5 4.9
イオン選択電極法希釈法 42 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 43 4.1 0.80 101 4.5 1.55 102 6.5 1.75 102 3.5 5.0
イオン選択電極法希釈法 45 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.3 -1.19 99 3.6 4.8
イオン選択電極法希釈法 46 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.3 -1.19 99 3.6 4.9
イオン選択電極法希釈法 47 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.6 4.8
イオン選択電極法希釈法 48 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.6 4.8
イオン選択電極法希釈法 49 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.5 5.0
イオン選択電極法希釈法 50 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.3 -1.19 99 3.3 5.0
イオン選択電極法希釈法 51 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.6 5.0
イオン選択電極法希釈法 52 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.3 -1.19 99 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 53 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.7 4.8
イオン選択電極法非希釈法/常光 54 4.2 2.51 104 4.4 -0.27 100 6.2 -2.66 97 3.6 4.8
イオン選択電極法希釈法 56 4.1 0.80 101 4.5 1.55 102 6.5 1.75 102 3.6 5.0
イオン選択電極法希釈法 58 3.9 -2.62 96 4.3 -2.09 97 6.3 -1.19 99 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 84 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.5 1.75 102 3.5 5.0
イオン選択電極法希釈法 88 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.3 -1.19 99 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 95 4.0 -0.91 99 4.3 -2.09 97 6.3 -1.19 99 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 103 4.1 0.80 101 4.5 1.55 102 6.4 0.28 100 3.5 5.0
イオン選択電極法希釈法 104 4.0 -0.91 99 4.3 -2.09 97 6.4 0.28 100 3.5 5.0
イオン選択電極法希釈法 105 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.3 -1.19 99 3.6 5.0
イオン選択電極法希釈法 106 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.6 5.0
イオン選択電極法希釈法 107 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.5 5.0
イオン選択電極法希釈法 110 4.1 0.80 101 4.5 1.55 102 6.4 0.28 100 3.5 5.0
イオン選択電極法希釈法 114 4.0 -0.91 99 4.3 -2.09 97 6.4 0.28 100 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 115 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.5 5.0
イオン選択電極法希釈法 127 4.1 0.80 101 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.6 5.0
イオン選択電極法希釈法 128 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.4 0.28 100 3.5 5.0
イオン選択電極法希釈法 132 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.3 -1.19 99 3.5 5.1
イオン選択電極法希釈法 137 4.0 -0.91 99 4.4 -0.27 100 6.3 -1.19 99 3.5 5.1

平均 4.05 4.41 6.38
SD 0.06 0.06 0.07     ＊：データ／平均値＊１００

CV 1.4% 1.2% 1.1% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 4.23 4.58 6.58
(-3SD) 3.88 4.25 6.18
(+2SD) 4.17 4.53 6.52
(-2SD) 3.94 4.30 6.24

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 4.2 2.51 104 4.6 3.36 104 6.7 4.69 105 3.5 5.0
ドライケミストリー 59 4.0 -0.91 99 4.5 1.55 102 6.2 -2.66 97 3.4 4.5

基準範囲(男性)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

試料A 試料Ⅰ  

試料A 試料Ⅰ  
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表Ⅰ－2－22－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

Cl 参加数 49

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 電極法 希釈法 血清ベース標準液 株式会社　エイアンドティー

2 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 血清ベース標準液 株式会社　日立ハイテクノロジーズ

5 イオン選択電極法希釈法/東芝 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

7 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 溶媒ベース水溶性標準液 日本電子株式会社

14 選択電極法希釈法/BC電極（AUシ 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

18 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 溶媒ベース水溶性標準液 日本電子株式会社

19 選択電極法希釈法/BC電極（AUシ 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

20 イオン選択電極法希釈法/東芝 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

22 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

24 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

26 イオン選択電極法希釈法/その他 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 その他

27 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

28 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

30 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

35 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

36 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 電極法 溶媒ベース水溶性標準液 日本電子株式会社

37 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

39 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

42 選択電極法希釈法/BC電極（AUシ 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

43 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

45 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 血清ベース標準液 デンカ生研株式会社

46 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 血清ベース標準液 株式会社　日立ハイテクノロジーズ

47 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

48 イオン選択電極法希釈法/東芝 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

49 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

50 イオン選択電極法希釈法/日立 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

51 イオン選択電極法希釈法/日立 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

52 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

53 イオン選択電極法希釈法/日立 血清ベース標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

54 イオン選択電極法希釈法/常光 電極法 無希釈法 その他 株式会社　常光

56 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

58 イオン選択電極法希釈法/その他 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

84 イオン選択電極法希釈法/日立 血清ベース標準液 日本電子株式会社

88 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　日立ハイテクノロジーズ

95 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

103 イオン選択電極法希釈法/東芝 電極法 希釈法 血清ベース標準液 東芝メディカルシステムズ株式会社

104 イオン選択電極法希釈法/日立 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

105 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

106 ン選択電極法希釈法/エイアンドテ 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 株式会社　エイアンドティー

107 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

110 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 血清ベース標準液 積水メディカル株式会社

114 イオン選択電極法希釈法/その他 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

115 イオン選択電極法希釈法/日立 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

127 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 血清ベース標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

128 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 富士フイルム和光純薬株式会社

132 イオン選択電極法希釈法/日立 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 ベックマン・コールター株式会社

137 イオン選択電極法希釈法/その他 電極法 希釈法 溶媒ベース水溶性標準液 その他

16 ドライケミストリー ビトロス　スライドCl 指定検量 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD 電解質測定セット その他 アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－22－2
測定値及び基礎統計一覧 Cl

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 1 103 -0.92 99 98 -0.36 99 116 -0.12 100 98 108

イオン選択電極法希釈法/日立 2 104 0.00 100 99 0.19 100 116 -0.12 100 95 110
イオン選択電極法希釈法/東芝 5 101 -2.75 97 96 -1.45 97 113 -2.16 97 99 110

イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 7 106 1.83 102 101 1.28 102 119 1.93 102 99 109
イオン選択電極法希釈法/BC電極（AUシリーズ） 14 104 0.00 100 101 1.28 102 117 0.57 101 98 108

イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 18 105 0.92 101 100 0.73 101 118 1.25 102 98 108
イオン選択電極法希釈法/BC電極（AUシリーズ） 19 104 0.00 100 101 1.28 102 118 1.25 102 98 108

イオン選択電極法希釈法/東芝 20 104 0.00 100 98 -0.36 99 116 -0.12 100 95 105
イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 22 103 -0.92 99 99 0.19 100 117 0.57 101 100 110
イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 24 105 0.92 101 101 1.28 102 118 1.25 102 101 108

イオン選択電極法希釈法/その他 26 105 0.92 101 97 -0.91 98 115 -0.80 99 98 108
イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 27 104 0.00 100 99 0.19 100 117 0.57 101 101 108

イオン選択電極法希釈法/日立 28 105 0.92 101 97 -0.91 98 115 -0.80 99 98 108
イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 30 104 0.00 100 100 0.73 101 118 1.25 102 98 108

イオン選択電極法希釈法/日立 35 103 -0.92 99 96 -1.45 97 113 -2.16 97 98 109
イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 36 103 -0.92 99 98 -0.36 99 115 -0.80 99 98 109

イオン選択電極法希釈法/日立 37 104 0.00 100 99 0.19 100 116 -0.12 100 98 108
イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 39 103 -0.92 99 99 0.19 100 116 -0.12 100 96 110

イオン選択電極法希釈法/BC電極（AUシリーズ） 42 102 -1.83 98 99 0.19 100 116 -0.12 100 98 108
イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 43 103 -0.92 99 98 -0.36 99 117 0.57 101 98 108

イオン選択電極法希釈法/日立 45 106 1.83 102 101 1.28 102 119 1.93 102 101 108
イオン選択電極法希釈法/日立 46 103 -0.92 99 98 -0.36 99 114 -1.48 98 99 109
イオン選択電極法希釈法/日立 47 105 0.92 101 98 -0.36 99 116 -0.12 100 101 108
イオン選択電極法希釈法/東芝 48 103 -0.92 99 100 0.73 101 116 -0.12 100 101 108

イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 49 105 0.92 101 100 0.73 101 118 1.25 102 95 110
イオン選択電極法希釈法/日立 50 103 -0.92 99 99 0.19 100 115 -0.80 99 98 110
イオン選択電極法希釈法/日立 51 104 0.00 100 101 1.28 102 117 0.57 101 98 108
イオン選択電極法希釈法/日立 52 105 0.92 101 98 -0.36 99 116 -0.12 100 98 108
イオン選択電極法希釈法/日立 53 104 0.00 100 100 0.73 101 117 0.57 101 101 109
イオン選択電極法希釈法/常光 54 99 -4.59 95 94 -2.54 95 115 -0.80 99 101 108

イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 56 105 0.92 101 100 0.73 101 118 1.25 102 98 108
イオン選択電極法希釈法/その他 58 105 0.92 101 101 1.28 102 117 0.57 101 98 108
イオン選択電極法希釈法/日立 84 103 -0.92 99 97 -0.91 98 116 -0.12 100 98 108
イオン選択電極法希釈法/日立 88 105 0.92 101 98 -0.36 99 116 -0.12 100 98 108
イオン選択電極法希釈法/日立 95 104 0.00 100 98 -0.36 99 115 -0.80 99 98 108
イオン選択電極法希釈法/東芝 103 102 -1.83 98 98 -0.36 99 115 -0.80 99 98 108
イオン選択電極法希釈法/日立 104 102 -1.83 98 94 -2.54 95 113 -2.16 97 98 108

イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 105 103 -0.92 99 100 0.73 101 117 0.57 101 96 110
イオン選択電極法希釈法/エイアンドティー 106 104 0.00 100 99 0.19 100 117 0.57 101 98 109

イオン選択電極法希釈法/日立 107 104 0.00 100 99 0.19 100 116 -0.12 100 98 108
イオン選択電極法希釈法/日立 110 104 0.00 100 98 -0.36 99 116 -0.12 100 98 108

イオン選択電極法希釈法/その他 114 105 0.92 101 103 2.37 104 118 1.25 102 98 108
イオン選択電極法希釈法/日立 115 104 0.00 100 96 -1.45 97 114 -1.48 98 98 108
イオン選択電極法希釈法/日立 127 104 0.00 100 97 -0.91 98 115 -0.80 99 98 109
イオン選択電極法希釈法/日立 128 105 0.92 101 99 0.19 100 117 0.57 101 98 108
イオン選択電極法希釈法/日立 132 105 0.92 101 97 -0.91 98 116 -0.12 100 98 108

イオン選択電極法希釈法/その他 137 105 0.92 101 98 -0.36 99 115 -0.80 99 98 108
平均 104.0 98.7 116.2
SD 1.09 1.83 1.46     ＊：データ／平均値＊１００

CV 1.1% 1.9% 1.3% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 107.3 104.2 120.6
(-3SD) 100.7 93.2 111.8
(+2SD) 106.2 102.3 119.1
(-2SD) 101.8 95.0 113.2

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 106 1.65 102 102 1.82 103 120 2.62 103 98 107
ドライケミストリー 59 106 1.65 102 96 -1.45 97 114 -1.48 98 100 108

基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

試料A 試料Ⅰ  

試料A 試料Ⅰ  

基準範囲(男性)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)
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表Ⅰ－2－23－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

T-CHO 参加数 44

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業 

1 コレステロール酸化酵素法 Lタイプワコー CHO・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

2 コレステロール酸化酵素法 クオリジェント CHO 積水メディカル株式会社 クオリジェントNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

5 コレステロール酸化酵素法 クオリジェント CHO 積水メディカル株式会社 クオリジェントNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

7 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 協和メデックス株式会社

14 コレステロール酸化酵素法 その他 その他 その他

18 コレステロール酸化酵素法 ピュアオートS CHO-N 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

19 コレステロール酸化酵素法 AUリエージェント　TC 協和メデックス株式会社 AU脂質用キャリブレータ－ 協和メデックス株式会社

20 コレステロール酸化酵素法 Lタイプワコー CHO・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド RD 富士フイルム和光純薬株式会社

22 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

24 コレステロール酸化酵素法 コレステスト　CHO 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

27 コレステロール酸化酵素法 コレステスト　CHO 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

28 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

30 コレステロール酸化酵素法 Lタイプワコー CHO・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

35 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 RD 協和メデックス株式会社

36 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

37 コレステロール酸化酵素法 Lタイプワコー CHO・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

39 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 協和メデックス株式会社

43 コレステロール酸化酵素法 Lタイプワコー CHO・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

45 コレステロール酸化酵素法 自動分析用試薬「生研」T-CHO(S)N デンカ生研株式会社 脂質キャリブレータＤ デンカ生研株式会社

46 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 RD 協和メデックス株式会社

47 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

48 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

49 コレステロール酸化酵素法 Lタイプワコー CHO・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

50 コレステロール酸化酵素法 AUリエージェント　TC 協和メデックス株式会社 AU脂質用キャリブレータ－ 協和メデックス株式会社

51 コレステロール酸化酵素法 シンクロンシステム　コレステロール試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

52 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

53 コレステロール酸化酵素法 Lタイプワコー CHO・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

56 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 協和メデックス株式会社

58 コレステロール酸化酵素法 シンクロンシステム　コレステロール試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

84 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

88 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

95 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 協和メデックス株式会社

104 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

105 コレステロール酸化酵素法 コレステスト　CHO 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

106 コレステロール酸化酵素法 コレステスト　CHO 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

107 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 協和メデックス株式会社

110 コレステロール酸化酵素法 Lタイプワコー CHO・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

114 コレステロール酸化酵素法 シンクロンシステム　コレステロール試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

115 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

127 コレステロール酸化酵素法 コレステスト　CHO 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

132 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

137 コレステロール酸化酵素法 デタミナーＬ　ＴＣ  Ⅱ  協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド CHOL オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット2 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

59 ドライケミストリー スポットケムD TC アークレイマーケティング株式会社 スポットケム専用磁気カード アークレイマーケティング株式会社  
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表Ⅰ－2－23－2
測定値及び基礎統計一覧 T-CHO

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
コレステロール酸化酵素法 1 199 -0.84 99 138 0.00 100 187 -0.31 100 130 220
コレステロール酸化酵素法 2 197 -1.51 98 134 -1.73 97 183 -1.70 97 130 230
コレステロール酸化酵素法 5 201 -0.16 100 137 -0.43 99 190 0.73 101 130 219
コレステロール酸化酵素法 7 205 1.19 102 141 1.30 102 190 0.73 101 128 219
コレステロール酸化酵素法 14 202 0.18 100 138 0.00 100 187 -0.31 100 130 219
コレステロール酸化酵素法 18 200 -0.50 99 136 -0.86 99 186 -0.66 99 130 220
コレステロール酸化酵素法 19 204 0.85 101 142 1.73 103 191 1.08 102 130 219
コレステロール酸化酵素法 20 199 -0.84 99 138 0.00 100 188 0.03 100 130 219
コレステロール酸化酵素法 22 204 0.85 101 139 0.43 101 191 1.08 102 130 220
コレステロール酸化酵素法 24 198 -1.18 98 136 -0.86 99 184 -1.36 98 150 219
コレステロール酸化酵素法 27 200 -0.50 99 137 -0.43 99 187 -0.31 100 142 248
コレステロール酸化酵素法 28 202 0.18 100 139 0.43 101 189 0.38 101 130 219
コレステロール酸化酵素法 30 200 -0.50 99 138 0.00 100 188 0.03 100 130 219
コレステロール酸化酵素法 35 200 -0.50 99 137 -0.43 99 188 0.03 100 95 214
コレステロール酸化酵素法 36 204 0.85 101 140 0.86 101 191 1.08 102 145 220
コレステロール酸化酵素法 37 201 -0.16 100 135 -1.30 98 189 0.38 101 110 220
コレステロール酸化酵素法 39 205 1.19 102 141 1.30 102 189 0.38 101 120 220
コレステロール酸化酵素法 43 196 -1.85 97 135 -1.30 98 183 -1.70 97 130 219
コレステロール酸化酵素法 45 208 2.21 103 143 2.16 104 193 1.77 103 142 248
コレステロール酸化酵素法 46 204 0.85 101 141 1.30 102 192 1.42 102 130 219
コレステロール酸化酵素法 47 197 -1.51 98 136 -0.86 99 184 -1.36 98 142 248
コレステロール酸化酵素法 48 203 0.52 101 141 1.30 102 191 1.08 102 142 248
コレステロール酸化酵素法 49 197 -1.51 98 136 -0.86 99 185 -1.01 98 130 220
コレステロール酸化酵素法 50 202 0.18 100 139 0.43 101 188 0.03 100 120 220
コレステロール酸化酵素法 51 201 -0.16 100 135 -1.30 98 184 -1.36 98 130 219
コレステロール酸化酵素法 52 202 0.18 100 138 0.00 100 190 0.73 101 130 219
コレステロール酸化酵素法 53 199 -0.84 99 135 -1.30 98 185 -1.01 98 0 220
コレステロール酸化酵素法 56 202 0.18 100 138 0.00 100 188 0.03 100 140 219
コレステロール酸化酵素法 58 203 0.52 101 136 -0.86 99 184 -1.36 98 130 219
コレステロール酸化酵素法 84 205 1.19 102 140 0.86 101 193 1.77 103 150 219
コレステロール酸化酵素法 88 202 0.18 100 138 0.00 100 189 0.38 101 130 219
コレステロール酸化酵素法 95 204 0.85 101 140 0.86 101 189 0.38 101 128 220
コレステロール酸化酵素法 104 205 1.19 102 142 1.73 103 192 1.42 102 150 219
コレステロール酸化酵素法 105 200 -0.50 99 137 -0.43 99 187 -0.31 100 150 219
コレステロール酸化酵素法 106 199 -0.84 99 136 -0.86 99 185 -1.01 98 150 219
コレステロール酸化酵素法 107 201 -0.16 100 138 0.00 100 188 0.03 100 120 219
コレステロール酸化酵素法 110 202 0.18 100 139 0.43 101 188 0.03 100 150 219
コレステロール酸化酵素法 114 205 1.19 102 137 -0.43 99 186 -0.66 99 130 219
コレステロール酸化酵素法 115 206 1.53 102 140 0.86 101 192 1.42 102 150 219
コレステロール酸化酵素法 127 194 -2.53 96 133 -2.16 96 182 -2.05 97 150 219
コレステロール酸化酵素法 132 202 0.18 100 139 0.43 101 188 0.03 100 130 219
コレステロール酸化酵素法 137 202 0.18 100 138 0.00 100 188 0.03 100 139 219

平均 201.5 138.0 187.9
SD 2.96 2.32 2.88     ＊：データ／平均値＊１００

CV 1.5% 1.7% 1.5% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 210.3 144.9 196.5
(-3SD) 192.6 131.1 179.3
(+2SD) 207.4 142.6 193.7
(-2SD) 195.6 133.4 182.1

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 207 1.87 103 145 3.02 105 195 2.47 104 140 199
ドライケミストリー 59 224 7.62 111 175 15.97 127 228 13.93 121 130 219

基準範囲(男性)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし) 基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

試料A 試料Ⅰ  

試料A 試料Ⅰ  
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表Ⅰ－2－24－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

HDL-C 参加数 43

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 阻害による直接法 コレステストN　HDL 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

2 阻害による直接法 クオリジェント HDL 積水メディカル株式会社 クオリジェントNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

5 阻害による直接法 クオリジェント HDL 積水メディカル株式会社 クオリジェントNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

7 阻害による直接法 コレステストN　HDL 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

14 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

18 阻害による直接法 コレステストN　HDL 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

19 阻害による直接法 AUリエージェント　HDL-C 協和メデックス株式会社 AU脂質用キャリブレータ－ 協和メデックス株式会社

20 消去による直接法 Lタイプワコー HDL-C・M (3) 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド RD 富士フイルム和光純薬株式会社

22 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

24 阻害による直接法 コレステストN　HDL 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

27 阻害による直接法 コレステストN　HDL 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

28 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

30 消去による直接法 Lタイプワコー HDL-C・M (3) 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

36 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

37 消去による直接法 Lタイプワコー HDL-C・M (3) 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

39 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

43 消去による直接法 Lタイプワコー HDL-C・M (3) 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

45 消去による直接法 HDL-EX N（デンカ生研） デンカ生研株式会社 脂質キャリブレータＤ デンカ生研株式会社

46 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 RD 協和メデックス株式会社

47 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 RD 協和メデックス株式会社

48 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

49 消去による直接法 Lタイプワコー HDL-C・M (3) 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

50 阻害による直接法 AUリエージェント　HDL-C 協和メデックス株式会社 AU脂質用キャリブレータ－ 協和メデックス株式会社

51 阻害による直接法 ンクロンシステム　HDLコレステロール(HDL)試 ベックマン・コールター株式会社 シンクロンシステムHDLキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

52 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

53 消去による直接法 Lタイプワコー HDL-C・M (3) 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

56 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

58 阻害による直接法 ンクロンシステム　HDLコレステロール(HDL)試 ベックマン・コールター株式会社 シンクロンシステムHDLキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

84 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

88 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

95 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

104 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

105 阻害による直接法 コレステストN　HDL 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

106 阻害による直接法 コレステストN　HDL 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

107 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

110 阻害による直接法 コレステストN　HDL 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

114 阻害による直接法 ンクロンシステム　HDLコレステロール(HDL)試 ベックマン・コールター株式会社 シンクロンシステムHDLキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

115 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

127 阻害による直接法 コレステストN　HDL 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

128 消去による直接法 Lタイプワコー HDL-C・M (3) 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

132 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

137 阻害による直接法 メタボリードHDL-C　 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

16 ドライケミストリー ビトロス スライド dHDL オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット25 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社  
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表Ⅰ－2－24－2
測定値及び基礎統計一覧 HDL-C

2019

測定法(試薬名) 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
コレステストN　HDL 1 65 1.11 104 51 1.40 111 70 1.47 112 40 86 40 96
クオリジェント HDL 2 65 1.11 104 50 1.12 109 69 1.28 111 40 70 40 75
クオリジェント HDL 5 66 1.58 105 51 1.40 111 70 1.47 112 40 75 40 83
コレステストN　HDL 7 64 0.64 102 50 1.12 109 68 1.08 109 40 96
メタボリードHDL-C　 14 63 0.17 101 46 0.00 100 61 -0.27 98 40 86 40 96
コレステストN　HDL 18 63 0.17 101 50 1.12 109 67 0.89 107 42 67 49 74

AUリエージェント　HDL-C 19 65 1.11 104 48 0.56 104 64 0.31 103 40 75 40 83
Lタイプワコー HDL-C・M (3) 20 58 -2.18 93 40 -1.68 87 54 -1.62 87 30 85

メタボリードHDL-C　 22 64 0.64 102 46 0.00 100 62 -0.07 99 30 86 40 99
コレステストN　HDL 24 64 0.64 102 50 1.12 109 68 1.08 109 40 80 40 90
コレステストN　HDL 27 66 1.58 105 50 1.12 109 69 1.28 111 38 90 48 103
メタボリードHDL-C　 28 62 -0.30 99 44 -0.56 96 60 -0.46 96 40 75 40 83

Lタイプワコー HDL-C・M (3) 30 60 -1.24 96 41 -1.40 89 55 -1.43 88 40 75 40 83
メタボリードHDL-C　 36 61 -0.77 97 43 -0.84 93 59 -0.65 95 40 100

Lタイプワコー HDL-C・M (3) 37 59 -1.71 94 39 -1.96 85 54 -1.62 87 40 66 47 73
メタボリードHDL-C　 39 64 0.64 102 46 0.00 100 62 -0.07 99 42 67 49 74

Lタイプワコー HDL-C・M (3) 43 58 -2.18 93 40 -1.68 87 54 -1.62 87 40 70
HDL-EX N（デンカ生研） 45 63 0.17 101 45 -0.28 98 64 0.31 103 38 90 48 103

メタボリードHDL-C　 46 62 -0.30 99 45 -0.28 98 61 -0.27 98 40 999
メタボリードHDL-C　 47 62 -0.30 99 45 -0.28 98 60 -0.46 96 38 90 48 103
メタボリードHDL-C　 48 63 0.17 101 45 -0.28 98 61 -0.27 98 38 90 48 103

Lタイプワコー HDL-C・M (3) 49 59 -1.71 94 40 -1.68 87 54 -1.62 87 40 80
AUリエージェント　HDL-C 50 63 0.17 101 47 0.28 102 62 -0.07 99 35 70 40 75

シンクロンシステム　HDLコレステロール(HDL)試薬 51 64 0.64 102 50 1.12 109 68 1.08 109 40 86 40 96
メタボリードHDL-C　 52 62 -0.30 99 45 -0.28 98 60 -0.46 96 40 75 40 83

Lタイプワコー HDL-C・M (3) 53 59 -1.71 94 40 -1.68 87 54 -1.62 87 40 999
メタボリードHDL-C　 56 63 0.17 101 45 -0.28 98 61 -0.27 98 40 90

シンクロンシステム　HDLコレステロール(HDL)試薬 58 63 0.17 101 49 0.84 107 67 0.89 107 40 75 40 83
メタボリードHDL-C　 84 63 0.17 101 46 0.00 100 62 -0.07 99 40 80 40 90
メタボリードHDL-C　 88 62 -0.30 99 45 -0.28 98 60 -0.46 96 40 75 40 83
メタボリードHDL-C　 95 62 -0.30 99 45 -0.28 98 60 -0.46 96 40 75 40 83
メタボリードHDL-C　 104 63 0.17 101 45 -0.28 98 61 -0.27 98 40 80 40 90
コレステストN　HDL 105 65 1.11 104 49 0.84 107 68 1.08 109 40 85 40 98
コレステストN　HDL 106 64 0.64 102 50 1.12 109 68 1.08 109 40 86 40 96
メタボリードHDL-C　 107 61 -0.77 97 45 -0.28 98 60 -0.46 96 40 85 40 95
コレステストN　HDL 110 65 1.11 104 50 1.12 109 69 1.28 111 40 80 40 90

シンクロンシステム　HDLコレステロール(HDL)試薬 114 65 1.11 104 50 1.12 109 69 1.28 111 40 75 40 83
メタボリードHDL-C　 115 63 0.17 101 45 -0.28 98 61 -0.27 98 40 80 40 90
コレステストN　HDL 127 65 1.11 104 51 1.40 111 70 1.47 112 40 86 40 96

Lタイプワコー HDL-C・M (3) 128 59 -1.71 94 40 -1.68 87 54 -1.62 87 40 999
メタボリードHDL-C　 132 62 -0.30 99 45 -0.28 98 60 -0.46 96 40 75 40 83
メタボリードHDL-C　 137 62 -0.30 99 45 -0.28 98 60 -0.46 96 40 75 40 83

平均 62.6 46.0 62.4
SD 2.13 3.57 5.18     ＊：データ／平均値＊１００

CV 3.4% 7.8% 8.3% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 69.0 56.7 77.9
(-3SD) 56.3 35.3 46.8
(+2SD) 66.9 53.1 72.7
(-2SD) 58.4 38.9 52.0

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 64 0.64 102 48 0.56 104 72 1.86 115 40 999

基準範囲(性差なし) 基準範囲(女性)基準範囲(男性)

基準範囲(性差なし) 基準範囲(女性)基準範囲(男性)

試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ

試料A 試料Ⅰ  試料Ⅱ
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表Ⅰ－2－25－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

LDL-C 参加数 40

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 直接法 コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

2 直接法 クオリジェントLDL 積水メディカル株式会社 クオリジェントNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

5 直接法 クオリジェントLDL 積水メディカル株式会社 クオリジェントNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

7 直接法 コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

14 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

16 直接法 ビトロス マイクロチップ ｄLDL オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット19 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

18 計算（F式）によって算出 その他 その他 その他 その他

19 直接法 AUリエージェント　LDL-C 協和メデックス株式会社 AU脂質用キャリブレータ－ 協和メデックス株式会社

20 直接法 Lタイプワコー LDL-C・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド RD 富士フイルム和光純薬株式会社

22 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

24 直接法 コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

27 直接法 コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

28 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

30 直接法 Lタイプワコー LDL-C・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

36 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

37 直接法 Lタイプワコー LDL-C・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

39 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

43 直接法 Lタイプワコー LDL-C・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

46 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 RD 協和メデックス株式会社

47 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

48 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

49 直接法 Lタイプワコー LDL-C・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

50 直接法 AUリエージェント　LDL-C 協和メデックス株式会社 AU脂質用キャリブレータ－ 協和メデックス株式会社

51 直接法 シンクロンシステム　LDLコレステロール試薬 ベックマン・コールター株式会社 LDLD キャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

53 直接法 Lタイプワコー LDL-C・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

56 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

58 直接法 シンクロンシステム　LDLコレステロール試薬 ベックマン・コールター株式会社 LDLD キャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

84 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

88 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

95 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

104 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

105 直接法 コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

106 直接法 コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

107 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

110 直接法 コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

114 直接法 シンクロンシステム　LDLコレステロール試薬 ベックマン・コールター株式会社 LDLD キャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

115 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

127 直接法 コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

128 直接法 Lタイプワコー LDL-C・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

132 直接法 メタボリードLDL-C 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社  
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表Ⅰ－2－25－2
測定値及び基礎統計一覧 LDL-C

2019

測定法(試薬名） 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 1 120 0.65 102 50 -0.95 80 77 -1.05 84 0 140

クオリジェントLDL 2 120 0.65 102 49 -1.03 79 78 -0.98 85 70 139
クオリジェントLDL 5 123 1.59 104 50 -0.95 80 76 -1.13 83 70 139

コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 7 121 0.97 103 53 -0.72 85 79 -0.91 87 60 140
メタボリードLDL-C 14 114 -1.21 97 74 0.91 119 103 0.86 113 70 139

ビトロス マイクロチップ ｄLDL 16 115 -0.90 98 49 -1.03 79 82 -0.68 90 0 119
その他(F式) 18 118 0.03 100 76 1.07 122 105 1.01 115 0 140

AUリエージェント　LDL-C 19 117 -0.28 99 74 0.91 119 107 1.16 117 70 139
Lタイプワコー LDL-C・M 20 122 1.28 103 48 -1.10 77 78 -0.98 85 0 140

メタボリードLDL-C 22 118 0.03 100 74 0.91 119 104 0.93 114 70 139
コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 24 119 0.34 101 52 -0.79 84 79 -0.91 87 70 139
コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 27 118 0.03 100 56 -0.48 90 86 -0.39 94 65 163

メタボリードLDL-C 28 116 -0.59 98 77 1.14 124 105 1.01 115 70 139
Lタイプワコー LDL-C・M 30 123 1.59 104 53 -0.72 85 85 -0.46 93 70 139

メタボリードLDL-C 36 116 -0.59 98 73 0.83 117 103 0.86 113 75 140
Lタイプワコー LDL-C・M 37 124 1.90 105 55 -0.56 88 90 -0.10 99 70 140

メタボリードLDL-C 39 120 0.65 102 76 1.07 122 107 1.16 117 70 140
Lタイプワコー LDL-C・M 43 120 0.65 102 52 -0.79 84 82 -0.68 90 70 139

メタボリードLDL-C 46 115 -0.90 98 75 0.99 120 104 0.93 114 0 139
メタボリードLDL-C 47 113 -1.53 96 73 0.83 117 101 0.71 111 65 163
メタボリードLDL-C 48 116 -0.59 98 76 1.07 122 105 1.01 115 65 163

Lタイプワコー LDL-C・M 49 121 0.97 103 52 -0.79 84 82 -0.68 90 70 130
AUリエージェント　LDL-C 50 115 -0.90 98 73 0.83 117 103 0.86 113 0 119

シンクロンシステム　LDLコレステロール試薬 51 117 -0.28 99 44 -1.41 71 71 -1.49 78 70 139
Lタイプワコー LDL-C・M 53 123 1.59 104 52 -0.79 84 80 -0.83 88 70 139

メタボリードLDL-C 56 117 -0.28 99 76 1.07 122 105 1.01 115 70 139
シンクロンシステム　LDLコレステロール試薬 58 120 0.65 102 45 -1.34 72 72 -1.42 79 70 139

メタボリードLDL-C 84 115 -0.90 98 74 0.91 119 105 1.01 115 70 139
メタボリードLDL-C 88 116 -0.59 98 77 1.14 124 104 0.93 114 70 139
メタボリードLDL-C 95 119 0.34 101 78 1.22 125 107 1.16 117 70 139
メタボリードLDL-C 104 116 -0.59 98 75 0.99 120 104 0.93 114 70 139

コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 105 119 0.34 101 55 -0.56 88 81 -0.76 89 70 139
コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 106 121 0.97 103 48 -1.10 77 74 -1.27 81 70 139

メタボリードLDL-C 107 113 -1.53 96 75 0.99 120 105 1.01 115 65 139
コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 110 119 0.34 101 49 -1.03 79 75 -1.20 82 70 139
シンクロンシステム　LDLコレステロール試薬 114 109 -2.77 92 41 -1.65 66 66 -1.86 72 70 139

メタボリードLDL-C 115 116 -0.59 98 76 1.07 122 104 0.93 114 70 139
コレステスト　LDL（STタイプ､Dpタイプを含む） 127 118 0.03 100 48 -1.10 77 78 -0.98 85 70 139

Lタイプワコー LDL-C・M 128 130 3.77 110 60 -0.17 96 95 0.27 104 65 139
メタボリードLDL-C 132 116 -0.59 98 77 1.14 124 105 1.01 115 70 139

平均 117.9 62.3 91.3
SD 3.21 12.90 13.59     ＊：データ／平均値＊１００

CV 2.7% 20.7% 14.9%
(+3SD) 127.5 101.0 132.1
(-3SD) 108.3 23.5 50.5
(+2SD) 124.3 88.1 118.5
(-2SD) 111.5 36.4 64.1

基準範囲(女性)基準範囲(性差なし) 基準範囲(男性)試料Ⅱ試料A 試料Ⅰ  
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表Ⅰ－2－26－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

TG シンクロンシステム　トリグリセライド試薬 参加数 44

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 酵素比色法 Lタイプワコー TG・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

2 酵素比色法 クオリジェント TG 積水メディカル株式会社 クオリジェントNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

5 酵素比色法 クオリジェント TG 積水メディカル株式会社 クオリジェントNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

7 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 協和メデックス株式会社

14 その他の方法 その他 その他 その他

18 酵素比色法 オートセラS TG-N 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

19 酵素比色法 AUリエージェント　TG 協和メデックス株式会社 AU脂質用キャリブレータ－ 協和メデックス株式会社

20 酵素比色法 Lタイプワコー TG・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド RD 富士フイルム和光純薬株式会社

22 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

24 酵素比色法 コレステスト　TG 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

27 酵素比色法 コレステスト　TG 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

28 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

30 酵素比色法 Lタイプワコー TG・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

35 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 RD 協和メデックス株式会社

36 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 協和メデックス株式会社

37 酵素比色法 Lタイプワコー TG・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

39 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 協和メデックス株式会社

43 酵素比色法 Lタイプワコー TG・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

45 酵素比色法 TG-EX「生研」 デンカ生研株式会社 脂質キャリブレータＤ デンカ生研株式会社

46 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 RD 協和メデックス株式会社

47 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清　HDL・LDL-C　測定用 株式会社　ミズホメディー

48 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

49 酵素比色法 Lタイプワコー TG・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

50 酵素比色法 AUリエージェント　TG 協和メデックス株式会社 AU脂質用キャリブレータ－ 協和メデックス株式会社

51 酵素比色法 シンクロンシステム　トリグリセライド試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

52 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

53 酵素比色法 Lタイプワコー TG・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

56 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 協和メデックス株式会社

58 酵素比色法 シンクロンシステム　トリグリセライド試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

84 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

88 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

95 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 協和メデックス株式会社

104 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

105 酵素比色法 コレステスト　TG 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

106 酵素比色法 ピュアオートS TG-N 積水メディカル株式会社 コレステストNキャリブレーター 積水メディカル株式会社

107 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 デタミナー標準血清脂質測定用 協和メデックス株式会社

110 酵素比色法 ピュアオートS TG-N 積水メディカル株式会社 セロノルム・リピッド 積水メディカル株式会社

114 酵素比色法 シンクロンシステム　トリグリセライド試薬 ベックマン・コールター株式会社 シンクロン マルチキャリブレータ ベックマン・コールター株式会社

115 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

127 酵素比色法 ピュアオートS TG-N 積水メディカル株式会社 コレステストＮキャリブレーター 積水メディカル株式会社

128 酵素比色法 Lタイプワコー TG・M 富士フイルム和光純薬株式会社 マルチキャリブレーター リピッド 富士フイルム和光純薬株式会社

132 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

137 酵素比色法 デタミナーＬ　ＴＧ  Ⅱ 協和メデックス株式会社 メタボリード標準血清HDL・LDL-C測定用 協和メデックス株式会社

16 ビトロス スライド TRIG オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット2 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社  
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表Ⅰ－2－26－2
測定値及び基礎統計一覧 TG

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
酵素比色法 1 97 0.19 100 51 -0.81 98 70 -0.48 99 50 150
酵素比色法 2 95 -0.84 98 51 -0.81 98 69 -1.08 97 50 149
酵素比色法 5 96 -0.33 99 51 -0.81 98 70 -0.48 99 35 149
酵素比色法 7 98 0.71 101 53 0.81 102 73 1.33 103 30 149

その他の方法 14 98 0.71 101 52 0.00 100 71 0.13 100 35 149
酵素比色法 18 95 -0.84 98 51 -0.81 98 70 -0.48 99 34 143
酵素比色法 19 99 1.23 102 54 1.63 104 73 1.33 103 35 149
酵素比色法 20 95 -0.84 98 51 -0.81 98 69 -1.08 97 30 160
酵素比色法 22 101 2.27 105 54 1.63 104 75 2.54 106 33 150
酵素比色法 24 94 -1.36 97 49 -2.44 94 67 -2.29 95 34 143
酵素比色法 27 98 0.71 101 52 0.00 100 71 0.13 100 40 234 30 117
酵素比色法 28 98 0.71 101 53 0.81 102 71 0.13 100 35 149
酵素比色法 30 96 -0.33 99 52 0.00 100 70 -0.48 99 35 149
酵素比色法 35 94 -1.36 97 52 0.00 100 70 -0.48 99 32 146
酵素比色法 36 97 0.19 100 52 0.00 100 72 0.73 102 40 150
酵素比色法 37 94 -1.36 97 50 -1.63 96 69 -1.08 97 40 150
酵素比色法 39 97 0.19 100 53 0.81 102 71 0.13 100 30 150
酵素比色法 43 96 -0.33 99 51 -0.81 98 70 -0.48 99 50 149
酵素比色法 45 99 1.23 102 53 0.81 102 72 0.73 102 40 237 30 117
酵素比色法 46 95 -0.84 98 53 0.81 102 71 0.13 100 0 149
酵素比色法 47 92 -2.40 95 49 -2.44 94 68 -1.69 96 40 234 30 117
酵素比色法 48 99 1.23 102 53 0.81 102 72 0.73 102 40 234 30 117
酵素比色法 49 95 -0.84 98 51 -0.81 98 69 -1.08 97 50 150
酵素比色法 50 97 0.19 100 53 0.81 102 71 0.13 100 50 150
酵素比色法 51 94 -1.36 97 52 0.00 100 68 -1.69 96 35 149
酵素比色法 52 98 0.71 101 53 0.81 102 72 0.73 102 35 149
酵素比色法 53 96 -0.33 99 51 -0.81 98 69 -1.08 97 0 150
酵素比色法 56 97 0.19 100 52 0.00 100 72 0.73 102 50 159
酵素比色法 58 97 0.19 100 52 0.00 100 71 0.13 100 35 149
酵素比色法 84 99 1.23 102 53 0.81 102 74 1.94 105 50 149
酵素比色法 88 98 0.71 101 52 0.00 100 71 0.13 100 35 149
酵素比色法 95 98 0.71 101 54 1.63 104 73 1.33 103 50 150
酵素比色法 104 98 0.71 101 53 0.81 102 73 1.33 103 50 149
酵素比色法 105 95 -0.84 98 52 0.00 100 70 -0.48 99 50 149
酵素比色法 106 96 -0.33 99 53 0.81 102 71 0.13 100 50 149
酵素比色法 107 97 0.19 100 51 -0.81 98 71 0.13 100 30 149
酵素比色法 110 96 -0.33 99 53 0.81 102 71 0.13 100 50 149
酵素比色法 114 97 0.19 100 53 0.81 102 70 -0.48 99 35 149
酵素比色法 115 99 1.23 102 53 0.81 102 73 1.33 103 50 149
酵素比色法 127 92 -2.40 95 50 -1.63 96 69 -1.08 97 50 149
酵素比色法 128 97 0.19 100 57 4.07 110 70 -0.48 99 30 149
酵素比色法 132 98 0.71 101 53 0.81 102 71 0.13 100 35 149
酵素比色法 137 98 0.71 101 52 0.00 100 71 0.13 100 35 149

平均 96.6 52.0 70.8
SD 1.93 1.23 1.66     ＊：データ／平均値＊１００

CV 2.0% 2.4% 2.3% 　　平均値は３SD以上を1回削除

(+3SD) 102.4 55.7 75.8
(-3SD) 90.8 48.3 65.8
(+2SD) 100.5 54.5 74.1
(-2SD) 92.8 49.5 67.5

2019

測定法 施設No A SDI ＊ Ⅰ SDI ＊ Ⅱ SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
ドライケミストリー 16 112 7.97 116 58 4.88 112 79 4.96 112 0 149

基準範囲(性差なし)

試料Ⅱ 基準範囲(性差なし)

試料A 試料Ⅰ  

試料A 試料Ⅰ  

試料Ⅱ

基準範囲(女性)

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)

基準範囲(男性)
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表Ⅰ－2－27－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設別測定条件調査表 2019

HbA1c 参加数 46

施設コード 測定法 試薬名 試薬製造販売元 標準液 標準液表示値設定企業

1 HPLC法以外 メタボリードHbA1c 協和メデックス株式会社 メタボリードキャリブレーターHbA1c測定用 協和メデックス株式会社

2 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

5 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

7 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

14 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

16 HPLC法以外 ビトロス マイクロチップ HbA1c オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 ビトロス キャリブレーター キット31 オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

18 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

19 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

20 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

22 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

24 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

26 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

27 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

28 HPLC法以外 メタボリードHbA1c 協和メデックス株式会社 メタボリードキャリブレーターHbA1c測定用 協和メデックス株式会社

30 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

35 HPLC法以外 DCA2000 HbA1cカートリッジ シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 その他

36 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

37 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

39 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

42 HPLC法以外 ノルディアN　HbA1c 積水メディカル株式会社 ノルディアN　HbA1c用キャリブレーター 積水メディカル株式会社

43 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

45 HPLC法以外 ノルディアN　HbA1c 積水メディカル株式会社 ノルディアN　HbA1c用キャリブレーター 積水メディカル株式会社

46 HPLC法以外 メタボリードHbA1c 協和メデックス株式会社 メタボリードキャリブレーターHbA1c測定用 協和メデックス株式会社

47 HPLC法（安定型のみ測定） ノルディアN　HbA1c 積水メディカル株式会社 ノルディアN　HbA1c用キャリブレーター 積水メディカル株式会社

48 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

49 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

50 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

52 HPLC法以外 メタボリードHbA1c 協和メデックス株式会社 メタボリードキャリブレーターHbA1c測定用 協和メデックス株式会社

53 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

54 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

56 HPLC法以外 BM テスト HbA1c 日本電子株式会社 BM テスト HbA1c キャリブレーター 日本電子株式会社

58 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

84 HPLC法以外 BM テスト HbA1c 日本電子株式会社 BM テスト HbA1c キャリブレーター 日本電子株式会社

88 HPLC法以外 メタボリードHbA1c 協和メデックス株式会社 メタボリードキャリブレーターHbA1c測定用 協和メデックス株式会社

95 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

103 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

104 HPLC法以外 BM テスト HbA1c 日本電子株式会社 BM テスト HbA1c キャリブレーター 日本電子株式会社

105 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

106 HPLC法以外 ラピディアオートHbA1c-L 富士レビオ株式会社 ラピディアオートHbA1c-L 対照用HbA1c 富士レビオ株式会社

107 HPLC法以外 メタボリードHbA1c 協和メデックス株式会社 メタボリードキャリブレーターHbA1c測定用 協和メデックス株式会社

110 HPLC法以外 デタミナーＬ　ＨｂＡ１ｃ　 協和メデックス株式会社 デタミナーキャリブレーターHbA1c液状試薬用 協和メデックス株式会社

114 HPLC法（安定型のみ測定） HLC-723シリーズ専用試薬 東ソー株式会社 HbA1cキャリブレータセット(J) 東ソー株式会社

115 HPLC法以外 BM テスト HbA1c 日本電子株式会社 BM テスト HbA1c キャリブレーター 日本電子株式会社

127 HPLC法以外 メタボリードHbA1c 協和メデックス株式会社 メタボリードキャリブレーターHbA1c測定用 協和メデックス株式会社

128 HPLC法（安定型のみ測定） アダムスシリーズ専用試薬 アークレイマーケティング株式会社 ADAMSキャリブレータ アークレイマーケティング株式会社

137 HPLC法以外 メタボリードHbA1c 協和メデックス株式会社 メタボリードキャリブレーターHbA1c測定用 協和メデックス株式会社  
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表Ⅰ－2－27－2
測定値及び基礎統計一覧 HbA1c

2019

測定法 施設No C1 SDI ＊ C2 SDI ＊ 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値
免疫学的方法 1 5.4 -1.76 96 8.5 -0.56 99 4.6 6.2

HPLC法 2 5.6 -0.26 99 8.5 -0.56 99 4.7 6.2
HPLC法 5 5.7 0.49 101 8.7 0.76 101 4.6 6.2
HPLC法 7 5.6 -0.26 99 8.6 0.10 100 4.6 6.2

14 5.6 -0.26 99 8.5 -0.56 99 4.6 6.0
16 5.5 -1.01 98 8.8 1.42 103 0.0 6.2
18 5.6 -0.26 99 8.5 -0.56 99 4.6 6.2

HPLC法 19 5.5 -1.01 98 8.4 -1.22 98 4.6 6.2
HPLC法 20 5.7 0.49 101 8.5 -0.56 99 4.3 5.8
HPLC法 22 5.6 -0.26 99 8.6 0.10 100 4.6 6.2
HPLC法 24 5.7 0.49 101 8.7 0.76 101 4.6 6.2
HPLC法 26 5.5 -1.01 98 8.5 -0.56 99 4.6 6.2

27 5.7 0.49 101 8.5 -0.56 99 4.9 6.0
酵素法 28 5.5 -1.01 98 8.5 -0.56 99 4.6 6.2
HPLC法 30 5.8 1.24 103 8.7 0.76 101 4.6 6.2

35 5.9 1.98 105 8.6 0.10 100 4.6 6.2
HPLC法 36 5.6 -0.26 99 8.5 -0.56 99 4.6 6.2
HPLC法 37 5.6 -0.26 99 8.4 -1.22 98 4.3 5.8

39 5.7 0.49 101 8.7 0.76 101 4.6 6.2
42 5.9 1.98 105 8.8 1.42 103 4.6 6.2

HPLC法 43 5.8 1.24 103 8.6 0.10 100 4.6 6.2
酵素法 45 5.8 1.24 103 9.0 2.73 105 4.9 6.0

免疫学的方法 46 5.4 -1.76 96 8.4 -1.22 98 4.3 5.8
酵素法 47 5.8 1.24 103 8.8 1.42 103 4.9 6.0
HPLC法 48 5.7 0.49 101 8.6 0.10 100 4.9 6.0
HPLC法 49 5.7 0.49 101 8.5 -0.56 99 4.7 6.2
HPLC法 50 5.6 -0.26 99 8.4 -1.22 98 4.6 6.2
酵素法 52 5.5 -1.01 98 8.5 -0.56 99 4.6 6.2
HPLC法 53 5.5 -1.01 98 8.5 -0.56 99 4.6 6.2
HPLC法 54 5.8 1.24 103 8.7 0.76 101 4.9 6.0

56 5.8 1.24 103 8.6 0.10 100 4.6 6.2
HPLC法 58 5.6 -0.26 99 8.5 -0.56 99 4.6 6.2

84 5.8 1.24 103 8.9 2.07 104 4.6 6.2
酵素法 88 5.5 -1.01 98 8.5 -0.56 99 4.6 6.2
HPLC法 95 5.7 0.49 101 8.5 -0.56 99 4.6 6.2
HPLC法 103 5.6 -0.26 99 8.7 0.76 101 4.6 6.2

104 5.8 1.24 103 8.9 2.07 104 4.6 6.2
105 5.6 -0.26 99 8.6 0.10 100 4.6 6.2

免疫学的方法 106 5.6 -0.26 99 8.5 -0.56 99 4.6 6.2
酵素法 107 5.4 -1.76 96 8.4 -1.22 98 4.6 6.2

免疫学的方法 110 5.5 -1.01 98 8.5 -0.56 99 4.6 6.2
114 5.7 0.49 101 8.5 -0.56 99 4.6 6.2
115 5.8 1.24 103 8.9 2.07 104 4.6 6.2

酵素法 127 5.5 -1.01 98 8.5 -0.56 99 4.6 6.2
HPLC法 128 5.5 -1.01 98 8.4 -1.22 98 4.6 6.2
酵素法 137 5.5 -1.01 98 8.5 -0.56 99 4.6 6.2

平均 5.6 8.6
SD 0.13 0.15     ＊：データ／平均値＊１００

CV 2.4% 1.8%
(+3SD) 6.04 9.04
(-3SD) 5.23 8.13
(+2SD) 5.90 8.89
(-2SD) 5.37 8.28

基準範囲(男性) 基準範囲(女性)基準範囲(性差なし)試料A 試料Ⅰ  
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Ⅰ－４ 関係資料 
表Ⅰ－4－1 

 

２０１９年度滋賀県臨床検査精度管理生化学部門実施要項 
 
1.実施目的    施設間差是正を念頭に、目的に応じた試料を用いることにより、各

施設の精密度及び正確度の状況把握に努める。 

 

2.実施項目    AST.ALT.LD.CK.ALP.γ-GT,ChE.AMY.GLU.TP.ALB.UA.UN.CRE.T-Bil 

         Ca.IP.Mg.Fe.Na.K.Cl.T-CHO.HDL-C.LDL-C.TG.HbA1 の 27 項目及び 

         CRP は血清検査部門より回答ください。 

 

3.測定月日    試料到着後速やかに測定して下さい。 

         （やむを得ず直ちに測定できない場合は、冷凍庫
● ● ●

にて保存してくだ

さい。） 

 

4.測定試料    各試料の溶解方法を熟読の上、完全溶解、完全混和を確認し、それ

ぞれの測定項目を間違えないよう留意して下さい。 

 

5.測定項目    測定可能項目を回答して下さい。 

 溶解方法        要項及び回答書を参照。 

 

6.結果回収    メールでの参加施設は、要項及び回答ファイルを滋賀県臨床検査技

師会のホームページ（http://www.samt.jp/）に「精度管理」への

リンクがあります。要項及び回答ファイルを入手してください。 

送付先 otsubyori@yellow.plala.or.jp 大津赤十字病院検査部

三上 孝 まで回答ファイルをメール返送してください。 

 

7.送付期限    ８月 23 日(金)必着 

          

8.その他     不測の事態に備え、各施設にて必ず複写をとられるようお願い致し

ます。送付の不備等ございましたら、お手数ですがご連絡をお願い

します。(TEL077-522-4131 大津赤十字病院 検査部 三上) 
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表Ⅰ－４－２

2019年度 測定項目一覧

Ａ Ⅰ Ⅱ C1 C2

ＡＳＴ ● ● ●

ＡＬＴ ● ● ●

ＬＤ ● ● ●

ＣＫ ● ● ●

ＡＬＰ ● ● ●

γ－ＧＴ ● ● ●

ＣｈE ● ● ●

ＡＭＹ ● ● ●

ＧＬＵ ● ● ●

ＴＰ ● ● ●

ＡＬＢ ● ● ●

ＵＡ ● ● ●

ＵＮ ● ● ●

ＣＲＥ ● ● ●

Ｔ－Ｂｉｌ ● ● ●

Ｃａ ● ● ●

ＩＰ ● ● ●

Ｍｇ ● ● ●

Ｆｅ ● ● ●

Ｎａ ● ● ●

Ｋ ● ● ●

Ｃl ● ● ●

総コレステロール ● ● ●

ＨＤＬ-ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ ● ● ●

ＬＤＬ-ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ ● ● ●

トリグリセライド ● ● ●

CRP ● ●

HbA1c ● ●

★　試料の溶解方法を間違えないように注意して下さい。

★　HbA1cはＮＧＳＰ値を評価対象とします。

★　試料はウイルス感染の危険性があるものとして、検体と同様に取り扱いに十分注意して下さい。

★　試料は解凍、溶解日中に必ず測定して下さい。CRPは血清検査部門より回答ください。

試料Ａ，Ⅰ，Ⅱ（凍結品）流水にて速やかに解凍(約五分間）した後、緩やかな転倒混和（20回）を行い

測定に使用して下さい。（解凍後測定までは冷蔵保存）

試料C1，C２(溶血凍結品) 解凍したときのHb濃度は約10g/dL です。それぞれの測定条件にあわせて、

Hb濃度を参考に試料を製造販売元指定の専用試薬などで希釈し測定してください

試料希釈についてご不明な場合は各メーカーにお問い合わせください。  
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表Ⅰ－4－３ 

HbA1ｃ測定施設用 

C凍結溶解試料の測定法について 
※ 代表的な例ですので、詳細は製造販売元に問い合わせください。 

解凍したときのヘモグロベン濃度は約 10g/dL です。それぞれの測定条件にあわせて、
ヘモグロベン濃度を参考に試料を製造販売元指定の専用試薬などで希釈し測定してくださ

い。 
 
HPLC法 
アークレイ 
●HA-8410 
検体測定デバイスで吸引します。検体測定デバイスを測定デバイスにセットし、日常検体

と同様に測定を行ってください。 
●HA-8160、HA-8170、HA-8180、HA-8181、HA-8182、HA-8180V、HA-8180V、

HA-8180T、HA-8190V、AH-8280、AH-8290、HA-8380 
メーカー指定の希釈液にて以下の倍率で希釈してから測定を行ってください。 
HA-8160、HA-8170：121倍 
HA-8180、HA-8181、AH-8280、AH-8290：71倍 
ＨA-8182、HA-8180V、HA-8180T、HA-8190V、HA -8380、HA -8380V：101倍 
※測定結果において A0 Area が日常検体測定を実施している際と同等の適正な範囲に入っ
ていることを確認してください。上記範囲外の場合には、希釈倍率を調整してください。 
 
東ソー 
希釈方法は使用しているキャリブレータの種類によって異なります。 
●HbA1cキャリブレータセット（J）を使用の場合は、精製水にて 101倍希釈してから測定
してください。 
{例えば、溶解後の試料をサンプルに 10μ分注してから、製制水を 1ｍＬ（101 倍希釈）加
え、よく混和してください。} 
●HbA1c キャリブレータセット（S）を使用の場合は、HbA1c 用希釈液にて 101 倍希釈し
て、速やかに測定してください。 
※測定結果に AREA HIGH（サンプルが濃すぎる）や AREA LOW（サンプルが薄すぎる）
の表示がないことを確認してください。表示がある場合には、希釈倍率を調整してくださ

い。 
 
免疫比濁法  
協和メデックス（デタミナーHbA1c、デタミナーL HbA1c） 
精製水にて 41倍希釈 
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富士レビオ（ラピアオート HbA1c-L） 
富士レビオ（AUシンクロン試薬 HbA1c） 
注射用蒸留水にて 41倍希釈 
※AU680用オート測定用はベックマン・コールターに問い合わせください。 
ロシュ・ダイアグノステックス（リキテック） 
ロシュ・ダイアグノステックス（コバス試薬：インテグラ溶血モード・c501溶血モード） 
溶血試薬にて 71倍希釈 
 
オーソ（ビトロス マイクロチップ HbA1c） 
専用溶血試薬にて 71倍希釈 
 
シーメンス HCD(フレックスカートリッジ HbA1c、DCA2000HbA1cカートリッジ) 
転倒混和後、希釈せず測定 
 
酵素法 
積水メディカル（ノルディア N HbA1c、ノルディア HbA1c）（HbA1cオート「TBA」） 
専用希釈液で 2倍に希釈に希釈、更にノルディア N HbA1用で 7倍希釈 
※（よく混和のこと） 
※日本電子 BMシリーズで自動前処理を行う装置の場合は 5倍希釈。 
詳細は製造販売元にお問い合わせ下さい。 
 
アークレイ（サンクス HbA1c）精製水で 15倍希釈 
 
日本電子（ＢＭテスト HbA1c） 
専用希釈液で 2倍希釈に、さらにＢＭテスト HbA1c前処理液で 5倍希釈したものを試料と
します。この試料をコントロールポジションあるいは溶血済みポジションで測定します。 
 
協和メデックス（メタボリード HbA1c） 
製水で 16倍希釈 
 
スポットケム 
アークレイ（スポットケム i-Pack HbA1c） 
希釈せずに測定 
 
その他 

HPLC 法は分析装置のサンプリング機構等を十分理解し、最も適した方法で測定してく
ださい。不明な点は分析装置の製造販売元に確認して測定を行ってください。免疫法およ

び酵素法も製造販売元により試料の希釈方法が異なります。試料の調整方法は各製造販売

元に問い合わせてください。 
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表Ⅰ－4－4
暫定目標値（滋賀県施設平均値） 2019

項目 単位 Ａ Ⅰ Ⅱ

AST U/L 22.1 34.8 163.3

ALT U/L 20.1 33.7 165.5

LD U/L 197.0 162.1 403.0

CK U/L 145.4 192.2 456.4

ＡＬＰ U/L 209.6 199.9 504.1

γ－ＧＴ U/L 38.6 45.2 137.5

ChE U/L 335.9 277.3 389.5

AMY U/L 72.6 117.2 282.8

GLU mg/dL 77.4 96.9 303.4

TP g/dL 7.26 6.15 8.33

ALB g/dL 4.50 3.83 5.20

UA mg/dL 5.51 3.56 9.73

UN mg/dL 14.10 16.12 50.08

CRE mg/dL 0.84 1.00 5.92

T-Bil mg/dL 0.74 0.36 1.86

Ca mg/dL 9.35 9.07 13.47

IP mg/dL 3.28 3.41 8.80

Mg mg/dL 2.23 1.91 4.36

Fe μg/dL 111.5 124.5 201.3

Na mmol/L(mEq/L) 142.4 137.7 155.5

K mmol/L(mEq/L) 4.05 4.41 6.38

Cl mmol/L(mEq/L) 104.0 98.7 116.2

T-CHO mg/dL 201.5 138.0 187.9

HDL-C mg/dL 62.6 46.0 62.4

LDL-C mg/dL 117.9 62.3 91.3

TG mg/dL 96.6 52.0 70.8

項目 単位（NGSP値） C1 C2

HbA1c % 5.6 8.6

* 滋賀県平均値は乖離施設、ドライ施設を除く

試料：A，Ｃ１，Ｃ２(ヒトプール検体）Ⅰ，Ⅱ（Ｌ－スイトロール「日水」・製造番号158806）
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表Ⅰ－4－5－1

評価基準表 2019

酵素項目(AST・ALT・LD・CK・ALP・γ-GT・ChE・AMY）
　　試料A・Ⅰ・Ⅱについて目標値を用い正確度の指標とする。

10点
5点
0点

　　合計点により評価する。(30点満点)
A評価
B評価
C評価

濃度項目(GLU・TP・ALB・UA・UN・CRE・Ca・IP・Fe・Na・K・Cl・T-CHO・TG・T-Bil・Mg)
　　試料A・Ⅰ・Ⅱについて目標値を用い正確度の指標とする。

10点
5点
0点

　　合計点により評価する。(30点満点)
A評価
B評価
C評価

濃度項目(HDL-C・LDL-C)
　　試料Aについて目標値を用い正確度の指標とする。

10点
5点
0点

　　合計点により評価する。(10点満点)
A評価
B評価
C評価

HbA1c
　　試料C1・C2について目標値を用い正確度の指標とする。

10点
5点
0点

　　合計点により評価する。(20点満点)
A評価
B評価
C評価

目標値±２SD以内
目標値±２SDを超え±３SD以内
目標値±３SDを超えるもの

20点～30点
10点～19点
0点～9点

目標値±２SD以内
目標値±２SDを超え±３SD以内
目標値±３SDを超えるもの

20点～30点
10点～19点
0点～9点

目標値±２SD以内
目標値±２SDを超え±３SD以内
目標値±３SDを超えるもの

10点
5点
0点

目標値±２SD以内
目標値±２SDを超え±３SD以内
目標値±３SDを超えるもの

15点～20点
10点～14点
 0点～9点  
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表Ⅰ－4－5－2

ドライケミストリー法評価基準表 2019

酵素項目(AST・ALT・LD・CK・ALP・γ-GT・ChE・AMY）
　　試料Aについて目標値を用い正確度の指標とする。

10点
5点
0点

　　合計点により評価する。(10点満点)
A評価
B評価
C評価

濃度項目(GLU・TP・ALB・UA・UN・CRE・Ca・IP・Fe・Na・K・Cl・T-CHO・TG・T-Bil・Mg)
　　試料Aについて目標値を用い正確度の指標とする。

10点
5点
0点

　　合計点により評価する。(10点満点)
A評価
B評価
C評価

濃度項目(HDL-C・LDL-C)
　　試料Aについて目標値を用い正確度の指標とする。

10点
5点
0点

　　合計点により評価する。(10点満点)
A評価
B評価
C評価

但し、ドライケミストリーでの評価は参考評価とする。

5点
0点

目標値±２SD以内
目標値±２SDを超え±３SD以内
目標値±３SDを超えるもの

10点

目標値±３SDを超えるもの

10点
5点
0点

5点
0点

目標値±２SD以内
目標値±２SDを超え±３SD以内

目標値±２SD以内
目標値±２SDを超え±３SD以内
目標値±３SDを超えるもの

10点

 

85



表Ⅰ－4－6
試料Ⅰ・Ⅱ平均値比較 2019

項目 単位 表示値 全国 滋賀県 表示値 全国 滋賀県

AST U/L 35 35.0 34.8 163 161.6 163.3

ALT U/L 33 33.9 33.7 163 166.1 165.5

LD U/L 158 161.3 162.1 394 401.4 403.0

CK U/L 187 191.0 192.2 394 456.4 456.4

ＡＬＰ U/L 196 199.7 199.9 497 501.3 504.1

γ－ＧＴ U/L 45 45.1 45.2 136 137,6 137.5

ChE U/L 279 278.3 277.3 391 390.8 389.5

AMY U/L 119 117.0 117.2 287 281.7 282.8

GLU mg/dL 97 96.5 96.9 304 302.6 303.4

TP g/dL 6.1 6.01 6.15 8.3 8.27 8.33

ALB g/dL 3.9 3.81 3.83 5.3 5.19 5.20

UA mg/dL 3.5 3.53 3.56 9.7 9.72 9.73

UN mg/dL 16.3 16.10 16.12 50.4 49.80 50.08

CRE mg/dL 1.00 0.98 1.00 5.90 5.87 5.92

T-Bil mg/dL 0.30 0.35 0.36 1.70 1.84 1.86

Ca mg/dL 9.1 9.01 9.07 13.1 13.38 13.47

IP mg/dL 3.4 3.45 3.41 8.8 8.81 8.80

Mg mg/dL 1.9 1.91 1.91 4.3 4.36 4.36

Fe μg/dL 125 124.2 124.5 201 200.5 201.3

Na mmol/L 137 137.6 137.7 155 155.4 155.5

K mmol/L 4.4 4.42 4.41 6.3 6.38 6.38

Cl mmol/L 96 98.7 98.7 114 116.1 116.2

T-CHO mg/dL 139 138.7 138.0 188 188.3 187.9

HDL-C mg/dL(協和) 44 45.2 45.1 60 61.0 60.6

HDL-C mg/dL（積水) 49 50.5 50.2 67 68.8 68.7

HDL-C mg/dL（和光） 40.8 40.0 55.3 54.1

LDL-C mg/dL(協和) 79 75.5 75.4 109 104.5 104.4

LDL-C mg/dL（積水) 54 50.1 51.0 82 77.6 78.3

LDL-C mg/dL（和光） 58.2 53.1 89.8 84.6

TG mg/dL 54 51.8 52.0 72 70.5 70.8

（Ｌ－スイトロール「日水」・製造番号166906）

　HDL・ＬＤＬ：協和（メタボリード）、積水（ｺﾚｽﾃｽﾄ、クオリジェント）、和光（Ｌタイプ）

* 滋賀県平均値は乖離施設、ドライ施設を除く

Ｌ－スイトロールⅠ Ｌ－スイトロールⅡ
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時系列のある項目、試料ＡにおけるＣＶ経年変化

図Ⅰ－4－1 2010年～2019年

酵素項目はＪＳＣＣ標準化対応法にて測定

ALT

0%

5%

10%

15%

20%

25%

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

LD

0%

5%

10%

15%

20%

25%

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

CK

0%

5%

10%

15%

20%

25%

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

ALP

0%

5%

10%

15%

20%

25%

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

γ-GT

0%

5%

10%

15%

20%

25%

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

AST

0%

5%

10%

15%

20%

25%

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

87



時系列のある項目、試料ＡにおけるＣＶ経年変化

図Ⅰ－4－2 2010年～2019年

濃度項目、2016年よりドライケミストリー法を除く
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Ⅱ 血 液 検 査 
 
Ⅱ‐１ 要 約 
 
2019 年度の血液部門精度管理事業は、施設間差の把握と是正を目的として全

血球計数検査（ＣＢＣ）、凝固検査、血液像について実施した。参加施設数は、

ＣＢＣが 50 施設、凝固検査はＰＴが 36 施設、ＡＰＴＴが 34 施設、フィブリノ

ゲンが 28 施設、血液像は 40 施設であった。前年度に比べ、ＣＢＣ、凝固検査

のＡＰＴＴ、フィブリノゲン及び血液像でそれぞれ 1施設減少した。 

サーベイ項目として、ＣＢＣは、ＷＢＣ、ＲＢＣ、ＨＧＢ、ＨＣＴ、ＭＣＶ、

ＰＬＴの他、１試料（サンプルＣ）は測定可能の施設には、ＤＩＦＦ及びＲＥＴ

ＩＣについて実施した。凝固検査はＰＴ－ＩＮＲ、ＡＰＴＴ、フィブリノゲンの

3項目について実施した。そして血液像は細胞鑑別及び所見に関する設問をそれ

ぞれ実施し、染色方法についてのアンケートも行った。 

試料は、ＣＢＣは２濃度の市販管理血球と１濃度のＣＰＤＡ＋ＥＤＴＡ加生

血液を用いた。凝固検査は、１濃度の市販乾燥凍結血漿とプール血漿 3種類を用

いた。血液像は、サーベイ用フォトを作成した。また、アンケートの為の標本作

製も行った。 

解析については、ＣＢＣと凝固検査は、各項目についてＳＤＩによる解析を

行なった。血液像は、評価対象とした細胞 19 個と設問２問について各施設の細

胞一致率と設問正解率についてそれぞれ集計し解析した。 

評価は、ＣＢＣはサンプルＣ（生血）で、項目はＷＢＣ、ＲＢＣ、ＨＧＢ、

ＨＣＴ、ＭＣＶ、ＰＬＴ、白血球分類の好中球、リンパ球の８項目、凝固検査は

プール血漿でＰＴ‐ＩＮＲ、ＡＰＴＴおよびをフィブリノゲンについて実施した。

血液像は指定細胞の鑑別一致率と設問について評価を行った。 

結果は、ＣＢＣについては８項目それぞれについて評価した。系統誤差が認

められる施設がなかったため、再送付はしなかった。記入ミスについては、今

年初めての試みであるＪＡＭＴ－ＱＣによる回答であったので、再送付という

形をとらず、記入確認を促す方法をとった。 

凝固検査では、Ｃ評価が３施設認めたが、いずれもドライ法であったので再

送付はせず、ドライ法のみの評価とした。血液像では、フォトによる細胞鑑別

及び設問について評価とした。Ａ評価が 85.0％（前年 92.7％）、Ｂ評価が 12.5％

（同 2.4％）、Ｃ評価（同 4.9％）と、ややＢ評価が増加した。 
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下記に各項目の参加施設数、及び過去５年間のＣＢＣ、凝固検査、血液像

の評価結果を示した。(ＣＢＣについては、各項目評価となった過去４年間分) 

 

表Ⅱ‐１‐１ 血液部門精度管理各項目評価分布経年推移 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

CBC（WBC） 参加施設 A評価 B/B’評価 C評価
2019 50 48(96%) 2(4%) 0
2018 50 47(94%) 1(2%) 2(4%)
2017 49 46(94%) 2(4%) 1(2%)
2016 50 47(94%) 1(2%) 2(4%)

CBC（RBC） 参加施設 A評価 B/B’評価 C評価
2019 50 49(98%) 1(2%) 0
2018 50 50(100%) 0 0
2017 49 49(100%) 0 0
2016 50 50(100%) 0 0

CBC（HGB） 参加施設 A評価 B/B’評価 C評価
2019 50 50(100%) 0 0
2018 50 49(98%) 1(2%) 0
2017 49 49(100%) 0 0
2016 50 50(100%) 0 0

CBC（HCT） 参加施設 A評価 B/B’評価 C評価
2019 50 50(100%) 0 0
2018 50 46(92%) 4(8%) 0
2017 49 48(98%) 1(2%) 0
2016 50 50(100%) 0 0

CBC（MCV） 参加施設 A評価 B/B’評価 C評価
2019 50 50(100%) 0 0
2018 50 50(100%) 0 0
2017 49 49(100%) 0 0
2016 50 50(100%) 0 0

CBC（PLT） 参加施設 A評価 B/B’評価 C評価
2019 50 48(96%) 2(4%) 0
2018 50 48(96%) 2(4%) 0
2017 49 49(100%) 0 0
2016 50 48(96%) 1(2%) 1(2%)
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   （文責 谷元久美子） 

CBC（Neutro） 参加施設 A評価 B/B’評価 C評価
2019 39 36(92%) 2(5%) 1(3%)
2018 42 38(90%) 2(5%) 2(5%)
2017 40 35(88%) 3(7%) 2(5%)
2016 40 36(90%) 2(5%) 2(5%)

CBC（Lympho） 参加施設 A評価 B/B’評価 C評価
2019 39 35(90%) 3(8%) 1(3%)
2018 42 38(90%) 3(7%) 1(2%)
2017 40 37(93%) 2(5%) 1(2%)
2016 40 35(88%) 3(7%) 2(5%)

凝固（PT） 参加施設 A評価 B/B’評価 C評価
2019 36 32(88.9%) ４(11.1%) 0
2018 36 32(88.9%) ２ (5.6%) ２(5.6%)
2017 36 30(83.3%) ５(13.9%) １(2.8%)
2016 35 32(91.4%) ３ (8.6%) 0
2015 36 32(88.9%) ４(11.1%) 0

凝固（APTT） 参加施設 A評価 B/B’評価 C評価
2019 36 29(85.3%) ５(14.7%) 0
2018 35 33(94.3%) ２ (5.7%) 0
2017 35 32(91.4%) ３ (8.6%) 0
2016 34 30(88.2%) ３ (8.9%) １(2.9%)
2015 35 31(88.6%) ４(11.4%) 0

凝固（FIB） 参加施設 A評価 B/B’評価 C評価
2019 28 24(85.7%) ４(14.3%) 0
2018 29 24(82.8%) ４(13.8%) １(3.4%)
2017 29 26(89.7%) ３(10.3%) 0
2016 29 26(89.7%) ３(10.3%) 0
2015 30 27(90.0%) ３(10.0%) 0

血液像 参加施設 A評価 B評価 C評価
2019 40 34(85.0%) ５(12.5%) １ (2.5%)
2018 41 38(92.7%) １ (2.4%) ２ (4.9%)
2017 42 40(95.2%) １ (2.4%) １ (2.4%)
2016 42 38(90.5%) ３ (7.1%) １ (2.4%)
2015 44 40(91.0%) ２ (4.5%) ２ (4.5%)
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Ⅱ‐２ 結果および考察 

 

Ⅱ‐２‐１ 血球計数検査  

（表Ⅱ‐１‐１、表Ⅱ‐２‐１‐１～９、図Ⅱ‐２‐１‐１～９、表Ⅱ‐４‐１、

図Ⅱ‐４‐１参照） 
 
【参加施設】 

50 施設（昨年と同様） 

 

【配布試料】 

サンプルＡ，Ｂ（管理血球） 

サンプルＣ （正常男性（技師会会員）の血液） 

サンプルＣはＣＰＤ-Ａ+ＥＤＴＡ加血液をサーベイ前日採取、分注（前年と同様） 

 

【検査項目】 

ＷＢＣ、ＲＢＣ、ＨＧＢ、ＨＣＴ、ＭＣＶ、ＰＬＴ、ＲＥＴＩＣ*、ＤＩＦＦ* 

* ＲＥＴＩＣ、ＤＩＦＦについては、測定可能な施設のみサンプルＣについ

て測定してもらった。 

 

【使用機種】 

シスメックス社     40 施設（80％） 

ベックマンコールター社 6 施設（12％） 

シーメンス       １施設（２％） 

堀場製作所       ３施設（６％） 

 

図Ⅱ‐２‐１‐１ 
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【解析方法】 

ＷＢＣ、ＲＢＣ、ＨＧＢ、ＨＣＴ、ＭＣＶ、ＰＬＴ、白血球分類の好中球、リン

パ球の８項目について下記の①～⑤の解析をおこなった。 

① サンプルＡ、Ｂ、Ｃの血球計数報告により、全施設平均値を求めた。  

② ①について求めた平均値より、それぞれのＳＤを求めた。  

③ ②の結果より、±３ＳＤ以上の値のものを省き、再びそれぞれについて平均

値及びＳＤを求め、それを全体平均値及び全体ＳＤとした。  

④ サンプルＣにおいて、ＲＢＣ・ＨＧＢ・ＨＣＴ・ＭＣＶ・ＰＬＴが収束した

ため、例年にならいコンセンサスＣＶ（日本医師会）を使用して全体ＳＤと

した。  

⑤ 各施設のＳＤＩは下記計算式で算出した。 

   施設ＳＤＩ＝{（自施設データ）－（全体平均）}／（全体ＳＤ）  

⑥ 測定機器メーカー別についても同様に、下記計算式で算出した。  

  メーカー別SDI＝{(自施設データ)－(メーカー別平均値)}／(メーカー別SD) 

 

【評価方法】 

  評価は、サンプルＣの８項目でそれぞれ行った。 

 Ａ評価：±２ＳＤＩ以内 

 Ｂ評価：±２ＳＤＩ以上 ±３ＳＤＩ以内 

 Ｃ評価：±３ＳＤＩ以上 

 

 ○再送付について 

  サンプルＡ、Ｂ、Ｃにおいて系統誤差があった施設がなかったため、再送付

対象施設はなかった。 

 

【評価結果】 

 

 
 

2019 参加施設 Ａ評価 B/B'評価 Ｃ評価 参加施設 Ａ評価 B/B'評価 Ｃ評価
ＷＢＣ 50 48(96%) 2(4%) 0 ＭＣＶ 50 50(100%) 0 0
ＲＢＣ 50 49(98%) 1(2%) 0 ＰＬＴ 50 48(96%) 2(4%) 0
ＨＧＢ 50 50(100%) 0 0 Neutro 39 36(92%) 2(5%) 1(3%)
ＨＣＴ 50 50(100%) 0 0 Lympho 39 35(90%) 3(8%) 1(3%)
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【まとめ及び考察】 

今年度も昨年と同様のサンプルＡ・Ｂ(管理血球)、Ｃ（生血)の試料でサーベ

イを実施した。再送付した施設はなかった。 

ヒト生血液（サンプルＣ）を用いたＣＶ値をみてみると、ＲＢＣ、ＨＧＢ、Ｈ

ＣＴ、ＭＣＶについては２％以内と非常に良好な結果が得られた。そのため収束

し過ぎて、ＣＶ値を指標とした施設間差の縮小とは相反して、ＳＤの幅が狭く、

測定誤差の範疇で評価が下がる施設が生じるという問題がみられた。日本医師会

の精度管理事業ではこういった問題を是正する目的で、「コンセンサスＣＶ」や

「補正ＣＶ」を用いて評価を行っている。当事業においても平成２７年度より導

入をし、今年はＷＢＣ、ＲＢＣ、ＨＧＢ、ＨＣＴ、ＭＣＶの５項目にコンセンサ

スＣＶ（日本医師会）を用いて評価を行った（表Ⅱ‐2‐1‐1）。これにより、機

器の技術水準や、臨床的有用性などの面においてもより適正な評価となった。 

ＲＥＴＩＣについては、昨年までは‰で回答していただいていたが、ＪＡＭＴ

‐ＱＣ採用により％となったため、入力ミスとなる施設が多数出た。評価対象で

はないが、我々の広報が悪かったためと反省し、来年度はわかりやすくしていき

たい。ＤＩＦＦにおいては、Neutro：7.90％、Lympho：9.91％と収束してきてい

る。 

サンプルＡ・Ｂについては、系統誤差をみることを目的として実施している。

メーカーにより参考値を出してもらい、機器の状態の把握などに参考になるので

はないかと思われる。 

精度管理は、施設間差の把握と是正を目的として行われている。施設により、

機種や方法、様々な条件により測定がなされている日常業務の中で、今回のこの

結果を利用し、活用していただければ幸いである。 

また、多くの施設のご協力のもと、精度管理事業が行えたことに感謝します。 

（文責 谷元 久美子） 

≪参考文献≫ 
1)平成 29 年度 臨床検査精度管理調査結果報告書:日本医師会 

表Ⅱ‐2‐1‐1 

 

 

滋賀技師会
コンセンサス下限ＣＶ 補正共通ＣＶ（Ｈ29） ＣＶ（2019）

ＲＢＣ 1.50% 0.86% 1.27%
ＨＧＢ 1.50% 1.10% 1.13%
ＨＣＴ 2.00% 1.23% 1.94%
ＰＬＴ 4.00% 3.00% 4.12%
ＷＢＣ 3.50% 3.64% 3.18%

日本医師会
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Ⅱ－２－２ 血液凝固検査 

（表Ⅱ‐１‐１、表Ⅱ‐２‐２‐１～３、図Ⅱ‐２‐２‐１～３、表Ⅱ‐４‐２、

図Ⅱ‐４‐２参照） 

 

【 実施項目 】 

プロトロンビン時間 INR（PT-INR） 

活性化部分トロンボプラスチン時間（APTT） 

フィブリノゲン 

 

【 参加施設数 】 

PT-INR       36 施設 （昨年 36 施設） 

APTT        34 施設 （昨年 35 施設） 

フィブリノゲン   28 施設 （昨年 29 施設） 

 

【 配布試料 】 

試料① ： 正常域を示す市販管理血漿 

試料② ： 正常域を示す凍結プール血漿 

試料③ ： 異常域を示す凍結プール血漿 

  試料④ ： 異常域を示す凍結プール血漿（フィブリノゲンのみ測定） 

 

【 解析方法 】 

PT‐INR、APTT、フィブリノゲン測定値について各施設の SDI を算出・解析した｡

全施設値から平均値、SD を算出し、±3SD を超えるものを 1回除外。 

再度平均値、SD を求め、下記式にて各施設の SDI を算出した。 

 

各施設の SDI＝｛（自施設データ）－（全体平均）｝／（全体 SD） 

 

PT-INR について、ドライ法測定施設のみでの評価も行った。 

施設数が少数のため、下記の方法にてドライ法 SD・ドライ法 SDI を算出し評価

を行った。平成 30 年度日本医師会サーベイ採用のコンセンサス CV 値（＝7.50）

を使用し、メーカー測定値は和光純薬工業株式会社に試料測定を依頼した結果を

使用した。計算式を下に示す。 

   

ドライ法 SD =（メーカー測定値）×｛（コンセンサス CV）／100 ｝ 
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ドライ法の各施設 SDI＝｛(自施設データ)－(メーカー測定値)｝／(ドライ法 SD） 

 

【 メーカー参考値 】 

 下記のメーカーに精度管理試料の各項目について測定依頼をした。 

  和光純薬工業株式会社 ： PT-INR（試料②③） 

シスメックス、積水メディカル ： フィブリノゲン（試料②③④） 

結果を表に示す。[表Ⅱ－２－２－１] 

 

【 評価対象と評価基準 】 

PT‐INR、APTT は試料②③、フィブリノゲンは試料②③④で各施設 SDI にて評

価した。下記の評価基準に定め、A、B、C、B’ 評価として取り扱った。 

 

Ａ  評価 ： 配布試料②③④全てが±2SDI 以内である。 

Ｂ  評価 ： 配布試料②③④のいずれかが±2SDI を超えている。 

Ｃ  評価 ： 配布試料②③④全てが±2SDI を超えている。 

あるいは試料②③④いずれかが±3SDI を超えている。 

 Ｂ’ 評価 ： 初回の報告で C評価に相当する結果であったが、試料再送付、 
再測定をお願いし、結果 B評価以上の改善があった。 

    

【 参加施設使用機器 】 

滋賀県ではシスメックス社製が 80.5％と多かった。 

 

図Ⅱ－２－２－１  2019 年度  凝固機器使用状況比較 

【凝固検査使用機器】 
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 図Ⅱ－２－２－２  2019 年度  凝固試薬使用状況比較 

【凝固検査使用試薬-PT】                         

 

 

【凝固検査使用試薬-APTT】 

 

 

 

【凝固検査使用試薬-フィブリノゲン】 
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トロンボチェック APTT

アクチンＦＳＬ

ドライヘマト APTT

50%

22%

14%
14%

トロンボチェック・Fib（L)

データファイ フィブリノゲン

トロンボチェック・Fib

コアグピア Fbg
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【 評価結果 】 

 

≪PT‐INR≫ 

Ａ 評価  ： 32 施設（88.9%）ドライ法のみの評価を含む 

   Ｂ 評価  ：  4 施設（11.1％） 

   B’評価   ：  0 施設 

 Ｃ 評価  ：  0 施設 

 

今年度は、全体評価にて±3SDI を呈する施設を 3施設認めたが、全てドライヘ

マト法採用施設であった。ドライ法採用施設に試料再送付は行なわず、ドライ法

のみでの評価を行った結果、３施設全てＡ評価となった。全体的に良好なサーベ

イ結果であった。 

 

≪APTT≫ 

Ａ 評価  ： 29 施設（85.3%） 

   Ｂ 評価  ：  5 施設（14.7%） 

   B’評価   ：  0 施設 

   Ｃ 評価  ：  0 施設 

 

今年度は再送付対象施設がなく、C評価の施設を認めなかった。 

良好なサーベイ結果であった。 

   

≪フィブリノゲン≫ 

Ａ 評価  ： 24 施設（85.7%） 

   Ｂ 評価  ：  4 施設（14.3%） 

   B’評価   ：  0 施設 

   Ｃ 評価  ：  0 施設 

 

今年度は、再送付対象施設がなく、C評価の施設を認めなかった。 

良好なサーベイ結果であった。 
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【 まとめ・考察 】 

施設間差の把握と是正を目的とし、精度管理の実施を行った。 

PT-INR にて、前年度に引き続きドライ法と溶液法で結果の乖離が大きく見ら

れたため、本年度は 3施設を対象にドライヘマト法独立での評価を行った。 

フィブリノゲンでは、昨年度シスメックス社と積水メディカル社にて試薬間差

が見受けられたが、本年度は昨年ほど顕著に認められなかったため、試薬別評価

等の措置はとらなかった。[図Ⅱ－２－２－３] 引き続き検討していく必要がある

と考え、昨年程のメーカー間差が生じた場合は、原因検索を行う策を講じたいと

思う。 

評価は各項目とも、例年と同程度となり、概ね一定の標準化がみられている。

参加いただいている施設の方々への精度管理への取り組みが数値に表れている

と思われる。 

ＣＶ値は前年度より大きな変動は認めなかったが、全体的に緩やかな増加傾向

にあると思われる。[図Ⅱ－４－２] 今後の動向を注視していきたいと考える。 

プール血漿を使用することでルーチンに近い試料で評価したいと考えている

滋賀県の取り組みは、他の外部精度管理調査にはない特色であると考えており、

定期的な精度確認の意味をこめて今後も継続的な参加をして頂ければと考える。 

（文責 久保沙織、梅村茂人） 

 

 

表Ⅱ－２－２－１ 2019 年度 メーカー参考値 試料②③④  

 
 

 
 

 

 

秒　 ％　 ＩＮＲ 秒　 ％　 ＩＮＲ

10.4 >100.0 0.88 24.2 23.3 3.92 11.0 1.73 ドライヘマトPT PD41 CG02N

試薬名 Lot　No. 使用機器

和光

PT PT

試料②

メーカー名
正常

秒数
ＩＳＩ値

試料③

試料② 試料③ 試料④

Fib(mg/dl) Fib(mg/dl) Fib(mg/dl)

トロンボチェックFib(L) 318

イミダゾール緩衝液 F1700459

コアグピアＦｂｇトロンビン試薬 106ＲＥＱ

コアグピアＦｂｇ検体希釈液 104ＲＤＰ

試薬名 Lot　No. 標準品名 Lot　No. 使用機器

コアグピア用キャリ
ブレーターＮ

029

111ＲＥＱ

CN-6000

CP-3000

コアグトロールN

423 881積水メディカル 341

396 846シスメックス 351

メーカー名
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Ⅱ－２－３ 血液像 

（表Ⅱ‐１‐１、表Ⅱ‐２‐３‐１、図Ⅱ‐２‐３‐１～４、表Ⅱ‐４‐３、４

参照） 

 

【参加施設】  

40 施設（平成 30 年度は 41 施設） 

 

【実施方法】 

本年度より、JAMTQC システムを用いて回答・評価を行った。 

2019 年度フォトサーベイ実施要綱に沿って、19 個の指定細胞と 2つの細胞・

検査所見から最も考えられる疾患ついて、「フォトサーベイ関連コード：細胞・

疾患」の中から適当と思われる細胞および疾患を回答してもらった。（表Ⅱ‐

４‐３、４） 

また、末梢血塗抹標本の染色状況について「用手法のみ」「機械法のみ」「用

手法と機械法の併用」の 3択式のアンケートを実施、各施設に末梢血塗抹標本

を配布、染色してもらい、その染色態度の評価を行った。さらに染色方法に関

して「用手法(上乗せ法)」「用手法(浸漬法)」「機械法」の 3択式のアンケー

トを行い、その染色工程についても回答してもらった。 

評価対象 19 細胞についての内訳は、赤血球異常が 6、赤芽球が 1、骨髄芽球

が 1、骨髄球/前骨髄球が 1、後骨髄球が 1、好中球桿状核球が 1、好中球分葉

核球が 1、好中球の形態学的異常所見が 2、リンパ球が 1、異型リンパ球が 1、

単球が 1、形質細胞が 1、ATL 細胞/異常リンパ球が 1とした。また、設問 15～

16 の細胞および検査所見、設問 19 の細胞と検査所見より推定される疾患名を

それぞれ回答してもらった。 

 

【解析及び評価方法】（図Ⅱ-２-３-１） 

回収された結果より①各施設の細胞一致率、②各細胞の細胞一致率、③各施

設の末梢血染色方法と染色態度を算出した。また、「細胞分類において、許容

することの出来ない決定的な誤りとなる判定（決定的な誤判定）」の基準を設

け、その基準に合致する誤判定の数、全体の平均細胞一致率等をそれぞれ照ら

し合わせ解析した。 

正答については、日本検査血液学会が提唱する細胞判定基準案、血液細胞ア

トラス１)等を基本にして精度管理委員が設定し、同意義と考えられる細胞には

複数正答を設けた。 
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評価方法は、図Ⅱ‐２‐３‐１に示す。細胞分類は年ごとに難易度が変わる

ため、全施設の平均細胞一致率を基に設定した。今年度は平均施設細胞一致率

が 20.5/21、-2SD が 18.9/21、-3SD が 18.1/21 であったため、細胞一致率に関

しては SD を用いては評価せず、 

Ａ評価；細胞一致率 19/21 以上かつ決定的な誤判定が 1つ以下 

Ｂ評価；細胞一致率 18/21 または決定的な誤判定が 2つ 

Ｃ評価；細胞一致率 17/21 または決定的な誤判定 3つ以上  

 とし、各施設の評価付けを行った。 

 

【評価・解析結果】 

  （表Ⅱ‐２‐３‐１、 図Ⅱ‐２‐３‐４） 

 

≪細胞分類≫ 

Ａ評価 ； 34 施設（85.0％）（平成 30 年度 92.7％） 

Ｂ評価 ； 5 施設 （12.5％）（平成 30 年度 2.4％） 

Ｃ評価 ； 1 施設 （2.5％） （平成 30 年度 4.9％） 

 

【設問について】 

正解を下記に示す。 

設問 1；破砕赤血球である。 

設問 2；ハウエル・ジョリー小体である。 

設問 3；球状赤血球である。 

設問 4；赤血球寒冷凝集である。加温後に赤血球の凝集が消失していること

から、赤血球寒冷凝集が考えられる。 

設問 5；涙的赤血球である。 

設問 6；リンパ球である。骨髄芽球との回答もあったが、設問 13 の骨髄芽

球と比較すると、N/C 比は低く核網の繊細さもない。リンパ球と考

えられる。 

設問 7；骨髄球/前骨髄球である。骨髄球と前骨髄球の回答がそれぞれ約半

数を占め、細胞質の色合いや顆粒、核網からどちらの細胞ともとれ

るため、骨髄球・前骨髄球の両方を正答とした。 

設問 8；好中球分葉核球である。  

設問 9；単球である 。 
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設問 10；反応性(異型)リンパ球である。骨髄球、前骨髄球、単芽球との回

答もあったが、骨髄芽球に比べると大型で N/C 比が小さく、前骨髄

球に比べても細胞質は好塩基性で一次顆粒が認められない。また単

芽球と比べても核の繊細さはなく、反応性(異型)リンパ球と考えら

れる。 

設問 11；後骨髄球である。  

設問 12；好中球桿状核球である。 

設問 13；骨髄芽球である。リンパ球、反応性(異型)リンパ球、腫瘍性(異常)

リンパ球との回答があったが、N/C 比大、核網繊細で明瞭な核小体

を持つことから、骨髄芽球であると考えられる。 

設問 14；赤芽球である。 

設問 15；赤血球連銭形成である。 

設問 16；形質細胞である。 

設問 17；顆粒球系細胞異常 顆粒消失を伴う好中球である。  

設問 18；顆粒球系細胞異常 偽ペルゲル核異常を伴う好中球である。 

設問 19；ATL 細胞/腫瘍性(異常)リンパ腫である。 

設問 20；画像の細胞は赤血球連銭形成と形質細胞である。検査所見の特徴

としては、血算項目において血色素がやや低下。生化学・免疫項目

において TP 増加、ALB の低下、IgG の増加、IgA と IgM の低下(M 蛋

白の出現)、S-βMG の増加、κ/λの偏りが見られる。 

最も考えられる疾患は、形質細胞骨髄腫：多発性骨髄腫である。  

 

設問 21；画像の細胞は ATL 細胞である。検査所見の特徴としては、血算項

目において白血球がやや増加。生化学・免疫項目において Ca、LD、

sIL-2R が増加、抗 HTLV-1 抗体は陽性である 

最も考えられる疾患は、成人 T細胞性白血病/リンパ腫である。 

 

【まとめ・考察】 

昨年度同様、フォトサーベイを実施し、末梢血液細胞の鑑別に関して施設間差

の把握・是正を行った。設問の細胞は、日常の業務において遭遇しやすいと思わ

れる末梢血細胞及び症例の細胞を設定した。 

各施設の評価は、「細胞分類において、許容することの出来ない決定的な誤りと

なる判定（決定的な誤判定）」の基準を設け、細胞一致率とともに、誤判定の質

を考慮することとした。 
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疾患に関する設問としては形質細胞骨髄腫：多発性骨髄腫、成人 T細胞性白血

病を出題した。各疾患に関して、画像と検査所見(CBC、生化学・免疫項目検査等)

を参照し、最も考えられる疾患を選んでもらった。 

また、前年度も行った末梢血塗抹標本の染色状況についてのアンケートと染色

態度の評価に加え、染色方法とその工程に関するアンケートも同時に行った。 

染色方法のアンケート結果は 38 施設中、「用手法のみ」と回答された施設数

が 22 施設（58%）、「機械のみ」と回答された施設数が 3施設（8%）、「用手法

と機械法の併用」と回答された施設数が 13 施設（34%）であった。 

染色態度のアンケート結果は 36 施設中、「良好」の施設が 31 施設(86.1%)、

「やや不良」の施設が 3施設(8.3%)、「不良」の施設が 2施設(5.6%)となった。

前年度と比較し「良好」評価となった施設は増加し、「やや不良」「不良」評価

となった施設は減少し、全体的な標本染色の質の向上が見られた。 

「やや不良」、「不良」評価となった施設は全て用手法で標本染色を行ってい

た。染色工程のアンケートと合わせることで染色不良となった原因の予測がある

程度可能となり、「やや不良」「不良」評価となった施設については、各施設に

配布した報告書にコメントを記入した。 (図Ⅱ－２－３－２) 

細胞評価は、平均施設細胞一致率に関しては 97.6%(前年度 98.1%)と非常に良

好な結果となった。しかし A評価の施設数は 85.0%(前年度 92.7%)と減少し、B

評価の施設数が 12.5%(前年度 2.4%)と増加した。特に異型(反応性)リンパ球や骨

髄芽球といった比較的末梢血でも見る頻度の少ない細胞の正答率が低く、決定的

な誤判定とした回答も複数あり、今後の課題として見受けられた。 

B 評価、C評価となった施設には、各施設配布評価結果にコメントを記入して

配布し、再確認をお願いした。これを機会にアトラス等で再度確認いただきたい。 

今後も細胞鑑別を軸に、設問内容や細胞の難易度、評価方法等これらを創意工

夫していきたい。 

血液部門では、今後も本サーベイの趣旨を踏まえ、血液細胞形態や末梢血塗抹

標本染色の標準化に努めていきたいと考えており各施設のご理解、ご協力をお願

いしたい。 

(文責 新川 雄士、山辺三幸) 

 

≪参考文献≫ 

1) 矢富裕、増田亜希子、常名政弘；血液形態アトラス 第 1版：医学書院 
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図Ⅱ－２－３－１  2019 年度 細胞評価内容 

 
 

図Ⅱ－２－３－２  2019 年度 アンケート結果
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Ⅱ－3 まとめ 

 

最後に、過去 10 年間のサンプルＣにおけるＣＢＣ各項目のＣＶ値の推移、６

年間のＰＴ‐ＩＮＲと、ＡＰＴＴ及びＦＩＢのＣＶ値の推移を図に示した（図Ⅱ

‐４‐１～２参照）。血液部門では初回サーベイにおいて、系統誤差を示すＣ評

価施設に対しては、機器の点検や調整等を促して再サーベイを行なっている。 

ＣＢＣは、８項目においてそれぞれに評価を行った。また最近、ヒト血球の赤

血球系において、非常に収束した結果となっている（表Ⅱ‐1‐1）。サーベイに

おいて、データの収束は一つの目標であるが、ＣＶが小さくなりすぎて、評価と

して妥当性に問題が生じる場合がある。そこで、27 年度より、「コンセンサスＣ

Ｖ」という考え方を採用している。これは、日本医師会が採用している、生理的

変動・医学的有用性・現行の技術水準などを加味した絶対評価である。今後もこ

の方向性で実施していきたい。また、ＤＩＦＦでは、機械分類での Neutro と

Lympho についてＣＶ値も収束してきている。 

凝固検査では、３濃度の凍結プール血漿を用いてサーベイを行っている。この

方法は滋賀県独自の取り組みで、今後も継続していきたいと思っている。昨年度

は、ドライヘマト法と溶液法で乖離していたため、今年度はドライヘマト法のみ、

メーカー参考値を使用して評価した。 

血液像については、設定細胞について評価した。また、「決定的な誤判定」と

いう基準を設け、誤判定の質も考慮して評価することとした。設問として、多発

性骨髄腫・成人Ｔ細胞性白血病を出題し、典型的な細胞像を確認していただいた。

また、昨年度と同様にアンケートとして、血液像を染色していただき、染色方法

の確認等を行った。 

本精度管理事業の目的のひとつは、各施設がデータ共有することにあり、けっ

して各施設の優劣を競うものではない。さらに、Ｃ評価施設の抽出でもないこと

等を踏まえ、今後も関係各位のより一層のご理解ご協力をお願いしたい。 

今年度も御多忙にも関わらず、精度管理事業にご参加ご協力頂いた関係各位に

深謝いたします。 

（文責 谷元久美子） 
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表Ⅱ‐２‐１‐２ 2019 年度 血球計数検査 全体集計 （サンプルＣ） 

±３ＳＤ以上を１回削除した 

施設NO 白血球数 赤血球数 血色素量 ヘマトクリット値 ＭＣＶ 血小板数 Neutro(%) Lympho(%) Mono(%) Eosino(%) Baso(%) Ret（%)

1 6.1     4.29    12.8    39.0    90.9    176.0   58.5    29.1    10.9    1.2     0.3     11.9    
2 6.0     4.32    12.8    40.0    92.6    177.0   53.4    32.7    11.9    1.1     0.9     1.1     
5 6.2     4.34    13.0    39.2    90.3    188.0   57.2    32.8    8.4     1.2     0.4     0.9     
7 5.5     4.37    13.1    41.0    93.8    186.0   49.6    35.1    12.7    1.4     1.2     1.0     

10 6.2     4.50    13.1    39.5    88.8    181.0   
14 6.0     4.27    13.0    38.8    90.9    169.0   56.9    32.5    9.0     1.3     0.3     
16 5.6     4.40    12.9    40.7    92.4    175.0   
18 6.1     4.44    13.2    41.7    93.9    184.0   50.3    36.8    11.1    1.0     0.8     0.9     
19 6.0     4.39    13.1    40.5    92.2    170.0   
20 5.9     4.29    13.0    39.1    91.1    180.0   53.5    32.6    12.0    1.2     0.7     1.0     
22 6.1     4.47    13.1    40.7    91.1    177.0   50.6    35.2    12.1    1.1     1.0     10.0    
24 5.6     4.35    12.9    42.0    96.7    182.0   56.4    30.2    8.8     2.3     2.3     0.9     
26 6.1     4.31    13.2    39.4    91.4    176.0   
27 6.0     4.43    12.9    40.4    91.2    182.0   55.7    33.0    9.5     1.3     0.7     0.8     
28 5.8     4.35    13.1    40.5    93.1    174.0   55.8    33.0    9.1     1.1     1.0     
30 6.2     4.30    13.0    39.9    92.9    177.0   54.3    32.5    11.5    1.1     0.6     1.1     
35 6.1     4.28    13.0    38.6    90.0    175.0   57.6    31.2    9.7     1.1     0.5     7.6     
36 6.0     4.39    13.0    39.6    90.3    182.0   56.1    33.8    8.4     1.3     0.5     0.9     
37 6.3     4.31    12.8    39.4    91.5    190.0   65.1    22.9    10.2    1.2     0.6     6.9     
39 6.1     4.41    12.9    40.8    92.5    182.0   57.3    31.3    9.5     1.1     0.8     1.1     
42 5.9     4.37    12.8    39.7    90.8    167.0   58.0    30.4    9.6     1.2     0.8     
43 6.1     4.36    13.0    40.6    93.1    171.0   56.7    32.6    8.9     1.1     0.7     1.1     
45 5.7     4.26    12.8    39.3    92.1    175.0   34.7    41.6    20.4    2.1     1.4     1.1     
46 6.2     4.41    13.2    41.4    93.9    176.0   55.9    33.9    8.4     1.0     0.8     9.5     
47 6.1     4.29    13.0    39.8    92.7    176.0   57.2    32.6    8.8     1.0     0.5     0.8     
48 6.0     4.39    12.7    40.6    92.4    165.0   
49 6.2     4.32    13.1    39.7    91.9    179.0   57.6    31.9    8.8     1.1     0.6     0.8     
50 6.2     4.30    12.8    39.2    91.6    182.0   57.4    32.3    8.4     1.3     0.6     0.9     
51 5.9     4.32    12.7    39.0    90.3    166.0   
52 6.0     4.34    13.1    40.4    93.1    173.0   
53 5.6     4.37    13.1    39.3    89.9    168.0   54.7    31.5    10.7    1.2     1.9     7.5     
54 6.1     4.43    13.0    40.4    91.2    165.0   
55 6.1     4.31    12.9    39.3    91.2    169.0   
56 6.0     4.39    13.0    40.6    92.5    186.0   55.8    33.4    9.2     1.1     0.5     0.9     
58 6.0     4.33    12.9    40.9    94.5    171.0   58.7    26.7    11.9    1.2     1.6     0.6     
59 6.1     4.40    12.7    40.0    91.9    176.0   55.4    33.8    9.0     1.1     0.7     
60 6.1     4.39    12.8    39.7    90.6    172.0   
84 6.1     4.36    12.8    40.0    91.7    188.0   54.3    34.1    10.0    1.0     0.6     0.9     
88 5.8     4.33    13.1    40.2    92.8    182.0   53.1    37.9    7.2     1.1     0.7     8.7     
95 6.1     4.34    12.8    40.3    93.1    171.0   57.1    28.4    12.4    1.1     1.0     0.8     

103 6.0     4.41    13.2    40.5    91.8    167.0   57.9    30.1    10.2    1.3     0.5     
104 5.9     4.40    12.9    40.6    92.3    187.0   54.4    34.6    8.8     1.5     0.7     
105 6.2     4.35    13.1    40.8    93.8    177.0   56.1    33.3    8.8     1.0     0.8     9.7     
106 5.5     4.36    13.1    41.2    94.5    181.0   50.3    35.8    11.9    0.9     1.1     1.1     
110 5.8     4.38    13.1    41.1    93.8    197.0   53.0    39.3    6.2     0.9     0.6     0.8     
114 5.9     4.23    12.9    39.7    94.0    164.0   56.0    29.2    12.3    1.0     1.5     0.6     
115 6.1     4.39    12.9    40.7    92.7    186.0   56.3    32.7    9.4     1.3     0.3     
128 6.1     4.29    12.8    39.4    91.8    178.0   56.4    33.0    9.0     1.1     0.5     
132 6.1     4.32    13.2    39.5    91.4    177.0   55.0    32.3    10.3    1.8     0.6     
137 6.0     4.35    13.1    40.6    93.3    178.0   
N 50 50 50 50 50 50 39 39 39 39 39 30

平均 6.00 4.35 12.97 40.11 92.17 177.06 55.14 32.72 10.14 1.22 0.81 3.06
SD 0.21 0.07 0.19 0.80 1.84 7.30 4.35 3.24 2.27 0.29 0.43 3.72
CV 3.50 1.50 1.50 2.00 2.00 4.12 7.90 9.91 22.42 23.54 53.41 121.33
MIN 5.5 4.23 12.7 38.6 88.8 164.0 34.7 22.9 6.2 0.9 0.3 0.6
MAX 6.3 4.50 13.2 42.0 96.7 197.0 65.1 41.6 20.4 2.3 2.3 11.9
+3SD 6.63 4.55 13.55 42.51 97.70 198.96 68.20 42.45 16.96 2.07 2.11 14.21
-3SD 5.37 4.16 12.39 37.70 86.64 155.16 42.08 22.99 3.32 0.36 -0.49 -8.09
+2SD 6.42 4.48 13.36 41.71 95.85 191.66 63.84 39.21 14.69 1.79 1.68 10.50
-2SD 5.58 4.22 12.58 38.50 88.48 162.46 46.43 26.24 5.59 0.64 -0.06 -4.37

C C RET,DIFF
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表Ⅱ‐２‐１‐３ 2019 年度 血球計数検査 メーカー別集計 （サンプルＣ） 

 

±３ＳＤ以上を１回削除した 

施設No メーカー名 WBC RBC HGB HCT MCV PLT Neutro Lympho Mono Eosino Baso Ret
2 シスメックス 6.0 4.32 12.8 40 92.6 177.0 53.4 32.7 11.9 1.1 0.9 1.1
5 シスメックス 6.2 4.34 13.0 39.2 90.3 188.0 57.2 32.8 8.4 1.2 0.4 0.9
7 シスメックス 5.5 4.37 13.1 41 93.8 186.0 49.6 35.1 12.7 1.4 1.2 1.0

10 シスメックス 6.2 4.50 13.1 39.5 88.8 181.0
14 シスメックス 6.0 4.27 13.0 38.8 90.9 169.0 56.9 32.5 9.0 1.3 0.3
16 シスメックス 5.6 4.40 12.9 40.7 92.4 175.0
18 シスメックス 6.1 4.44 13.2 41.7 93.9 184.0 50.3 36.8 11.1 1.0 0.8 0.9
19 シスメックス 6.0 4.39 13.1 40.5 92.2 170.0
20 シスメックス 5.9 4.29 13.0 39.1 91.1 180.0 53.5 32.6 12.0 1.2 0.7 1.0
22 シスメックス 6.1 4.47 13.1 40.7 91.1 177.0 50.6 35.2 12.1 1.1 1.0 10.0
27 シスメックス 6.0 4.43 12.9 40.4 91.2 182.0 55.7 33.0 9.5 1.3 0.7 0.8
28 シスメックス 5.8 4.35 13.1 40.5 93.1 174.0 55.8 33.0 9.1 1.1 1.0
30 シスメックス 6.2 4.30 13.0 39.9 92.9 177.0 54.3 32.5 11.5 1.1 0.6 1.1
35 シスメックス 6.1 4.28 13.0 38.6 90 175.0 57.6 31.2 9.7 1.1 0.5 7.6
36 シスメックス 6.0 4.39 13.0 39.6 90.3 182.0 56.1 33.8 8.4 1.3 0.5 0.9
37 シスメックス 6.3 4.31 12.8 39.4 91.5 190.0 65.1 22.9 10.2 1.2 0.6 6.9
39 シスメックス 6.1 4.41 12.9 40.8 92.5 182.0 57.3 31.3 9.5 1.1 0.8 1.1
42 シスメックス 5.9 4.37 12.8 39.7 90.8 167.0 58.0 30.4 9.6 1.2 0.8
43 シスメックス 6.1 4.36 13.0 40.6 93.1 171.0 56.7 32.6 8.9 1.1 0.7 1.1
46 シスメックス 6.2 4.41 13.2 41.4 93.9 176.0 55.9 33.9 8.4 1.0 0.8 9.5
47 シスメックス 6.1 4.29 13.0 39.8 92.7 176.0 57.2 32.6 8.8 1.0 0.5 0.8
48 シスメックス 6.0 4.39 12.7 40.6 92.4 165.0
49 シスメックス 6.2 4.32 13.1 39.7 91.9 179.0 57.6 31.9 8.8 1.1 0.6 0.8
50 シスメックス 6.2 4.30 12.8 39.2 91.6 182.0 57.4 32.3 8.4 1.3 0.6 0.9
52 シスメックス 6.0 4.34 13.1 40.4 93.1 173.0
53 シスメックス 5.6 4.37 13.1 39.3 89.9 168.0 54.7 31.5 10.7 1.2 1.9 7.5
54 シスメックス 6.1 4.43 13.0 40.4 91.2 165.0
56 シスメックス 6.0 4.39 13.0 40.6 92.5 186.0 55.8 33.4 9.2 1.1 0.5 0.9
59 シスメックス 6.1 4.40 12.7 40 91.9 176.0 55.4 33.8 9.0 1.1 0.7
60 シスメックス 6.1 4.39 12.8 39.7 90.6 172.0
84 シスメックス 6.1 4.36 12.8 40 91.7 188.0 54.3 34.1 10.0 1.0 0.6 0.9
88 シスメックス 5.8 4.33 13.1 40.2 92.8 182.0 53.1 37.9 7.2 1.1 0.7 8.7

103 シスメックス 6.0 4.41 13.2 40.5 91.8 167.0 57.9 30.1 10.2 1.3 0.5
104 シスメックス 5.9 4.40 12.9 40.6 92.3 187.0 54.4 34.6 8.8 1.5 0.7
105 シスメックス 6.2 4.35 13.1 40.8 93.8 177.0 56.1 33.3 8.8 1.0 0.8 9.7
106 シスメックス 5.5 4.36 13.1 41.2 94.5 181.0 50.3 35.8 11.9 0.9 1.1 1.1
110 シスメックス 5.8 4.38 13.1 41.1 93.8 197.0 53.0 39.3 6.2 0.9 0.6 0.8
115 シスメックス 6.1 4.39 12.9 40.7 92.7 186.0 56.3 32.7 9.4 1.3 0.3
128 シスメックス 6.1 4.29 12.8 39.4 91.8 178.0 56.4 33.0 9.0 1.1 0.5
137 シスメックス 6.0 4.35 13.1 40.6 93.3 178.0

40 40 40 40 40 40 32 32 32 32 32 24
6.01 4.37 12.99 40.17 92.07 178.15 55.43 33.08 9.64 1.15 0.72 3.17
0.19 0.05 0.14 0.73 1.29 7.34 2.95 2.72 1.48 0.14 0.30 3.59
3.22 1.21 1.07 1.81 1.40 4.12 5.32 8.23 15.34 12.13 42.16 113.37
5.5 4.27 12.7 38.6 88.8 165 49.6 22.9 6.2 0.9 0.3 0.8
6.3 4.50 13.2 41.7 94.5 197 65.1 39.3 12.7 1.5 1.9 10

1 コールター 6.1 4.29 12.8 39 90.9 176.0 58.5 29.1 10.9 1.2 0.3 11.9
45 コールター 5.7 4.26 12.8 39.3 92.1 175.0 34.7 41.6 20.4 2.1 1.4 1.1
51 コールター 5.9 4.32 12.7 39 90.3 166.0
58 コールター 6.0 4.33 12.9 40.9 94.5 171.0 58.7 26.7 11.9 1.2 1.6 0.6
95 コールター 6.1 4.34 12.8 40.3 93.1 171.0 57.1 28.4 12.4 1.1 1.0 0.8

114 コールター 5.9 4.23 12.9 39.7 94 164.0 56.0 29.2 12.3 1.0 1.5 0.6

6 6 6 6 6 6 5 5 5 5 5 5
5.95 4.30 12.82 39.70 92.48 170.50 53.00 31.00 13.58 1.32 1.16 3.00
0.15 0.04 0.08 0.77 1.68 4.76 10.29 6.01 3.86 0.44 0.53 4.98
2.55 1.01 0.59 1.93 1.82 2.79 2.20 4.08 28.41 33.62 45.86 165.98
5.7 4.23 12.7 39 90.3 164 34.7 26.7 10.9 1 0.3 0.6
6.1 4.34 12.9 40.9 94.5 176 58.7 41.6 20.4 2.1 1.6 11.9

24 シーメンス 5.6 4.35 12.9 42 96.7 182.0 56.4 30.2 8.8 2.3 2.3 0.9

26 堀場 6.1 4.31 13.2 39.4 91.4 176.0
55 堀場 6.1 4.31 12.9 39.3 91.2 169.0

132 堀場 6.1 4.32 13.2 39.5 91.4 177.0 55 32.3 10.3 1.8 0.6

サンプル　C

N
平均

SD
CV

MAX

MAX

N
平均

SD
CV

MIN

MIN
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表Ⅱ‐２‐１‐４ 2019 年度 血球計数検査 全体集計 (サンプルＡ・Ｂ) 

 
±３ＳＤ以上を１回削除した 

施設NO 白血球数 赤血球数 血色素量 ヘマトクリット値 ＭＣＶ 血小板数 白血球数 赤血球数 血色素量 ヘマトクリット値 ＭＣＶ 血小板数

1 3.5     2.26    5.4     16.2    71.8    87.0    7.5     4.34    11.5    35.2    81.0    235.0  
2 3.4     2.23    5.3     15.7    70.3    84.0    7.4     4.30    11.4    33.6    78.1    250.0  
5 3.7     2.31    5.4     16.5    71.5    85.0    7.7     4.38    11.7    34.6    78.9    245.0  
7 3.4     2.26    5.3     16.2    71.8    84.0    7.4     4.37    11.5    34.5    79.2    255.0  

10 3.3     2.40    5.5     16.3    68.7    88.0    6.9     4.50    11.6    34.2    75.9    277.0  
14 3.5     2.24    5.4     16.2    72.3    78.0    7.6     4.30    11.5    33.4    77.8    237.0  
16 3.6     2.30    5.4     16.7    72.8    80.0    7.6     4.40    11.5    34.7    78.8    239.0  
18 3.5     2.30    5.4     16.1    70.0    86.0    7.7     4.39    11.6    34.3    78.1    260.0  
19 3.3     2.31    5.5     16.4    70.9    85.0    7.5     4.35    11.5    34.0    78.2    258.0  
20 3.4     2.23    5.3     15.4    69.1    83.0    7.5     4.26    11.5    32.7    76.8    256.0  
22 3.6     2.29    5.3     16.1    70.2    85.0    7.8     4.46    11.6    34.5    77.3    260.0  
24 3.3     2.29    5.5     15.7    68.8    81.0    7.2     4.37    11.8    33.3    76.3    235.0  
26 3.5     2.30    5.4     16.0    69.6    91.0    7.6     4.31    11.7    33.3    77.3    251.0  
27 3.4     2.28    5.4     16.5    72.6    84.0    7.6     4.39    11.4    34.5    78.6    249.0  
28 3.5     2.24    5.3     16.5    73.7    84.0    7.5     4.32    11.6    35.0    81.0    249.0  
30 3.5     2.20    5.3     15.8    71.7    83.0    7.6     4.40    11.6    34.6    79.1    257.0  
35 3.5     2.24    5.4     16.0    71.4    84.0    7.8     4.28    11.5    33.2    77.7    241.0  
36 3.4     2.32    5.4     16.7    72.1    87.0    7.5     4.40    11.7    35.1    79.8    240.0  
37 3.6     2.31    5.3     16.7    72.3    87.0    7.7     4.34    11.6    34.8    80.1    242.0  
39 3.5     2.27    5.3     16.2    71.4    86.0    7.4     4.34    11.5    34.5    79.5    256.0  
42 3.5     2.25    5.4     16.2    72.0    80.0    7.7     4.30    11.5    33.6    78.1    242.0  
43 3.5     2.25    5.3     16.0    71.1    86.0    7.6     4.33    11.4    34.1    78.8    256.0  
45 3.5     2.25    5.4     16.0    71.2    80.0    7.5     4.30    11.4    34.1    79.3    225.0  
46 3.5     2.26    5.4     16.2    71.5    85.0    7.7     4.35    11.6    34.5    79.2    248.0  
47 3.4     2.27    5.4     16.6    73.1    85.0    7.9     4.33    11.6    34.4    79.4    247.0  
48 3.3     2.33    5.2     16.4    70.2    85.0    7.3     4.39    11.3    33.7    76.8    254.0  
49 3.6     2.26    5.4     16.1    71.2    82.0    7.9     4.31    11.6    33.5    77.7    242.0  
50 3.4     2.20    5.3     15.4    70.3    81.0    7.5     4.30    11.4    33.3    77.7    246.0  
51 3.6     2.30    5.3     16.6    72.2    77.0    7.7     4.37    11.4    34.8    79.6    234.0  
52 3.4     2.30    5.4     16.3    70.9    93.0    7.4     4.32    11.7    33.4    77.3    265.0  
53 3.4     2.28    5.5     16.1    70.8    83.0    7.8     4.35    11.6    33.4    76.6    240.0  
54 3.4     2.35    5.5     16.3    69.4    84.0    7.4     4.40    11.5    33.3    75.6    270.0  
55 3.6     2.32    5.6     16.4    70.7    109.0  7.8     4.34    11.7    34.1    78.6    259.0  
56 3.5     2.33    5.4     16.6    71.4    86.0    7.7     4.41    11.6    35.0    79.3    241.0  
58 3.5     2.27    5.4     17.2    75.9    81.0    7.6     4.32    11.3    36.5    84.6    233.0  
59 3.5     2.20    5.2     16.0    71.7    87.0    7.5     4.30    11.3    34.1    78.7    254.0  
60 3.3     2.30    5.4     15.7    68.2    88.0    7.2     4.33    11.4    32.5    75.1    266.0  
84 3.6     2.32    5.3     16.7    72.0    88.0    7.8     4.42    11.5    35.1    79.4    247.0  
88 3.5     2.29    5.4     16.7    72.9    86.0    7.5     4.35    11.7    35.0    80.5    240.0  
95 3.5     2.25    5.3     16.7    74.2    79.0    7.5     4.27    11.4    35.5    83.1    231.0  

103 3.5     2.28    5.5     16.3    71.5    81.0    7.6     4.43    11.7    34.2    77.2    242.0  
104 3.5     2.31    5.4     16.8    72.7    87.0    7.8     4.42    11.5    34.8    78.7    254.0  
105 3.4     2.24    5.3     16.0    71.4    87.0    7.5     4.32    11.5    34.4    79.6    255.0  
106 3.4     2.22    5.4     15.8    71.2    89.0    7.4     4.38    11.6    34.3    78.3    257.0  
110 3.5     2.31    5.4     16.4    71.0    93.0    7.7     4.40    11.6    34.5    78.4    255.0  
114 3.3     2.22    5.4     16.8    75.3    79.0    7.4     4.27    11.6    36.1    84.5    231.0  
115 3.4     2.30    5.4     16.8    73.0    86.0    7.7     4.40    11.5    35.0    79.5    256.0  
128 3.5     2.20    5.2     15.8    71.8    82.0    7.8     4.25    11.4    33.4    78.6    244.0  
132 3.5     2.28    5.4     15.8    69.3    92.0    7.6     4.32    11.7    33.4    77.3    247.0  
137 3.5     2.26    5.3     16.5    73.0    84.0    7.6     4.33    11.6    35.1    81.1    249.0  
N 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

平均 3.47 2.28 5.37 16.26 71.48 85.14 7.57 4.35 11.54 34.26 78.76 248.44
SD 0.09 0.04 0.08 0.39 1.55 4.99 0.19 0.05 0.12 0.82 1.91 10.75
CV 2.70 1.84 1.54 2.39 2.17 5.87 2.53 1.22 1.03 2.39 2.43 4.33
MIN 3.3     2.20    5.2     15.4    68.2    77.0    6.9     4.25    11.3    32.5    75.1    225.0  
MAX 3.7     2.40    5.6     17.2    75.9    109.0  7.9     4.50    11.8    36.5    84.6    277.0  
+3SD 3.75 2.40 5.62 17.43 76.14 100.12 8.15 4.51 11.90 36.72 84.50 280.68
-3SD 3.19 2.15 5.13 15.10 66.83 70.16 7.00 4.19 11.18 31.81 73.03 216.20
+2SD 3.66 2.36 5.54 17.04 74.59 95.13 7.96 4.46 11.78 35.90 82.58 269.94
-2SD 3.28 2.19 5.21 15.49 68.38 75.15 7.19 4.24 11.30 32.63 74.94 226.94

A B
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表Ⅱ‐２‐１‐５ 2019 年度 血球計数検査 各施設基準値① 

 

 

施設
番号

施設採用
単位

下限 上限 男性
下限

男性
上限

女性
下限

女性
上限

施設採用
単位

下限 上限 男性
下限

男性
上限

女性
下限

女性
上限

下限 上限 男性
下限

男性
上限

女性
下限

女性
上限

1 10^3/μL 3.8 9.4 10^6/μL 4.30 5.70 3.80 4.90 13.5 17.3 11.2 14.5

2 10^2/μL 3.5 7.0 10^4/μL 3.50 5.10 11.7 15.8

5 10^2/μL 4.0 8.0 10^4/μL 4.50 5.50 3.80 4.80 13.0 17.0 12.0 16.0

7 10^3/μL 3.0 8.0 10^6/μL 4.10 5.30 3.80 4.80 12.4 17.0 11.3 15.0

10 10^2/μL 4.20 5.70 13.2 17.6

14 /μL 3.9 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.27 5.70 3.76 5.00 13.5 17.6 11.3 15.2

16 10^2/μL 3.3 8.9 10^4/μL 4.00 5.39 3.60 4.89 13.0 16.6 11.4 14.6

18 10^2/μL 3.6 9.4 3.0 8.5 10^4/μL 4.00 5.52 3.78 4.99 13.0 17.0 11.0 15.0

19 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.76 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

20 10^3/μL 3.3 8.6 10^6/μL 4.35 5.55 3.86 4.92 13.7 16.8 11.6 14.8

22 10^3/μL 3.5 9.5 3.0 8.5 10^6/μL 4.10 5.30 3.50 4.80 13.6 17.0 11.5 15.2

24 10^3/μL 3.3 8.6 10^6/μL 4.35 5.55 3.86 4.92 13.7 16.8 11.6 14.8

26 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.76 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

27 10^2/μL 3.3 8.6 10^4/μL 4.35 5.55 3.86 4.92 13.7 16.8 11.6 14.8

28 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.76 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

30 10^2/μL 3.6 9.2 10^4/μL 4.20 5.60 3.80 5.00 13.0 17.0 11.2 14.7

35 10^3/μL 5.0 10.0 10^6/μL 3.80 5.30 11.5 15.5

36 10^3/μL 3.4 9.2 10^6/μL 4.00 5.60 3.50 5.00 13.2 17.1 10.9 14.7

37 10^2/μL 4.0 8.0 4.0 8.0 4.0 8.0 10^4/μL 4.30 5.67 3.80 5.04 13.1 16.6 12.1 14.6

39 10^3/μL 3.2 8.5 10^4/μL 4.20 5.20 3.70 4.90 13.7 16.8 11.3 14.8

42 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.76 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

43 10^2/μL 4.0 8.0 10^4/μL 4.50 5.50 3.20 4.80 13.0 17.0 11.0 15.0

45 10^3/μL 3.3 8.6 10^6/μL 4.35 5.55 3.86 4.92 13.7 16.8 11.6 14.8

46 10^2/μL 3.8 9.0 10^4/μL 4.30 5.70 3.70 5.00 14.0 18.0 11.5 16.0

47 10^2/μL 3.3 8.6 10^4/μL 4.35 5.55 3.86 4.92 13.7 16.8 11.6 14.8

48 10^2/μL 3.3 8.6 10^4/μL 4.35 5.55 3.86 4.92 13.7 16.8 11.6 14.8

49 10^3/μL 4.0 9.0 10^4/μL 4.10 5.20 3.80 4.80 13.0 18.0 12.0 16.0

50 10^2/μL 4.0 8.5 10^4/μL 4.10 5.30 3.80 4.80 14.0 18.0 12.0 16.0

51 10^2/μL 3.9 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.27 5.70 3.76 5.00 13.5 17.6 11.3 15.2

52 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.76 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

53 10^2/μL 3.0 9.0 10^4/μL 3.80 5.30 3.80 4.80 12.0 18.0 12.0 16.0

54 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.76 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

55 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.76 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

56 10^3/μL 3.5 8.5 10^4/μL 4.10 5.30 3.80 4.80 14.0 18.0 12.0 16.0

58 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.76 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

59 10^2/μL 3.5 9.7 10^4/μL 4.40 5.80 3.80 5.20 13.6 18.3 11.2 15.2

60 10^2/μL 3.6 9.2 10^4/μL 4.20 5.60 3.80 5.00 13.0 17.0 11.2 14.7

84 /μL 3.5 9.7 10^4/μL 4.38 5.77 3.76 5.16 13.6 18.3 11.2 15.2

88 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.76 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

95 10^2/μL 3.6 9.2 10^4/μL 4.20 5.60 3.80 5.00 13.0 17.0 11.2 14.7

103 /μL 3.5 9.7 10^4/μL 4.38 5.77 3.76 5.16 13.6 18.3 11.2 15.2

104 /μL 3.5 9.7 10^4/μL 4.38 5.77 3.76 5.16 13.6 18.3 11.2 15.2

105 10^2/μL 3.9 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.00 5.60 3.60 4.80 13.0 17.0 11.6 15.2

106 /μL 3.9 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.27 5.70 3.76 5.00 13.5 17.6 11.3 15.2

110 /μL 3.5 9.7 10^4/μL 4.38 5.77 3.76 5.16 13.6 18.3 11.2 15.2

114 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.70 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

115 10^2/μL 3.5 9.7 10^4/μL 4.38 5.77 3.76 5.16 13.6 18.3 11.2 15.2

128 10^2/μL 3.3 9.0 10^4/μL 4.30 5.70 3.80 5.00 13.5 17.5 11.5 15.0

132 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.76 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

137 10^2/μL 3.8 9.8 3.5 9.1 10^4/μL 4.20 5.70 3.76 5.00 13.2 17.6 11.3 15.2

白血球 赤血球 ヘモグロビン
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表Ⅱ‐２‐１‐６ 2019 年度 血球計数検査 各施設基準値② 

 

 

施設
番号

下限 上限 男性
下限

男性
上限

女性
下限

女性
上限

下限 上限 男性
下限

男性
上限

女性
下限

女性
上限

施設採用
単位

下限 上限 男性
下限

男性
上限

女性
下限

女性
上限

1 39.7 51.5 33.3 43.6 80.0 100.0 10^3/μL 155.0 386.0

2 37.0 49.0 88.0 98.0 10^4/μL 140.0 350.0

5 36.0 45.0 35.0 44.0 85.0 99.0 10^4/μL 110.0 350.0

7 38.0 54.0 36.0 47.0 83.0 100.0 10^3/μL 150.0 400.0

10 39.2 51.8 83.0 101.0 140.0 360.0

14 39.8 51.8 33.4 44.9 83.0 102.0 79.0 100.0 10^4/μL 130.0 369.0

16 38.0 48.9 34.0 43.9 83.0 98.0 10^4/μL 140.0 359.0

18 40.4 51.1 35.6 45.4 86.0 103.0 85.0 101.0 10^4/μL 148.0 339.0 150.0 361.0

19 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 360.0

20 40.7 50.1 35.1 44.4 83.6 98.2 10^3/μL 158.0 348.0

22 40.0 52.0 34.0 48.0 86.7 102.3 10^3/μL 150.0 350.0

24 40.7 50.1 35.1 44.4 83.6 98.2 10^3/μL 158.0 348.0

26 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 360.0

27 40.7 50.1 35.1 44.4 83.6 98.2 10^4/μL 158.0 348.0

28 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 360.0

30 39.0 50.0 33.5 43.5 81.0 98.0 10^4/μL 140.0 350.0

35 32.0 50.0 75.0 100.0 10^3/μL 130.0 400.0

36 38.6 50.7 32.5 44.7 77.0 104.0 10^3/μL 148.0 352.0

37 40.4 51.1 35.6 45.4 84.2 99.0 10^4/μL 130.0 350.0 130.0 350.0 130.0 350.0

39 41.0 51.0 34.0 45.0 83.0 103.0 10^3/μL 160.0 370.0

42 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 360.0

43 37.0 53.0 33.0 47.0 83.0 99.0 10^4/μL 130.0 350.0

45 40.7 50.1 35.1 44.4 83.6 98.2 10^3/μL 158.0 348.0

46 41.0 52.0 35.0 47.0 83.0 99.0 10^4/μL 130.0 370.0

47 40.7 50.1 35.1 44.4 83.6 98.2 10^4/μL 158.0 348.0

48 40.7 50.1 35.1 44.4 83.6 98.2 10^4/μL 158.0 348.0

49 40.0 51.0 34.0 45.0 85.0 101.0 84.0 100.0 10^4/μL 130.0 400.0

50 40.0 52.0 34.0 45.0 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 350.0

51 39.8 51.8 33.4 44.9 83.0 102.0 79.0 100.0 10^4/μL 130.0 369.0

52 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 360.0

53 36.0 52.0 36.0 48.0 84.0 97.0 10^4/μL 130.0 380.0

54 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 360.0

55 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 14.0 36.0

56 39.0 52.0 35.0 48.0 83.0 100.0 10^3/μL 120.0 350.0

58 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 360.0

59 40.4 51.9 34.3 45.2 83.0 101.0 80.0 101.0 10^4/μL 140.0 379.0

60 39.0 50.0 33.5 43.5 83.0 95.0 10^4/μL 140.0 350.0

84 40.4 51.9 34.3 45.2 83.0 101.0 80.0 101.0 10^4/μL 140.0 379.0

88 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 360.0

95 39.0 50.0 33.5 43.5 81.0 98.0 10^4/μL 140.0 350.0

103 40.4 51.9 34.3 45.2 83.0 101.0 80.0 101.0 10^4/μL 140.0 379.0

104 40.4 51.9 34.3 45.2 83.0 101.0 80.0 101.0 10^4/μL 140.0 379.0

105 39.0 51.0 34.0 46.0 84.0 100.0 10^4/μL 130.0 350.0

106 39.8 51.8 33.4 44.9 82.7 101.6 79.0 100.0 10^4/μL 131.0 362.0 130.0 369.0

110 40.4 51.9 34.3 45.2 83.0 101.0 80.0 101.0 10^4/μL 140.0 379.0

114 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 360.0

115 40.4 51.9 34.3 45.2 83.0 101.0 80.0 101.0 10^4/μL 140.0 379.0

128 39.4 52.4 34.9 45.0 86.0 102.0 85.0 102.0 10^4/μL 140.0 340.0

132 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 360.0

137 39.2 51.8 33.4 44.9 83.0 101.5 79.0 100.0 10^4/μL 140.0 360.0

ヘマトクリット MCV 血小板
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表Ⅱ‐２‐１‐７ 2019 年度 管理血球メーカー参考値 

 

 

表Ⅱ‐２‐１‐８ 2019 年度 サンプルＣ全体平均（±３ＳＤを１回除去後） 

 

 

表Ⅱ‐２‐１‐９ 2019 年度サンプルＣメーカー別平均（±３ＳＤを１回除去後） 

 

 

WBC RBC Hb Ht MCV PLT WBC RBC Hb Ht MCV PLT

単位 （×10^9/Ｌ） (×10^12/Ｌ） (g/dl) （%） (fl) （×10^9/Ｌ） （×10^9/Ｌ） (×10^12/Ｌ） (g/dl) （%） (fl) （×10^9/Ｌ）

sysmex  平均 3.4 2.27 5.4 16.8 73.8 87 7.5 4.30 11.6 34.9 81.0 255
XN-9000 3.4 2.25 5.3 16.8 74.4 87 7.4 4.29 11.5 35.4 82.5 255
XE-5000 3.7 2.31 5.4 17.2 74.6 91 7.9 4.38 11.6 36.1 82.4 248
XT-2000i 3.5 2.25 5.4 16.9 74.9 83 7.8 4.28 11.6 34.7 81.2 248
XP-300 3.4 2.28 5.4 16.5 72.2 90 7.7 4.29 11.6 33.9 79.0 275
Poch-100i 3.2 2.28 5.5 16.5 72.8 85 6.8 4.28 11.7 34.2 80.0 248
Ｂeckman 平均 3.6 2.29 5.5 17.1 74.4 86 7.3 4.27 11.3 35.6 83.6 239
DxH 3.6 2.30 5.4 17.6 76.6 84 7.2 4.25 11.3 36.4 85.8 234
LH　(GenS、LH、

STKS、MAXM、HmX)
3.6 2.28 5.5 16.5 72.2 88 7.4 4.28 11.3 34.8 81.3 244

ﾌｸﾀﾞ電子/堀場製作所

(PENTRA)

日本光電 3.7 2.23 5.5 18.5 83.0 101 7.4 4.28 11.5 40.4 94.5 290
シーメンス 3.4 2.35 5.6 16.6 70.6 82 6.8 4.34 11.6 33.7 78.8 230

メーカー名
Sample A Sample Ｂ

3.6 2.28 5.4 15.7 68.8 258102 7.4 4.26 11.4 32.7 77.0

全体平均　 *ＣＶ（％） 最大値 最小値

ＷＢＣ 6.00×10⁹(/Ｌ) 3.18 6.3×10⁹(/Ｌ) 5.5×10⁹(/Ｌ)

ＲＢＣ 4.35×１0¹²(/Ｌ) 1.27 4.50×１0¹²(/Ｌ) 4.23×１0¹²(/Ｌ)

ＨＧＢ 12.97（ｇ/ｄｌ） 1.13 13.2（ｇ/ｄｌ） 12.7（ｇ/ｄｌ）

ＨＣＴ 40.11（％） 1.94 42.0（％） 38.6（％）

ＭＣＶ 92.17（fl） 1.57 96.7（fl） 88.8（fl）

ＰＬＴ 177.06×10⁹(/Ｌ) 4.12 197.0×10⁹(/Ｌ) 164.0×10⁹(/Ｌ)

Ｎｅｕｔｒｏ 55.14（％） 5.04 65.1（％） 49.6（％）

Ｌｙｍｐｈｏ 32.72（％） 8.64 41.6（％） 26.7（％）

最大 最小 ＣＶ（％） 最大 最小 ＣＶ（％）

ＷＢＣ 6.3×10⁹(/Ｌ) 5.5×10⁹(/Ｌ) 3.22 6.1×10⁹(/Ｌ) 5.7×10⁹(/Ｌ) 2.55

ＲＢＣ 4.50×１0¹²(/Ｌ) 4.27×１0¹²(/Ｌ) 1.21 4.34×１0¹²(/Ｌ) 4.23×１0¹²(/Ｌ) 1.01

ＨＧＢ 13.2（ｇ/ｄｌ） 12.7（ｇ/ｄｌ） 1.07 12.9（ｇ/ｄｌ） 12.7（ｇ/ｄｌ） 0.59

ＨＣＴ 41.7（％） 38.6（％） 1.81 40.9（％） 39.0（％） 1.93

ＭＣＶ 94.5（fl） 88.8（fl） 1.4 94.5（fl） 90.3（fl） 1.82

ＰＬＴ 197.0×10⁹(/Ｌ) 165.0×10⁹(/Ｌ) 4.12 176.0×10⁹(/Ｌ) 164.0×10⁹(/Ｌ) 2.79

Ｎｅｕｔｒｏ 65.1（％） 49.6（％） 5.32 58.7（％） 56.0（％） 2.20

Ｌｙｍｐｈｏ 39.3（％） 22.9（％） 8.23 29.2（％） 26.7（％） 4.08

シスメックス ベックマン
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図Ⅱ-2-1-2 2019 年度 サンプルＣ 施設報告値①   X 軸は施設 No. 

 

図Ⅱ-2-1-3 2019 年度 サンプルＣ 施設報告値②   X 軸は施設 No. 

 
図Ⅱ-2-1-4 2019 年度 サンプルＣ 施設報告値③   X 軸は施設 No. 

 

図Ⅱ-2-1-5 2019 年度 サンプルＣ 施設報告値④   X 軸は施設 No. 
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図Ⅱ-2-1-6 2019 年度 サンプルＣ 施設報告値⑤   X 軸は施設 No. 

 

図Ⅱ-2-1-7 2019 年度 サンプルＣ 施設報告値⑥   X 軸は施設 No. 

 
図Ⅱ-2-1-8 2019 年度 サンプルＣ 施設報告値⑦   X 軸は施設 No. 

 

図Ⅱ-2-1-9 平成 28 年度 サンプルＣ 施設報告値⑧   X 軸は施設 No. 
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表Ⅱ－２－２－２  2019 年度凝固検査全体集計 試料①②③④  

 

±3SD 以上を 1 度除去 
 

表Ⅱ-２－２－３ 2019 年度凝固検査 ドライ法採用施設集計 試料②③  

 

INR SDI 秒 SDI mg/dl SDI INR SDI 秒 SDI mg/dl SDI INR SDI 秒 SDI mg/dl SDI mg/dl SDI

1 1.10 0.63 29.0 0.24 231 -0.76 0.92 0.16 30.1 2.07 323 0.42 2.41 -0.50 44.7 0.62 345 -0.05 740 0.58

2 0.98 -1.61 27.2 -0.98 280 2.48 0.85 -1.14 28.4 1.03 341 1.68 2.84 0.83 42.3 0.08 394 2.06 882 2.20

5 1.04 -0.49 30.1 0.98 233 -0.63 0.93 0.35 27.9 0.72 324 0.49 2.23 -1.06 41.2 -0.16 339 -0.31 711 0.25

7 1.05 -0.30 29.8 0.78 237 -0.36 0.86 -0.96 24.5 -1.35 324 0.49 2.34 -0.72 42.8 0.19 339 -0.31 689 -0.01

14 1.00 -1.23 27.3 -0.91 0.82 -1.70 27.0 0.17 3.72 3.57 35.7 -1.38

16 1.04 -0.49 29.2 0.37 0.92 0.16 29.7 1.82 2.64 0.21 51.3 2.08

18 1.04 -0.49 28.5 -0.10 252 0.63 0.87 -0.77 27.1 0.24 334 1.19 2.34 -0.72 39.1 -0.63 358 0.51 767 0.89

19 1.06 -0.11 32.4 2.54 0.86 -0.96 27.2 0.30 2.44 -0.41 49.0 1.57

20 0.98 -1.61 27.6 -0.71 268 1.69 0.86 -0.96 28.3 0.97 314 -0.21 2.77 0.62 43.9 0.44 383 1.59 786 1.10

22 1.04 -0.49 28.2 -0.30 230 -0.83 0.88 -0.58 27.2 0.30 303 -0.97 2.39 -0.56 39.6 -0.52 310 -1.55 650 -0.45

24 1.09 0.45 26.2 -1.66 280 2.48 0.91 -0.03 24.5 -1.35 333 1.12 2.24 -1.03 36.8 -1.14 388 1.80 809 1.37

27 1.05 -0.30 28.2 -0.30 245 0.17 0.89 -0.40 27.5 0.48 301 -1.11 2.25 -1.00 39.8 -0.47 341 -0.22 690 0.01

30 1.09 0.45 28.5 -0.10 233 -0.63 0.91 -0.03 27.3 0.36 321 0.28 2.43 -0.44 39.4 -0.56 332 -0.61 677 -0.14

35 1.12 1.01 27.2 -0.98 239 -0.23 0.93 0.35 25.5 -0.74 309 -0.56 2.60 0.09 38.2 -0.83 338 -0.35 672 -0.20

36 1.06 -0.11 29.2 0.37 227 -1.02 0.89 -0.40 27.9 0.72 311 -0.42 2.30 -0.84 40.5 -0.32 338 -0.35 692 0.03

37 0.92 -2.73 31.7 2.07 254 0.76 0.92 0.16 26.4 -0.19 319 0.14 2.46 -0.35 46.8 1.08 340 -0.26 489 -2.29

39 0.98 -1.61 26.1 -1.73 258 1.02 0.85 -1.14 24.6 -1.29 321 0.28 2.74 0.52 36.7 -1.16 382 1.54 845 1.78

43 1.20 2.50 31.2 1.73 217 -1.69 1.06 2.76 26.3 -0.25 290 -1.88 2.64 0.21 44.7 0.62 334 -0.52 775 0.98

45 1.09 0.45 26.2 -1.66 0.92 0.16 27.6 0.54 4.48 5.93 36.6 -1.18

46 1.07 0.07 28.6 -0.03 0.88 -0.58 26.9 0.11 2.39 -0.56 39.7 -0.49

49 1.12 1.01 27.8 -0.57 225 -1.16 0.91 -0.03 26.4 -0.19 290 -1.88 2.52 -0.16 38.0 -0.87 293 -2.28 581 -1.24

50 1.09 0.45 26.6 -1.39 235 -0.50 0.92 0.16 25.5 -0.74 332 1.05 2.50 -0.22 38.6 -0.74 352 0.25 701 0.13

52 1.12 1.01 1.03 2.21 2.80 0.71

53 1.11 0.82 29.2 0.37 236 -0.43 0.96 0.90 27.7 0.60 306 -0.76 2.59 0.06 40.0 -0.43 318 -1.21 629 -0.69

56 1.04 -0.49 28.0 -0.44 232 -0.69 0.87 -0.77 26.8 0.05 322 0.35 2.33 -0.75 39.0 -0.65 347 0.04 738 0.55

58 1.11 0.82 29.7 0.71 230 -0.83 0.90 -0.21 24.7 -1.23 303 -0.97 2.51 -0.19 42.7 0.17 324 -0.95 667 -0.26

84 1.09 0.45 30.1 0.98 243 0.03 0.93 0.35 26.6 -0.07 310 -0.49 2.52 -0.16 45.5 0.79 344 -0.09 598 -1.05

88 1.12 1.01 29.0 0.24 257 0.96 1.03 2.21 28.8 1.27 346 2.02 2.80 0.71 52.4 2.32 378 1.37 560 -1.48

103 1.00 -1.23 0.89 -0.40 3.64 3.32

104 1.05 -0.30 29.8 0.78 0.92 0.16 26.9 0.11 2.52 -0.16 45.6 0.81

106 1.07 0.07 27.9 -0.51 241 -0.10 0.86 -0.96 25.4 -0.80 307 -0.69 2.46 -0.35 38.4 -0.78 335 -0.48 662 -0.31

110 1.14 1.38 27.3 -0.91 234 -0.56 0.95 0.72 24.7 -1.23 305 -0.83 2.61 0.12 37.1 -1.07 331 -0.65 695 0.06

114 1.08 0.26 28.4 -0.17 240 -0.17 0.89 -0.40 23.2 -2.15 324 0.49 2.42 -0.47 40.0 -0.43 341 -0.22 736 0.53

115 1.04 -0.49 29.1 0.31 238 -0.30 0.89 -0.40 27.1 0.24 306 -0.76 2.55 -0.07 45.0 0.68 339 -0.31 620 -0.79

127 1.08 0.26 29.4 0.51 243 0.03 0.90 -0.21 23.6 -1.90 315 -0.14 2.27 -0.94 41.6 -0.07 356 0.43 695 0.06

137 1.12 1.01 29.3 0.44 252 0.63 1.03 2.21 29.0 1.39 341 1.68 2.80 0.71 52.8 2.41 372 1.11 550 -1.59

N 36 36 34 34 28 28 36 36 34 34 28 28 36 36 34 34 28 28 28 28
平均 1.07 28.6 243 0.91 26.7 317 2.57 41.9 346 690

SD 0.05 1.48 15.1 0.05 1.64 14.34 0.32 4.51 23.25 87.47

CV 5.03 5.15 6.24 5.90 6.13 4.53 12.51 10.75 6.72 12.69

MIN 0.92 26.1 217 0.82 23.2 290 2.23 35.7 293 489

MAX 1.20 32.4 280 1.06 30.1 346 4.48 52.8 394 882

施設

番号 Fib PT APTT Fib Fib

試料① 試料② 試料③ 試料④

PT APTT Fib PT APTT

施設番号 INR SDI INR SDI

14 0.82 -0.02 3.72 0.03

45 0.92 0.11 4.48 0.56

103 0.89 0.11 3.64 0.45

N 3 3 3 3

メーカー参考値 0.88 3.92

SD 0.07 0.29

コンセンサスCV 7.50 7.50

PT PT
試料② 試料③
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図Ⅱ－２－２－３ 各項目 試薬別サーベイ結果散布図 

試薬別 PT－INR SDI 

 
試薬別 APTT SDI 

 
試薬別フィブリノゲン SDI 

 

-6.00

-4.00

-2.00

0.00

2.00

4.00

6.00

-6.00 -4.00 -2.00 0.00 2.00 4.00 6.00

試
料
3

試料2

トロンボレルS

トロンボチェックPT

コアグピア PT-N

ドライヘマト PT

-4.00

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

-4.00-3.00-2.00-1.000.00 1.00 2.00 3.00 4.00

試
料
3

試料2

トロンボチェック APTT-SLA
データファイAPTT
トロンボチェック APTT
アクチンＦＳＬ

ドライヘマト APTT

-4.00

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

-4.00-3.00-2.00-1.000.00 1.00 2.00 3.00 4.00

試
料
4

試料2

トロンボチェック・Fib（L)

データファイ フィブリノゲ
ン
トロンボチェック・Fib

コアグピア Fbg

117



図Ⅱ－２－３－３ 2019 年度 血液像フォトシート 
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図Ⅱ－２－３－４ 2019 年度 血液像サーベイ 細胞結果 
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表Ⅱ－２－３－１ 2019 年度 血液像サーベイ 全施設細胞分類結果 

コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称 コード 名称

施設No 設問12／名称

1 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

2 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

5 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

7 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

14 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

18 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

19 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

20 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

22 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

24 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

27 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

28 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

30 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細065 腫瘍性（異常703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

35 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

36 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

37 114 有棘赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 20/21 20 A

39 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

42 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 009 幼若好塩基006 好中球分葉051 単球 001 骨髄芽球 004 後骨髄球 005 好中球桿状061 リンパ球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 18/21 18 B

43 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

45 110 破砕赤血球120 パッペンハイ111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 001 骨髄芽球 003 骨髄球 004 後骨髄球 063 反応性（異型101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 005 好中球桿状006 好中球分節191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 14/21 14 C

46 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

47 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状065 腫瘍性（異常101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 005 好中球桿状018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 19/21 19 A

48 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 001 骨髄芽球 004 後骨髄球 005 好中球桿状065 腫瘍性（異常101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 19/21 19 B

49 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

50 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

53 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 063 反応性（異型006 好中球分葉051 単球 002 前骨髄球 004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 19/21 19 B

56 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

58 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 053 単芽球 004 後骨髄球 005 好中球桿状063 反応性（異型101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 19/21 19 B

60 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球001 骨髄芽球 065 腫瘍性（異常006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 19/21 19 B

84 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

88 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

95 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 002 前骨髄球 004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 20/21 20 A

104 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

106 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

110 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭065 腫瘍性（異常017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 20/21 20 A

114 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

115 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

127 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

128 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉065 腫瘍性（異常063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細065 腫瘍性（異常703 形質細胞骨713 成人T細胞 20/21 20 A

132 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 002 前骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 21/21 21 A

正答 110 破砕赤血球119 ハウエル・ジ 111 球状赤血球132 赤血球寒冷116 涙滴赤血球061 リンパ球 003 骨髄球 006 好中球分葉051 単球 063 反応性（異型004 後骨髄球 005 好中球桿状001 骨髄芽球 101 赤芽球 131 赤血球連銭064 形質細胞 017 顆粒球系細018 顆粒球系細191 ATL細胞 703 形質細胞骨713 成人T細胞 /21

　決定的な誤判定 AVERAGE 20.6 -2SD 18.9

　誤判定 SD 0.8 -3SD 18.1
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設問1／名称 設問17／名称

設問20 設問21

正解率

設問20／名称 設問21／名称

設問4 設問5 設問6 設問7 設問19設問8 設問9 設問10 設問11
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Ⅱ‐４ 関係資料 

表Ⅱ‐４‐１ 2019 年度 参加施設測定条件 （ＣＢＣ 機器/管理血球） 

 

施設番号 測定装置 メーカー名 管理血球

1 コールターLH700シリーズ, コールターLH780 コールター 5C,Retic-C

2 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス XN-CHECK

5 XE-2100, 2100L, 2100D, 5000 シスメックス e-Chek

7 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス XN CHECK

10 pocH-100i, 100iV, 80i シスメックス
14 XT-2000i, 1800i, 4000i シスメックス e-CHECK

16 XT-2000i, 1800i, 4000i シスメックス
18 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス XN CHECK

19 KX-21, 21N, 21NV シスメックス エイトチェックー3WP　TypeD

20 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス XN CHECK

22 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス XN CHECK（シスメックス）

24 アドヴィア 120, 2120, 2120i シーメンス 3-in-1 TESTpoint

26 PENTRA 60(LC-5000), PENTRA 80(LC-5501J), PENTRA
XL80(LC-5601J), Pentra MS CRP, Pentra XLR

堀場 TROL20A、TROL20N

27 XT-2000i, 1800i, 4000i シスメックス e-CHECK(Type GS plus XT-
4000i/2000i用)

28 XS-1000i, 800i, 500i シスメックス E-check

30 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス XN CHECK

35 XT-2000i, 1800i, 4000i シスメックス e-CHECK

36 XE-2100, 2100L, 2100D, 5000 シスメックス e-check(XE)　typeG

37 XE-2100, 2100L, 2100D, 5000 シスメックス e-CHECK TypeB

39 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス XN　CHECK

42 XT-2000i, 1800i, 4000i シスメックス e-CHECK

43 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス XN CHECK

45 コールターHmX, コールターLH500 コールター 5ｃコントロール血球

46 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス L1-2 XNCHECK

47 XT-2000i, 1800i, 4000i シスメックス ｅ－チェックタイプGプラス

48 KX-21, 21N, 21NV シスメックス エイトチェック　3WP

49 XT-2000i, 1800i, 4000i シスメックス e-CHECK

50 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス XN CHECK

51 AcTdiff コールター COULTER 4C-ES Cell
Contorol

52 KX-21, 21N, 21NV シスメックス ｴｲﾄﾁｪｯｸ3WP

53 XT-2000i, 1800i, 4000i シスメックス e-CHECK Type B plus

54 KX-21, 21N, 21NV シスメックス エイトチェック

55 LC-667CRP, LC-687CRP, LC-767CRP, LC-787CRP, LC-
660, LC-661, LC-710

堀場 ＬＣ－ＴＲＯＬ　ＣＲＰ

56 XE-2100, 2100L, 2100D, 5000 シスメックス e-CHECK

58 ユニセルDxH600, ユニセルDxH800, ユニセルDxH900 コールター COULTER 6C Cell Control

59 XN-350, 450, 550, 330 シスメックス XN-L 　CHECK

60 KX-21, 21N, 21NV シスメックス エイトチェック－３ＷＰ　TypeＤ

84 XE-2100, 2100L, 2100D, 5000 シスメックス Ｅチェック

88 XE-2100, 2100L, 2100D, 5000 シスメックス e-check

95 ユニセルDxH600, ユニセルDxH800, ユニセルDxH900 コールター 6Cｾﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ・Retic-Xｾﾙｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ・ﾚｲﾄﾛﾝCP-Xｺﾝﾄﾛｰﾙ

103 XT-2000i, 1800i, 4000i シスメックス e-CHECK

104 XT-2000i, 1800i, 4000i シスメックス Eチェック

105 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス シスメックス株式会社制度管理
用コントロール血液XNcheck

106 XN-1000, 1500, 2000, 3000, 3100, 9000, 9100 シスメックス XN CHECK

110 XE-2100, 2100L, 2100D, 5000 シスメックス e-CHECK

114 ユニセルDxH600, ユニセルDxH800, ユニセルDxH900 コールター 6C cell control

115 XT-2000i, 1800i, 4000i シスメックス Ｅチェック

128 XS-1000i, 800i, 500i シスメックス e-check(xs)

132 PENTRA 60(LC-5000), PENTRA 80(LC-5501J), PENTRA
XL80(LC-5601J), Pentra MS CRP, Pentra XLR

堀場 TROL20N、TROL20A

137 XS-1000i, 800i, 500i シスメックス E-check
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表Ⅱ－４－２  2019 年度 PT-ISI 値 管理血漿 標準血漿 

 

APTT
ISI設定

1.メーカー

2.自施設

3.未回答

1 1.08 1 コアグトロールⅠX・ⅡX コアグトロールN コアグトロールⅠX・ⅡX コアグトロールⅠX・ⅡX
コアグトロールN（シス

メックス）

2 1.07 1 コアグトロール1X、2X コアグトロールN コアグトロール1X、2X コアグトロール1X、2X
コアグトロールN（シス

メックス）

5 1.38 1 コアグトロールⅠX・ⅡX コアグトロールN コアグトロールⅠX・ⅡX コアグトロールⅠX・ⅡX
コアグトロールN（シス

メックス）

7 1.04 1 コアグトロールⅠX　ⅡX
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
コアグトロールⅠX　ⅡX コアグトロールⅠX　ⅡX

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

14 1.73 1
ドライヘマト血液凝固コント

ロール血漿レベル２
使用していない

ドライヘマト血液凝固コント
ロール血漿レベル２

16 未回答 3 未回答 未回答 未回答

18 1.02 1 コアグトロール1X2X コアグトロールN コアグトロール1X2X コアグトロール1X2X
コアグトロールN（シス

メックス）

19 1.06 1 サイトロールレベルⅠ・Ⅱ
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
サイトロールレベルⅠ・Ⅱ

20 1.04 1 コアグトロールⅠX・ⅡX コアグトロールN コアグトロールⅠX・ⅡX コアグトロールⅠX・ⅡX
コアグトロールN（シス

メックス）

22 1.04 1
コアグトロールⅠX・ⅡX（シ

スメックス）

血液凝固試験用標
準ヒト血漿（シスメッ

クス）

コアグトロールⅠX・ⅡX（シ
スメックス）

コアグトロールⅠX・ⅡX（シ
スメックス）

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

24 1.03 1 コアグトロールⅠX、ⅡX コアグトロールN コアグトロールⅠX、ⅡX コアグトロールⅠX、ⅡX
コアグトロールN（シス

メックス）

27 1.07 1 コアグトロールⅠⅩ、ⅡⅩ
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
コアグトロールⅠⅩ、ⅡⅩ コアグトロールⅠⅩ、ⅡⅩ

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

30 1.04 1 コアグトロール SHP コアグトロール コアグトロールN
血液凝固試験用標準ヒト

血漿（シスメックス）

35 1.06 1 コアグトロール
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
コアグトロール コアグトロール

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

36 1.05 2 コアグトロールⅠX、ⅡX
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
コアグトロールⅠX,ⅡX コアグトロールⅠX,ⅡX

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

37 1.40 1 サイトロールレベル1，2 ヒト標準管理血漿 サイトロールレベル1，2 サイトロールレベル1，2

フィブリノゲン標準血漿
（シスメックス）　【注】

データファイ・フィブリノゲ
ンキット内STD

39 1.04 1 コアグトロールⅠX・ⅡX コアグトロールN コアグトロールⅠX・ⅡX コアグトロールⅠX・ⅡX
コアグトロールN（シス

メックス）

43 1.38 1 コアグトロールIX・IIX
血液凝固試験用ヒト

標準血漿
コアグトロールIX・IIX コアグトロールIX・IIX

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

45 1.73 1 使用していない 使用していない 使用していない

46 1.06 1 ﾃﾞｲﾄﾞｻｲﾄﾛｰﾙ
凝固検査用標準ﾋﾄ

血漿
ﾃﾞｲﾄﾞｻｲﾄﾛｰﾙ

49 1.07 1 コアグトロールⅠX・ⅡX
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
コアグトロールⅠX・ⅡX コアグトロールⅠX・ⅡX

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

50 1.05 1 コアグトロールⅨ・ⅡX
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
コアグトロールⅨ・ⅡX コアグトロールⅨ・ⅡX

コアグトロールN（シス
メックス）

52 1.08 1 ｻｲﾄﾛｰﾙ ﾋﾄ標準血漿

53 1.38 1 コアグトロールⅠⅩ、ⅡⅩ コアグトロール　N
コアグトロール　ⅠⅩ　、

ⅡⅩ
コアグトロール　ⅠⅩ　、

ⅡⅩ
コアグトロールN（シス

メックス）

56 1.04 1 コアグトロールⅠX・ⅡX
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
コアグトロールⅠX・ⅡX コアグトロールⅠX・ⅡX

コアグトロールN（シス
メックス）

58 1.05 1 サイトロール Level 1・2
血液凝固試験用　標

準ヒト血漿
サイトロール Level 1・2 サイトロール Level 1・2

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

84 1.07 1 サイトロール
血液凝固試薬用標

準ヒト血漿
サイトロール サイトロール

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

88 1.08 1 デイド　サイトロール
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
デイド　サイトロール デイド　サイトロール

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

103 1.73 1
ドライへマト　血液凝固コン

トロール　レベル1
使用していない

104 1.08 1 サイトロール
血液凝固試薬用標

準ヒト血漿
サイトロール

106 1.07 1 コアグトロールⅠX　ⅡX
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
コアグトロールⅠX　ⅡX コアグトロールⅠX　ⅡX

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

110 1.07 1 コアグトロールⅠX・ⅡX
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
コアグトロールⅠX・ⅡX コアグトロールⅠX・ⅡX

コアグトロールN（シス
メックス）

114 1.07 1 デイドサイトロール
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
デイドサイトロール デイドサイトロール

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

115 1.38 1 コアグトロールⅠＸ・ⅡＸ コアグトロールＮ コアグトロールⅠＸ・ⅡＸ コアグトロールⅠＸ・ⅡＸ
コアグトロールN（シス

メックス）

127 1.01 1 コアグトロールIX，IIX
血液凝固試験用標

準ヒト血漿
コアグトロールIX，IIX コアグトロールIX，IIX

血液凝固試験用標準ヒト
血漿（シスメックス）

137 1.08 1 ｻｲﾄﾛｰﾙ ﾋﾄ標準血漿 ｻｲﾄﾛｰﾙ ｻｲﾄﾛｰﾙ
血液凝固試験用標準ヒト

血漿（シスメックス）

フィブリノゲン

管理血漿 標準血漿

PT

施

設

番

号
管理血漿 標準血漿

ISI値
数値

管理血漿
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表Ⅱ－４－３ 2019 年度 フォトサーベイ関連コード 

 

【フォトサーベイ関連コード：細胞】

001  骨髄芽球 101  赤芽球 151  巨核球

002  前骨髄球 102  赤芽球分裂像 152  微小巨核球

003  骨髄球 103  赤血球大小不同 153  分離多核巨核球

004  後骨髄球 104  二相性（不同色素性） 154  血小板

005  好中球桿状核球 105  正常赤血球 155  大型血小板

006  好中球分葉核球 106  多染性赤血球 156  巨大血小板

007  幼若好酸球 107  標的赤血球 157  EDTA依存性血小板凝集

008  成熟好酸球 108  菲薄赤血球 158  血液凝固による血小板凝集

009  幼若好塩基球 109  楕円赤血球

010  成熟好塩基球 110  破砕赤血球

011  顆粒球分裂像 111  球状赤血球 181  破骨細胞

012  巨大後骨髄球 112  口唇状赤血球 182  脂肪細胞

***  顆粒球系細胞異常 113  鎌状赤血球 183  血球貪食細胞

013  ***　巨大桿状好中球 114  有棘赤血球 184  ゴーシェ細胞

014  ***　過分葉核好中球 115  うに状赤血球 185  ニーマン・ピック細胞

015  ***　ｱｳｴﾙ小体を有する骨髄芽球 116  涙滴赤血球 186  青藍組織球

016  ***　ﾌｧｺﾞｯﾄ細胞 117  網赤血球 187  泡沫細胞

017  ***　顆粒消失を伴う好中球 118  有核赤血球 188  ヘアリー細胞

018  ***　偽ﾍﾟﾙｹﾞﾙ核異常を伴う好中球 119  ハウエル・ジョリー小体 189  セザリー細胞

019  ***　中毒性顆粒を伴う好中球 120  パッペンハイマー小体 190  フォリキュラー細胞

020  ***　ﾃﾞｰﾚ小体（様封入体）を伴う好中球 121  ハインツ小体 191  ATL細胞

122  好塩基性斑点 192  アポトーシス細胞

123  カボット環

051  単球 124  シュフナー斑点

052  前単球 125  熱帯熱マラリア原虫寄生赤血球

053  単芽球 126  三日熱マラリア原虫寄生赤血球

127  四日熱マラリア原虫寄生赤血球

128  卵形マラリア原虫寄生赤血球

061  リンパ球 129  鉄芽球

062  顆粒リンパ球 130  環状鉄芽球

063  反応性（異型）リンパ球 131  赤血球連銭形成

064  形質細胞 132  赤血球寒冷凝集

065  腫瘍性（異常）リンパ球

Ⅲ リンパ球系

Ⅱ 単球系

Ⅵ その他

Ⅰ 顆粒球系 Ⅳ 赤血球系 Ⅴ 血小板系
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【フォトサーベイ関連コード：疾患】

201  急性骨髄性白血病最未分化型 701  B細胞前リンパ球性白血病

202  急性骨髄性白血病未分化型 702  慢性リンパ性白血病

203  急性骨髄性白血病分化型 703  形質細胞骨髄腫：多発性骨髄腫

204  急性前骨髄性白血病 704  濾胞性リンパ腫

205  急性骨髄単球性白血病 705  マントル細胞リンパ腫

206  急性単球性白血病（分化型及び未分化型) 706  バーキットリンパ腫

207  急性赤白血病（分化型及び未分化型） 707  有毛細胞白血病

208  急性巨核芽球性白血病 708  原発性マクログロブリン血症

209  骨髄線維症を伴う急性汎骨髄症

210  Down症候群関連、一過性異常骨髄造血

211  Down症候群関連骨髄性白血病 711  T細胞前リンパ球性白血病

212 Bリンパ芽球性白血病/リンパ腫 712  T細胞大顆粒リンパ球性白血病

213 Tリンパ芽球性白血病/リンパ腫 713  成人T細胞白血病/リンパ腫

714  セザリ—症候群

301  慢性骨髄性白血病

302  慢性好中球性白血病 721  ホジキンリンパ腫

303  真性赤血球増加症

304  原発性骨髄線維症

305  本態性血小板血症 801  赤芽球癆

802  ヒトパルボウイルスB１９感染症

803  エバンス症候群

401  肥満細胞性白血病 804  サラセミア（地中海性貧血）

805  鉄欠乏性貧血

806  巨赤芽球性貧血

502  単一血球系統の異形成を伴う不応性血球減少症　不応性貧血 807  再生不良性貧血

503  単一血球系統の異形成を伴う不応性血球減少症　不応性好中球減少症 808  発作性夜間ヘモグロビン尿症

504  単一血球系統の異形成を伴う不応性血球減少症　血小板減少症 809  赤血球酵素異常症

505  環状鉄芽球を伴う不応性貧血 810  自己免疫性溶血性貧血

506  多血球系異形成を伴う不応性血球減少症 811  赤血球破砕症候群

507  芽球増加を伴う不応性貧血１及び２

508  ５ｑ－症候群

509  分類不能型骨髄異形成症候群 901  骨髄癌腫症

902  血球貪食症候群

903  メイ・ヘグリン異常症

601  慢性骨髄単球性白血病 904  特発性血小板減少性紫斑病

602  BCR-ABL１陰性非定型慢性骨髄性白血病 905  血栓性血小板減少性紫斑病

603  若年性骨髄単球性白血病 906  ベロナール・スーリエ症候群

907  溶血性尿毒症症候群

Ⅹ その他

Ⅴ 骨髄異形成/骨髄増殖性腫瘍

Ⅱ 骨髄増殖性腫瘍

Ⅷ ホジキンリンパ腫

Ⅸ 赤血球系疾患

Ⅲ 肥満細胞症

Ⅳ 骨髄異形成症候群

Ⅶ 成熟T細胞腫瘍

Ⅰ 急性骨髄系腫瘍および関連前駆細胞腫瘍 Ⅵ 成熟B細胞腫瘍
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表Ⅱ－４－４ 2019 年度 血液像回答用紙 

 

 

2019年度　血液像回答用紙 施設№； 施設名；

設問１ 設問２ 設問３ 設問４

　 　 　

設問５ 設問６ 設問７ 設問８

　 　 　 　

設問９ 設問１０ 設問１１ 設問１２

　 　 　 　

設問１３ 設問１４ 設問１５ 設問１６

　 　 　 　

設問１７ 設問１８ 設問１９ 設問２０

　 　 　 　

設問２１

　

＜設問＞　全て末梢血液像、メイ・ギムザ染色標本です。

設問1～5  ；No.1～No.5に該当する赤血球所見を選択して下さい。

設問6～14 ；No.6～No.14の細胞分類を行い、該当する細胞を選択して下さい。

設問15    ；No.15に該当する赤血球所見を選択して下さい。　　

設問16　　；No.16の細胞分類を行い、該当する細胞を選択してください。

　　　    　

設問17、18；No.17、No.18の細胞分類を行い、該当する細胞を選択して下さい。　　

　　　　　　また、細胞所見が見られる場合は該当する所見を含んだ回答を選択してください。

設問19    ；No.19に該当する細胞所見を選択して下さい。

設問20　  ；No.15、No.16は同一患者です。

　　　　　  No.15、No.16の細胞と以下の検査結果を参考にして、最も考えられる疾患名を選択して下さい。

　　　　　　症例 ：41歳　男性

　　　　　　検査結果 ：HT 33.8%, Hb 11.9g/dl, RBC 3.77×10¹²/L, PLT 226×109/L,  WBC 6.2×10⁹/L,

                       TP 10.7g/dL,  ALB 3.2g/dL,  IgG 5595mg/dL,  IgA 19mg/dL,  IgM 11mg/dL,  κ/λ 300.00    

設問21    ；No.19の細胞と以下の検査結果を参考にして、最も考えられる疾患名を選択して下さい。

　　　　　　検査結果 ：HT 42.2%,  HB 14.2g/dl,  RBC 4.69×10¹²/L,  PLT 145×109/L,  WBC 10.2×109/L

　　　　　　　　　　　 Ca 20.2mg/dL,  LDH 1688U/L,  sIL-2R 110000U/mL,  抗HTLV-1抗体 陽性
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2019年度　血液像アンケート回答用紙 施設№； 施設名；

正しい血液像分類のためには良好な染色標本が必要です。

添付している末梢血塗抹標本を1枚、貴施設の染色方法で染色して頂き、ご返却ください。

アンケート1 アンケート2

　

アンケート3

＜設問＞

アンケート1  ；貴施設における末梢血染色方法の現在の状況を選択してください。

               1001　用手法のみ

               1002　機械法のみ

               1003　用手法と機械法の併用

               1004　不参加

  アンケート2  ；添付した末梢血塗抹標本を染色した方法を選択してください。

               1011　用手法 (上乗せ法)

               1012　用手法 (浸漬法)

               1013  機械法

               1014  不参加

 アンケート3  ；末梢血塗抹標本を染色された際の染色工程と各工程の時間を記入してください。
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図Ⅱ‐４‐１ 過去 10 年間におけるサンプルＣ各項目のＣＶ値推移 

 

  
                                         

 

                               

  

  

*27 年度の評価より一部コンセンサスＣＶを採用して
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図Ⅱ－４－２ 各項目サーベイＣＶ値の推移  
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Ⅲ 血 清 検 査 
 
Ⅲ-1 要 約 
 

 2019 年度の血清検査部門精度管理事業は、昨年と同様に各施設のデータの把握と施設間

差是正を目的として実施した。参加施設は昨年より 1施設減って、のべ 52 施設であっ

た。 

 項目は、ＣＲＰ・ＨＢｓ抗原・ＨＣＶ抗体・ＴＰ抗体・ＰＳＡ（前立腺特異抗原）の 5

項目を実施した。 

 試料は、ＣＲＰについては、市販のコントロール血清 2濃度を使用した。感染症 3項目

については、昨年度と同じく、データ共有化管理試料（日臨技）ＡＣＣＵＲＵＮシリーズ

Ｉｎｆｅｃｔｒｏｌを使用した。今年度は濃度を変更しＢ・Eの 2濃度を使用した。ＰＳ

Ａについてはプール血清と市販コントロール血清高濃度域１濃度を使用した。また昨年と

同様に、使用している測定機器・試薬メーカー名・基準値・カットオフ値・グレーゾーン

（判定保留域）・ロットナンバーを記載する方針であった。 

 試料別評価方法については、表Ⅲ-1（2019）に示した。 

CRP について目標値は平均値とした。また市販の管理血清については、昨年同様、生化

学と共用試料として使用した。今年度は全血専用機とドライケミストリー法使用施設は評

価対象外とした。感染症項目については、濃度を変更し、1濃度は陽性、もう１濃度は陰

性であることをＡ評価の条件とした。ＰＳＡについては日臨技に倣い機種別の評価とし

た。 

 

表Ⅲ-1（2019） 

項目 試料 NO 目標値 A 評価 B 評価 C 評価 

CRP Ⅰ 1.15 ±10％未満 ±10～15％ ±15％以上 

  Ⅱ 3.87 ±10％未満 ±10～15％ ±15％以上 

HBＳ抗原 Ａ ＋ ＋   目標値以外 

 Ｂ ― ―  目標値以外 

HCV 抗体 Ａ ＋ ＋   目標値以外 

 Ｂ ― ―  目標値以外 

TP 抗体 Ａ ＋ ＋   目標値以外 

 Ｂ ― ―  目標値以外 

ＰＳＡ Ｐ 機器別 ±10％未満 ±10～15％ ±15％以上 

 Ⅲ 機器別 ±10％未満 ±10～15％ ±15％以上 
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Ⅲ-2-1 CRP 
 

今年度の参加施設は 51 施設（昨年同）であり、測定法はラテックス比濁法 50 施設、ドライケミス

トリー1 施設であった。試薬別ではニットーボー15 施設（28％）、富士フイルム和光純薬 14 施設

（26％）、栄研化学 8 施設（15％）、デンカ生研 5 施設（8％）、積水化学 4 施設（9％）、ベックマンコ

ールター3 施設（6％）、堀場製作所 1 施設（2％）、アークレイ 1 施設（2％）であった（図Ⅲ-2-1-1

（2019））。 

 

 

 

評価は No.55 全血仕様ラテックス比濁法と No.59 ドライケミストリーは評価対象外とした。2 施設

の使用機器は測定原理・測定対象試料が他施設と異なる。またそれぞれ 1 施設のみの使用であり

専用機器のため、他と比較検討することができないことによる。評価用平均値は試料Ⅰ 1.15・試料

Ⅱ 3.87、標準偏差は試料Ⅰ 0.04・試料Ⅱ 0.08 であり、評価は試料Ⅰ 1.03～1.27、試料Ⅱ 3.48

～4.26 を A 評価とした。評価対象の 49 施設すべての施設が A 評価となり良好な結果であった。

また C.V は全施設統計では 3.64 となり、昨年の 2.73 よりやや上昇した。評価対象施設のみの C.V

は 2.07 となり、収束がみられた。(図Ⅲ-2-1-2（2019）) 
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図�-2-1-1（2019） 
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各施設の測定結果、ツインプロットおよび試薬別プロットを表Ⅲ-2-1-1（2019）、表Ⅲ-2-1-2

（2019）、図Ⅲ-2-1-3（2019）、図Ⅲ-2-1-4（2019）に示す。また、測定結果表には参考として SDI も

併記したので参考にしていただきたい。 

 

（文責 大濱 真伸・（瀧井さち子補）） 
    
 
Ⅲ-２-２ HBs 抗原 
 

2019年度の参加施設は 43施設であり、自動分析機器による方法での参加は 31施設、用 
手法での参加は 12施設であった。試料はデータ共有化管理試料（日臨技）ＡＣＣＵＲＵＮ
シリーズＩｎｆｅｃｔｒｏｌを使用した。試料Ａには濃度 B を、試料Ｂには濃度 E を用い

た。評価は、試料Ａが陽性・試料Ｂが陰性であることが A評価、どちらか一方の試料に関し

て判定が異なればＣ評価となる。 

 
１ 自動分析機器による方法 
 昨年より２施設少ない 31 施設の参加で、使用機器別の内訳は、ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ（Ｃ 

ＬＩＡ法）昨年 16施設から 12施設、ルミパルス（ＣＬＥＩＡ法）昨年 10施設から 11施 
設、ＨＩＳＣＬ（ＣＬＥＩＡ法）5施設、ｃｏｂａｓ（ＥＣＬＩＡ法）昨年１施設から 2施 
設へ、ＴＯＳＯＨ ＡＩＡ－900（ＩＥＭＡ法）が１施設であった。（図Ⅲ-2-2-1（2019））
各施設の定量値や定性値とＩｎｆｅｃｔｒｏｌ参考値と比較したが外れ値は認めなかっ 
た。判定は試料 A・B ともに全施設一致で A 評価であった。（表Ⅲ-2-2-1（2019））参考に
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HBｓ抗原定量値の試薬別プロットを記載する。（図Ⅲ-2-2-2（2019）） 
なお今年度より JAMT-QCを利用した登録となっており、設定の不具合や、操作不慣れ 
によるものなどの定量値、カットオフ値などの未記入が散見した。来年度はこのような不具

合を解消できる設定にしていきたい。 
 

 
 
 
２ 用手法 
昨年より 1施設少ない 12施設の参加で、全ての施設がイムノクロマト法のエスプライン 

を使用していた。測定結果は試料 Aについては全ての施設が陽性、試料 Bについても全て
の施設が陰性と判定され、全施設 A評価であった。 
 イムノクロマト法は簡便なため様々な施設で利用されているが、測定感度が自動分析機 
器に対し低いということを十分理解していただきたい。また手技・判定時間を厳守しなけ 
れば誤判定となりえる。この点においても十分注意されたい。 
 

（文責 松川 裕一・（瀧井さち子補）） 
 
 
Ⅲ-２-３ ＨＣＶ抗体 
 
今年度の参加施設数は、昨年より 2施設少ない 42 施設であった。機器による方法での

参加は 31 施設、機器によらない方法（用手法）での参加は 11 施設であった。試料はデー
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タ共有化管理試料（日臨技）ＡＣＣＵＲＵＮシリーズＩｎｆｅｃｔｒｏｌを使用した。試

料Ａには濃度 Bを、試料Ｂには濃度 Eを用いた。評価は、試料Ａが陽性・試料Ｂが陰性で

あることが A評価、どちらか一方の試料に関して判定が異なればＣ評価となる。 

 

1. 自動分析機器による方法 

 測定機器（測定方法）の内訳は、ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ（ＣＬＩＡ法）10 施設（32％）、

ルミパルス（ＣＬＥＩＡ法）12 施設（39％）、ＨＩＳＣＬ（ＣＬＥＩＡ法）５施設（16％）、

ｃｏｂａｓ（ＥＣＬＩＡ法）２施設（７％）、ＴＯＳＯＨ ＡＩＡ－900（ＩＥＭＡ法）

１施設（３％）、汎用機・ＢＭシリーズ（ラテックス比濁法）１施設（３％）であった。 

施設 No.20 の機器がアーキテクトからコバスに、施設 No.22 の機器はアーキテクト

からルミパルスに変更となった。（図Ⅲ-2-3（2019）） 

 

 

 全施設が試料Ａを「陽性」、試料Ｂを「陰性」と判定し良好な結果が得られたため、

全施設がＡ評価であり、Ｃ評価の施設はなかった。（表Ⅲ-2-3-1（2019）） 

 

2. 用手法 

 測定方法の内訳は、全施設がオーソクイックチェイサーＨＣＶＡｂ（イムノクロマト

法）であった。回答は、全施設が試料Ａを「陽性」、試料Ｂを「陰性」と判定し良好な

結果が得られたため、全施設がＡ評価であり、Ｃ評価の施設はなかった。 

 イムノクロマト法は目視で結果を判定するので、判定する者の主観が結果に影響し

てしまう。施設内で正確な判定基準の周知が必要と思われる。（表Ⅲ-2-3-2（2019）） 

 

                                （文責 西村美幸） 
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Ⅲ-２-４ ＴＰ抗体 
 
今年度参加施設は機器・用手法合わせて４０施設で昨年より 1 施設減少した。試料は

データ共有化管理試料（日臨技）ＡＣＣＵＲＵＮシリーズＩｎｆｅｃｔｒｏｌを使用した。

試料Ａには濃度 Bを、試料Ｂには濃度 Eを用いた。評価は、試料Ａが陽性・試料Ｂが陰性

であることが A評価、どちらか一方の試料に関して判定が異なればＣ評価となる。 

 

1 自動分析機器による方法 
27施設の参加であった。 
測定機器（測定方法）の内訳は、ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ（ＣＬＩＡ法）8施設（30％）、ルミ

パルス（ＣＬＥＩＡ法）6施設（22％）、ＨＩＳＣＬ（ＣＬＥＩＡ法）3施設（11％）、Ｔ

ＯＳＯＨ ＡＩＡ－900（ＩＥＭＡ法）１施設（4％）、ｃｏｂａｓ（ＥＣＬＩＡ法）1施設

（4％）、生化学自動分析機が 8施設（ラテックス比濁法）8施設（29％）であった。 
自動分析機使用によるラテックス法の内訳は、アキュラスオートが 4施設（15％）、メ
ディエースが 2施設(7%)、ラピディアオートが 2施設（7％）、であった。（図Ⅲ-2-4
（2019））今年度は専用機で No20の施設がＡＲＣＨＩＴＥＣＴからｃｏｂａｓへ変更
になった。また生化学自動分析装置も No35 の施設が汎用試薬用から専用試薬用の分析

装置に変更された。今後はこのような傾向が増加すると考えられる。 
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今年度は、陰性がきちんと陰性に判定されているか確認するためＡＣＣＵＲＵＮシリ

ーズＩｎｆｅｃｔｒｏｌの濃度 Eを試料 Bに用いたが、No114 の施設において初回結果

が弱陽性と判定された。（表Ⅲ-2-4-1（2019））該当施設に結果を確認し、メーカーの定

期メンテナンスが入るというので、メンテナンス実施。この時、基質液と洗浄液のシリ

ンジの交換、No1 プローブを交換された。メーカーコントロール値にて正常を確認後、

試料 Bを再測定していただいたが、弱陽性であった。メーカー持ち帰り測定では陰性と

なった。弱陽性の要因は施設機器にあると考えられ、再度メーカーが共通試薬再調整・

B/F プローブクリーニング、試薬を開封後キャリブレーション実施、サーベイ試料測定

するも弱陽性と判定された。この時点で、メーカーの陰性コントロールとして、検体希

釈液を測定されたが、こちらは陰性と判定された。更なるメンテナンスとして、廃液側

の電磁弁・洗浄プローブ・廃液ポンプ・コーンエースチューブを交換された。さらに、

分注水（カップ内反応で使用）と洗浄水のラインを次亜塩素酸で洗浄をされた。その後

のサーベイ試料測定では試料 Bは５重測定で陰性と判定された。施設に確認するとコン

トロール 2濃度はいずれの期間も、許容範囲に入っていたとのことである。最終的にこ

の施設は 3回のメーカーメンテナンスを経て、試料 Bの陰性試料が陰性と判定された。

通常感染症のコントロールはメーカー指定の２濃度、もしくはＩｎｆｅｃｔｒｏｌ等の

推奨コントロールを 1～2種類といったところが多いと思われる。濃度は弱陽性と陽性

が多く、全ての施設が陰性確認コントロールを測定している訳ではない。今後、No114

の施設に対しメーカーは弱陽性付近のコントロールについての運用方法の見直しを提案

する予定と聞いている。双方協議の上、有用な運用方法が実施されることを望む。前

回、No114 の施設は自動分析法と用手法の双方に結果を返していただくなど、熱心に精

度管理に取り組んでいただいている。今回もメーカーと協力の上、最終的に濃度 Eが陰

性と判定されるまで粘り強く改善に取り組まれた。その姿勢は評価できる。今後も継続

して精度管理に取り組んでほしい。なお、この施設についての TP 抗体の評価について

は、施設として運用上問題はなかったが、他に比較する同一機種での測定施設が無いこ

と、複数回の再サーベイでも陰性が得られなかったこともあり、評価なしとする。な

お、データ共有化管理試料（日臨技）ＡＣＣＵＲＵＮシリーズＩｎｆｅｃｔｒｏｌ濃度

Eについては、各試薬メーカーで陰性を確認している。 

 
2 用手法 

13施設の参加で昨年と同数であった。イムノクロマト法は 11施設の参加で、うちエ
スプラインが 10施設、ダイナスクリーンが１施設であった。PA法が２施設であった。
全施設判定一致で良好な結果であった。（表Ⅲ-2-4-2（2019）） 

 
（文責 瀧井さち子） 
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Ⅲ-２-５ ＰＳＡ（前立腺特異抗原） 
 
昨年度から判定項目になり引き続き調査する。2019 年度の参加施設は 26 施設であり昨

年度から 3施設減らした。試料は昨年度と同様に、プール血清と市販コントロール血清サ

ーモフィッシャーLIG-303MAS リキュームコントロールⅢを使用した。 

測定方法の内訳は CLIA 法が 10 施設、CLEIA 法が 11 施設、FEIA 法が 2 施設、ECLIA 法

が 3施設であった。 

方法別メーカーの内訳は、CLIA 法はアボットが 9施設・シーメンスが 1施設、CLEIA 法

は富士レビオが 6 施設・シスメックスが 2 施設、東ソーが 3 施設、FEIA 法は東ソーが 2

施設、ECLIA 法はロシュが 3施設であった。（図Ⅲ-2-5-1（2019）） 

施設 No.7 と No.30 が東ソーの AIA から AIA-CL へ、施設 No.20 と No.127 がＡＲＣＨＩ

ＴＥＣＴからｃｏｂａｓへ変更となった。 

 

 

 

平均値は試料 P 14.5、試料Ⅲ 25.3、変動係数％は試料 P  6.82、試料Ⅲ 10.48 であ

った。精度管理の結果は機器別では収束しておりすべて A評価とした。年々変動係数％が

大きくなっている理由の一つとして CLIA 法に比べ CLEIA 法は平均値に比べやや高値な結

果である。（表Ⅲ-2-5（2019））さらに昨年と同様に AIA-CL の使用施設では他機器に比べ

高値に測定される現象が起こっており、機器別内でも CV がやや大きくなっている。AIA-
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CL 使用施設の結果は参考とした。試薬の原料由来の可能性があるため、昨年度の結果も

ふまえ次年度は試料の変更も検討し収束の度合いを見る必要がある。 

（図Ⅲ-2-5-2～3（2019）） 

 

（文責 藤村博和） 
 
 

Ⅲ-４ まとめ 
 

今年度も多数の施設に参加していただき血清検査部門のコントロールサーベイを実施す

ることができた。 

CRP については、今回は全血専用機とドライケミストリー法は測定値が他のラテックス

法とはやや乖離した。試料の影響も考えられ、今回は評価なしとした。これ以外の施設は

値も収束され全体的に良い結果であった。JAMT システムを利用したことにより、標準品別

の集計も行ってみたがほとんど変わりはなかった。 
感染症項目では、今年度、試料の濃度を変更し、１種類を陰性濃度とした。その結果、 

TP 抗体において１施設が弱陽性に判定された。原因は該当施設の測定機器固有の問題と考

えられ、メーカーも協力した結果、陰性と判定するにいたった。詳細は TP 抗体の項を参

照してほしい。感染症項目については昨年度まで、低濃度領域の感度差をとらえるため

に、試料ははっきり陽性と判定される濃度と、カットオフ値付近の低濃度試料を長年使用

してきた。しかし今回、陰性はきちんと陰性に判定されることの大切さを再認識させられ

た。感染症検査は低年齢の感染例が増加し今後も重要な検査と位置づけられると思われ

る。臨床検査技師・機器・試薬メーカーはともに正しい結果を報告する使命がある。双

方、協力しながら正しい結果を報告するための努力が求められる。 

PSA については、今年度も日臨技精度管理調査にならい機器別評価とした。AIA にお 

いては FEIA 法と CLEIA 法で方法間差が認められる。今後の値の推移に注意していきた

い。 

また今年度は JAMT システムを利用したサーベイを開始した。いつもの通り準備し、シ 

ステムにも目を通し、チェックしたつもりだったが、ロット記入欄が無かったり、単位が

いい加減になったり、定量値とカットオフ値が混在しどちらが定量値か不明だったりと、

各施設には追加の質問などをしてしまし、多大な迷惑をおかけした。紙面を借りて、お詫

びする。今回 JAMT システムを利用し、血清部門の集計はたいへん楽になったと思える。

設定さえしっかりしておけば、項目を増やしていくことも可能と考える。 

最後に参加していただいた各施設の皆様に深く感謝する。 

                              （文責 瀧井さち子） 
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C反応性蛋白(全体集計）

SEQ 滋臨技No 測定装置／名称 試薬／名称 方法／名称 標準品 下限 上限 【試料Ⅰ】 【試料Ⅱ】

1 1 JCA-BMシリーズ Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｔ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .10 3 .88
2 2 LABOSPECT 008 Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｔ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .50 1 .13 3 .87
3 10 ビオリス 30 i LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .19 3 .89
4 14 AUｼﾘｰｽﾞ LZテスト‘栄研’CRP-HG ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .04 3 .79
5 18 JCA-BMシリーズ LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .15 3 .88
6 19 AUｼﾘｰｽﾞ ＡＵリエージェント　ＣＲＰ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .15 3 .92
7 20 コバス 8000 c702 LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .50 1 .18 3 .71
8 22 JCA-BMシリーズ Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｓ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .50 1 .16 3 .95
9 24 JCA-BMシリーズ Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｓ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .14 1 .16 3 .95

10 26 ビオリス 30 i LZテスト‘栄研’CRP-HG ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .18 3 .87
11 27 AUｼﾘｰｽﾞ Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｓ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .14 1 .15 3 .90
12 28 TBAｼﾘｰｽﾞ LZテスト‘栄研’CRP-HG ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .18 3 .85
13 30 JCA-BMシリーズ LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .16 3 .88
14 35 コバス CRP-ラテックスX2「生研」 NXタイプ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .05 3 .73
15 37 日立シリーズ LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .21 4 .01
16 39 JCA-ZSシリーズ(050) Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｓ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .17 3 .90
17 42 AUｼﾘｰｽﾞ LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .10 3 .88
18 43 JCA-BMシリーズ LZテスト‘栄研’CRP-HG ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .40 1 .11 3 .89
19 46 コバス 8000 c702 LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .17 3 .85
20 47 日立シリーズ LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .14 1 .17 3 .93
21 49 JCA-BMシリーズ LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .50 1 .14 3 .86
22 50 AUｼﾘｰｽﾞ ＡＵリエージェント　ＣＲＰ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .50 1 .11 3 .80
23 51 ユニセル シンクロン C-RP試薬 ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .09 3 .77
24 52 AUｼﾘｰｽﾞ LZテスト‘栄研’CRP-HG ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .18 3 .86
25 53 TBAｼﾘｰｽﾞ LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .14 3 .94
26 54 ビオリス 24 i プレミアム LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .14 1 .20 3 .80
27 56 JCA-BMシリーズ Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｓ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .17 3 .98
28 58 ユニセル シンクロンCRPH試薬 ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .10 3 .80

29 59
スポットケム D-Concept
D-02 (SD-4810 ) スポットケム D-Concept D-02(SD-4810 ) ドライケミストリー ERM-DA470 0 .00 0 .20 1 .00 3 .60

30 84 JCA-BMシリーズ Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｓ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .15 3 .95
31 88 LABOSPECT 008 LZテスト‘栄研’CRP-HG ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .18 3 .87
32 95 LABOSPECT 006 Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｓ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .15 3 .91
33 103 TBAｼﾘｰｽﾞ LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .14 3 .82
34 104 日立シリーズ Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｓ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .17 3 .99
35 105 JCA-BMシリーズ Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｔ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .17 3 .86
36 106 JCA-BMシリーズ ナノピアCRP ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .11 3 .86
37 107 LABOSPECT 008 α Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｔ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .14 3 .89
38 110 LABOSPECT 008 Ｎ－アッセイ　ＬＡ　ＣＲＰ－Ｓ　ニットーボー ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .17 3 .92
39 114 ユニセル シンクロンCRPH試薬 ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .08 3 .79
40 115 日立シリーズ LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .17 3 .94
41 128 LABOSPECT 003 LTオートワコーCRP・HSⅡ ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .16 3 .88
42 132 AUｼﾘｰｽﾞ LZテスト‘栄研’CRP-HG ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .18 3 .87
43 137 ビオリス 24 i プレミアム LZテスト‘栄研’CRP-HG ラテックス比濁法 ERM-DA470 0 .00 0 .30 1 .18 3 .88
44 5 LABOSPECT 008 α クオリジェントCRP ラテックス比濁法 ERM-DA472 0 .00 0 .30 1 .21 3 .69
45 7 JCA-BMシリーズ ナノピアCRP ラテックス比濁法 ERM-DA472 0 .00 0 .30 1 .18 3 .83
46 16 ビトロス 4600 CRP-ラテックスX2「生研」 NXタイプ ラテックス比濁法 ERM-DA472 0 .00 0 .29 1 .08 3 .81
47 36 JCA-BMシリーズ ナノピアCRP ラテックス比濁法 ERM-DA472 0 .00 0 .50 1 .10 3 .74
48 45 TBAｼﾘｰｽﾞ CRP-ラテックスX2「生研」 NXタイプ ラテックス比濁法 ERM-DA472 0 .00 0 .14 1 .11 4 .09
49 48 TBAｼﾘｰｽﾞ CRP-L　オート「TBA」NX ラテックス比濁法 ERM-DA472 0 .00 0 .14 1 .10 3 .74
50 55 LC-667CRP CRP ユニット 50 ラテックス比濁法 ERM-DA472 0 .00 0 .30 1 .00 3 .10
51 127 LABOSPECT 008 ナノピアCRP ラテックス比濁法 ERM-DA472 0 .00 0 .30 1 .17 3 .77

平均 1.14 3.85
10% 0.11 0.39

1.03~1.25 3.46~4.26
標準偏差 0.05 0.14
ＣＶ 4.39 3.64
標本数 51 51

基準値
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CRP 全血用・ドライを除く

SEQ 滋臨技No 試薬製造販売元／名称 【試料Ⅰ】 SDI 【試料Ⅱ】 SDI
1 1 ニットーボーメディカル株式会社 1.10 -1.14 3.88 0.17
2 2 ニットーボーメディカル株式会社 1.13 -0.39 3.87 0.05
3 5 積水メディカル株式会社 1.21 1.61 3.69 -2.21
4 7 積水メディカル株式会社 1.18 0.86 3.83 -0.45
5 10 富士フイルム和光純薬株式会社 1.19 1.11 3.89 0.30
6 14 栄研化学株式会社 1.04 -2.64 3.79 -0.96
7 16 デンカ生研株式会社 1.08 -1.64 3.81 -0.70
8 18 富士フイルム和光純薬株式会社 1.15 0.11 3.88 0.17
9 19 ニットーボーメディカル株式会社 1.15 0.11 3.92 0.68

10 20 富士フイルム和光純薬株式会社 1.18 0.86 3.71 -1.96
11 22 ニットーボーメディカル株式会社 1.16 0.36 3.95 1.05
12 24 ニットーボーメディカル株式会社 1.16 0.36 3.95 1.05
13 26 栄研化学株式会社 1.18 0.86 3.87 0.05
14 27 ニットーボーメディカル株式会社 1.15 0.11 3.90 0.43
15 28 栄研化学株式会社 1.18 0.86 3.85 -0.20
16 30 富士フイルム和光純薬株式会社 1.16 0.36 3.88 0.17
17 35 デンカ生研株式会社 1.05 -2.39 3.73 -1.71
18 36 積水メディカル株式会社 1.10 -1.14 3.74 -1.58
19 37 富士フイルム和光純薬株式会社 1.21 1.61 4.01 1.81
20 39 ニットーボーメディカル株式会社 1.17 0.61 3.90 0.43
21 42 富士フイルム和光純薬株式会社 1.10 -1.14 3.88 0.17
22 43 栄研化学株式会社 1.11 -0.89 3.89 0.30
23 45 デンカ生研株式会社 1.11 -0.89 4.09 2.81
24 46 富士フイルム和光純薬株式会社 1.17 0.61 3.85 -0.20
25 47 富士フイルム和光純薬株式会社 1.17 0.61 3.93 0.80
26 48 デンカ生研株式会社 1.10 -1.14 3.74 -1.58
27 49 富士フイルム和光純薬株式会社 1.14 -0.14 3.86 -0.08
28 50 ニットーボーメディカル株式会社 1.11 -0.89 3.80 -0.83
29 51 ベックマン・コールター株式会社 1.09 -1.39 3.77 -1.21
30 52 栄研化学株式会社 1.18 0.86 3.86 -0.08
31 53 富士フイルム和光純薬株式会社 1.14 -0.14 3.94 0.93
32 54 富士フイルム和光純薬株式会社 1.20 1.36 3.80 -0.83
33 56 ニットーボーメディカル株式会社 1.17 0.61 3.98 1.43
34 58 ベックマン・コールター株式会社 1.10 -1.14 3.80 -0.83
35 84 ニットーボーメディカル株式会社 1.15 0.11 3.95 1.05
36 88 栄研化学株式会社 1.18 0.86 3.87 0.05
37 95 ニットーボーメディカル株式会社 1.15 0.11 3.91 0.55
38 103 富士フイルム和光純薬株式会社 1.14 -0.14 3.82 -0.58
39 104 ニットーボーメディカル株式会社 1.17 0.61 3.99 1.56
40 105 ニットーボーメディカル株式会社 1.17 0.61 3.86 -0.08
41 106 積水メディカル株式会社 1.11 -0.89 3.86 -0.08
42 107 ニットーボーメディカル株式会社 1.14 -0.14 3.89 0.30
43 110 ニットーボーメディカル株式会社 1.17 0.61 3.92 0.68
44 114 ベックマン・コールター株式会社 1.08 -1.64 3.79 -0.96
45 115 富士フイルム和光純薬株式会社 1.17 0.61 3.94 0.93
46 127 積水メディカル株式会社 1.17 0.61 3.77 -1.21
47 128 富士フイルム和光純薬株式会社 1.16 0.36 3.88 0.17
48 132 栄研化学株式会社 1.18 0.86 3.87 0.05
49 137 栄研化学株式会社 1.18 0.86 3.88 0.17

平均 1.15 3.87
10% 0.12 0.39
範囲 1.03~1.27 3.48~4.26

標準偏差 0.04 0.08
ＣＶ 3.48 2.07
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HBs抗原
SEQ 滋臨技No 測定装置／名称 試薬／名称 方法／名称 【試料A】 【試料A】2 【試料B】 【試料B】3

1 2 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .83 陰性(-) 0 .00

2 5 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .87 陰性(-) 0 .00

3 18 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .90 陰性(-) 0 .00

4 27 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .70 陰性(-) 0 .00

5 36 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .81 陰性(-) 0 .00

6 37 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .72 陰性(-) 0 .00

7 43 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .65 陰性(-) 0 .00

8 53 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .82 陰性(-) 0 .00

9 107 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .71 陰性(-) 0 .05

10 105 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .89 陰性(-) 0 .00

11 110 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .66 陰性(-) 0 .01

12 127 ARCHITECT アーキテクト・HBsAgQT・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 1 .68 陰性(-) 0 .00

13 1 ルミパルス G1200 ルミパルスHBsAg-HQ (G1200) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .21 陰性(-) 0 .00

14 24 ルミパルス G1200 ルミパルスHBsAg-HQ (G1200) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .22 陰性(-) 0 .00

15 46 ルミパルス G1200 ルミパルスHBsAg-HQ (G1200) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)

16 56 ルミパルス G1200 ルミパルスHBsAg-HQ (G1200) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .17 陰性(-) 0 .00

17 58 ルミパルス G1200 ルミパルスⅡHBsAg (G1200) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .23 陰性(-) 0 .00

18 22 ルミパルス L2400 ルミパルスプレスト HBsAg-HQ 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .18 陰性(-) 0 .01

19 30 ルミパルス L2400 ルミパルスプレスト HBsAg-HQ 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .25 陰性(-) 0 .00

20 106 ルミパルス L2400 ルミパルスプレスト HBsAg-HQ 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .19 陰性(-) 0 .00

21 39 ルミパルス L2400 ルミパルスプレスト HBsAg-HQ 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .12 陰性(-) 0 .01

22 88 ルミパルス PrestoⅡ ルミパルスプレスト HBsAg 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)

23 95 ルミパルス S ルミパルスⅡHBsAg (S,G600Ⅱ) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 10 .70 陰性(-) 0 .10

24 7 HISCL-5000 HISCL HBsAg試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .04 陰性(-)

25 42 HISCL-800 HISCL HBsAg試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .01 陰性(-) 0 .00

26 49 HISCL-800 HISCL HBsAg試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .00 陰性(-) 0 .00

27 50 HISCL-5000 HISCL HBsAg試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .10 陰性(-) 0 .00

28 104 HISCL-5000 HISCL HBsAg試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 1 .10 陰性(-) 0 .00

29 35 コバス エクルーシス試薬HBsAgⅡ 電気化学発光免疫測定法 陽性(+) 27 .44 陰性(-) 0 .42

30 20 コバス エクルーシス試薬HBsAgⅡ(S300) 電気化学発光免疫測定法 陽性(+) 30 .40 陰性(-) 0 .40

31 114 AIA-900 ST Eテスト「TOSOH｣Ⅱ（HBsAg） 蛍光酵素免疫測定法 陽性(+) 0 .65 陰性(-) 0 .05
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HCV抗体
SEQ 滋臨技No 測定装置／名称 試薬／名称 方法／名称 【試料A】 【試料B】

1 2 ARCHITECT アーキテクト・HCV・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
2 5 ARCHITECT アーキテクト・HCV・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
3 18 ARCHITECT アーキテクト・HCV・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
4 27 ARCHITECT アーキテクト・HCV・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
5 36 ARCHITECT アーキテクト・HCV・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
6 37 ARCHITECT アーキテクト・HCV・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
7 43 ARCHITECT アーキテクト・HCV・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
8 53 ARCHITECT アーキテクト・HCV・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
9 105 ARCHITECT アーキテクト・HCV・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)

10 107 ARCHITECT アーキテクト・HCV・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
11 1 ルミパルス G1200 ルミパルスⅡオーソHCV (G1200) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
12 24 ルミパルス G1200 ルミパルスⅡオーソHCV (S,G600Ⅱ) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
13 46 ルミパルス G1200 ルミパルスⅡオーソHCV (G1200) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
14 56 ルミパルス G1200 ルミパルスⅡオーソHCV (G1200) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
15 58 ルミパルス G1200 ルミパルスⅡオーソHCV (G1200) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
16 22 ルミパルス L2400 ルミパルスプレスト　HCV 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
17 30 ルミパルス L2400 ルミパルスプレストオーソHCV 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
18 39 ルミパルス L2400 ルミパルスプレスト　HCV 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
19 127 ルミパルス L2400 ルミパルスプレスト　HCV 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
20 88 ルミパルス PrestoⅡ ルミパルスプレストオーソHCV 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
21 106 ルミパルス PrestoⅡ ルミパルスプレスト　HCV 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
22 95 ルミパルス S ルミパルスⅡオーソHCV (S,G600Ⅱ) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
23 7 HISCL-5000 HISCL HCV Ab試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
24 104 HISCL-5000 HISCL HCV Ab試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
25 50 HISCL-5000 HISCL HCV Ab試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
26 42 HISCL-800 HISCL HCV Ab試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
27 49 HISCL-800 HISCL HCV Ab試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
28 20 コバス エクルーシス試薬Anti-HCVⅡ(S300) 電気化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
29 35  コバス エクルーシス試薬Anti-HCVⅡ 電気化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
30 114 AIA-900 ST Eﾃｽﾄ「TOSOH」Ⅱ（HCVAｂ） 蛍光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
31 110 JCA-BMシリーズ オーソ・HCV　Ab LPIAテストⅢ ラテックス比濁法（専用機器） 陽性(+) 陰性(-)
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TP抗体
SEQ 滋臨技No 測定装置／名称 試薬／名称 方法／名称 【試料A】【試料B

1 5 ARCHITECT アーキテクト・TPAb・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
2 2 ARCHITECT アーキテクト・TPAb・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
3 18 ARCHITECT アーキテクト・TPAb・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
4 36 ARCHITECT アーキテクト・TPAb・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
5 37 ARCHITECT アーキテクト・TPAb・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
6 43 ARCHITECT アーキテクト・TPAb・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
7 53 ARCHITECT アーキテクト・TPAb・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
8 127 ARCHITECT アーキテクト・TPAb・アボット 化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
9 24 ルミパルス G1200 ルミパルスⅡTP-N (S,G600Ⅱ) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)

10 46 ルミパルス G1200 ルミパルスⅡTP-N (G1200) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
11 58 ルミパルス G1200 ルミパルスⅡTP-N (G1200) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
12 30 ルミパルス L2400 ルミパルスプレスト TP 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
13 39 ルミパルス L2400 ルミパルスプレスト TP 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
14 95 ルミパルス S ルミパルスⅡTP-N (S,G600Ⅱ) 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
15 7 HISCL-5000 HISCL TPAb試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
16 50 HISCL-5000 HISCL TPAb試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
17 42 HISCL-800 HISCL TPAb試薬 化学発光酵素免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
18 20 コバス エクルーシス試薬 Anti-TP(S300) 電気化学発光免疫測定法 陽性(+) 陰性(-)
19 114 AIA-900 ST Eテスト「TOSOH」Ⅱ（TPAｂ） 蛍光酵素免疫測定法 陽性(+) 陽性(+)
20 1 JCA-BMシリーズ アキュラスオートTP抗体（梅毒）-A ラテックス比濁法（汎用機器） 陽性(+) 陰性(-)
21 22 JCA-BMシリーズ アキュラスオートTP抗体（梅毒）-A ラテックス比濁法（汎用機器） 陽性(+) 陰性(-)
22 56 JCA-BMシリーズ アキュラスオートTP抗体（梅毒）-A ラテックス比濁法（汎用機器） 陽性(+) 陰性(-)
23 27 AUｼﾘｰｽﾞ アキュラスオートTP抗体（梅毒）-A ラテックス比濁法（汎用機器） 陽性(+) 陰性(-)
24 106 JCA-BMシリーズ ラピディアオートTP ラテックス比濁法（汎用機器） 陽性(+) 陰性(-)
25 107 JCA-BMシリーズ メディエースＴＰＬＡ ラテックス比濁法（汎用機器） 陽性(+) 陰性(-)
26 35 コバス コバスシステム用メディエースTPLA ラテックス比濁法（専用機器） 陽性(+) 陰性(-)
27 88 JCA-BMシリーズ ラピディアオートTP 免疫比濁法（汎用機器） 陽性(+) 陰性(-)

★Ｎｏ114は、メーカー点検後も＋、メーカーでは－

再度メーカー点検後に施設では－となった

表�-2-4-1(2019) 
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TP抗体用手法

SEQ 滋臨技No 測定装置／名称 試薬／名称 方法／名称 【試料A】【試料B
1 14 用手法 エスプラインTP イムノクロマト法 陽性(+) 陰性(-)
2 19 用手法 エスプラインTP イムノクロマト法 陽性(+) 陰性(-)
3 26 用手法 エスプラインTP イムノクロマト法 陽性(+) 陰性(-)
4 28 用手法 エスプラインTP イムノクロマト法 陽性(+) 陰性(-)
5 45 用手法 エスプラインTP イムノクロマト法 陽性(+) 陰性(-)
6 47 用手法 エスプラインTP イムノクロマト法 陽性(+) 陰性(-)
7 48 用手法 エスプラインTP イムノクロマト法 陽性(+) 陰性(-)
8 49 用手法 エスプラインTP イムノクロマト法 陽性(+) 陰性(-)
9 54 用手法 エスプラインTP イムノクロマト法 陽性(+) 陰性(-)

10 115 用手法 エスプラインTP イムノクロマト法 陽性(+) 陰性(-)
11 60 用手法 ダイナスクリーンTPAb イムノクロマト法 陽性(+) 陰性(-)
12 105 用手法 セロディア-TP･PA 受身粒子凝集法 陽性(+) 陰性(-)
13 110 用手法 セロディア-TP･PA 受身粒子凝集法 陽性(+) 陰性(-)

表�-2-4-2(2019) 

表�-2-2-2(2019) 

表�-2-3-2(2019) 
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滋臨技No 【試料Ⅲ】 【試料P】 測定装置／名称
1 22.3 14.0 ARCHITECTアナライザー

18 23.2 15.3 ARCHITECTアナライザー
27 23.1 14.5 ARCHITECTアナライザー
36 24.7 14.9 ARCHITECTアナライザー
37 26.3 15.6 ARCHITECTアナライザー
53 23.6 15.9 ARCHITECTアナライザー

106 24.5 14.9 ARCHITECTアナライザー
105 24.4 14.2 ARCHITECTアナライザー
110 22.9 14.1 ARCHITECTアナライザー

平均 23.9 14.8
標準偏差 1.2 0.7
ＣＶ 5.02 4.7
10% 2.4 1.5

21.0～26.3 13.3～16.3
標本数 9

滋臨技No 【試料Ⅲ】 【試料P】 測定装置／名称
5 26.5 14.3 ルミパルス G1200

46 25.2 13.4 ルミパルス G1200
56 26.5 13.9 ルミパルス G1200
58 26.3 13.8 ルミパルス G1200
39 25.0 13.2 ルミパルス L2400
2 27.0 13.3 ルミパルス PrestoⅡ

平均 26.1 13.7
標準偏差 0.8 0.4
ＣＶ 3.83 2.92
10% 2.6 1.4

23.5～28.7 12.3～15.1
標本数 6

滋臨技No 【試料Ⅲ】 【試料P】 測定装置／名称
7 28.2 14.9 AIA-CL2400

30 32.7 16.5 AIA-CL2400
43 33.0 16.7 AIA-CL2400

平均 31.3 16.0
標準偏差 2.7 1.0
ＣＶ 8.63 6.25
10% 3.1 1.6

28.2～34.4 14.4～17.6
標本数 3

滋臨技No 【試料Ⅲ】 【試料P】 測定装置／名称
49 23.0 13.1 HISCL-800

104 24.8 13.0 HISCL-5000
平均 23.9 13.1
標準偏差 1.3 0.1
ＣＶ 5.44 0.76
10% 2.4 1.3

21.5～26.3 11.8～11.8
標本数 2

滋臨技No 【試料Ⅲ】 【試料P】 測定装置／名称
20 23.6 14.3 コバス8000 e801, コバス pro e801

127 24.9 14.5 コバス8000 e801, コバス pro e801
24 26.0 15.4 コバスe601,コバス 8000 e602

平均 24.8 14.7

標準偏差 1.2 0.6

ＣＶ 4.84 4.1
10% 2.5 1.5

22.3～27.3 13.2～16.2
標本数 3

滋臨技No 【試料Ⅲ】 【試料P】 測定装置／名称
22 23.6 14.4 AIA-900

114 24.0 15.3 AIA-900
平均 23.8 14.9

標準偏差 0.3 0.6

ＣＶ 1.3 4.0
10% 2.4 1.5

21.4～26.2 13.4～16.4
標本数 2

滋臨技No 【試料Ⅲ】 【試料P】 測定装置／名称
88 23.4 14.1 ケミルミ ADVIA Centaur XP

表�-2-5(2019) 

148



 
 

 

図�-2-4-2(2019) 

図�-2-5-3(2019) 
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Ⅳ 輸 血 検 査 
 
Ⅳ－１ 要 約 
 
2019 年度の輸血精度管理事業は、日本輸血・細胞治療学会の赤血球型検査（赤血球系検

査）ガイドラインに基づいた基本操作を浸透させることを目的として実施し、血液型、交差

適合試験、試験管法による凝集反応の判定の３項目とした。また、評価対象外としてドライ

スタディ形式で２症例を配付した。参加施設は 43 施設で、血液型検査のみ参加施設が２施

設、試験管法が未実施のため血液型検査と交差適合試験のみ参加施設が１施設であった。 

 評価は項目ごとに、正しく解答されたものを〇、判定あるいは解答に問題があるものは△、

凝集の見落としや間違った解答をされたものは×とし、総合評価（ＡＢＣ評価）は、３項目

とも〇であった施設をＡ評価、１項目でも×の施設はＣ評価、それ以外をＢ評価とした。（表

Ⅳ-１-１） 

 血液型検査では、正常のＡ型Ｄ陽性とＡＢ型Ｄ陰性の２試料を配付した。正常検体では 43

施設が正しく判定されたが、Ｄ陰性試料は、Ｄ陰性確認試験を実施されなかった施設が１施

設あった。また直後判定で「陰性」と解答された施設が７施設に増加した。直後判定は検査

過程で行う途中の判定だが“輸血を受ける場合はＤ陰性として扱う”という意味であり「Ｄ

陰性」判定とは異なることに留意していただきたい。また、ＲｈＤ血液型検査は、抗Ｄ試薬

と同時にＲｈコントロールを使用し、それぞれ陰性であることを確認する手順となってい

る。今年度は３施設に減少したが、まだＲｈコントロール未実施の施設は手順の整備を検討

していただきたい。 

 交差適合試験は、「不適合」となる２試料を配付した。1 試料はＡＢＯ血液型不一致によ

る不適合、もう一方は受血者が不規則抗体を持つため不適合となる試料であった。１施設で

検査試料の使用間違いによる誤回答があり、その他の施設は正しく「不適合」と解答された。

しかし、試料内容から「陰性」となるはずの生食法で「凝集あり」とされたり、中等度の凝

集である試料で強陽性の「４＋」と判定されたりした解答がみられ、凝集判定にばらつきが

見られた。 

試験管法における凝集反応の判定は、「陰性」となる２試料と、「陽性」の合計３試料を配

付した。「陰性」となる試料で４施設が「１＋」や「ｗ＋」と解答された。「１＋」の試料は

40 施設中 39 施設が「ｗ＋」～「２＋」と解答され概ね正しい結果であった。 

今年度の参加施設の総合評価は、Ａ評価 36 施設、Ｂ評価７施設であった。輸血検査では

「陰性」と「１＋」の区別や凝集強度の正しい判別は重要である。期待値から外れた施設は

検査手技の再確認や、凝集を見る目を養うなど正しい判定を行うための対処が必要であり、

施設内で結果の見直しや原因追究がなされたことを電話にて確認し、再検査を行っていた

だいた施設については検査結果の改善の確認を行った。表Ⅳ-１-２に今年度および過去５
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年間の総合評価の推移を示した。                 （文責 山下 朋子） 

 

表Ⅳ-1-1 2019 年度 検査項目別評価結果 

 

表Ⅳ-1-2 総合評価の推移 

 

Ⅳ－２ 結果および考察 

 
Ⅳ－２－１ 配付試料内容 
 

 2019 年度配付試料は、表Ⅳ-２-１の通りであった。 

 

表Ⅳ-2-1 2019 年度配付試料 

 血球 血漿 

試料１ 

  試料２ 

  試料３  

  試料４  

  試料５  

 試料６  

  試料７ 

  試料８  

 試料９ 

ＡＢ型 ＲｈＤ陽性  

Ａ型 ＲｈＤ陰性 

Ｏ型  ＲｈＤ陽性、Ｅ（－） 

ＡＢ型  ＲｈＤ陽性   

Ｏ型  ＲｈＤ陽性、Ｅ（＋） 

ＲｈＤ陽性 

 / 

  / 

  / 

ＡＢ型 

Ａ型  

Ｏ型 ＋ 抗Ｅ 

ＡＢ型 不規則抗体（－） 

Ｏ型 不規則抗体（－） 

 / 

抗Ｄ無添加血漿 

抗Ｄ無添加血漿 

抗Ｄ添加血漿（１＋） 

検査項目 ○評価 △評価 ×評価 

血液型（ＡＢＯ／ＲｈＤ） 42 施設 1 施設 0 施設 

交差適合試験 39 施設 2 施設 0 施設 

試験管法による凝集反応の判定 36 施設 4 施設 0 施設 

 参加数 評価数 Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 

平成 26 年度 47 47 43 (91.4%) 4 ( 8.5%) 0 ( 0%) 

平成 27 年度 45 45 39 (86.7%) 6 (13.3%) 0 ( 0%) 

平成 28 年度 44 43 32 (72.7%) 11 (25.0%) 0 (評価外 1施設) 
平成 29 年度 44 44 38 (86.3%) 6 (13.6%) 0 ( 0%) 

平成 30 年度 44 44 32 (72.7%) 12 (27.3%) 0 ( 0%) 

2019 年度 43 43 36 (83.7%) 7 (16.3%) 0 ( 0%) 
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Ⅳ－２－２ ＡＢＯ血液型 
 
血液型検査は 43 施設から解答を得た。（表Ⅳ-２-２～表Ⅳ-２-４） 

各施設の検査方法の内訳は、試験管法 29 施設、カラム凝集法 12 施設、スライド法１施設、

マイクロプレート法１施設であった。 

 

＜試料１ ＡＢ型検体＞ 

オモテ検査は、43 施設がＡＢ型と解答していた。 

ウラ検査は、43 施設がＡＢ型と解答していた。 

 

＜試料２ Ａ型検体＞ 

オモテ検査は、43 施設がＡ型と解答していた。 

ウラ検査は、43 施設がＡ型と解答していた。Ｂ赤血球との反応は、13 施設が「４＋」、29 

施設が「３＋」～「２＋」、１施設が「１＋」と解答していた。 

 

 

Ⅳ－２－３ ＲｈＤ血液型 
 

＜試料１ Ｄ陽性検体＞ 

直後判定は、43 施設が抗Ｄ試薬との反応を「３＋」～「４＋」と解答し、Ｄ陽性と判定し

ていた。 

 

＜試料２ Ｄ陰性検体＞ 

43 施設が抗Ｄ試薬との反応を「陰性」と解答した。直後判定は、36 施設が判定保留（Ｄ

陰性疑い）と解答し、７施設がＤ陰性、未入力の施設が１施設であった。抗Ｄ試薬の直後判

定が「陰性」の場合は判定保留とする。そして引き続きＤ陰性確認試験を実施する必要があ

り、その結果が「陰性」の場合にＤ陰性と判定する。 

最終判定は、42施設がＤ陰性確認試験を実施し41施設がＤ陰性と判定し、１施設（No.135）

が「ｗ＋」であった。「ｗ＋」と解答された施設（No.135）については再度検査を実施して

いただいた結果、Ｄ陰性と正しく判定された。検査結果の誤判定は重大な事故に繋がる可能

性があるため、初回時に凝集を認めた原因の追究が重要である。 

試料１、試料２ともＲｈコントロール未実施、未入力の施設が２施設、Ｄ陰性確認試験の

みＲｈコントロール未実施の施設が１施設みられた。赤血球型検査（赤血球系検査）ガイド

ライン（改訂２版）では、4.4.1.直後判定、4.4.2.Ｄ陰性確認試験、いずれの項にも“Ｒｈ

コントロールの判定が陰性であることを確認する”と記載されている。自己凝集による偽陽

性反応に起因する誤判定を防止するため、ＲｈＤ血液型検査の際はＲｈコントロールを実
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施していただきたい。今年度は３年ぶりのＲｈＤ陰性の試料であった。ＲｈＤ血液型検査に

おいて抗Ｄ試薬と同時にＲｈコントロールを用いて検査を実施していた施設は、平成 28 年

度に比べ向上した。しかし、直後判定で陰性結果を「判定保留」とする手順が、平成 28 年

度では全施設正答であったが、今年度は７施設が「陰性」と解答された。「陰性」と解答さ

れた施設は、施設内での輸血検査手順を整備し周知を図っていただきたい。 

（文責 芝山 智子） 

 
 

Ⅳ－２－４ 交差適合試験 
 
交差適合試験は、41 施設の解答を得た。（表Ⅳ-２-５～表Ⅳ-２-10） 

 検査は日常業務と同様の方法で各々の試薬を用いて実施し、追加試験については各施設

で可能な範囲の検査を実施していただいた。 

 試料３（受血者）は、Ｏ型ＲｈＤ陽性、臨床的意義のある不規則抗体である抗Ｅを保有す

る。試料４（供血者）はＡＢ型ＲｈＤ陽性であり、ＡＢＯ血液型のメジャーミスマッチとな

るため、交差適合試験の主試験で強い凝集が見られ、判定は「不適合」となる。試料５（供

血者）はＯ型ＲｈＤ陽性、Ｅ抗原陽性であることから、主試験の間接抗グロブリン試験にて

凝集を認め、判定は「不適合」となる。 

 試料３と試料４では、41 施設が「不適合」と解答した。試料３と試料５では、41 施設が

「不適合」と解答し、解答を得た 41 施設全てで正しく判定されていた。41 施設中の１施設

については、供血者と受血者の使用試料の間違いがあったため再度検査をしていただき、再

検査の結果は正しく判定されたため、評価を△とした。この１施設に対しては、検査実施前

には検査手順と試料の内容の確認をしていただくようコメントした。このような事務的な

エラーは実際の検査業務の中では重大な事故に至る可能性もあるため、チェック体制を見

直し考える機会にしていただきたい。 

試料３と試料５で、生食法は「陰性」の検体であったが、「ｗ＋」と解答していたのが６

施設あった。陰性と陽性の区別は大切であるため、「ｗ＋」と判定された原因の追究をして

いただくようコメントした。また、同試料において、酵素法は陽性となるが、「陰性」とし

た１施設に対して、酵素試薬の活性の低下が無いか、また検査手順の再確認などをお願いし

た。 

 受血者、供血者の血液型検査を実施せずに、副試験の生食法を省略（結果の未記入含む）

していた施設が３施設あった。 

供血者の血液型検査を行い、間接抗グロブリン試験を含む不規則抗体スクリーニング検査

が陰性であり、かつ患者の血液型検査が適正に行われていれば、ＡＢＯ同型血使用時の副試

験は省略してもよい（「輸血療法の実施に関する指針」（改定版）より）。副試験の省略には

条件があり、供血者の血液型確認は必要であることをコメントした。 

153



 IgG 感作赤血球の使用については、今年度も「陽性」結果に対して使用していたのが２施

設あった。IgG 感作赤血球は、間接抗グロブリン試験にて「陰性」の結果に対して使用し、

「凝集」を確認するものである。「凝集なし」となった場合は、検査が適切に実施されなか

ったことを意味するため、再検査が必要となる。IgG 感作赤血球を使用することの意義につ

いて、ご確認いただきたい。 

 

図Ⅳ-2-4-1 2019 年度 反応増強剤の使用施設数推移 
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（文責 東 泉） 

 
 
Ⅳ－２－５ 試験管法による凝集反応の判定 
 
試験管法による凝集反応の判定は、陰性と陽性を正しく判定できているか確認すること

を目的とし、陰性２検体と弱い陽性強度１検体を用い実施した。施設間での検査方法や反応

増強剤による検出感度の差を排除するため、検査方法を統一して実施した。43 施設に試料

を配付し 40 施設が参加された。（表Ⅳ-２-11） 

検査方法は試料７、８、９の血漿と試料６の血球を用いて、反応増強剤を使用せずに、

37 ℃で１時間加温後、間接抗グロブリン試験を実施し、凝集の有無及び強さの判定を行っ

ていただいた。昨年度同様、血球浮遊液の濃度差による判定結果のばらつきを排除する目的

で、試料６は配付した血球浮遊液をそのまま使用することとした。 

試料７及び試料８は「陰性」、試料９は「弱陽性（１＋）」となる検体であった。 

試料７は 40 施設のうち 38 施設（95 %）が「陰性」と判定し、１施設が「ｗ＋」、１施設

が、「１＋」と判定された。このうち 1施設には試料を再検査いただき「陰性」との回答を

154



得た。１施設については施設内での技師間により判定結果に差を認めたため検査手技、凝集

の目合わせなどで統一を図っていただくよう依頼した。 

試料８は試料７と同様に「陰性」となる検体で、40 施設のうち 38 施設（95 ％）が「陰

性」と判定し、２施設が「ｗ＋」と判定された。２施設には試料を再検査いただき「陰性」

との回答を得た。 

試料９は「弱陽性（１＋）」となる検体で 40 施設のうち１施設が「ｗ＋」、22 施設が「１

＋」、15 施設が「２＋」、２施設が「３＋」と判定され、凝集を見落とした施設はなかった。 

試料７及び試料８は「陰性」となる試料であったが、「陽性」と判定した施設が４施設あ

った。「陽性」となった施設については再度検査を行っていただき「陰性」の結果となった。 

今回、初回検査で「陰性」と判定できなかった施設や技師間において判定結果に差を認め

た施設については、自身の検査法を見直し、原因の追究をお願いしたい。期待される結果と

ならなかった要因として、サーベイ実施前には実施についての注意事項にあるように、検査

前試料の性状確認や、期日内に検査を行うことなど試料に関する要因や、試験管法における

凝集反応の分類や、試験管の振り方などの手技に関する要因が挙げられる。 

滋賀県臨床検査技師会輸血細胞治療部門では毎年輸血検査の基礎講習会と実技講習会が

行われている。部門研修会も活用し、自身の検査法を見直す機会にしていただきたい。 

            （文責 豊川 美文） 

 

 

Ⅳ－２－６ ドライスタディ 
 

 ドライスタディは評価対象外として実施し、43 施設に問題を配付して、34 施設から解答

を得た。 

 今年度は、昨年度と同様、赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドライン（改訂２版）の周

知を目的に、日常で遭遇しうる不規則抗体陽性の２症例を出題した。 

 症例１は、赤血球輸血のために不規則抗体スクリーニング検査を実施したところ、間接抗

グロブリン試験が陽性となり、追加検査の結果から単一抗体（抗 Fya）が同定される内容と

した。消去法の手順については、各施設おおむね正しく解答されていた。ただし、問５の否

定できない抗体として、抗 Diaを挙げていない施設がみられた。パネル赤血球の抗原表には

Diego 血液型について記載されていない場合が多いため、抗体を推定する際には抗 Diaを見

落とさないよう、注意が必要となる。 

 症例２は、術前検査として不規則抗体スクリーニング検査を実施したところ、生食法と間

接抗グロブリン試験で陽性となり、追加検査の結果から、抗Ｍ（低温反応性）と抗Ｅの複数

抗体が同定される内容とした。問１結果は、ほとんどの施設がＡＢＯ血液型を判定保留とし

ていたが、Ｏ型と解答した施設が１施設あった。Ｏ赤血球に凝集を認めた場合、低温反応性

の不規則抗体や連銭形成などの影響が考えられ、ＡＢＯ血液型は判定保留として原因を精
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査する必要がある。本症例では、低温反応性の抗Ｍが原因と考えられる。消去法に関しては、

生食法と間接抗グロブリン試験いずれも陰性反応を呈した赤血球、表２では cell No.４に

ついてのみ行った施設が半数程度あった。赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドライン（改

訂２版）には、『消去法による‘否定できない抗体’の推定は、輸血を前提とした場合、原

則として間接抗グロブリン試験の結果を用いて行う』と記載されており、本症例では cell 

No.１についても消去法を行う。間接抗グロブリン試験の結果を用いることで、臨床的意義

のある不規則抗体の推定が比較的容易になる。このほか、反応パターンが抗原表の特異性と

完全に一致していないのに‘可能性の高い抗体’として挙げられていたり、‘可能性の高い

抗体’と‘否定できない抗体’が重複していたりするなど、それぞれの定義が正しく認識さ

れていない施設もみられた。‘可能性の高い抗体’や‘否定できない抗体’の解答を添削さ

れた施設は、前述のガイドラインを再度確認していただきたい。適合血の選択に関しては、

抗Ｅは溶血性輸血副作用の原因となる抗体であるため抗原陰性血を選択する必要があるが、

生食法でのみ反応する抗Ｍについては抗原陰性血の選択は不要である。血液製剤の選択に

ついても同ガイドラインに記載されている。 

今年度は、抗体名や抗原名の表記方法についても添削を行った。該当の施設は、今後表記

方法にも留意していただきたい。その他、設問の詳細については各施設に送付した解答用紙

のコメントおよび解答例を参照いただきたい。 

（文責 黒木 絵莉） 

 

Ⅳ－３ まとめ 

 

2019 年度輸血部門精度管理事業は、43施設に参加していただき無事終えることができた。

今年度は、血液型検査にＤ陰性試料、交差適合試験では供血者２試料とも不適合となる試料

とした。検査結果は概ね正しく解答されたが、細部に目を向けるとＲｈコントロール試薬の

未使用や交差適合試験にて IgG 感作赤血球の誤った使用など、毎年の指摘事項となってい

る手順が正しく行われてない施設もまだ見られた。また、ＲｈＤ血液型検査にて直後判定で

の陰性結果を「判定保留」とする手順が平成 28 年度には全施設で正答であったにもかかわ

らず今年度は７施設に増加しており、輸血検査手順が施設内でも十分に伝達されず、定着に

は至っていないことが示され、啓発を持続的に行う重要性を感じた。精度管理輸血部会では

手技及び判定が正しく行われるよう参加施設と共に精度管理向上に努めていきたいと考え

ている。 

最後に、多忙な日常業務の中精度管理に取り組んで下さいました各施設の皆様、精度管理

試料の血液を提供いただいた日本赤十字社近畿ブロック血液センターおよびご協力をいた

だいた方々に深謝いたします。 

（文責 山下 朋子） 
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表Ⅳ-2-2 

 

  

2019年度　輸血検査精度管理　検査結果　血液型　【試料１】       1/3

抗Ａ 抗Ｂ 判定
Ａ１

赤血球
Ｂ

赤血球
Ｏ

赤血球 判定 抗Ｄ 判定

1 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
2 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
5 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
7 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
14 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
16 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未入力 AB型 AB型 4+ 未入力 未入力 未入力 未入力
18 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
19 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
20 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
22 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
24 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
26 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
27 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
28 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
30 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 D陰性確認試験を実施していない 陽性
35 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 3+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
36 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
37 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
39 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
42 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 未実施 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
43 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
46 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
47 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
48 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 3+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
49 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
50 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
52 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
53 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
54 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
56 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
58 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
59 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
60 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
84 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
88 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
103 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
104 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
106 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
114 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 D陰性確認試験を実施していない 陽性
115 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
127 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
132 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 陰性 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性
135 4+ 4+ AB型 陰性 陰性 未実施 AB型 AB型 4+ 陰性 陽性 検査不必要のため未実施 陽性

施設
番号

ＡＢＯ血液型 ＲｈＤ血液型

オモテ検査 ウラ検査
最終判定

抗Ｄ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ 判定

抗D試薬/Rhコント
ロール試薬
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表Ⅳ-2-3 

 

 

 

 

  

2019年度　輸血検査精度管理　検査結果　血液型　【試料２】         2/3

抗Ａ 抗Ｂ 判定 Ａ１

赤血球
Ｂ

赤血球
Ｏ

赤血球
判定 抗Ｄ

コントロー
ル 抗D コントロール

1 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
2 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性

5 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性
Rhコントロール

未使用 陰性

7 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
14 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
16 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 未入力 A型 A型 陰性 未入力 未入力 未入力 未入力 未入力
18 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
19 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
20 4+ 陰性 A型 陰性 1+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
22 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
24 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
26 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
27 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
28 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
30 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
35 4+ 陰性 A型 陰性 2+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
36 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
37 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
39 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性

42 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 未実施 A型 A型 陰性 未実施 陰性 陰性 Rhコントロール
未使用

陰性

43 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
46 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
47 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性
48 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
49 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
50 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
52 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
53 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性
54 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
56 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
58 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性
59 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性
60 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
84 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
88 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
103 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
104 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
106 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
114 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性
115 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
127 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
132 4+ 陰性 A型 陰性 3+ 陰性 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 陰性 陰性 陰性
135 4+ 陰性 A型 陰性 4+ 未実施 A型 A型 陰性 陰性 判定保留 W+ 陰性 弱陽性

2 D陰性確認試験の間接抗グロブリン試験におけるRhコントロール試薬は重合アルブミンで代用しています。

22   D陰性確認試験のその他の抗D試薬・モノクローナル抗Dワコー・オーソ抗Dポリクローナル
106 D陰性確認試験は試験管法にて実施。

Ｄ陰性確認試験の抗Ｄ試薬, イムコア抗Ｄ試薬. ワコーモノクロナール抗Ｄ試薬
計3種類の抗Ｄ試薬と、Ｒhコントロールを使い検査

D陰性確認試験ではモノクローナル抗Dワコーの他に、バイオクローン抗D、オーソ抗Dポリクローナル、抗Dモノクロ「三光」、ガ
ンマクローン抗D（IgM/IgG）を使用している。

127

7

判定

D陰性確認試験施設
番号

ＡＢＯ血液型

オモテ検査 ウラ検査
最終
判定

抗Ｄ

判定

ＲｈＤ血液型
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表Ⅳ-2-4 

 

2019年度　輸血検査精度管理　検査結果　血液型　                3/3

1 カラム法 オーソ オートビュー/オー
ソ オートビュー Innova

カラム法 オーソ オートビュー/オー
ソ オートビュー Innova 1 2

2 カラム法 オーソ オートビュー/オー
ソ オートビュー Innova

カラム法 オーソ オートビュー/オー
ソ オートビュー Innova 9 2

5 カラム法 オーソ オートビュー/オー
ソ オートビュー Innova

カラム法 オーソ オートビュー/オー
ソ オートビュー Innova 9 2

7 カラム法 オーソ オートビュー/オー
ソ オートビュー Innova

カラム法 オーソ オートビュー/オー
ソ オートビュー Innova 9 3

14 試験管法 用手法 試験管法 用手法 2 2
16 試験管法 用手法 試験管法 用手法
18 試験管法 用手法 試験管法 用手法 1 1
19 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
20 試験管法 用手法 試験管法 用手法 1 1
22 カラム法 オーソ オートビュー/オー

ソ オートビュー Innova
カラム法 オーソ オートビュー/オー

ソ オートビュー Innova 9 1
24 カラム法 Erytra カラム法 Erytra 11 3
26 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
27 試験管法 用手法 試験管法 用手法 1 1
28 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
30 カラム法 カード用全自動輸血検査装

置 IH-1000
カラム法 カード用全自動輸血検査装

置 IH-1000 10 1
35 試験管法 用手法 試験管法 用手法 6 1
36 カラム法 カード用全自動輸血検査装

置 IH-1000
カラム法 カード用全自動輸血検査装

置 IH-1000 5 1
37 試験管法 用手法 試験管法 用手法 1 1
39 カラム法 オーソ ビジョン カラム法 オーソ ビジョン 9 1
42 試験管法 用手法 試験管法 用手法 1 1
43 試験管法 用手法 試験管法 用手法 1 1
46 試験管法 用手法 試験管法 用手法 1 1
47 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
48 試験管法 用手法 試験管法 用手法 1 1
49 試験管法 用手法 試験管法 用手法 1 1
50 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
52 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
53 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
54 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
56 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 2
58 カラム法 用手法 カラム法 用手法 10 3
59 スライド法 用手法 試験管法 用手法 6 5
60 試験管法 用手法 試験管法 用手法 1 1
84 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
88 試験管法 用手法 試験管法 用手法 4 4
103 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
104 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
106 カラム法 オーソ ビジョン MAX カラム法 オーソ ビジョン MAX 1 2
114 カラム法 用手法 カラム法 用手法 10 3
115 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
127 マイクロプレー

ト法
全自動輸血検査装置
Galileo Neo

マイクロプ
レート法

全自動輸血検査装置
Galileo Neo 8 2

132 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 3
135 試験管法 用手法 試験管法 用手法 3 8

抗Ｄ試薬名

ABO型 RhD型

1:バイオクローン抗Ｄ, 2:オーソ抗Ｄポリクローナル, 3:モノクローナル抗Ｄワコー,4:ガンマクローン抗Ｄ(IgM/IgG),
5:抗Ｄ(IgM)抗体ネオ, 6:抗Ｄ両液性抗体・ネオ, 8:イムコア抗Ｄ血清, 9:オーソバイオビュー抗Ｄ(カセット),
10:マイクロタイピングシステムABDカード,11:その他

施設
番号 検査方法 測定装置 検査方法 測定装置 直後判定

抗D試薬
D陰性確認試験
抗D試薬
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表Ⅳ-2-5 

 

 

 

  

2019年度　輸血検査精度管理　検査結果　交差適合試験　　　　　　    1/6
　【試料３（受血者）＋試料４（供血者）】

生食法 酵素法 IAT IgG感作赤血球 生食法 酵素法 IAT IgG感作赤血球

1 未実施 未実施 4+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 カラム法のため未実施 不適合
2 4+ 未実施 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
5 未実施 未実施 4+ 検査不要のため未実施 未実施 未実施 陰性 カラム法のため未実施 不適合
7 4+ 未実施 未実施 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
14 4+ 未実施 未実施 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
18 4+ 4+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 陰性 陰性 凝集あり 不適合
19 4+ 未実施 未実施 検査不要のため未実施 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
20 4+ 未実施 未実施 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
22 4+ 未実施 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
24 未実施 未実施 4+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
26 4+ 未実施 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
27 4+ 未実施 未実施 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
28 4+ 未実施 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
30 未実施 未実施 4+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
35 4+ 4+ 4+ 検査不要のため未実施 陰性 陰性 陰性 凝集あり 不適合
36 4+ 4+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
37 陰性 陰性 陰性 凝集あり 4+ 4+ 4+ 検査不要のため未実施 不適合
39 4+ 4+ 4+ 検査不要のため未実施 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
42 4+ 4+ 未実施 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
43 4+ 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
46 4+ 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
47 4+ 未実施 未実施 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
48 4+ 4+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 陰性 陰性 凝集あり 不適合
49 4+ 未実施 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
50 4+ 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
52 4+ 未実施 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
53 4+ 4+ 4+ 凝集あり 陰性 陰性 陰性 凝集あり 不適合
54 4+ 未実施 未実施 検査不要のため未実施 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
56 4+ 4+ 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
58 未実施 未実施 4+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 カラム法のため未実施 不適合
59 2+ 4+ 4+ 凝集あり 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
60 4+ 4+ 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
84 4+ 4+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
88 4+ 未実施 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
103 4+ 未実施 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
104 4+ 4+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
106 4+ 4+ 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
114 未実施 未実施 4+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 カラム法のため未実施 不適合
115 4+ 4+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
127 未実施 未実施 4+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 カラム法のため未実施 不適合
132 4+ 未実施 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合

IAT：間接抗グロブリン試験

主試験 副試験
判定施設

番号
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表Ⅳ-2-6 

 

 

  

2019年度　輸血検査精度管理　検査結果　交差適合試験　　　　　　    2/6
　【試料３（受血者）＋試料５（供血者）】

生食法 酵素法 IAT IgG感作赤血球 生食法 酵素法 IAT IgG感作赤血球

1 未実施 未実施 2+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 カラム法のため未実施 不適合
2 陰性 W+ 2+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
5 未実施 未実施 3+ 検査不要のため未実施 未実施 未実施 陰性 カラム法のため未実施 不適合
7 陰性 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
14 陰性 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
18 陰性 2+ 2+ 検査不要のため未実施 陰性 陰性 陰性 凝集あり 不適合
19 陰性 4+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
20 陰性 未実施 2+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
22 陰性 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
24 未実施 未実施 3+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
26 W+ 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
27 陰性 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
28 W+ 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
30 未実施 未実施 3+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
35 陰性 2+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 陰性 陰性 凝集あり 不適合
36 陰性 3+ 2+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
37 陰性 陰性 陰性 凝集あり 陰性 4+ 4+ 検査不要のため未実施 不適合
39 陰性 3+ 3+ 検査不要のため未実施 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
42 陰性 4+ 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
43 陰性 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
46 陰性 3+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
47 陰性 2+ 2+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
48 陰性 4+ 2+ 検査不要のため未実施 陰性 陰性 陰性 凝集あり 不適合
49 陰性 未実施 2+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
50 陰性 未実施 2+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
52 W+ 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
53 陰性 陰性 1+ 凝集あり 陰性 陰性 陰性 凝集あり 不適合
54 陰性 未実施 1+ 検査不要のため未実施 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
56 陰性 4+ 4+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
58 未実施 未実施 3+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 カラム法のため未実施 不適合
59 W+ 4+ 4+ 凝集あり 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
60 陰性 4+ 2+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
84 陰性 3+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 陰性 陰性 凝集あり 不適合
88 W+ 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
103 陰性 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 陰性 凝集あり 不適合
104 陰性 3+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 陰性 陰性 凝集あり 不適合
106 陰性 3+ 2+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合
114 未実施 未実施 4+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 カラム法のため未実施 不適合
115 陰性 3+ 3+ 検査不要のため未実施 陰性 陰性 陰性 凝集あり 不適合
127 未実施 未実施 3+ カラム法のため未実施 未実施 未実施 未実施 カラム法のため未実施 不適合
132 W+ 未実施 3+ 検査不要のため未実施 陰性 未実施 未実施 検査不要のため未実施 不適合

IAT：間接抗グロブリン試験

施設
番号

主試験 副試験
判定
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2019年度　輸血検査精度管理　検査結果　交差適合試験　　　　　　    3/6
　【試料３（受血者）　自己対照】

生食法 酵素法 IAT IgG感作赤血球

1 未実施 未実施 陰性 カラム法のため未実施
 オーソ オート
ビュー Innova カラム法 低イオン強度溶液（LISS）

2 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 用手法 試験管法 低イオン強度溶液（LISS）

5 未実施 未実施 陰性 カラム法のため未実施 オーソ オート
ビュー Innova

カラム法 低イオン強度溶液（LISS）

7 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

14 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

18 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

19 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

20 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

22 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

24 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 Erytra カラム法 低イオン強度溶液（LISS）

26 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

27 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

28 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

30 未実施 未実施 未実施 検査不要のため未実施 カード用 IH-1000 カラム法 低イオン強度溶液（LISS）

35 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

36 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

37 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

39 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

42 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

43 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

46 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

47 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 重合ウシアルブミン

48 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

49 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

50 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

52 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

53 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

54 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 低イオン強度溶液（LISS）

56 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

58 未実施 未実施 陰性 カラム法のため未実施 用手法 カラム法 低イオン強度溶液（LISS）

59 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

60 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

84 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 重合ウシアルブミン

88 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

103 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

104 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 重合ウシアルブミン

106 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 低イオン強度溶液（LISS）

114 未実施 未実施 陰性 カラム法のため未実施 用手法 カラム法 低イオン強度溶液（LISS）

115 陰性 陰性 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 重合ウシアルブミン

127 未実施 未実施 陰性 カラム法のため未実施 オーソ ビジョン カラム法 低イオン強度溶液（LISS）

132 陰性 未実施 陰性 凝集あり 用手法 試験管法 ポリエチレングリコール(PEG)

IAT：間接抗グロブリン試験

間接抗グロブリン試験
反応増強剤名

施設
番号

自己対照

測定装置
交差適合試験

方法
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2019年度　輸血検査精度管理　検査結果　交差適合試験　　　　　　    4/6
　【試料３（受血者）　追加試験】

施設
番号

ABO,RhD血液型検査 不規則抗体スクリーニング 不規則抗体同定 その他血液型検査 その他の検査

1 O型、Rh(D)陽性 陽性 抗E
E抗原検査：E抗原（-
）

2 O型Rho(+) 陽性です。 抗Eを検出しまし
た。

Rhフェノタイプ
（CCee)

未実施

5
7 O型Rh(D)陽性 不規則抗体陽性 抗E E抗原陰性
14
18 血液型：O型RhD陽性 陽性 E抗体 Rh：CCDee

19 O型RhD陽性 抗E,抗ｃ,抗P,抗JKb（可能性
の高い抗体）

20 O型RhD陽性 陽性 抗E DCCee
22 O型RhD陽性 陽性 抗E CCDee
24 O型 陽性 抗E保有 Rｈ血液型：CCee
26 O型RhD陽性
27 Ｏ型ＲｈＤ陽性 陽性 抗Ｅ 未実施 未実施
28 O型RhD陽性

30 O型RhD陽性 陽性 抗E Rh　Phenotyp：CCDee

35

36 O型 RhD陽性 陽性 抗E Rhタイピング CCDee

37 O型、Rh陽性 陽性
39 O型RhD陽性 陽性 抗E抗体 抗E血清で凝集なし
42 O型Rh(+)

43 O型RhD陽性 不規則抗体陽性 抗E保有 E抗原陰性 検査不要のため未実施

46 O型　RhD陽性 陽性 抗E
47 O型RhD(+) 未実施 未実施 未実施 未実施
48 O型　Rh（D)　陽性
49 O型　Rh(D)陽性 陽性
50 O型Rh（D)陽性 陽性 未実施 未実施 未実施
52 O型Rh陽性

53

表試験 抗A　0　抗B 0
裏試験 A1施血球 4+　B施
血球 4+ 抗D 4+　Rh-co
0　O型 Rh陽性

　否定できない抗体　抗E、
抗ｃ、抗M、抗N、抗P1
　抗S、抗ｓ、抗k、抗Fya、
抗Fyb、抗Jkb

54 O型Rh陽性 陽性 E、ｃを疑う
56 O型　RhD陽性 陽性 抗E E抗原検査　陰性

58
可能性の高い抗
体：抗E

59

60 ＡＢＯ血液型：Ｏ型
ＲｈＤ血液型：陽性

陽性 抗Ｅが推定され
る。

84 Ｏ型、Ｒｈ（+）

88 O型RhD陽性 陽性

103
試料３（受血者）　ABO血
液型　О型　Ｒh（Ｄ）陽
性

パネル血球（Ⅱ）において
（3+）の凝集あり。不規則抗
体の存在を疑う。

未実施 未実施 直接クームス陰性

104 O型、Rh（+）
106 Ｏ型ＲｈＤ陽性 陽性 Ｅ抗体陽性 Ｅ抗原陰性
114 O型RhD陽性 抗E,抗K,抗Kpa,抗S,抗Lua 抗E
115 Ｏ型、Ｒｈ（+） （+）
127 Ｏ型　Ｒｈ陽性 陽性

132 O型 RhD陽性
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2019年度　輸血検査精度管理　検査結果　交差適合試験　　　　　　   5/6
　【試料４（供血者）　追加試験】

施設
番号

ABO,RhD血液型検査 不規則抗体
スクリーニング

不規則抗体同定 その他血液型検査 その他の検査

1 AB型、Rh(D)陽性 陰性
未検査
（検査不要）

2 AB型Rho(+) 未実施 未実施 未実施 未実施

5 試料３：O型RhD陽性
試料４：AB型RhD陽性

陽性 抗Ｅを同定

7 AB型Rh(D)陽性
14
18 血液型：AB型RhD陽性
19 AB型RhD陽性
20 AB型RhD陽性
22 AB型RhD陽性
24 AB型 陰性
26 AB型RhD陽性
27 ＡＢ型ＲｈＤ陽性 陰性 未実施 未実施 未実施
28 AB型RhD陽性

30 AB型RhD陽性 陰性

35
試料3：O型 Rh(D)陽性
試料4：AB型 Rh(D)陽性

36 AB型 RhD陽性
Rhタイピング
CCDee

37 AB型、Rh陽性 陰性

39 AB型RhD陽性 陰性 抗E血清で凝集なし

42 AB型Rh(+)

43 AB型RhD陽性 検査不要のため未
実施

検査不要のため未
実施

検査不要のため未
実施

検査不要のため未
実施

46 AB型　RhD陽性 陰性
47 試料4はAB型RhD(+) 未実施 未実施 未実施 未実施
48 AB型　Rh（D)陽性
49 AB型 Rh(D)陽性
50 AB型Rh（D)陽性 未実施 未実施 未実施 未実施
52 AB型RhD陽性

53
表試験 抗A4+　抗B4+ 裏試験 A1赤
血球 0  B赤血球 0  抗D 4+
Rｈ-ｃo　0　 　AB型　Rh陽性

54 AB型Rh陽性 陰性
56 AB型　RhD陽性
58
59

60 ＡＢＯ血液型：ＡＢ型　　ＲｈＤ
血液型：陽性

84 ＡＢ型、Ｒｈ（+）
88 AB型RhD陽性
103 ABO血液型 AB型　Ｒh（Ｄ） 陽性 陰性 未実施 未実施 未実施
104 AB型、Rh（+）
106 ＡＢ型ＲｈＤ陽性 Ｅ抗原陰性
114 AB型RhD陽性
115 ＡＢ型、Ｒｈ（+）
127 AB型　Ｒｈ陽性 陰性 直接ｸｰﾑｽ陰性
132 AB型 RhD陽性
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2019年度　輸血検査精度管理　検査結果　交差適合試験　　　　　　    6/6
　【試料５（供血者）　追加試験】

施設
番号

ABO,RhD血液型検査 不規則抗体
スクリーニング

不規則抗体同定 その他血液型検査 その他の検査

1 O型、Rh(D)陽性 陰性
未検査（検査不
要）

E抗原検査：E抗原
（+）

2 O型Rho(+) 未実施 未実施 Rhフェノタイプ
（CcEe）

未実施

5 試料３：O型RhD陽性　試料５：O型
RhD陽性

試料３：陽性 試料３：抗Ｅを同
定

7 O型Rh(D)陽性 E抗原陽性
14
18 血液型：O型RhD陽性 E抗原陽性
19 O型RhD陽性
20 DCｃEe
22 O型RhD陽性 CcDEe
24 O型 陰性 Rh血液型：CcEe
26 O型RhD陽性
27 Ｏ型ＲｈＤ陽性 陰性 未実施 未実施 未実施
28 O型RhD陽性
30 O型RhD陽性 陰性
35

36 O型 RhD陽性 Rhタイピング
CcDEe

37 O型、Rh陽性 陰性
39 O型RhD陽性 陰性 抗E血清で凝集あり
42 O型Rh(+)

43 検査不要のため未実施 検査不要のため未
実施

検査不要のため未
実施

E抗原陽性 検査不要のため未
実施

46 O型　RhD陽性
47

試薬5はO型RhD(+)
未実施 未実施 未実施 未実施

48 O型　Rh（D)陽性
49 O型　Rh(D)陽性
50 O型Rh（D)陽性 未実施 未実施 未実施 未実施
52 O型Rh陽性

53
表試験 抗A　0　抗B 0　裏試験
A1赤血球 4+　B赤血球 4+
 抗D 4+　Rh-co 0 　O型 Rh陽性

54 O型Rh陽性 陰性
56 O型　RhD陽性 E抗原検査　陽性
58
59

60 ＡＢＯ血液型：Ｏ型　　ＲｈＤ血
液型：陽性

84 Ｏ型、Ｒｈ（+）
88 O型RhD陽性
103 ABO血液型　O型　Rh(D）陽性 陰性 未実施 未実施 未実施
104 O型、Rh（+）
106 Ｏ型ＲｈＤ陽性 Ｅ抗原陽性
114 O型RhD陽性
115 Ｏ型、Ｒｈ（+）
127 О型　Ｒｈ陽性 陰性 直接ｸｰﾑｽ陰性
132 O型 RhD陽性
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2019年度　輸血検査精度管理　検査結果  試験管法による凝集反応の判定　　
　【試料7 ･ 試料8 ･ 試料9】

試料7 試料8 試料9

1 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 himac オーソ　抗ヒトIgG血清
2 陰性 陰性 2+ 自動洗浄 himac オーソ　クームス血清バイオクローン
5 陰性 W+ 1+ 自動洗浄 himac バイオ・ラッド クームス ダイアクローンクームス

7 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 himac イムコアガンマクローンIgG
14 陰性 陰性 2+ 用手法 その他の汎用型遠心機 オーソ　抗ヒトIgG血清
18 陰性 陰性 2+ 自動洗浄 SEROMATICⅡ クームス血清ワコー
19 陰性 陰性 3+ 用手法 SEROMATICⅡ 単特異性ヒトIgG血清ワコー
20 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 himac オーソ　抗ヒトIgG血清
22 陰性 陰性 2+ 自動洗浄 SEROMATICⅡ ガンマクローンIgG
24 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 CF-Ⅲ オーソ　抗ヒトIgG血清
26 陰性 陰性 1+ 用手法 その他の汎用型遠心機 オーソ　クームス血清バイオクローン
27 陰性 陰性 2+ 用手法 SEROMATICⅡ ガンマクローンIgG
28 陰性 陰性 1+ 用手法 その他の汎用型遠心機 オーソ　クームス血清バイオクローン
30 陰性 陰性 1+ 用手法 CF-Ⅲ オーソ　抗ヒトIgG血清
35 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 SEROMATICⅡ 単特異性ヒトIgG血清ワコー
36 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 SEROMATICⅡ 単特異性ヒトIgG血清ワコー
37 陰性 陰性 2+ 用手法 SEROMATICⅡ 単特異性ヒトIgG血清ワコー
39 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 SEROMATICⅡ オーソ　クームス血清バイオクローン
42 陰性 陰性 2+ 用手法 SANFUGE-SR オーソ　抗ヒトIgG血清
43 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 himac オーソ　抗ヒトIgG血清
46 陰性 陰性 1+ 用手法 CF-Ⅲ オーソ　抗ヒトIgG血清
47 陰性 陰性 W+ 用手法 SEROMATICⅡ ガンマクローンIgG
48 陰性 陰性 3+ 用手法 SEROMATICⅡ オーソ　クームス血清バイオクローン
49 陰性 陰性 2+ 用手法 Cellwasher2 単特異性ヒトIgG血清ワコー
50 W+ 陰性 2+ 自動洗浄 himac ガンマクローン抗IgG　C3d
52 陰性 陰性 1+ 用手法 その他の汎用型遠心機 オーソ　クームス血清バイオクローン
53 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 CF-Ⅲ オーソ　抗ヒトIgG血清
54 陰性 陰性 1+ 用手法 SEROMATICⅡ クームス血清ワコー
56 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 himac オーソ　抗ヒトIgG血清
59 陰性 陰性 2+ 用手法 その他の汎用型遠心機 オーソ　クームス血清バイオクローン
60 陰性 陰性 2+ 用手法 その他の汎用型遠心機 オーソ　抗ヒトIgG血清
84 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 himac クームス血清ワコー
88 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 himac オーソ　クームス血清バイオクローン
103 1+ 陰性 2+ 自動洗浄 himac 単特異性ヒトIgG血清ワコー
104 陰性 陰性 1+ 用手法 SANFUGE-SR クームス血清ワコー
106 陰性 陰性 2+ 自動洗浄 himac オーソ　クームス血清バイオクローン
114 陰性 W+ 2+ 用手法 SANFUGE-SR クームス血清ワコー
115 陰性 陰性 1+ 自動洗浄 himac クームス血清ワコー
127 陰性 陰性 2+ 自動洗浄 himac オーソ　抗ヒトIgG血清
132 陰性 陰性 1+ 用手法 その他の汎用型遠心機 オーソ　クームス血清バイオクローン

抗ヒトグロブリン抗体名施設
番号

凝集の強さ
洗浄方法 遠心機名
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Ⅳ-４ 参考資料 
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図Ⅳ-4-2 
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図Ⅳ-4-3 
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図Ⅳ-4-4 
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図Ⅳ-4-5 
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図Ⅳ-4-6 
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図Ⅳ-4-7 
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図Ⅳ-4-8 
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図Ⅳ-4-9 
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図Ⅳ-4-10 
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Ⅴ 一 般 検 査 

 

Ⅴ－1 要 約 
 

 本年度の一般検査部会参加施設は 51施設であった。 
 本年度の項目別参加施設数は、尿定性検査 51施設、便潜血検査 37施設(定性報告施設 17 
施設、定量報告施設 20施設)、フォトサーベイ 47施設(うち、尿沈渣成分のみは 14施設) 
であった。 
 尿定性検査は、全参加施設で尿蛋白、尿糖について試料 A、Bともに±1管差以内となり、
A評価 51施設、B評価 0施設、C評価 0施設であった。また、昨年度より引き続き評価対
象外項目として尿潜血（試料 A、B）の検討を行ったが、本年度も±1管差以内と良好な結
果を示し、次年度以降は評価項目として採用する予定である。 
 便中ヒトヘモグロビン定性検査では評価対象とした試料 1、2 において全参加施設 17 施
設で正答であり、滋賀県一般検査精度管理独自の評価基準による評価は、A 評価 17 施設、
B評価 0施設、C評価 0施設であった。 
 便中ヒトヘモグロビン定量検査では評価対象とした試料 1の内、2施設が±2SDを超え、
再送付を行った。1施設は報告値に改善があったが、もう 1施設は再送付の報告値も±2SD
を超え改善はみられなかった。試料 2 については全施設で±2SD 以内であった。よって、
滋賀県一般検査精度管理独自の評価基準による評価は、A評価 16施設、B評価 4施設、C
評価 0施設であった。 
 便中ヒトヘモグロビン検査では、昨年度に引き続き、評価対象外として試料 A、B、Cの
測定を行った。試料 A、B、Cの各試料で SDは試料 1、2、3と同程度の値で CV値は 10
～30%の間を推移しており、試料 A、B、C は精度管理試料として適切であると判断した。
次年度以降は、コストや操作性の観点から試料 A、B、Cを精度管理試料として採用する予
定で考えていく。 
 フォトサーベイは、赤血球形態 1問、円柱成分 2問、細胞成分 4問、結晶成分 1問、髄
液細胞分類 2問の計 10問について出題した。正解率は、尿沈渣成分において設問 8以外で
80%以上の正解率となり、髄液成分は、2 問ともに正解率が 80%を超えた。設問 8 は正解
率 53.2%であり、日臨技フォトサーベイの評価基準に基づき評価対象外とした。 
 フォトサーベイでは、A評価 40施設、B評価 7施設、C評価 0施設となった。 

 (文責 山田 真以) 
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Ⅴ－2 結果および考察 

Ⅴ－2－1 尿定性検査 
＜尿定性検査＞ 
本年度の参加施設数は 51施設であった。各施設に精度管理調査用に作製された 2種類（試
料 A・B）の凍結乾燥試料を配布し、手順書に従い溶解後、日常検査と同じ方法で測定を行
う。結果報告は各施設の定性値（実測値）を半定量値に置き換え、その近似値を判定値と

して報告する。これは「現在市販されている尿定性検査における尿試験紙は JCCLS尿試験
紙標準化指針（2005）に従っており、尿蛋白なら 30mg/dL、尿糖なら 100mg/dL を 1+と
するとされているが、それ以外の濃度に関する定性値は各メーカーの判断に委ねられてい

る。従ってメーカーによっては 1+以外の判定段階において半定量値と定性値が異なる場合
が生じるため。」による。 
 また今回も前回と同様、尿潜血を今後の精度管理調査の追加項目として検討するため、

評価対象外として上記と同様の方法で測定を行った。なお、尿潜血についても、尿蛋白・

尿糖と同様に JCCLS尿試験紙標準化指針（2005）において、ヘモグロビン 0.06mg/dLを
(1+)とし、それ以外の濃度に関する定性値は各メーカーの判断に委ねられている。 
 本年度の各項目（尿蛋白、尿糖、尿潜血）の目標値を表Ⅴ－2－1－1に示し、評価基準を
表Ⅴ－2－1－2に示す。 
 
表Ⅴ－2－1－1：2019年度尿定性検査の目標値 
 試料 A 試料 B 
尿蛋白 (1+)：30mg/dL (2+)：100mg/dL 
尿糖 (3+)：500mg/dL (1+)：100mg/dL 
尿潜血(評価対象外) (-)：陰性 (2+)：0.15mg/dL 
 
表Ⅴ－2－1－2：2019年度尿定性検査の評価基準 
A評価 試料 A、Bともに目標値(最頻値)または目標値±1管差以内 
B評価 試料 A、Bの内、どちらか一方のみ目標値(最頻値)または目標値±1管差以内 
C評価 試料 A、Bともに目標値±2管差以上 
 
尿蛋白・尿糖・尿潜血について各試料の定性値・半定量値・判定値の結果と施設数、回

答率（%）、評価を示す。（表Ⅴ－2－1－3～表Ⅴ－2－1－6、図Ⅴ－2－1－1～図Ⅴ－2－1
－3） 
尿定性検査は評価対象項目である尿蛋白、尿糖について参加施設全てで試料 A・Bともに

±1管差以内となった。よって、滋賀県一般検査精度管理独自の評価基準に基づき、A評価
51施設、B評価 0施設、C評価 0施設であった。また、検討項目である尿潜血も参加施設
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全てで±1管差以内という良好な結果が得られたため、次年度は評価対象項目として採用す
る予定である。 
＜尿定性検査アンケート＞ 
今年度は尿定性検査の参加施設 51施設に尿定性検査に関するアンケートを行い、結果を
表Ⅴ－2－1－7に示す。参加施設 51施設中アンケートに回答された施設は 45施設である。
その 45 施設の尿定性の判定方法は、用手法の施設が 5 施設（11%）、機械判定のうち全自
動判定の施設が 22 施設（49%）、半自動判定の施設が 18 施設（40%）であった（図 V－2
－1－4）。臨床への報告方法は、定性のみが 29施設(64%)、定性と半定量値の併記が 16施
設(36%)、半定量値のみが 0施設であった。（図Ⅴ－2－1－5） 
使用試験紙メーカーの割合はアークレイ 18 施設（40%）、栄研化学 12 施設（27%）、

SIEMENS 7施設（16%）、Sysmex 2施設（4%）、富士フィルム和光純薬 3施設（7%）、
その他 3施設（6%）であった。（図Ⅴ－2－1－6） 

(文責 村木 雅哉) 
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表 V－2－1－3：2019年度尿蛋白定性結果（試料 A、B） 

 
 

定性値 半定量値（mg/dL） 報告値(mg/dL) 測定方法 定性値 半定量値（mg/dL） 報告値(mg/dL) 測定方法

1 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

2 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

5 （+/-） 15 15 機械 2+ 100 100 機械

7 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

14 1+ 30 機械 2+ 100 機械

16 (+/-) 15 15 目視 1+ 30 30 目視

18 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

19 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

20 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

22 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

24 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

25 (+/-) 15 15 目視 1+ 30 30 目視

26 1+ 30 30 目視 2+ 100 100 目視

27 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

28 1+ 30 30 目視 2+ 100 100 目視

30 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

35 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

36 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

37 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

39 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

42 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

43 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

45 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

46 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

47 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

48 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

49 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

50 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

51 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

52 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

53 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

54 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

55 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

56 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

58 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

59 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

60 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

84 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

88 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

95 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

103 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

104 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

105 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

106 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

114 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

115 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

118 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

127 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

128 (+/-) 15 15 目視 2+ 100 100 目視

137 1+ 30 30 目視 2+ 100 100 目視

138 1+ 30 30 機械 2+ 100 100 機械

試料A（尿蛋白） 試料B（尿蛋白）
施設番号
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表 V－2－1－4：2019年度尿糖定性結果（試料 A、B） 

 
 
 

定性値 半定量値（mg/dL） 報告値(mg/dL) 測定方法 定性値 半定量値（mg/dL） 報告値(mg/dL) 測定方法

1 4+ 1000 1000 機械 1+ 100 100 機械

2 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

5 2+ 250 250 機械 1+ 100 100 機械

7 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

14 3+ 500 機械 (+/-) 50 機械

16 3+ 500 500 目視 2+ 250 250 目視

18 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

19 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

20 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

22 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

24 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

25 2+ 500 500 目視 1+ 100 100 目視

26 3+ 500 500 目視 1+ 100 100 目視

27 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

28 3+ 500 500 目視 1+ 100 100 目視

30 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

35 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

36 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

37 4+ 1000 1000 機械 2+ 250 250 機械

39 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

42 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

43 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

45 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

46 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

47 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

48 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

49 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

50 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

51 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

52 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

53 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

54 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

55 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

56 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

58 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

59 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

60 3+ 500 500 機械 2+ 250 250 機械

84 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

88 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

95 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

103 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

104 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

105 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

106 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

114 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

115 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

118 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

127 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

128 3+ 500 500 目視 1+ 100 100 目視

137 3+ 500 500 目視 1+ 100 100 目視

138 3+ 500 500 機械 1+ 100 100 機械

施設番号
試料A（尿糖） 試料B（尿糖）
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表 V－2－1－5：2019年度尿潜血定性結果（試料 A、B）※評価対象外 

 
 

定性値 半定量値（mg/dL） 報告値(mg/dL) 測定方法 定性値 半定量値（mg/dL） 報告値(mg/dL) 測定方法

1 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

2 (-) 陰性 陰性 機械 1+ 0.15 0.15 機械

5 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

7 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

14 (-) 機械 2+ 機械

16 (-) 目視 3+ 目視

18 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

19 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

20 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

22 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

24 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

25 (-) 目視 2+ 目視

26 (-) 陰性 陰性 目視 2+ 0.15 0.15 目視

27 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

28 (-) 陰性 陰性 目視 2+ 0.15 0.15 目視

30 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

35 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

36 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

37 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

39 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

42 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

43 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

45 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

46 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

47 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

48 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

49 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.75 0.75 機械

50 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

51 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

52 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

53 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

54 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.75 0.75 機械

55 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

56 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

58 (-) 陰性 陰性 機械 1+ 0.15 0.15 機械

59 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

60 (-) 陰性 陰性 機械 1+ 0.06 0.06 機械

84 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

88 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

95 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

103 (-) 陰性 陰性 機械 1+ 0.06 0.06 機械

104 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

105 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

106 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

114 (-) 陰性 陰性 機械 1+ 0.15 0.15 機械

115 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

118 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.75 0.75 機械

127 (-) 陰性 陰性 機械 2+ 0.15 0.15 機械

128 (-) 陰性 陰性 目視 2+ 0.15 0.15 目視

137 (-) 陰性 陰性 目視 2+ 0.15 0.15 目視

138 (-) 陰性 陰性 機械 1+ 0.15 0.15 機械

施設番号
試料A（尿潜血） 試料B（尿潜血）
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表 V－2－1－6：2019年度各試料の尿定性集計結果 
判定値 試料 A 試料 B 
尿蛋白 施設数 回答率（%） 評価 施設数 回答率（%） 評価

15mg/dL 4 8 A 0 0   
30mg/dL 47 92 A 2 4 A 

100mg/dL 0 0 49 96 A 
尿糖 施設数 回答率（%） 評価 施設数 回答率（%） 評価

50mg/dL 0 0  1 2 A 
100mg/dL 0 0  47 92 A 
250mg/dL 1 2 A 3 6 A 
500mg/dL 48 94 A 0 0 

1000mg/dL 2 4 A 0 0 
尿潜血 施設数 回答率（%） 評価 施設数 回答率（%） 評価

陰性 51 100 
評価

対象

外 
  

 0 0   
評価

対象

外 
 
 

0.03mg/dL 0 0  0 0 
0.06mg/dL 0 0 2 4 
0.15mg/dL 0 0 44 90 

0.75mg/dL 0 0 3 6 

※試料 Bの尿潜血について、2施設に報告値の記載がなかったため施設数は 49施設となっ
ている。 
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表 V－2－1－7：2019年度尿定性検査アンケート集計結果 
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図 V－2－1－1：2019年度尿蛋白定性結果(試料 A、B) 
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図 V－2－1－2：2019年度尿糖定性結果(試料 A、B) 
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図 V－2－1－3：2019年度尿潜血定性結果(試料 A、B) 
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図 V－2－1－4：2019年度アンケート集計結果（尿定性検査の判定方法） 

 
図 V－2－1－4：2019年度アンケート集計結果（臨床への報告方法） 
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図 V－2－1－5：2019年度アンケート集計結果（各施設の使用試験紙メーカー） 
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Ⅴ－2－2 便中ヒトヘモグロビン検査 
 本年度参加施設は全 37 施設で、内、便中ヒトヘモグロビン定性検査 17 施設、便中ヒト
ヘモグロビン定量検査 20施設であった。本年度の各試料の目標値を表 V－2－2－1に示し、
評価基準を表 V－2－2－2に示す。 
 
表 V－2－2－1：2019年度便中ヒトヘモグロビン検査各試料目標値 

 
 
表 V－2－2－2：2019年度便中ヒトヘモグロビン検査評価基準 
＜定性値報告施設(目視法)＞ 
A評価 試料①、②ともに正判定 
B評価 試料①、②どちらか一方のみ正判定 
C評価 試料①、②ともに誤判定 
＜定量値報告施設(機械法)＞ 

A評価 試料①、②ともに SDI＜2.0 
B評価 試料①、②どちらか一方のみ SDI＜2.0 
C評価 試料①、②ともに SDI≧2.0 
＊SDI＝(平均値-報告値)/SDの絶対値。 
＊試料③、参考試料は評価対象外とする。 
 
 
 

試料 測定値（ng/mL） 換算値（μg/g便）

1 30～40
2 120～160
3 15～20

試料 測定値（ng/mL） 換算値（μg/g便）

A 100 20
B 200 40
C 500 100

液体試料

（栄研化学機器使用施設のみ）
下限値（ng/mL） 上限値（ng/mL） 中央値（ng/mL）

① 127 171 149
② 380 514 447
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＜便中ヒトヘモグロビン定性検査＞ 
本年度参加施設は 17 施設であった。試料 1、試料 2、試料 3、試料 A、試料 B、試料 C
を測定し、本年度も昨年同様、試料 1、試料 2が評価対象で試料 1、試料 2の正答は陽性、
全参加施設が陽性で正答であった。試料 3は検出感度以下の為、評価対象外ではあったが、
陰性施設が 1施設あった。（表 V－2－2－3） 
便の採取法、採便量が適切であるかによって判定に影響を及ぼす要因が大きいため、正

確な検体採取を心掛けて頂きたい。 
滋賀県一般検査精度管理独自の評価基準による評価は、A 評価 17 施設、B 評価 0 施設、

C評価 0施設であった。 
 
＜便中ヒトヘモグロビン定量検査＞ 
 本年度参加施設は 20施設であった。試料 1、試料 2、試料 3、試料 A、試料 B、試料 C、
液体試料①、液体試料②を測定し、内、試料 1、試料 2を評価対象とした。（栄研化学社製
機器使用施設には、液体試料①、液体試料②を配布し、それ以外のメーカーの機器使用施

設は自施設で使用しているコントロールの測定値、測定範囲を報告して頂いた。）測定値は

各施設の使用機器メーカーによって、採便容器内の溶液量と採便量が異なり、採便容器内

の希釈倍数が変わってしまうため、μg/g便に換算して報告検討を行った。 
試料 1では平均 22.1µg/g便、SD2.6、CV11.7%で、2施設が±2SDを超えた。試料 2で

は平均 110.8µg/g便、SD18.6、CV16.8%で、全施設が±2SD以内に収まった。試料 3は平
均 11.2µg/g便、SD2.6、CV23.4%であった。（表 V－2－2－4～表 V－2－2－6、図 V－2－
2－1～図 V－2－2－3） 
試料 Aでは平均 18.7µg/g便、SD2.8、CV15.2%、試料 Bでは平均 41.3µg/g便、SD4.5、

CV10.9%、試料 C では平均 104.4µg/g 便、SD14.7、CV14.1%であった。（表 V－2－2－7
～表 V－2－2－9、図 V－2－2－4～図 V－2－2－6） 
液体試料①（測定範囲：栄研化学 127ng/mL～171ng/mL アルフレッサ 74ng/mL～

134ng/mL）、液体試料②（測定範囲：栄研化学 380ng/mL～514ng/mL アルフレッサ
204ng/mL～324ng/mL）は測定値に及ぼす影響が疑似便調整の仕方や性状による採便手技
上の原因か機器に起因するかを判断するために測定を行ったものである。液体試料①、液

体試料②共に参加した 20 施設全てがコントロール範囲内であった。（表 V－2－2－10～表
V－2－2－11、図 V－2－2－7～図 V－2－2－8） 
各測定値が±2SDを超えた施設には試料の再送付を行った。試料 1で±2SDを超えた 2

施設は再送付の結果、1施設は報告値に改善があったが、もう 1施設は再送付の報告値も±
2SDを超え、改善はみられなかった。試料 2は全ての施設で±2SD以内に収まり、再送付
対象施設はなかった。試料 3では 1施設で±2SDを超え、再送付の報告値も±2SDを超え
る結果となった。（表 V－2－2－4～表 V－2－2－6） 
試料 Aは全ての施設で±2SD以内に収まり、再送付はなかった。試料 Bでは 2施設が±
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2SD を超え再送付の結果、1 施設は報告値に改善がみられたが、もう 1 施設は再送付の報
告値も±2SDを超えた。試料 Cでは 2施設が±2SDを超え再送付の報告値は 2施設とも改
善がみられた。（表 V－2－2－7～表 V－2－2－9）採便手技が測定値の収束に影響を及ぼす
主たる原因と思われる。 
 滋賀県一般検査精度管理独自の評価基準による評価は、A 評価 16 施設、B 評価 4 施設、
C評価 0施設であった。尚、B評価 4施設の内、2施設が入力ミスにより B評価となった。 
 
また、試料 A、B、Cの擬似便は試料 1、2、3の擬似便に代わる精度管理試料として適切
かどうか今年度も実施した。試料 A～C の各試料で SD は試料 1、2、3 と同程度の値であ
り CV 値は 10～30%の間を推移しており、精度管理試料として適切であると判断した。次
年度からは試料 A、B、Cを精度管理試料として採用することとする。（表 V－2－2－4～表
V－2－2－9、表 V－2－2－13、図 V－2－2－1～図 V－2－2－6、表 V－2－2－11） 
 
＜便中ヒトヘモグロビン検査アンケート＞ 
 本年度の便中ヒトヘモグロビン定性参加施設 17 施設の内、使用メーカーは栄研化学 12
施設、ミズホメディー4施設、富士フィルム和光純薬 1施設であり、どのメーカーも最低検
出感度は 50ng/mLであった。 
便中ヒトヘモグロビン定量参加施設 20施設の内、使用機器メーカーは栄研化学 16施設、
アルフレッサファーマ 3 施設、富士フィルム和光純薬 1 施設であり、カットオフ値は 10μ
ｇ/g便～24μg/g便であった。（表 V－2－2－14～表 V－2－2－15、図 V－2－2－14～図 V
－2－2－15） 
                              （文責 早嵜 邦子） 
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表 V－2－2－3：2019年度便中ヒトヘモグロビン定性結果 
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表 V－2－2－4：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 1） 
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表 V－2－2－5：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 2） 
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表 V－2－2－6：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 3） 
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表 V－2－2－7：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 A） 
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表 V－2－2－8：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 B） 
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表 V－2－2－9：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 C） 
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表 V－2－2－10：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（液体試料①） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栄研化学

施設No. 測定値(ng/mL) 再検値 測定機器名

1 144 DIANA
2 140 DIANA
5 145 DIANA
20 153 PLEDIA
22 150 DIANA
24 149 iO
30 149 iO
37 151 iO
43 149 PLEDIA
50 161 iO
53 156 iO
56 156.6 iO
88 150 PLEDIA
105 148 PLEDIA
127 152 DIANA
138 143 PLEDIA

平均値 149.8

アルフレッサ　※各施設でのコントロール試料（Low）測定結果

施設No. 報告値(ng/mL) 再検値 コントロール測定範囲(ng/mL) 測定機器名

18 95 74～134 Ns-Prime
104 99 73～133 Ns-PLUS
106 101 74～114 Ns-Prime

平均値 98.3

富士フィルム和光純薬　※各施設でのコントロール試料（Low）測定結果

施設No. 報告値(ng/mL) 再検値 コントロール測定範囲(ng/mL) 測定機械名

49 0 0～13 クイックラン

参考範囲127～171ng/mL
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表 V－2－2－11：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（液体試料②） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栄研化学

施設No. 測定値(ng/mL) 再検値 測定機器名

1 458 DIANA
2 456 DIANA
5 456 DIANA
20 473 PLEDIA
22 459 DIANA
24 454 iO
30 438 iO
37 441 iO
43 459 PLEDIA
50 469 iO
53 460 iO
56 464.3 iO
88 448 PLEDIA
105 448 PLEDIA
127 459.3 DIANA
138 430 PLEDIA

平均値 454.5

アルフレッサ　※各施設でのコントロール試料（High）測定結果

施設No. 報告値(ng/mL) 再検値 コントロール測定範囲(ng/mL) 測定機器名

18 241 204～324 Ns-Prime
104 275 208～328 Ns-PLUS
106 266 228～278 Ns-Prime

平均値 260.7

富士フィルム和光純薬　※各施設でのコントロール試料（High）測定結果

施設No. 報告値(ng/mL) 再検値 コントロール測定範囲(ng/mL) 測定機械名

49 149 126～170 クイックラン

参考範囲380～514ng/mL
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表 V－2－2－12：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量報告施設 CV値推移（2004年～2019
年）（試料 1、試料 2） 

 
 
表 V－2－2－13：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量報告施設 CV値推移（2018年～2019
年）（試料 A、B、C） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試料1 試料2
2004 20 15
2005 20 14
2006 21 24
2007 14 12
2008 23 24
2009 19 19
2010 19 20
2011 14 13
2012 17 14
2013 22 17
2014 28 20
2015 16 11
2016 15 12
2017 23 14
2018 20 11
2019 12 17

CV値（%）
年度

試料A 試料B 試料C
2018 29 23 22
2019 15 11 14

年度
CV値（%）
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表 V－2－2－14：2019年度便中ヒトヘモグロビン定性アンケート結果 

 
 
表 V－2－2－15：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量アンケート結果 
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図 V－2－2－1：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 1） 

 
 
図 V－2－2－2：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 2） 
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図 V－2－2－3：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 3） 

 
 
図 V－2－2－4：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 A） 
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図 V－2－2－5：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 B） 

 

 
図 V－2－2－6：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（試料 C） 
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図 V－2－2－7：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（液体試料①） 

 
 
図 V－2－2－8：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量結果（液体試料②） 
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図 V－2－2－9：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量 CV値推移（2004年～2019年）（試
料 1） 

 
 
図 V－2－2－10：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量 CV値推移（2004年～2019年）（試
料 2） 
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図 V－2－2－11：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量 CV値推移（2018年～2019年）（試
料 A） 

 
 
図 V－2－2－12：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量 CV値推移（2018年～2019年）（試
料 B） 
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図 V－2－2－13：2019年度便中ヒトヘモグロビン定量 CV値推移（2018年～2019年）（試
料 C） 
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図 V－2－2－14：2019年度便中ヒトヘモグロビン検査アンケート結果（便潜血検査測定方
法） 

 
 
図 V－2－2－15：2019年度便中ヒトヘモグロビン検査アンケート結果（カットオフ値） 
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Ⅴ－2－3 フォトサーベイ 
 本年度のフォトサーベイ参加施設数は 47施設であった。うち、尿沈渣成分と髄液成分の
フォトサーベイ参加施設数は 33 施設、尿沈渣フォトサーベイのみ参加施設数は 14 施設で
あった。昨年度に引き続き、本年度も尿沈渣成分 8 問、髄液成分 2 問について出題した。
出題内容は、赤血球形態 1問、円柱成分 2問、細胞成分 4問、結晶成分 1問、髄液細胞分
類 2問の計 10問であった。昨年度は、尿路上皮細胞の集塊状の細胞と髄液細胞算定に関す
る設問で正解率が低かったため、今年度も同様の成分について出題した。 
本年度のフォトサーベイ評価基準を表Ⅴ－2－3－1に示す。なお、髄液検査未実施の施設
があることを考慮し、髄液フォトサーベイ参加の有無を選択可能とし希望されない場合は、

髄液フォトの設問(2問分)を除いた 8問中の正解率にて評価した。 

 
表 V－2－3－1 
2019年度フォトサーベイ評価基準 

 
※フォトサーベイの髄液成分を希望されない場合は、髄液フォトの設問(2問分)を除いた 8 
問中の正解率にて評価した。 

 
 正解率は、尿沈渣成分において設問 8 以外で 80%以上の正解率となった。髄液成分は、
昨年度、核を見る角度によって単核球様に見える多形核球をどのようにとらえるのかが、

課題として挙がったが、結果として 2 問ともに正解率が 80%以上となり昨年度と比較し格
段に上昇した。理由としては、研究班と協力して髄液細胞の鑑別を目的とした研修会の実

施や、細胞鑑別が容易な写真に限定して出題したためかと考えられる。結果的に正解率は

上昇したが、内訳をみると核の分葉の有無のみを判断材料としている施設もあり、今後も

細胞質の染色性、形態等も併せて判断するべきであると、周知していきたい。 
設問 8 については、正解率が 53.2%となり、日臨技フォトサーベイの評価基準に基づき

評価対象外とした。設問 8 は本来であれば、尿路上皮細胞の集塊状の成分と異型細胞との
鑑別を目的として出題しているのだが、昨年度と同様に、類円形型の尿細管上皮細胞や円

柱上皮細胞との鑑別に弱い傾向があることが分かった。今後、これら 3 種類の細胞の鑑別
を中心として出題を考えていきたい。 
 上記の正解率を踏まえて今年度は、A評価 40施設、B評価 7施設、C評価 0施設となっ
た。(表 V－2－3－2) 

(文責 山田 真以) 
 
 

A評価 正解率80%以上

B評価 正解率60%以上～80%未満

C評価 正解率60%未満
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表 V－2－3－2：2019年度フォトサーベイ結果 
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＜2019年度フォトサーベイ解答＞ 
 
 設問１ 
設問 1-A 無染色、倍率 400倍 
設問 1-B 無染色、倍率 400倍 
 
・設問 1-A、設問 1-Bの写真はそれぞれ別の患者の尿沈渣赤血球の写真です。 

それぞれの写真の尿中赤血球形態を判定し、 

以下の選択肢から適切な組み合わせを選んでください。 

  
選択肢：1．設問 1-A：非糸球体型赤血球    設問 1-B：非糸球体型赤血球 

2．設問 1-A：糸球体型赤血球      設問 1-B：非糸球体型赤血球 

3．設問 1-A：非糸球体型赤血球     設問 1-B：糸球体型赤血球 

4．設問 1-A：糸球体型赤血球       設問 1-B：糸球体型赤血球 

5．わからない 

 
正解：3. 設問 1-A：非糸球体型赤血球、設問 1-B：糸球体型赤血球 
＜解説＞ 正解率：100 % 
 設問 1‐Aは大小不同のある赤血球であるが、それぞれの赤血球は形態が似ており、ヘモ
グロビン色素も豊富で、球状赤血球、コブ・球状赤血球非糸球体型赤血球に分類される。

背景に小型の赤血球のようなものが見られるが、これらはコブの部分が分離した赤血球の

断片であり赤血球としてカウントしない。これらの赤血球の断片は、コブ・球状赤血球が

出現する際に同時に出現することが一般的で、糸球体性の小球状の赤血球とは区別して考

える。 
設問 1‐Bは大小不同があり、ドーナツ状不均一赤血球、標的・ドーナツ状不均一赤血球
やコブ・ドーナツ状不均一赤血球など多彩な赤血球が多数出現している糸球体型赤血球で

ある。個々の赤血球に着目すると、ドーナツ状の内腔が大きく辺縁が不均一、ヘモグロビ

ン色素も濃淡が不均一である。標的状やコブ状など複雑な形状を示している赤血球も見ら

れる。同じコブ状でも赤血球の穴の大きさやヘモグロビン色素の量、写真全体を見た時の

多彩性などで鑑別が可能である。 
(文責：新井 未来) 
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 設問 2  
設問 2-A 無染色、400倍 
設問 2-B S染色、400倍 

30才代 男性 泌尿器科受診時の患者尿 
【尿定性成績】尿蛋白（－）、尿潜血（－） 

 
・写真に示す尿沈渣成分で最も適切なものを下記の選択肢から選んでください。 

  

選択肢：1．尿路上皮細胞 

2．扁平上皮細胞 

3．尿細管上皮細胞 

4．大食細胞 

5．円柱上皮細胞 

    6．わからない 
 
正解：1．尿路上皮細胞 
＜解説＞ 正解率：100% 
 設問 2-A、2-Bはともに尿路上皮細胞である。細胞質の辺縁構造が角張った多辺形を呈し
ており、細胞質の表面構造は 2-A の無染色像でザラザラした細顆粒状が認められるため、
表層型の尿路上皮細胞であると推測される。表層型の尿路上皮細胞は白血球大の 1～3個の
核を中心～偏在性に有する。細胞質は S 染色でよく染まり、扁平上皮細胞よりも厚みがあ
る。 
 尿路上皮細胞は腎盂・腎杯・尿管・膀胱・内尿道口付近までの粘膜を由来とする細胞で

あり、生理的剥離の他に膀胱炎、腎盂腎炎、結石症、カテーテル挿入による機械的損傷を

受けた場合などに尿中に排出される。組織学的には腎杯・腎盂を含め 2～6層の多列上皮で、
基底膜側から順に深層型、中層型、表層型に分類される。設問2の患者は尿定性で尿蛋白(－)、
尿潜血(－)であり、集塊状の細胞が周りに見られず単体であることから生理的剥離により尿
中に排出されたものであると推測される。 

(文責：村木 雅哉) 
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 設問 3  
設問 3-A 無染色、400倍 
設問 3-B S染色、400倍 

60才代 男性 糖尿病内科受診時の患者尿 

【尿定性成績】尿蛋白（1＋）、尿潜血（±） 
 
・写真に示す尿沈渣成分で最も適切なものを下記の選択肢から選んでください。 
 

選択肢：1．硝子円柱 

2．顆粒円柱 

3．上皮円柱 

4．フィブリン円柱 

5．脂肪円柱 

6．わからない 

 
正解：1．硝子円柱 
＜解説＞ 正解率：97.9% 
 設問 3-A、3-Bともに硝子円柱である。硝子円柱は 
尿細管腔を鋳型として形成される有形成分で形状は円柱状を示し、基質成分は尿細管上皮 
細胞から分泌される Tamm-Horsfallムコ蛋白と少量の血漿蛋白がゲル状に凝固沈殿した 
基質成分からなる円柱である。各種円柱の基質となる。 
設問 3 の円柱は基質内に極少量の顆粒様成分や尿細管上皮細胞を 1 個認めるが、顆粒円
柱であれば基質内に 3/2以上の顆粒成分がある場合を言い、上皮円柱であれば基質内に尿細
管上皮細胞が 3 個以上含まれている場合を言う。よって、判別基準からすると硝子円柱と
判断できる。 

(文責：藪 真奈美) 
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 設問 4  
設問 4-A 無染色、400倍 
設問 4-B S染色、400倍 

20才代 女性 眼科受診時の患者尿 
【尿定性成績】尿蛋白（－）、尿潜血（－） 

 
・写真に示す尿沈渣成分で最も適切なものを下記の選択肢から選んでください。 

  

選択肢：1．尿路上皮細胞 

2．扁平上皮細胞 

3．尿細管上皮細胞 

4．大食細胞 

5．円柱上皮細胞 

    6．わからない 
 
正解：3．扁平上皮細胞 
＜解説＞ 正解率：97.9% 
  写真の細胞は類円形で細胞質辺縁は曲線状、細胞質は厚みがあり細胞質表面構造は均

質状を示す。無染色での色調は光沢のある灰色や緑色調、S染色法での染色性は不良で、淡
桃色に染まる程度であることから中層型～深層型の扁平上皮細胞である。尿路上皮細胞は

細胞質辺縁構造が角張り、細胞質表面構造がザラザラしていることから除外できる。大食

細胞は細胞質辺縁構造がギザギザ、ケバケバしていて不明瞭なこと、細胞表面構造は淡く

綿菓子状であることから除外できる。尿細管上皮細胞の円形・類円形細胞は主に放射状配

列を示す集塊で出現し、細胞質辺縁構造は明瞭な曲線状、細胞表面構造は細かい網目状や

均質状で、細胞質に透明感があること、核が偏在性にみられることより除外できる。円柱

上皮細胞は女性の尿中には月経時や細胞診検査のための子宮の機械的擦過後に子宮由来の

細胞が単独または集塊状に見られることがあるが、その場合は多数の赤血球や白血球とと

もにみられる。円柱上皮細胞は小型で大きさ 15～30μm前後で細胞質辺縁構造は角状を示
すことから除外できる。 

(文責：新井 未来) 
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 設問 5  
設問 5-A 無染色、400倍 
設問 5-B S染色、400倍 

60才代 男性 腎臓内科受診時の患者尿 

 【尿定性成績】尿蛋白（3＋）、尿潜血（2＋） 
 
・写真に示す尿沈渣成分で最も適切なものを下記の選択肢から選んでください。 

 

選択肢：1．硝子円柱 

2．顆粒円柱 

3．塩類・結晶円柱 

4．大食細胞円柱 

5．脂肪円柱 

6．わからない 

 
正解：5．脂肪円柱 
＜解説＞ 正解率：87.2% 
設問 5-A、5-Bともに脂肪円柱である。基質内に 3個以上の脂肪顆粒および 1個以上の卵

円形脂肪体が封入された円柱が脂肪円柱である。脂肪顆粒が 3 個以上から円柱全体に隙間
なく封入されているものまで種々のものがある。卵円形脂肪体は脂肪顆粒が 3 個以上含有
しているため、卵円形脂肪体が 1個でも封入された円柱も脂肪円柱に分類する。S染色では
脂肪顆粒、卵円形脂肪体ともに染色されず、SudanⅢ染色で橙赤色から赤色に染め出される。
脂肪円柱はネフローゼ症候群に高率に認められる。 
設問では基質内に卵円形脂肪体が 1 個封入されているため脂肪円柱になる。集計結果よ
り硝子円柱との回答が 8 施設あったが、封入されている成分の形態や染色性などを考慮し
て判別していくことが重要である。 

(文責：藪 真奈美) 
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 設問 6  
設問 6 無染色、400倍 
 50才代 男性 泌尿器科受診時の患者尿 
 【尿定性成績】尿蛋白（－）、尿潜血（3＋）、pH 5.5 
 

・写真に示す尿沈渣成分で最も適切なものを下記の選択肢から選んでください。 

 

選択肢：1．リン酸アンモニウムマグネシウム結晶 

2．尿酸結晶 

3．酸性尿酸アンモニウム結晶 

4．シュウ酸カルシウム結晶 

5．2，8－ジヒドロキシアデニン（DHA）結晶 

6．わからない 
 
正解：2．尿酸結晶 
＜解説＞ 正解率：93.6% 
尿酸結晶は無色から黄褐色の砥石状、亜鈴状、菱形、束柱状など様々な形状を示す結晶

である。設問の画像では菱形や束柱状を示している。また、シスチン結晶やコレステロー

ル結晶に類似した形状を示す場合もあるが、加温や水酸化カリウム、アンモニア水で溶解

することによって鑑別できる。また、尿酸結晶は酸性尿にて認められるので尿 pHの結果が
判断材料になる。尿酸結晶は健常人からも検出される通常結晶類に含まれるが、尿路結石

症の原因となる可能性があるため、尿潜血や沈渣赤血球の結果と併せて注意が必要である。 
(文責：植松 耕平) 
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 設問 7  
設問 7-A 無染色、400倍 
設問 7-B S染色、400倍 

70才代 男性 泌尿器科受診時の患者尿。  
【尿定性結果】：尿蛋白（1+）、尿潜血（3＋） 
 

・写真に示す尿沈渣で最も適切なものを下記の選択肢から選んでください。 

 

選択肢：1．尿路上皮細胞 

2．扁平上皮細胞 

3．尿細管上皮細胞 

4．円柱上皮細胞 

5．異型細胞（尿路上皮癌細胞疑い） 

6．わからない 
 
正解：5．異型細胞(尿路上皮癌細胞疑い) 
＜解説＞ 正解率：95.7% 
集計結果より異形細胞(尿路上皮癌細胞疑い)と回答された施設は 45 施設、尿路上皮細胞
と回答された施設は 2施設であった。 
無染色像では、背景に非糸球体型の赤血球が多数見られる。集塊はピントが合うところ

と合わないところがあるため重積性がある集塊であるとわかる。S染色像では背景は染色液
を入れたことにより、浸透圧や比重が変化するため赤血球が壊れ少なくなる。細胞集塊は

核が目立つ。大小不同、核形不整、極性の乱れが見られ、N/C 比が 9 割を占める細胞があ
る。核が細胞質から飛び出している部分も見られ、クロマチンは増量しているため、悪性

疑いの細胞、異形細胞として判断する。 
一方で尿路上皮細胞は、無染色では多辺形で黄色調の細胞質であり、厚みがある。集塊

であってもピントが合いやすい。核は中心にあり形は丸い。N/C 比は低くクロマチンの増
量はみられない。以上のことから鑑別できる。 

(文責：早嵜 邦子) 
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 設問 8  
設問 8-A 無染色、400倍 
設問 8-B S染色、400倍 

80才代 男性 整形外科入院中、カテーテル採取された患者尿。 
画像検査上、明らかな泌尿器系腫瘍の指摘はなし。 
【尿定性結果】：尿蛋白（－）、尿潜血（±） 
 

・写真に示す尿沈渣で最も適切なものを下記の選択肢から選んでください。 

 

選択肢：1．尿路上皮細胞 

2．扁平上皮細胞 

3．尿細管上皮細胞 

4．円柱上皮細胞 

5．異型細胞（尿路上皮癌細胞疑い） 

6．わからない 
 
正解：1．尿路上皮細胞 
＜解説＞ 正解率：53.2% （評価対象外） 
集計結果より、尿路上皮細胞と回答された施設は 25施設、円柱上皮細胞と回答された施

設は 16施設、尿細管上皮細胞と回答された施設は 6施設と答えが割れた。そのため、正解
率は 80%未満となり、日臨技フォトサーベイの基準に基づき評価対象外とした 
 無染色像では背景はきれいで乳頭状の形をした集塊が見られる。ピントは合っているた

め、重積性はないと考える。新鮮な細胞では細胞間の結合性が強く、灰白調で細胞質表面

構造は均質状を示す。S染色像では新鮮な細胞なので染色液が入りにくく染まりは悪い。 
核は円形で核間距離は均等、核の大きさはほぼ同じでクロマチンの増量はみられない。以

上のことから良性の細胞と判断する。また、臨床情報（カテーテル採尿であり、画像上明

らかな泌尿器系腫瘍の指摘はない）を参考にし、中～深層の尿路上皮細胞と考える。 
 他の選択肢との鑑別は、円柱上皮細胞は高円柱状の細胞が放射状の配列をしており、細

胞質は淡く泡沫状、核は偏在している。撮影の角度によっては線毛が見えることもある。

細胞質は S 染色によく染まる。尿細管上皮細胞は、特殊型の中の類円形の尿細管上皮細胞
が似ていると考えられる。細胞質は薄く S 染色では淡く染まる。核はクロマチンの増量は
みられないこと、細胞質にリポフスチン顆粒がみられることが鑑別点となる。 
 設問 7 と設問 8 は乳頭状の集塊である。尿路上皮癌の集塊とカテーテル尿の尿路上皮の
集塊の鑑別ができるかを問うために出題した。背景、細胞質の形や厚さ、核の形や位置、

大きさ、クロマチンの増量の有無、尿定性結果などから総合的に判断していただきたい。 
(文責：早嵜 邦子) 
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 設問 9  
設問 9 サムソン染色、200倍 

10才代 男性 髄液 
・救急受診時に腰椎穿刺にて採取した髄液の写真を示します。写真中に見られる赤色矢印

で示した 8個の細胞成分を多形核球と単核球に分類し、それぞれの個数を下記の選択肢よ
り選んでください。 
※写真に見られた多形核球と単核球の個数をそのまま回答してください。3で除して「個/μL」
にするなどの計算は不要です。 
選択肢：1．単核球 0個、多形核球 8個      6．単核球 5個、多形核球 3個 

2．単核球 1個、多形核球 7個      7．単核球 6個、多形核球 2個 

3．単核球 2個、多形核球 6個      8．単核球 7個、多形核球 1個 

4．単核球 3個、多形核球 5個      9．単核球 8個、多形核球 0個 

5．単核球 4個、多形核球 4個      10．わからない 

 
※また、集計結果の検討用に用いますので、それぞれ多形核球あるいは単核球と判断した

細胞のアルファベットを a~hより選んでお答えください。(細胞の種類の回答については評
価対象外です。) 
 多形核球と判断した細胞…      
 単核球と判断した細胞 …      
 
正解：4．単核球 3個(b,d,e)、多形核球 5個(a,c,f,g,h) 
＜解説＞ 正解率：93.9% 
細胞一つ一つにアルファベットを振り分けると、単核球は b、d、e、多形核球は a、c、f、

g、hとなる。うち、bは単球、d、eはリンパ球である。 
集計結果より、単核球 3個、多形核球 5個とした施設は 31施設、多形核球 4個、単核球

4個とした施設は 1施設、多形核球 5個、単核球 3個とした施設は 1施設であった。また、
多形核球の中で aの細胞を単核球と誤回答された施設があった。 
多形核球は核が分葉し細胞質が不整形で Samson 染色液に染まりにくいのに対し、リン
パ球は N/C 比大で細胞質成分がほとんどない。また、単球はリンパ球と比較して細胞質成
分が多く、好中球と比較すると細胞質が Samson 染色液に染まりやすくピンク色に見える
ことから鑑別できる。 
誤回答された a の細胞は、核はあまり分葉していないため単核球様に見えるが、細胞質

は染まっておらず、N/C比も大きくない。これらを踏まえて考えると、aの細胞は多形核球
であると考えられる。核の分葉の有無のみを判断材料とせず、細胞質の染色性、形態等も

併せて判断するべきである。 
                  (文責：山田 真以) 
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 設問 10  
設問 10 サムソン染色、200倍 

40才代 男性 髄液 
・神経内科受診時に腰椎穿刺にて採取した髄液の写真を示します。写真中に見られる赤色

矢印で示した 6個の細胞成分を多形核球と単核球に分類し、それぞれの個数を下記の選択
肢より選んでください。 
※写真に見られた多形核球と単核球の個数をそのまま回答してください。3で除して「個/μL」
にするなどの計算は不要です。 

選択肢：1．単核球 0個、多形核球 6個      5．単核球 4個、多形核球 2個 

2．単核球 1個、多形核球 5個      6．単核球 5個、多形核球 1個 

3．単核球 2個、多形核球 4個      7．単核球 6個、多形核球 0個 

4．単核球 3個、多形核球 3個      8．わからない 

 
※また、集計結果の検討用に用いますので、それぞれ多形核球あるいは単核球と判断した

細胞のアルファベットを a~f より選んでお答えください。(細胞の種類の回答については評
価対象外です。) 
多形核球と判断した細胞…      
 単核球と判断した細胞 …      
 

正解：3．単核球 2個(c,e)、多形核球 4個(a,b,d,f) 
＜解説＞ 正解率：84.8% 
細胞一つ一つにアルファベットを振り分けると、単核球は c、e、多形核球は a、b、d、f
となる。うち、cが単球、eがリンパ球である。 
 集計結果より、単核球 1個、多形核球 5個とした施設は 28施設、単核球 3個、多形核球
3 個とした施設は 4施設、単核球 4 個多形核球 6個とした施設は 1施設であった。また、
多形核球の中で fの細胞を単核球と誤回答された施設が 4施設あった。反対に、単核球であ
る cの細胞を多形核球として誤回答された施設が 1施設あった。 
 fの細胞は設問 9と同様に、核はあまり分葉していないため単核球様に見えるが、細胞質
は染まっておらず、N/C 比も大きくないので、多形核球であると考えられる。c の細胞は、
核が大きく馬蹄形になっており、分葉はしていない。細胞質もあまり多くなく、ピンク色

によく染まっていることから、単球であると考えられる。 
昨年度、核を見る角度によって単核球様に見える多形核球をどのようにとらえるのかが、

課題として挙がり、今年度もそのような細胞の鑑別を目的として出題した。昨年度と比較

すると、単核球様に見える多形核球について正解率は上昇したが、基本的な細胞を出題し

ているにも関わらず、誤回答される施設もあるのが現状である。核だけでなく、細胞質の

特徴も捉えた上で判断し、細胞分類を行って頂きたい。       (文責：山田 真以) 

223



 

 
 

 

224



 

 
 

 

225



 

 
 

 

226



 

 
 

 

227



 

 
 

 

228



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

229



 

 
 

 
 

230



 

 
 

 

231



 

 
 

 

 

232



 Ⅵ 細 胞 検 査 

 

Ⅵ—１  要 約 

 

 2019 年度の細胞部会精度管理事業は、婦人科、呼吸器、消化器および体腔液領域のフォトサー

ベイにより実施した。 

 参加施設は病院などの医療機関 13 施設、登録衛生検査所などの検査機関 5 施設の合計 18 施

設であった。 

 設問は婦人科 3 問、呼吸器 3 問、消化器 2 問、体腔液 2 問の 10 問とした。解答は推定病変を 5

個の選択肢から選び、解答に至った細胞所見をコメント欄に記述する形式とした。配点は 1 問につ

き正解で 10 点、許容正解では選択肢により 5 点または 2 点とした。各設問には顕微鏡写真とともに

臨床所見と検体処理方法を提示し、それらも加味した上で細胞判定を行っていただいた。 

 各設問の解答および正解率は以下の通りである。 

  設問 1  NILM（ヘルペス感染細胞）  正解率 100％(18/18) 

  設問 2  HSIL（中等度異形成）  正解率 100％(18/18) 

  設問 3  類内膜癌  正解率 100％(18/18) 

  設問 4  腺癌  正解率 100％(18/18)  

  設問 5  小細胞癌  正解率 94.4％(17/18)、許容正解率 100％ 

  設問 6  硬化性肺胞上皮腫  正解率 94.4％(17/18)  

  設問 7  扁平上皮癌  正解率 100％(18/18)  

  設問 8  SPN（solid-pseudopapillary neoplasm）  正解率 100％(18/18)  

  設問 9  腺癌  正解率 94.4％(17/18)、許容正解率 100％ 

  設問 10 悪性中皮腫  正解率 94.4％(17/18)、許容正解率 100％ 

 すべての設問において 90％以上の正解率を得た。また許容正解率としては設問 6 以外の 9 問で

100％であった。 

 評価は、A 評価（非常に優れた成績）17 施設、B 評価（日常業務に支障のない成績）1 施設で、C

評価（改善が望まれる成績）に相当する施設はなかった。平均点は 98.4 点で非常に良好な結果で

あった。フォトサーベイ実施後に開催した標本検鏡会には 10 施設 16 名が参加された。昨年度より

参加者数は減少したものの、細胞検査士資格取得に向け勉強中の方にも参加いただけたことは本

事業としても良い傾向である。参加者は出題症例のスライドガラス標本を検鏡することで、フォトサー

ベイとの比較検討を行うことができた。一方、出題者側はその場で得られた解答結果が設問の妥当

性を審議する上で貴重な資料となった。 
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Ⅵ—２  実施方法 

 

 今年度はJAMT-QCを利用し、日本臨床衛生検査技師会HPより設問および顕微鏡写真を閲覧、

解答入力までを行っていただいた。 

 

Ⅵ−３  評価基準 

 

 A 評価： 80〜100 点  （非常に優れた成績） 

 B 評価： 60〜79 点   （日常業務に支障のない成績） 

 C 評価： 0〜59 点    （改善が望まれる成績） 

 

Ⅵ−４  結 果 

 

1. 症例問題、解答結果および解説 （写真Ⅵ-4-1-1〜Ⅵ-4-1-10） 

2. 施設別解答結果、配点、評価 （表Ⅵ-4-2） 

3. 施設別細胞所見 （表Ⅵ-4-3-1〜Ⅵ-4-3-10） 

4. 得点分布 （図Ⅵ-4-4） 

5. 解答選択肢 （表Ⅵ-4-5） 

 

Ⅵ−５  考 察 

 

 今年度の精度管理事業は婦人科、呼吸器、消化器および体腔液領域のフォトサーベイにより実施

した。正解率は各設問とも非常に高く、全体としても良悪判定を誤ったのは 1 施設の 1 問のみと非常

に良好な結果であった。以下、各設問について考察する。 

設問 1 ①NILM（ヘルペス感染細胞） 

 以前より要望のあった「婦人科 LBC 標本の導入」を今回この設問で実現することができた。今年度

は初回ということもあり、conventional標本との差が出にくい症例を採用した。背景の見え方はいかに

も LBC という印象だが、対象となるヘルペス感染細胞においては問題なく観察できたようで全施設

正解であった。コメントに関しては「すりガラス状の核クロマチン」と「多核」の 2 所見はほとんどの施設

で記載されていた。それらの核が「圧排状」である、というところまで言及されていた 5 施設について

はさらに詳細な細胞観察ができている印象を受けた。 

設問 2 ③HSIL（中等度異形成） 

 好中球をみる背景に、核クロマチン濃染と軽度の核形不整、核肥大を示す中層〜傍基底型扁平

上皮細胞の核異常細胞が、流れ様配列をみる集塊や平面的な集塊で出現している。細胞質はレー

ス状やライトグリーン淡染性であり、扁平上皮細胞の細胞質変化としては乏しい印象である。明らか
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な悪性を示唆する所見は認められず、中等度異形成が妥当と考えられる。本症例はフォトサーベイ

では全施設正解であったが、検鏡では背景に裸核状細胞も比較的多く観察され、中等度異形成〜

上皮内扁平上皮癌で意見が分かれるのではないかという指摘をいただいた。実臨床においても同

様の状況はしばしば起こり得るが、ベセスダシステムではいずれも HSIL と判定され outcome が「コル

ポ＋生検」となることを鑑みれば、精度管理でその差を厳密に区別することはそれほど重要でないよ

うに思われる。導入時には少々混乱を招いたベセスダシステムではあったが、その存在意義を再認

識できた良い症例であった。 

設問 3 ③類内膜癌 

 多数の好中球をみる背景に、土管状構造が密に増生した増殖期内膜様の立体的な大型集塊が

出現している。強拡大においても間質細胞の介在は不明瞭である。細胞異型は強くないものの構造

異型は顕著であり、類内膜癌 G1 を考える。全施設正解であった。コメントでは内膜腺細胞集塊の構

造異型については全施設で触れられていたが、密な腺管構造の間に間質細胞の付着が認められ

ない点が記載されていたのは 5 施設に留まったため、そこまで言及されていればなお良かったと思

われる。 

設問 4 ④腺癌 

 好中球と少数の組織球をみる背景に、淡明で空胞状の細胞質に核クロマチンは細顆粒状に濃染

し、核形不整、核偏在を示す核を有する異型細胞集塊が出現している。集塊内は同一の細胞で構

成されており、腺癌を考える。全施設正解であり、かつ多くの施設で細胞質および核、両方の所見

が記載されていた。 

設問 5 ④小細胞癌 

 赤血球と気管支円柱上皮細胞をみる背景に、核クロマチンはゴマ塩状に濃染し、核形不整を認め

る核を有する N/C の高い異型細胞が molding を示す集塊で出現している。小細胞癌を考える細胞

所見である。1 施設で③扁平上皮癌と解答されていたが、細胞所見は概ね捉えられていた。また、

検鏡においては②腺癌と解答された方が経験年数を問わず一定数おられた。本症例は神経内分

泌腫瘍に特徴的な核クロマチンの性状が明瞭であったが、その観察がやや不十分であったと思わ

れる。悪性判定はできていたため、許容正解（5 点）とした。なお少数ではあるものの、正解であった

施設において今回の細胞像には現れていなかった「リボン状」や「インディアンファイル状」配列の記

載がなされていたことには違和感を覚えた。 

設問 6 ③硬化性肺胞上皮腫（硬化性血管腫） 

 きれいな背景に、細胞質が豊富で核小体の目立つ 2 核細胞や小型立方状細胞の平面的集塊、ま

た PAS 反応陽性の間質成分を中心とした乳頭状集塊が見られる。個々の細胞異型は乏しく悪性を

示唆する所見は認められない。良性の病変が考えられ、細胞像および若年女性である点も考慮す

れば正解を導けたと思われる。1 施設のみ悪性と判定されていたが細胞所見は概ね捉えられていた

ため、悪性と判定された根拠はどこにあったのかやや不可解であった。正解であった施設において、

「泡沫細胞を認める」という記載が散見されたが、本症例は穿刺材料であったためか泡沫細胞は明
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らかでない。なお、組織型については構成細胞が肺胞上皮由来であることが明らかとなったため「硬

化性肺胞上皮腫」に名称変更されていることを付記しておく。 

設問 7 ⑤扁平上皮癌 

 LBC標本のためか清明な背景に、ライトグリーンおよびオレンジGに濃染した非常に重厚感のある

細胞質を有する不整形な異型細胞集塊が出現している。オレンジ G 好性細胞の核クロマチン濃染

は不明瞭だが、ライトグリーン好性細胞では明瞭で、かつ大型の核小体も認められる。細胞質の角

化が顕著であり、判定を誤った施設は皆無であった。口腔扁平上皮癌は本症例ほどの異型を伴わ

ないことが多く、より慎重な観察が求められる。今回提示した写真に「壊死様物質」は明らかでない

ため、そのように捉えられた施設については再度ご確認いただきたい。 

設問 8 ②SPN（solid-pseudopapillary neoplasm） 

 比較的きれいな背景に、ライトグリーン好性の細胞質に類円形の偏在核を有する小型異型細胞が

集塊を成して出現しているが、辺縁にはばらつきが見られ、孤在性にも見られることから細胞間の結

合性は弱いと考えられる。核クロマチンは軽度増量しているものの核形不整はほとんど認められず、

細胞異型は乏しい印象である。しかし出現細胞は monotonous な出現であり、腫瘍性病変が疑われ

る。さらに集塊内を観察すると、血管内皮細胞と思われる紡錘形細胞を認め、血管の走行を確認す

ることができる。実臨床では NET, ACC が鑑別に挙げられるが、今回それらは選択肢から除外した。

全施設正解であったが、「細胞結合性が緩い」点について記載されていた施設は 4 割程度に留まっ

た。ACC との鑑別には重要な所見であるため、他の所見に加え「細胞間の結合性」についても注視

していただきたい。 

設問 9 ③腺癌 

 組織球と少数のリンパ球をみる背景に、淡明で一部泡沫状の細胞質に核クロマチン濃染、核形不

整、核偏在を示す核を有する異型細胞が小集塊やボール状集塊で出現している。腺癌を考える細

胞所見である。1 施設のみ⑤悪性中皮腫と解答されていたが、細胞所見は概ね捉えられていた。核

偏在が著明で N/C も増大していることに着目できれば正解を導けたように思われる。悪性判定はで

きていたため許容正解（5 点）とした。本症例は肺癌に由来する悪性細胞であった。体腔液において

は、しばしば原発巣の推定が求められる。背景や細胞の大きさ、出現形態などから転移の可能性も

疑われる場合は、それらの所見を記載し臨床に提示できると良いと思われる。 

設問 10 ⑤悪性中皮腫 

 リンパ球、組織球をみる背景に、細胞質は重厚感のあるライトグリーン好性かつ辺縁は部分的に毛

羽立ちを認め、類円形の核を有する異型細胞が出現している。また細胞質にコブ状に突出した部

分をもつ細胞も散見される。核クロマチンは PAS 反応標本では顆粒状に濃染しているように見えるも

のの、Pap.染色では不明瞭である。単核〜多核細胞まで見られ、2 核細胞では核が軸対称性に位

置している。さらにⅡ型 collagenous stroma と考えられる PAS 反応陽性物質を取り囲んだ集塊も見ら

れる。これらは悪性中皮腫を推定する細胞所見である。コメントについて、「コブ状の細胞質（hump

様細胞質突起）」、「多核」の 2 所見は多くの施設で捉えられていたが、「細胞質の重厚感や辺縁の
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毛羽立ち」、「PAS 反応陽性物質（Ⅱ型 collagenous stroma）の取り囲み」といった所見が記載されて

いたのは半数程度であった。さらに「軸対称性2核細胞」の記載については2施設に留まった。悪性

中皮腫を細胞診で確定診断することは難しいが、推定病変として示唆することは可能であると考える。

反応性中皮細胞や腺癌ではなく、悪性中皮腫を第一に考える場合には、その根拠となるより多くの

所見を捉えることが重要である。今回捉えられなかった所見があった施設については、成書を含め

細胞像を再度ご確認いただきたい。1 施設のみ②反応性中皮細胞と解答されていたが、細胞所見

についても他施設に比べ不足が目立ったため、許容正解（2 点）とした。 

 

Ⅵ−６  まとめ 

 

 2019 年度の精度管理はこれまでの領域を限定した出題を終了し、婦人科、呼吸器、消化器およ

び体腔液、計 4 領域のフォトサーベイにより実施した。また解答形式についても JAMT-QC を利用し、

問題閲覧から解答入力までを日本臨床衛生検査技師会HPから行っていただいた。参加18施設中

A 評価 17 施設、B 評価 1 施設で C 評価に相当する施設はなく、平均点は 98.4 点と非常に良好な

結果であった。フォトサーベイ後に実施した標本検鏡会には 10 施設 16 名が参加され、検鏡による

確認を行い再検討することができた。 

 今年度は、課題であった「婦人科 LBC 標本の導入」を実現することができた。滋賀県では今年度

より市町村が実施する子宮がん検診においては LBC 標本で評価することとなったため、検査機関

だけでなく医療機関での LBC 導入が一気に広まった。もはや LBC 標本の検鏡は避けられない状況

となっている。今回は conventional 標本との差が出にくい症例で出題したが、次年度からは異形成

以上の病変についても出題を検討している。 

 コメント欄の細胞所見については前年度も言及したが、提示した写真には認められない細胞所見

を記載されている施設が散見された。出題者側としては疾患に特異的な所見が認められる箇所を提

示するよう努めてはいるものの、典型的な症例を選ぶことには例年難渋している。そのため精度管

理問題であれども「疾患に特異的な所見がすべて揃っている」ということはまずないと考えていただ

きたい。実臨床において推定病変は選択肢でなく自身で考えねばならないため、次年度からは「実

際に観察された細胞所見」が記載されていることを期待する。また、文字の重複や漢字変換間違い

も少なからず見受けられた。細胞診に精通しない読み手には誤った解釈となる可能性がある。日頃

から報告前に記載内容を再確認することが望まれる。 

 標本検鏡会への参加者数は前年度より減少したものの、認定試験に向けて勉強中の方に参加い

ただけたことは本事業としても良い傾向である。細胞部会活動報告目的の一環で行った調査によっ

て、滋賀県の細胞検査士は約半数が50代であることが判明した。永続的に精度を維持していくため

にも、若年層を含めたより多くの方に興味を持っていただけるよう努めたい。 

 次年度も JAMT-QC を利用し、基本の婦人科領域を含めた 3〜4 領域から出題する予定である。 

 最後になりましたが、2019 年度の細胞部会精度管理事業に際し、御多忙にも関わらず御指導い
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ただきました大津赤十字病院病理部の白瀬智之先生に深謝致します。また、今年度の精度管理事

業に御参加、御意見いただきました各施設の皆様に感謝申し上げます。JAMT-QC 導入に関して

はこちらの不手際により案内が不十分であったため、多大なるご迷惑をおかけしてしまいましたこと

をお詫び申し上げます。 

（文責  吉田章子） 
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写真Ⅵ−４−１−１ 

設問１  子宮頸膣部擦過（LBC 法） 35 歳女性 子宮がん検診 

Fig.1-1                                     Fig.1-2 

 
Fig.1-3                                     Fig.1-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1-1  Pap.染色（対物 20倍）、Fig.1-2  Pap.染色（対物 40倍） 

Fig.1-3  Pap.染色（対物 60倍）、Fig.1-4  Pap.染色（対物 60倍） 

［解説］ 症例１：病理標本はありません。 

  

解答選択肢 解答施設数 解答率 

①NILM（ヘルペス感染細胞） 18 100％ 
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写真Ⅵ−４−１−２ 

設問２  子宮頸膣部擦過（サーベックスブラシ、従来法） 36 歳女性 腟部びらん 

Fig.2-1                                     Fig.2-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2-3                                     Fig.2-4 

 
Fig.2-1  Pap.染色（対物 10倍）、Fig.2-2  Pap.染色（対物 40倍） 

Fig.2-3  Pap.染色（対物 10倍）、Fig.2-4  Pap.染色（対物 40倍） 

［解説］ 症例２： HSIL （中等度異形成） 子宮頚部生検標本 HE （CIN2） 

 

  

解答選択肢 解答施設数 解答率 

③HSIL（中等度異形成） 18 100％ 
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写真Ⅵ−４−１−３ 

設問３  子宮内膜擦過（ソフトサイト、従来法） 59 歳女性 不正性器出血、内膜肥厚 

Fig3-1                                      Fig.3-2 

 
Fig.3-3                                     Fig.3-4 

 
Fig.3-1  Pap.染色（対物 10倍）、Fig.3-2  Pap.染色（対物 10倍） 

Fig.3-3  Pap.染色（対物 20倍）、Fig.3-4  Pap.染色（対物 40倍） 

［解説］ 症例３： 子宮切除標本（類内膜癌 G1） 

 

  

解答選択肢 解答施設数 解答率 

③類内膜癌 18 100％ 
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写真Ⅵ−４−１−４ 

設問４  喀痰（従来法） 51 歳男性 肺腫瘍疑い 

Fig.4-1                                     Fig.4-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4-3                                     Fig.4-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4-1  Pap.染色（対物 20倍）、Fig.4-2  Pap.染色（対物 40倍） 

Fig.4-3  Pap.染色（対物 40倍）、Fig.4-4  Pap.染色（対物 40倍） 

［解説］ 症例４： 肺 TBLB （腺癌） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解答選択肢 解答施設数 解答率 

④腺癌 18 100％ 
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写真Ⅵ−４−１−５ 

設問５  気管支擦過（従来法） 72 歳男性 肺腫瘍疑い 

Fig.5-1                                     Fig.5-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.5-3                                     Fig.5-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.5-1  Pap.染色（対物 20倍）、Fig.5-2  Pap.染色（対物 40倍） 

Fig.5-3  Pap.染色（対物 20倍）、Fig.5-4  Pap.染色（対物 40倍） 

［解説］ 症例５： 肺 TBLB （小細胞癌） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解答選択肢 解答施設数 解答率 

③扁平上皮癌 1 5.6％ 

④小細胞癌 17 94.4％ 
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写真Ⅵ−４−１−６ 

設問６  術中迅速肺穿刺（従来法） 51 歳女性 健診で胸部陰影を指摘 

Fig.6-1                                     Fig.6-2 

 
Fig.6-3                                     Fig.6-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.6-1  Pap.染色（対物 20倍）、Fig.6-2  Pap.染色（対物 20倍） 

Fig.6-3  Pap.染色（対物 40倍）、Fig.6-4  PAS反応（対物 40倍） 

［解説］ 症例６： 肺 手術標本 （硬化性肺胞上皮腫） 

乳頭状や充実性など多彩な構築を取る腫瘍組織であり，表面には CK7 陽性の肺末梢上皮が覆う。

細胞成分に富む腫瘍となってはいるが，細胞異型性が弱いこと，典型的な乳頭状構造の点から診

断が確定される。                        （大津赤十字病院 病理部 白瀬智之先生） 

 

 

 

 

 

  

解答選択肢 解答施設数 解答率 

③硬化性肺胞上皮腫（硬化性血管腫） 17 94.4％ 

⑤腺様嚢胞癌 1 5.6% 

CK7 
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写真Ⅵ−４−１−７ 

設問７  舌擦過（LBC 法） 87 歳男性 数ヶ月前より続く舌縁部の接触痛と易出血性 

Fig.7-1                                     Fig.7-2 

 
Fig.7-3                                     Fig.7-4 

 
Fig.7-1  Pap.染色（対物 40倍）、Fig.7-2  Pap.染色（対物 100倍） 

Fig.7-3  Pap.染色（対物 40倍）、Fig.7-4  Pap.染色（対物 100倍） 

［解説］ 症例７： 舌 生検 （HE） （扁平上皮癌） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解答選択肢 解答施設数 解答率 

⑤扁平上皮癌 18 100％ 

245



写真Ⅵ−４−１−８ 

設問８  膵 EUS-FNA（従来法） 39 歳男性 膵体部腫瘍疑い 

Fig.8-1                                    Fig.8-2 

  

 

 

 

 

 

 

 

Fig.8-3                                     Fig.8-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.8-1  Pap.染色（対物 20倍）、Fig.8-2  Pap.染色（対物 40倍） 

Fig.8-3  Pap.染色（対物 100倍）、Fig.8-4  Giemsa染色（対物 20倍） 

［解説］ 症例８： 膵 充実性偽乳頭状腫瘍 (solid-pseudopapillary neoplasm; SPN) 

異型性に乏しい，淡好酸性の細胞が単調に増殖し，中心部に硝子様間質を伴う小血管が見られる

（偽乳頭状構造）。特有の構造と細胞所見に注目し，診断が可能である。 

                       （大津赤十字病院 病理部 白瀬智之先生） 

 

 

 

 

 

 

  

解答選択肢 解答施設数 解答率 

②SPN（solid-pseudopapillary neoplasm） 18 100％ 
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写真Ⅵ−４−１−９ 

設問９  胸水（従来法） 75 歳男性 肺腫瘍疑い 

Fig.9-1                                     Fig.9-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.9-3                                     Fig.9-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.9-1  Pap.染色（対物 20倍）、Fig.9-2  Pap.染色（対物 40倍） 

Fig.9-3  Pap.染色（対物 40倍）、Fig.9-4  Giemsa染色（対物 40倍） 

［解説］ 胸水 セルブロック （腺癌, Napsin A が強陽性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解答選択肢 解答施設数 解答率 

③腺癌 17 94.4％ 

⑤悪性中皮腫 1 5.6% 
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写真Ⅵ−４−１−１０ 

設問１０ 胸水（従来法） 61 歳男性 胸水貯留、CT で胸壁に腫瘤影 

Fig.10-1                                    Fig.10-2 

 
Fig.10-3                                    Fig.10-4 

 
Fig.10-1  Pap.染色（対物 20倍）、Fig.10-2  Pap.染色（対物 60倍） 

Fig.10-3  Pap.染色（対物 60倍）、Fig.10-4  PAS反応（対物 60倍） 

［解説］ 症例１０： 胸膜 生検標本 （悪性中皮腫, Calretinin が陽性） 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

解答選択肢 解答施設数 解答率 

②反応性中皮細胞 1 5.6％ 

⑤悪性中皮腫 17 94.4％ 
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表Ⅵ−４−２  施設別解答結果、配点、評価 
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表Ⅵ−４−３−１  施設別細胞所見 

 

250



表Ⅵ−４−３−２ 
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表Ⅵ−４−３−３ 
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表Ⅵ−４−３−４ 
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表Ⅵ−４−３−５ 
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表Ⅵ−４−３−６ 
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表Ⅵ−４−３−７ 
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表Ⅵ−４−３−８ 
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表Ⅵ−４−３−９ 
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表Ⅵ−４−３−１０ 
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図Ⅵ−４−４ 
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表Ⅵ−４−５ 
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Ⅶ 病 理 検 査 
 

Ⅶ-1 要 約  
 

2019年度病理部門精度管理では通常材料より作製した切片に対するＨＥ染色とＰＡＭ染色を
実施した。また、各施設において実施している凍結切片作製の技術をみるため、凍結切片に対
するＨＥ染色標本をリンパ節に限定し実施したが、やはり条件統一が困難なため今回は評価対
象外とした。 
 通常材料については、ご遺族からの承諾を得られた病理解剖症例の腎臓を用いた。条件統一

と過固定回避のため10％中性緩衝ホルマリンで3日間固定後に細切し、作製したパラフィンブ
ロックを各施設に配布し、薄切と染色の工程を実施依頼した。一方、凍結ＨＥ染色標本につい
ては、各施設で通常の工程で作製された凍結ＨＥ染色標本を提出依頼した。また、通常標本作
製に関する手技アンケートと凍結切片作製に関する手技アンケートの回答も併せて依頼した。 
 滋賀県下精度管理参加病院・医療機関46施設のうち14施設、検査機関14施設のうち5施設、
合計19施設の病理精度管理参加が得られた。その中で、通常材料についてはＨＥ染色19施設と

ＰＡＭ染色14施設の、凍結切片ＨＥ染色については13施設の参加が得られた。 
 通常材料については、ＨＥ染色は毎年実施項目としているため、精度が向上し維持されてい
る。施設間の微妙な色合いの差が認められ、今回2施設がBa評価となったが、核・細胞質の染
色性やバランスにほとんど問題はなく、病理医が診断困難と判断せざるを得ないほどの不良な
標本は皆無であった。 
 ＰＡＭ染色は腎糸球体基底膜の染色法として考案された染色法で、腎生検の特殊染色法とし

て日常業務でも比較的頻度の高い染色法である。切片の厚さの違い、鍍銀時間の差、後染色の
染色時間の差等により施設間差を認めたが、診断に支障をきたすような標本は皆無であった。 
 凍結組織にて作製したＨＥ染色標本については、凍結方法、固定液、固定時間、ＨＥ染色法
等の様々な相違点があるが、各施設で標本作製方法が工夫されており、いずれの施設でも充分
診断可能な標本に仕上げられていた。今回は提出臓器エオリンパ節に指定した。他施設の凍結
切片標本との差を知ることで、今後の検討に繋げることが出来る良い機会となった。また、ア

ンケート調査により、各施設の作製方法を知ることが出来、有用であったと考えられる。今後
も更なる工夫と習熟を追及していく必要があるものと考えられる。 
 
Ⅶ-2 結果・総評 

Ⅶ-2-1 ＨＥ染色   
【 評価項目 】 

①  第一印象（ヘマトキシリンとエオジンのバランス、共染・薄切ムラ・キズ・ゴミの有無） 
② 核の染色性  
③ 細胞質の染色性 
 

【 判定基準 】 加点法で採点し9点を満点とする。 
① 第一印象   

(a) 良い（ 3点 ）（ バランス良く綺麗に染色されている ） 
(b) 普通（ 2点 ）（ 染色上問題ない ） 
(c) 悪い（ 1点 ）（ 非常に見にくい ） 
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② 核（ヘマトキシリン）の染色性 
(a) 良い（ 3点 ）（ 明瞭に染色されている ） 
(b) 普通（ 2点 ）（ 若干不明瞭である ）    
(c ) 悪い（１点 ）（ 不明瞭 ）  

 
③ 細胞質（エオジン）の染色性      
(a) 良い（ 3点 ）（ 明瞭に染色されている ） 
(b) 普通（ 2点 ）（ 若干不明瞭である ） 
(c) 悪い（ 1点 ）（ 不明瞭 ） 
 

【 評価 】 
A評価  ：満足すべき標本               （ 8～9点 ） 
Ba評価 ：診断上支障のない標本            （ 7点 ） 
Bb評価 ：診断上支障はないが技術面で改良すべき標本  （ 6点 ） 
C評価  ：診断上支障をきたす為、早急に改善すべき標本 （ 5点以下 ） 
 

参加施設担当技師に各施設の標本の評価を依頼し、その集計をもとに精度管理委員及び病理医
により最終評価とした。 
 

【 結果 】 
参加19施設中、19施設の参加。 
【  A評価  】：満足すべき標本            17施設    90（％） 

【  Ba評価 】：診断上支障のない標本         2施設    10（％） 
【  Bb評価 】：診断上支障はないが改良すべき標本   0施設     0（％） 
【  C評価  】：診断上支障をきたす標本        0施設     0（％） 
であった。 

 
結果と評価（ 表Ⅶ-2-1-1 ）・評価とコメント（ 表Ⅶ-2-1-2 ） 

ＨＥ染色情報（ 表Ⅶ-2-1-3 ） 
写真 ( 写真Ⅶ-2-1-4 ) 

 
Ⅶ-2-2 ＰＡＭ染色 
【 評価項目 】 

①  糸球体・基底膜の染色性 
②  標本の全体像（結合組織の染め分け、共染の有無、ゴミ、メス傷など） 
③  核の染色性（後染色のコントラスト） 

                              
【 評価基準 】 加点法で採点し9点を満点とする。 
①糸球体・基底膜の染色性 
(a) 良い（３点）（明瞭に染色されている） 

(b) 普通（２点）（若干不明瞭である） 
(c) 悪い（１点）（不明瞭（判定困難）） 

 
②標本の全体像 
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(a) 良い（３点）（良い） 
(b) 普通（２点）（普通） 
(c) 悪い（１点）（悪い） 
 

③ 核の染色性 
(a) 良い（３点）（明瞭（全体的にコントラストが良く非常に綺麗）） 
(b) 普通（２点）（普通（若干コントラストが不明瞭）） 
(c) 悪い（１点）（不明瞭（全体的にコントラストが悪い）） 

 
参加施設担当技師に各施設の標本の評価を依頼し、その集計をもとに精度管理委員及び、病理

医により最終評価を行った。 
 
【 結果 】 
参加19施設中、14施設の参加。 
【  A評価  】：満足すべき標本            11施設    79（％） 
【  Ba評価 】：診断上支障のない標本         3施設    21（％） 

【  Bb評価 】：診断上支障はないが改良すべき標本   0施設     0（％） 
【  C評価  】：診断上支障をきたす標本        0施設     0（％） 
であった。 
 
結果と評価（ 表Ⅶ-2-2-1 ）・評価とコメント（ 表Ⅶ-2-2-2 ） 
ＰＡＭ染色情報（ 表Ⅶ-2-2-3 ） 

写真 ( 写真Ⅶ-2-2-4 ) 
 
Ⅶ-2-3 凍結組織にて作製したリンパ節のＨＥ染色標本（評価対象外） 
【 判断項目 】 

◎ 観察のし易さ、切片の厚さ、ＨＥ染色のバランスについて確認 
 

参加施設担当技師に各施設の標本の評価を依頼し、その集計をもとに精度管理委員及び病理医
により最終評価を行った。 
 
【 結果 】 

参加19施設中、13施設の参加。 
◎ 参加 13 施設すべて良好な染色性であった。 

 
凍結切片作製情報（ 表Ⅶ-2-3-1 ）・写真（ 写真Ⅶ-2-3-2 ） 

 

Ⅶ-3 考察・まとめ 

 
<ＨＥ染色> 

 ＨＥ染色は病理組織学的検査に必要不可欠な基本染色であり、常に安定した染色を要求され
るため精度管理項目として毎年実施している。今回Ba評価となった施設があったが、診断に影
響が出るような差はなく、概ね良好な評価が得られたと考えられる。 
 ヘマトキシリンに関しては、過染や分別不足はほとんどみられず、ヘマトキシリンとエオジ
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ンのコントラストや調和も良く、全体的に良好な標本作製が行われていた。 
 エオジンに関しては、組成の違い等により細胞質の染色性に若干の違いがみられたが、診
断・精度的に支障をきたすものではなく、診断を行う病理医にとって診断し易いよう工夫・検
討された精度の高い標本であった。 

 薄切操作に関しては、切片が薄いと染色性の印象がやや悪く感じられることがあり、日常的
に精度の高い染色態度を維持できるよう検討し、標準化に向けて維持・努力して頂きたい。 
 薄切後の切片の伸展や乾燥は施設毎に温度や時間の違いがあるが、標本の仕上がりは良好で
あった。 
 ＨＥ染色は、自動染色装置を使用している施設がほとんどである。一度に多くの標本を染色
することが出来、手技に左右されず比較的均一な標本に仕上げられるという利点がある。しか

しながら、常に良好な染色を維持するためには、定期的な内部精度管理の実施や染色試薬の使
用限度を意識し、試薬劣化による染色不良が起きないよう留意することが重要と考えられる。 
 
<ＰＡＭ染色> 腎糸球体基底膜染色法 
 過ヨウ素酸メセナミン銀（Periodic acid methenamine Silver：PAM）染色は特殊染色の中
でも特に熟練が必要な染色とされ、これまで様々な工夫・改善、変法が開発されてきている。

今回実施提出された方法は矢島(変法含む)法（10施設）、ジョーンズ法2施設(自動染色装
置)、TSC-PAM（2施設）の内訳であった。14施設中12施設が矢島法（およびその変法）であ
り、これはジョーンズ法を改良修正した方法となる。また、チオセミカルバジド（TSC）を用
いた方法が3施設あった。この方法は反応時間が短縮されるほか、組織中の非特異反応がほと
んど無く、腎糸球体基底膜もシャープに染色されると言われているが、毒物であるので、厳重
な管理が求められる。なお、2施設では自動染色装置を使用していた。 

 腎生検のＰＡＭ染色は、多くの染色の中でも特に切片の厚さで標本の良し悪しが決まってし
まうほど差の出やすい染色で、適正な厚さ（2μm未満）の切片と厚い切片では、明らかな違い
が出る。切片が厚いと糸球体の基底膜が潰れスパイクなどの微細な構造やメサンギウム細胞な
どが確認出来なくなる。染色法の改善・工夫も大切であるが、特に薄切は非常に重要なポイン
トとなる。 
 

<凍結組織にて作製したＨＥ染色標本> 
  凍結切片によるＨＥ染色標本作製は術中迅速組織診断を行う上で重要な技術である。 
そのため、従来から精度管理の必要性が唱えられていたが、提出材料、凍結方法、固定液、固
定時間、ＨＥ染色法等の様々な相違点が含まれるため、評価が困難である。今回は、アンケー
トと併せて、各施設のリンパ節に限定し凍結切片ＨＥ染色標本を提出して頂いた。いずれの施
設の標本も充分診断可能な標本に仕上げられていることが確認できた。提出して頂いた13施設

について評価したところ、ＨＥ染色のバランスに若干の施設間差がみられたが、いずれも診断
に支障はない標本であった。条件統一が困難であるため評価対象外とした。今後もアンケート
調査の結果を参考にし、各施設においては、更なる工夫と習熟が求められるであろう。 

（文責：林 裕司） 
           （精度管理指導：草津総合病院 病理診断科部長  竹村 しづき） 
 

【 謝 辞 】 
  病理部門精度管理へのご指導、ご助言を頂きました 草津総合病院 病理診断科部長  
竹村 しづき 先生に深謝しますと共に、精度管理事業に積極的な参加を頂きました各施設
の方々に感謝いたします。
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表Ⅶ-2-1-1 

2019 年度 HE 染色結果と評価  

施設Ｎｏ 第一印象 核の染色性 細胞質の染色性 合計 評価 

1 3.00  3.00  2.94  8.94  A 

2 2.94  3.00  3.00  8.94  A 

5 2.89  2.94  2.94  8.77  A 

7 2.67  2.78  2.61  8.06  A 

18 2.56  2.78  2.56  7.90  Ba 

20 2.72  2.89  2.94  8.55  A 

22 2.89  2.94  2.94  8.77  A 

24 2.28  2.83  2.17  7.28  Ba 

27 3.00  3.00  3.00  9.00  A 

30 2.83  2.94  2.83  8.60  A 

36 2.61  2.61  2.89  8.11  A 

39 2.89  2.94  2.89  8.72  A 

43 3.00  3.00  3.00  9.00  A 

56 2.94  2.94  3.00  8.88  A 

88 2.94  3.00  2.94  8.88  A 

113 3.00  3.00  3.00  9.00  A 

126 2.78  3.00  2.72  8.50  A 

127 2.89  3.00  2.94  8.83  A 

139 2.94  3.00  3.00  8.94  A 

 

 

 

 

 

 

1
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表Ⅶ-2-1-2 

 

2019 年度 ＨＥ染色評価とコメント 

施設Ｎｏ 評 価 コ メ ン ト 

1 A  バランス良く綺麗な標本 

2 A  バランス良く綺麗な標本 

5 A  バランス良く綺麗な標本 

7 A  淡く感じるが、バランスはよく綺麗な標本 

18 Ba  やや薄切が厚く染色性が強い印象 

20 A  エオジンの赤みが強く、斑もあるが、問題ない良好な標本 

22 A  バランス良く良好な標本 

24 Ba  薄切が厚く染色性が強い印象 

27 A  バランス良く綺麗な標本 

30 A  ヘマトキシリンが強いが、バランスの良い標本 

36 A  淡く感じるが、バランスはよく綺麗な標本 

39 A  ヘマトキシリンがやや強い印象だが、バランスの良い標本 

43 A  バランス良く綺麗な標本 

56 A  ヘマトキシリンがやや強い印象だが、バランスの良い標本 

88 A  バランス良く綺麗な標本 

113 A  バランス良く綺麗な標本 

126 A  バランス良く良好な標本 

127 A  バランス良く綺麗な標本 

139 A  バランス良く綺麗な標本 
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表Ⅶ-2-1-3 
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写真Ⅶ-2-1-4 

【 HE染色写真 】 

【 A評価 】 
 
 いずれも核・細胞質共にバランス良く綺麗な標本。（対物×20） 
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表Ⅶ-2-2-1 

2019 年度 PAM 染色結果と評価 

施設Ｎｏ 陽性所見の明確さ 共染の程度 後染色の染色性 合計 評価 

1 2.73  3.00  2.53  8.26  A 

2 3.00  3.00  2.73  8.73  A 

5 2.67  2.73  2.93  8.33  A 

7 2.87  2.80  2.07  7.74  Ba 

18 2.53  3.00  2.67  8.20  A 

20 2.87  2.73  2.73  8.33  A 

22 2.67  2.80  2.60  8.07  A 

24 3.00  2.73  2.73  8.46  A 

30 2.73  2.93  2.80  8.46  A 

36 2.93  2.73  2.53  8.19  A 

39 2.76  2.87  2.93  8.56  A 

88 2.53  2.40  2.53  7.46  Ba 

113 2.73  3.00  2.80  8.53  A 

126 2.13  2.93  2.80  7.86  Ba 
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表Ⅶ-2-2-2 

 

2019 年度 PAM 染色評価とコメント 

施設Ｎｏ 評 価 コ メ ン ト 

1 A 基底膜の発現がやや弱い印象だが、薄く綺麗な標本 

2 A 後染色が淡い印象だが、薄く綺麗な標本 

5 A 基地膜の発現がやや強い印象で、良好な標本 

7 Ba 後染色が淡い印象だが、薄く良好な標本 

18 A 基底膜の発現が弱い印象だが、薄く綺麗な標本 

20 A 基底膜の発現がやや強い印象で、良好な標本 

22 A 後染色が強くやや厚い印象のある良好な標本 

24 A バランスのとれた綺麗な標本 

30 A 後染色が強くやや厚い印象のある良好な標本 

36 A バランスのとれた綺麗な標本 

39 A 後染色がやや強く基底膜の発現がやや強い印象の良好な標本 

88 Ba 後染色がやや強く厚い印象があるが、良好な標本 

113 A バランスのとれた綺麗な標本 

126 Ba 基底膜の発現が弱く後染色が強いが、良好な標本 
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表Ⅶ-2-2-3 

 

272



 

写真Ⅶ-2-2-4 

 

【 A評価 】 
 
 糸球体基底膜、メサンギウム基質の微細な部分まで明瞭に染色されている（対物×20） 
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表Ⅶ-2-3-1  
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写真Ⅶ-2-3-2 

【凍結組織にて作製したＨＥ染色標本写真 】 

 いずれも診断に支障なく綺麗な標本。（対物×4） 
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Ⅶ-4 関係資料 

     2019年度精度管理 病理部門（ アンケート依頼 ） 

施設名                   実施者                 

 

＊前年より変更された箇所および追加項目のみ御記入お願いします。 

〇固定（ホルマリン）について教えて下さい。  

＊固定液種類：（ 生検材料             ）（手術材料               ）、 

＊固定時間：（ 生検材料             ）（手術材料               ）、             

 

 

○ 貴施設で行なわれている薄切に関する事項について教えて下さい。 

＊ミクロト－ム    メ－カ ：（          ） ,    種類 ：（                ） 

＊ミクロト－ム刃   メ－カ ：（          ） ,    種類 ：（                ） 

＊薄切の厚さ   （         ）μm 

＊スライドガラス   メ－カ ：（          ） ,    種類 ：（                ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【ＨＥ染色】について教えてください。 

＊染色方法   （ 手染め ・ 自動染色 ） 

自動染色機  メ－カ ：（              ）  ,   品名 ：（               ） 

 

＊ヘマトキシリン液  （ 自家製 ・ 調整済み ）試薬  ,  染色時間 ：（      分    秒 ）  

調整済みヘマト  メ－カ ：（           ）  ,   種類 ：（               ） 

自家製ヘマト    メ－カ ：（           ）  ,   種類 ：（               ） 

 

＊分別 （ 有 ・ 無 ） 

      分別液の組成                                             

 

＊エオジン  （ 自家製 ・ 調整済み ）試薬  ,  染色時間 ：（       分       秒  ）   

      調整済み試薬   種類 ：（              ）  ,  メ－カ ：（              ）    

      自家製エオジン  種類 ：（ 水溶性 ・ ｱﾙｺ-ﾙ溶性 ） , メ－カ ：（              ）    

      自家製エオジンの組成  

  

○ その他（ 工夫や他の工程があれば下記に記載お願いします ） 

 

【 ＰＡＭ染色】について教えて下さい。  

＊貴施設で通常業務で 「行っている」 または 今回の精度管理で 「行った」 染色についての 
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手技・方法を教えて下さい。 

 

● その前に、通常行っておられる施設にお聞きします。 

    ＊染色枚数はどれくらいですか？ （          枚 / １ヶ月 ） 

    ＊薄切の厚さは？（       μ ） 

    ＊その他、同時に実施する染色は？（                               ） 

 

〇 染色方法 （工夫している事なども教えてください。） 

                                                           

                                                   

                                             

 

【 凍結切片 】について教えて下さい。 

○術中迅速の実施頻度について （        件/月 ） 

 

○１手術につき最大で何個くらい出てきますか（                  個/1手術） 

また、どういう材料の時に提出個数が多いですか？（                         ） 

 

○凍結方法は？（                                               ） 

 

○スプレーフリーザー等の使用は？ （ 使用する、 使用しない ）※○で囲んで下さい 

 

どのような時に使用しますか？：（                                      ） 

 

○薄切について 

＊薄切の厚さ   （         ）μm 

＊スライドガラス   メ－カ ：（          ） ,    種類 ：（                ） 

 

○何枚提出しますか？（               ） 

 

○薄切面を変えて何面か薄切しますか？※○で囲んで下さい 

・する（            ）→何面取りますか？（               面） 

・1面のみ 

 

〇固定について 

＊固定液の組成：（                                            ） 

＊固定時間：（               ） 

 

○染色方法は？   （ 自動染色 ・ 手染め ）※○で囲んで下さい 
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＊自動染色機  メ－カ ：（              ）  ,   品名 ：（                ） 

   ＊染色液 

 ヘマトキシリンの種類：（              ）  , メーカ：（               ） 

 エオジンの種類：（                 ） , メーカ：（                ） 

染色手順（各染色液の染色時間および、工夫している事なども教えてください。） 

                                                                 

                                                                 

                                                                 

                      お忙しいところ御協力ありがとうございました。 
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Ⅷ 微 生 物 検 査 
 

 

Ⅷ－1 要約 

 
 2019 年度は JAMT-QC の導入により、従来までの USB による回答から Web 上で回答内容を入

力していただく運用となった。精度管理内容としては例年通り、微生物部会は「塗抹検査」および

「同定・感受性検査」について実施した。 

 昨年と比較して総参加施設数は変化なく、新規参加の 2 施設を含めた全 28 施設であった。「塗

抹検査」のみの参加は 11 施設で 1 施設増加し、「塗抹検査」と「同定・薬剤感受性検査」の両方参

加が 17 施設であった。試料は ATCC 株と臨床分離株を用いて模擬検体 5 検体を準備し、同定検

査は 2 検体、同定・薬剤感受性検査は 1 検体、グラム染色は 2 検体についてそれぞれ実施し、す

べての項目を評価対象とした。 

「塗抹検査」では、標本 A と標本 B の 2 枚を出題した。標本 A では参加 28 施設のうち 24 施設

が A 評価、4 施設が B 評価となり、C 評価は 0 施設であった。標本 B においても参加 28 施設のう

ち 24 施設が A 評価、4 施設が B 評価となり、C 評価は 0 施設であった。標本 B での B 評価施設

数は試料の再送付、再々送付により正解した施設が 4 施設含まれる。 

「同定・薬剤感受性検査」では試料 No. 1、No. 2、No. 3 の 3 検体を出題した。試料 No. 1 では参

加 17 施設のうち 16 施設が A 評価、1 施設が B 評価となり、C 評価は 0 施設であった。試料 No. 2

では参加 17 施設全施設で A 評価となった。試料 No. 3 では参加 17 施設のうち 14 施設が A 評価、

3 施設が B 評価となり、C 評価は 0 施設であった。B 評価施設数は試料の再送付により正解した 1

施設が含まれる。 

 総合評価としては A 評価が 20 施設、B 評価が 8 施設、C 評価が 0 施設であった。今年度は昨年

までの回答方法とは異なり、JAMT-QC システムによる回答となり、不慣れなためか回答内容の誤

入力が見られた施設が散見された。B 評価の中には誤入力により減点の対象となった施設も見ら

れたが、日常検査においても結果の誤入力は重大な事故につながる可能性もあることから特に注

意して行っていただきたい。 

（文責  遠藤 昭大） 

 

 

Ⅷ－2 結果 

 

「塗抹検査」 
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「塗抹検査 A（標本 A）」 （評価対象） 

 

(1) 設問 

80 歳台男性。基礎疾患に 2 型糖尿病あり。誤嚥性肺炎にて救急搬送され入院。誤嚥性肺炎に

よる頻回の入院歴があることから、中心静脈カテーテルの留置および ABPC/SBT の投与により解

熱し、経過は良好であった。しかし再度、発熱が見られ、MEPM が投与されるも解熱せず、発熱時

に採取された血液培養が 2 セット好気ボトルのみ陽性となった。 

 

陽性となった血液培養の培養液を塗抹し、メタノール固定したスライドです。グラム染色を実施し、

染色性、形態、推定菌名および臨床に伝えるべきコメントがあれば回答して下さい。 

 

(2) 提出菌株 

Candida glabrata（臨床分離株） 

 

(3) 提出菌の特徴 

カンジダ属は全世界に分布し、ヒトや動物の消化管などに常在菌として見られ、非常に身近な微

生物の一つであると言える。今回の提出菌株 C. glabrata の他に、C. albicans、C. krusei、C. 

parapsilosis、C. tropicalis などの菌種が分離される。深在性真菌症は日和見感染症として発症し、

カンジダ血症や食道カンジダ症、真菌性眼内炎、腹腔内感染症などがある。カンジダ血症のリスク

因子としては、消化管手術や長期間の血管内カテーテルの留置があげられる。カテーテル由来の

カンジダ血症では、カテーテルの早期抜去と抗真菌薬療法を行うことが重要となる。カンジダ属の

菌種によって第一選択薬が若干異なるため、早期の菌種同定は抗菌薬治療の一助となりうる。 

 

(4) グラム染色方法について（表Ⅷ-2-1） 

参加施設は 28 施設であり、昨年と同じ施設数であった（２施設増・２施設減：±０施設）。グラム染

色のみ参加施設は 11 施設であった。方法としては、B&M 法が 25 施設、フェイバー法が 2 施設、

ハッカー法が 1 施設であり昨年と同じであった。 

 

(5) グラム染色性および形態、推定菌、染色評価について（表Ⅷ-2-2、表Ⅷ-2-3） 

染色に関しては概ね良好であったが、一部、脱色不良と思われる施設があった。No. 22、42、

104 の施設では標本の部分的な脱色不良が見られ、No. 36、59 の施設では、標本の全体的な脱

色不良が見られた。スライドを目視しても紫色が分かるほどの施設があったので、脱色時間を確認

していただきたい。 

グラム染色性に関しては、患者背景などから酵母様真菌が推測できる設問としたが、24 施設で

正解の酵母様真菌を推定菌として回答されていた。No. 59、84、104、115 の施設ではグラム陽性

球菌と回答されており不正解であった。酵母様真菌とグラム陽性球菌の形態の確認をお願いした
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い。 

推定菌に関しては、23 施設にて Candida sp.との回答であった。その他、3 施設で C. glabrata、1

施設で C. parapsilosis、1 施設で C. albicans との回答であった。上記のグラム染色性にてグラム陽

性球菌と回答した 4 施設においても、推定菌は Candida sp.と回答されており、これは非常に矛盾

のある回答である。誤入力を含めて確認をお願いしたい。今回の設問においてはカンジダ属の菌

名にかかわらず、全施設正解とした。 

 

(6) 報告コメントについて（表Ⅷ-2-4、表Ⅷ-2-5） 

コメントに関しては、15 施設で記入があった。カテーテルに関する記述が 8 施設、抗真菌薬に関

する記述が 6 施設、眼内炎に関する記述が 5 施設、血培再検に関する記述が 2 施設にてあった。

コメント未記入による減点はしていない。 

 

(7) 参考文献 

1) 新臨床検査技師講座 11 微生物学 臨床微生物学 医学書院 

2) 微生物検査ナビ 栄研化学株式会社 

 

（文責  粟村 浩二） 

 

 

「塗抹検査 B（標本 B）」 （評価対象） 

 

(1) 設問 

生後 8 ヶ月の男児。5 日前より鼻汁、咳嗽、発熱があり、かかりつけ医にて去痰薬を処方されてい

たが改善せず、紹介受診された。バイタル測定を行ったところ BT:39.5℃、SpO2:86～88％であり、

レントゲンで両側肺下野に軽度浸潤影を認めたため、肺炎疑いで入院加療となった。入院後、輸

液のみで熱型観察を行っていたが、翌日になって入院時に採取した血液培養が培養後 25 時間で

陽転した。また、同日採取された喀痰からも同一菌の発育が認められた。 

 

陽性となった血液培養の培養液を塗抹し、メタノール固定したスライドです。グラム染色を実施し、

染色性、形態、推定菌名および臨床に伝えるべきコメントがあれば回答して下さい。 

 

(2) 提出菌 

 Haemophilus influenzae（臨床分離株） 
 

(3) グラム染色方法について（表Ⅷ-2-6） 

参加施設は 28 施設であり、昨年と同じ施設数であった。グラム染色のみ参加施設は 11 施設で
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あった。グラム染色方法としては B&M 法が 25 施設、フェイバー法が 2 施設、ハッカー法が 1 施設

であり昨年と同様であった。 
 

(4)  グラム染色性および形態、推定菌名の回答成績、染色評価について（表Ⅷ-2-7、表

Ⅷ-2-8） 

24 施設がグラム陰性桿菌と回答されており、そのうち 22 施設が「Haemophilus influenzae」、2 施

設が「Haemophilus sp.」と回答されており、どちらも正解とした。 

間違った回答をしたのは 4 施設であった。うち 2 施設がグラム陰性球菌「Neisseria meningitidis」と

回答されており、グラム陰性球菌「Moraxella catarrhalis」、グラム陽性球菌「Streptococcus milleri 

grp」と回答された施設が各 1 施設あった。スライドを再送付したところ 2 施設が正解されたが、グラ

ム陽性球菌「Streptococcus pneumoniae」、グラム陰性球菌「Moraxella catarrhalis」と回答された施

設があり、再々送付を行った。再々送付では問題を①グラム陰性球菌「Moraxella catarrhalis」、②

グラム陽性球菌「Streptococcus pneumoniae」、③グラム陰性桿菌「Haemophilus influenzae」から菌

名を選択する形式に変えたところ、2 施設とも正解となった。 

間違った回答をされた 4 施設のうち 3 施設はグラム染色のみ参加の施設であったため、わかりにく

かったものと考えられた。 

染色性に関しては概ねの施設が良好に染色されていたが、赤血球等生体成分がグラム陽性に

染まっている施設があった。また背景に染色カスが認められ、脱色不良と思われる施設も見受けら

れたため、脱色時間に関しては再度検討して戴きたい。 

 

(5) コメントについて（表Ⅷ-2-9、表Ⅷ-2-10） 

抗菌薬に関するコメントが 5 施設、感染対策に関するコメントが 1 施設、髄膜炎の可能性を示唆

するコメントが 2 施設で、何もコメントされていない施設が 13 施設あった。5 類感染症のため届出が

必要であるとコメントされていたのは 9 施設のみであったが、本来無菌である血液から本菌が検出

されており、感染症法における侵襲性インフルエンザ菌感染症であり 7 日以内に保健所への届出

が必要となるため、臨床へコメントする必要がある。 

 

(6) まとめ 

グラム染色のみで Haemophilus influenzae を推定することは困難であるが、臨床症状から

Haemophilus influenzae を想定できる設問とした。 

Haemophilus influenzae はグラム陰性桿菌または小さな球桿菌で、時にやや伸長した桿菌の場合

もあり、多形性であるので注意を要する。 

Haemophilus influenzae は 6 つの莢膜血清型（a～f）と、莢膜をもたない多数の無莢膜型菌株が

ある。日本では 2008 年 12 月に乾燥ヘモフィルス b 型（Hib）ワクチンによる任意接種が開始された。

2013 年 4 月の予防接種法改正により Hib ワクチンが定期接種化されたことに伴い、Hib による細菌

性髄膜炎を含む「侵襲性インフルエンザ菌感染症」が 5 類感染症に追加された。届出基準は
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「Haemophilus influenzae による侵襲性感染症のうち、本菌が髄液または血液から検出された感染

症とする」と定義され、検査診断は菌分離あるいは遺伝子検出のいずれかによる。 

今回の回答で抗菌薬に関するコメントが 5 施設、感染対策に関するコメントが 1 施設、髄膜炎の

可能性を示唆するコメントが 2 施設でなされていたが、何もコメントされていない施設が 13 施設あっ

た。5 類感染症のため届出が必要であるとコメントされていたのは 9 施設だけであったが、本来無菌

である血液から本菌が検出されており、感染症法における侵襲性インフルエンザ菌感染症であり 7

日以内に保健所への届出が必要となるため、臨床へコメントする必要があると思われる。 

Haemophilus influenzae の耐性機序には、β-lactamase 産生によるものと β-lactamase 産生によら

ないものとがある。とくに β-lactamase 非産生アンピシリン耐性（ β-lactamase-non-producing 

ampicillin-resistance:BLNAR）の増加傾向が示唆されており、注意を要する。 

 

(6) 参考文献 

1) 微生物検査ナビ 第２版 栄研化学株式会社 

2) 国立感染症研究所 「インフルエンザとは」 

 

（文責  元中 恵） 

 

 

「同定・薬剤感受性検査」 

 

試料 No. 1 （評価対象） 

 

(1) 設問 

46 歳男性。朝から激しい腹痛，下痢(少量の血便)と嘔吐で受診。その時に採取された下痢便の

検体です。この菌について同定検査を実施して下さい。同定過程および同定菌種を回答して下さ

い。また必要があれば報告コメントを記載して下さい。 
 

(2) 提出菌 

Vibrio parahaemolyticus（ATCC 17802） 

 

(3) 提出菌の特徴 

Vibrio parahaemolyticus は腸炎ビブリオとよばれ、コレラ菌と同じビブリオ属菌である。コレラ菌の

ようにソラマメ様に湾曲はしていないが、一端に 1 本のべん毛をもって活発に運動する短桿菌であ

る。幼若培養菌では周毛を形成する。 

 好塩性があり、3 %食塩濃度で最もよく発育し、栄養、温度などの条件がそろえば 8～9 分で分
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裂・増殖する。逆に 10 ℃以下では発育せず、熱にも弱く、煮沸すれば瞬時に死滅する。最近、腸

炎ビブリオやコレラ菌の染色体は環状ではあるけれども、一般の細菌のように 1 本ではなく、大小 2

本あることが発見された。染色体のサイズを小さくすることで、増殖速度を速めているものと考えら

れている。病原因子として耐熱性溶血毒（TDH）、およびその類似溶血毒 （TRH）という蛋白質性

溶血毒があり、TDHによって起こる溶血性を神奈川現象と呼ぶ。TDH、TRHともに小さい方の染色

体にコードされている。 

潜伏期間は 12 時間前後で、主症状としては堪え難い腹痛があり、水様性や粘液性の下痢がみら

れる。まれに血便がみられることもある。下痢は日に数回から多いときで十数回で、しばしば発熱

（37 ℃〜38 ℃）や嘔吐、吐き気がみられる。下痢などの主症状は一両日中に軽快し、回復する。

高齢者では低血圧、心電図異常などがみられることもあり、死に至った例もある。できる限り抗菌薬

投与前に、排便直後の新鮮便の一部を直接 TCBS 寒天培地に塗抹し、37 ℃一夜培養する。腸炎

ビブリオは TCBS寒天上で、白糖非分解性の中心部が濃緑色ないし青緑色の集落を形成する。腸

炎ビブリオが疑われる集落はさらに各確認培地に接種し、その性状を調べ同定する。その最小限

の性状は （オキシダーゼ、リシン脱炭酸、インドール、ブドウ糖の発酵、マンニットの分解、3 %およ

び 8 %NaCl 加ブロスでの発育）‐陽性、（ブドウ糖からのガス産生・白糖の分解、0 および 10 %NaCl

加ブロスでの発育）‐陰性である。同定された菌株は、O、K 抗原を調べて血清型を決定する。必要

に応じて、tdh、trh 遺伝子を調べる。 

 

 

(4) 培養条件、使用培地について（表Ⅷ-2-11） 

使用培地、培養条件は概ね適切に行われていたが、No. 20、27、107 の施設では非選択培地が

使用されていなかった。原因菌が想定していた菌以外の場合、見落とす可能性もあるので非選択

培地も使用していただきたい。 

 

(5) 同定結果、同定過程について（表Ⅷ-2-12） 

同定結果は全施設 V. parahaemolyticus であり正解であった。本菌はグラム陰性桿菌であるが、

No. 27 の施設でグラム陽性桿菌と回答されており減点とした。使用した培地についてはほとんどの

施設で試験管培地を使用していた。しかし、No. 22、27、127 の施設については使用されておらず、

減点とした。質量分析器や細菌自動同定機器の性能が上がったとしても従来法である試験管培地

での確認は必要であると考える。また、No. 2、18、36、106、107、127 の施設では NaCl 加ブロスで

の発育試験も実施されていた。NaCl 加ブロスでの発育試験の結果は上記施設において適切であ

った。 

 

(6) コメントについて（表Ⅷ-2-13） 

感染性胃腸炎は小児科定点医療機関(全国 3,000 カ所の小児医療機関)が届け出するものとし

て 5 類感染症に含まれているが、今回提示している症例は成人ため届け出の対象ではない。 
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 (8) 参考文献 

1） IDWR 2004 年第 10 号掲載 国立感染症研究所ホームページ 

 

（文責  近澤 秀己） 

 

試料 No. 2 （評価対象） 

 

(1) 設問 

80 歳、女性。糖尿病にて通院中。前日からの発熱、倦怠感を主訴に救急外来を受診。血液検

査にて白血球数、CRP の上昇、尿定性検査にて白血球数 3+を認めたため尿路感染症が疑われ

尿培養および血液培養 2 セットが採取された。翌日、血液培養が 2 セットすべて陽性となり尿培養

からも同一の菌が検出された。試料は上記血液培養から検出された菌です。同定過程および同定

菌種を回答して下さい。また必要があれば報告コメントを記載して下さい。 

 

(2) 提出菌株 

Streptococcus agalactiae (ATCC 13813) 

 

(3) 提出菌の特徴 

Streptococcus agalactiae は Lancefield B 群に属する菌であり、ヒトの膣内や消化管の常在菌とし

て知られる。ヒツジ血液寒天培地上では α’～β 溶血を示すが、非溶血株も 3％程度存在する。馬尿

酸加水分解試験、CAMP テストで陽性を示す。新生児髄膜炎や敗血症、肺炎の原因になる他、糖

尿病などの基礎疾患を有する成人や高齢者などで尿路感染症、敗血症、皮膚軟部組織感染症な

どの原因となる。β 溶血を示す株で劇症型溶血性レンサ球菌感染症の届出基準を満たす場合は 5

類感染症として 7 日以内に保健所への届出が必要である。 

 

(4) 回答成績について（表Ⅷ-2-14） 

参加 17 施設全施設で Streptococcus agalactiae と回答されており、正解とした。 

 

(5) 使用培地、培養条件について（表Ⅷ-2-15） 

ほとんどの施設で炭酸ガス培養を実施していたが施設 No. 24、127 で炭酸ガス培養を行ってい

なかった。5～10 %炭酸ガスの存在下で発育が促進される菌種もおり、Capnocytophaga spp.のよう

に炭酸ガス要求性の菌種も存在するため炭酸ガス培養を実施することが望ましい。また施設 No. 

22、36、39、43、127 でチョコレート寒天培地を使用していなかった。H. influenzae などヒツジ血液寒

天培地では発育しない菌種や、血液寒天培地では発育が悪い菌種も存在するためチョコレート寒

天培地を使用することが望ましい。 

285



 

 

(6) グラム染色、同定過程、菌名報告について（表Ⅷ-2-16） 

グラム染色では全ての施設がグラム陽性球菌と回答していた。同定過程については全ての施設

で自動分析機や同定キット、質量分析装置を用いて同定していた。その他の試験として施設 No. 

36 で CAMP 試験陽性、馬尿酸加水分解試験陽性。また施設 No. 18、24、43、127 以外の施設でラ

テックス凝集反応によるレンサ球菌抗原検査を実施しており、施設 No. 30、36、107 では B 群陽性

と記載されていたがその他の施設では群別の記載はなかった。 

 

(7) コメントについて（表Ⅷ-2-17） 

施設 No. 1、22、24、106、127 でコメントの記載がなかった。また施設 No. 2、7、39 で 5 類感染症

に該当する、または該当する可能性があるとコメントされており、施設 No. 36、43 では感染症法で

規定された菌ではないとコメントされていた。感染症法における劇症型溶血性レンサ球菌感染症で

は、β 溶血を示すレンサ球菌が通常無菌的な部位（血液、髄液、胸水、腹水）、生検組織、手術創、

壊死軟部組織から検出され、ショック症状に加え肝不全、腎不全、急性呼吸窮迫症候群、DIC、軟

部組織炎（壊死性筋膜炎を含む）、全身性紅斑性発疹、痙攣・意識消失などの中枢神経症状のう

ち 2 つ以上を満たす場合に 5 類感染症として 7 日以内に保健所へ届け出る必要がある。

Streptococcus agalactiae においても上記の基準を満たしている場合は 5 類感染症に該当する。な

お今回の提出菌株は非溶血株であり β 溶血を示しておらず、劇症型溶血性レンサ球菌感染症の

届出基準は満たしていないため届け出は不要である。 

 

(8) 参考文献 

1) 最新臨床検査学講座 臨床微生物学 第 1 版 医歯薬出版 

2) 臨床微生物検査ハンドブック 第 5 版  

3) 血液培養検査ガイド 日本臨床微生物学会 

4) 医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準 

 

（文責 福田 峻） 

 

 

試料 No. 3 （評価対象） 

 

(1) 設問 

7 歳 女児。基礎疾患は特になし。1 週間前より鼻汁、感冒症状があったが対処療法にて様子を

見ていた。今朝より意識障害、傾眠傾向があり、家人が救急要請。血液培養採取後、腰椎穿刺施

行、細胞数およびその他検査所見から細菌性髄膜炎と診断された。 

試料は髄液から発育した物です。同定過程・同定菌種、臨床情報も考慮した上で指定薬剤

（PCG、CTX、CTRX、CFPM、MEPM、VCM）の結果および報告コメントを記入してください。 
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(2) 提出菌 

Streptococcus pneumoniae（ATCC 49619） 

 

(3) 提出菌の特徴 

S. pneumoniae は α 溶血性、莢膜を有するグラム陽性双球菌である、乳幼児の鼻咽頭に 40～

60％と高頻度に保菌されており、市中における菌の水平伝播に重要な役割を果たしている。菌表

層の莢膜ポリサッカライド（capsular polysaccharide: CPS）は最も重要な病原性因子であり現在まで

に 97 種類の血清型が知られている。本菌による感染症は呼吸器感染症が最多であるが、中耳炎、

副鼻腔炎、髄膜炎等多様な感染症の起炎菌となる。α 溶血を示す S 型集落を形成し、培養を継続

すると、自己融解酵素により集落中心部が陥凹する。 

同定方法として、オプトヒン感受性試験または胆汁溶解試験が用いられ、口腔内連鎖球菌との

鑑別が重要である。 

薬剤感受性検査においては、髄膜炎、非髄膜炎でブレイクポイントが異なっており今回の設問

は髄液からの検出とし、髄膜炎基準でのブレイクポイントを回答していただいた。PCG の判定基準

は、髄膜炎では MIC 値 ≦0.06 が S であるのに対し、髄膜炎以外では≦2 で S となるため、注意

が必要である。 

また、血液あるいは髄液等無菌材料から肺炎球菌が検出された場合は、侵襲性肺炎球菌感染

症（5 類）として 7 日以内に届け出が必要である。 

 

(4) 使用培地、培養条件について（表Ⅷ-2-19） 

髄液から検出される菌は Streptococcus pneumoniae、Haemophilus influenzae はじめ、栄養成分

が豊富な培地でしか発育しないものがあるため、分離培地の選択は重要である。また、髄液は無

菌検体であり、少量の菌量でも検出する意義は高い。よって、ハンドブックでは血液寒天培地、チョ

コレート寒天培地に加え、増菌培地の併用も推奨されている。施設 No1、5、7、20、22、24、27、107、

127 は増菌培地を使用されていないため 10 点減点とした。また、検出頻度は低いものの髄膜炎菌

を疑う場合は炭酸ガス培養が必要である。施設設備の面から導入が難しい場合もあるが、炭酸ガ

ス培養を実施していない施設は今後検討願いたい。 

 

(5) グラム染色、同定過程、報告菌名（表Ⅷ-2-18、表Ⅷ-2-20、表Ⅷ-2-21） 

グラム染色では染色性、形態共に正解であった。Streptococcus pneumoniae の同定において重

要な性状は溶血性、カタラーゼ、特徴的な陥没コロニーである。その他、口腔内 α 連鎖球菌との鑑

別には胆汁溶解試験、Other Streptococcus sp.との鑑別には CAMP 試験等、種々の性状確認試験

が存在する。その中でも、基本性状と考えられる溶血性の記載がない施設は 5 点減点とした。また、

今回の菌種は典型的な陥没コロニーであり、ムコイド型肺炎球菌と記載した施設は 5 点減点とし

た。 
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(6) 薬剤感受性試験方法および成績（表Ⅷ-2-22） 

全施設で微量液体希釈法が実施されており、CLSI の判定カテゴリーは 17 施設中 M100-S23、

M100-S25、M100-S28 がそれぞれ 1 施設、M100-S26 が 3 施設、M100-S22 が 11 施設であった。

測定機器は、Walkaway（ベックマンコールター）が 5 施設、バイテック 2 が 1 施設、栄研ドライプレ

ート 9 施設（うち 3 施設が 192iX）、BD Phoenix が 1 施設、RAISUS ANY が 1 施設であった。CLSI

に則った微量液体希釈法では、肺炎球菌の判定時間および培養条件では 20～24 時間かつ好気

培養で実施する事となっている。規定時間を守らず判定を行った場合、Very Major Error が発生す

る可能性があるため、今回の設問に限らず、各施設培養条件・判定時間の確認をして頂きたい。1

施設のみ培養時間を 18 時間と回答した施設があり、10 点減点とした。 

今回の設問では、PCG、CTX、CTRX、CFPM、MEPM、VCM の中から日常的に測定している

薬剤を選択し、MIC およびカテゴリーを記載していただいた。肺炎球菌の場合、髄膜炎症例およ

び非髄膜炎症例では、一部抗菌薬のブレイクポイントが異なって設定されている。今回の設問は

髄膜炎症例であるため、髄膜炎のブレイクポイントを用いて判定する必要がある。 

 

＜CLSI M100-S22 より抜粋 肺炎球菌 髄膜炎基準でのブレイクポイント＞ 

 

(7) コメントについて（表Ⅷ-2-20、表Ⅷ-2-21、表Ⅷ-2-22） 

侵襲性肺炎球菌感染症は、感染症法にて 5 類感染症に指定されており、7 日以内に届け出が

必要な全数把握疾患である。そのため、5 類感染症の記載がない場合は 5 点減点とした。また、ペ

ニシリン耐性肺炎球菌は基幹定点医療機関（全国約 500 カ所の病床数 300 以上の医療機関）の

場合届け出が必要である。今回は前者の感染症法に則ったコメントがない施設を減点対象とした。

また、一部ではあるが PISP との記載をされている施設があり 5 点減点とした。髄液検体においてペ

ニシリンのブレイクポイントで I の基準は存在せず、PSSP もしくは PRSP のみとなるため、今一度確

認願いたい。その他施設においては、5 類感染症並びに、抗菌薬に関するコメント（髄液移行性を

考慮等）定点医療機関における PRSP 届け出に関するコメントが認められた。微生物検査は、単に

菌名・菌名、感受性検査のみを報告して終了ではなく、各々の菌に対して注意すべきポイントを把

抗菌薬 
Streptococcus 
pneumoniae 
ATCC49619 

ペニシリン PCG ≦0.06 S     ≧0.12 R 0.25-1 

セファロスポリン系 

CTX ≦0.5 S   1 I  ≧2 R 0.03-0.12 
CTRX ≦0.5 S   1 I  ≧2 R 0.03-0.12 
CFPM ≦0.5 S   1 I  ≧2 R 0.03-0.25 

カルバペネム系 MEPM ≦0.25 S   0.5 I  ≧1 R 0.06-0.25 

グリコペプチド系 VCM ≦1  S 0.12-0.5 
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握した上で医師側に結果を報告することが重要である。また、菌種によっては今回の様に検体由

来によって異なるブレイクポイントを用いて判定する可能性がある。それらブレイクポイントを誤って

使用した場合患者予後に多大なる影響を及ぼす事が考えられるため、自施設で測定している機器、

CLSI カテゴリー、判定時間および方法など今一度確認していただきたい。 

 

(8) 参考文献 

1) 微生物学/臨床微生物学 第 2 版 医歯薬出版 

2) JAID/JSC 感染症治療ガイド 2019 

3) CLSI M100-S22 

4) 臨床微生物検査ハンドブック 第 5 版 小栗豊子  

5) 微生物検査ナビ 第 2 班 栄研化学 

 

（文責  木下 愛） 

 

 

Ⅷ－3 施設評価、評価方法・基準について 

 
 本年度の精度管理使用菌株は ATCC 株 3 株、臨床分離株 2 株であった。精度管理委員会で評

価基準について協議し、減点法により点数を付け、合計点の割合から A、B、C の 3 段階評価を実

施した。得点と A、B、C 評価の基準については以下の通りである。 

 

A 評価（80 点以上） 

ほぼ問題なく検査されており、回答結果が正解である。 

※各項目において指摘のあった施設は指摘項目を確認して下さい。 

B 評価（60 点以上 79 点以下） 

少し問題があったが、一部を除いて正しい結果を回答した。 

※問題があると指摘された箇所を改善して下さい。 

C 評価（59 点以下） 

 基本的に問題があり、十分な結果を回答できなかった。 

 

 

各試料の評価基準と減点箇所について 

 

塗抹検査【標本 A】 

 

 (1)染色評価（30 点） 
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標本の一部脱色不良 5 点減点 

標本の全体的な脱色不良 10 点減点 

 

 (2)グラム染色性および形態（30 点） 

形態を陽性球菌と回答 30 点減点 

 

 (3)推定菌（20 点） 

減点なし 

 

 (4)コメント（20 点） 

減点なし 

 

塗抹検査【標本 B】 

 

 (1)染色評価（30 点） 

脱色不良 5 点減点 

 

 (2)グラム染色性および形態、推定菌名（50 点） 

形態の不正解 20 点減点 

   推定菌名の不正解 10 点減点 

 

 (3)コメント（20 点） 

5 類感染症に関する記載なし 5 点減点 

 

試料 No. 1 【培養・同定検査】 

 (1)同定菌名（40 点） 

  減点なし 

 

 (2)染色性・形態（30 点） 

  グラム陽性桿菌と回答 20 点減点 

 

 (3)同定過程（30 点） 

  試験管培地不使用または回答なし 10 点減点 

試料 No. 2 【培養・同定検査】 

 (1)同定結果（30 点） 

  減点なし 
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 (2)分離培養の使用培地、培養条件（20 点） 

  チョコレート寒天培地不使用 10 点減点 

 

 (3)グラム染色所見（10 点） 

  減点なし 

 

 (4)同定の進め方（30 点） 

  減点なし 

 

 (5)報告コメント（10 点） 

  減点なし 

 

試料 No. 3【培養・同定検査・感受性検査】 

(1)同定結果（20 点） 

Streptococcus pneumoniae （ムコイド型） 5 点減点 

 

(2)分離培養の使用培地・培養条件（20 点） 

増菌培地未実施 10 点減点 

 

(3)グラム染色所見（10 点） 

減点なし 

 

(4)同定検査の進め方（20 点） 

溶血性記載なし 5 点減点 

 

(5)報告コメント（10 点） 

5 類感染症記載なし、PISP の記載 それぞれ 5 点減点 

 

(6)感受性判定および方法（20 点） 

20～24 時間以外の培養時間 10 点減点 

 

（文責  遠藤 昭大） 

 

＜評価結果＞ 

試料番号 評価内容 A 評価 B 評価 C 評価 合計 

塗抹検査【標本 A】 グラム染色 24 施設 4 施設 0 施設 28 施設
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Ⅷ－4 まとめ 
 

今年度は培養、同定検査、薬剤感受性検査、グラム染色のすべての項目に参加された 17 施設

において総合で A 評価は 16 施設、B 評価は 1 施設、C 評価は 0 施設であった。今回、B 評価と

なった施設は特に、各項目で指摘されている箇所について改善していただきたい。また、塗抹検

査のみの参加の施設では A 評価は 4 施設、B 評価は 7 施設、C 評価は 0 施設であった。塗抹検

査で B 評価となった施設では、誤入力による不正解が目立った。回答入力においては十分に確認

し、間違いがないようにしていただきたい。標本は概ね良好に染色されていたが、一部の施設で脱

色不良と思われる事例も見られたため、指摘のあった施設は改善をお願いしたい。 

今回の精度管理調査において一部の施設でコメントの記載がなかった。臨床に対して必要なコ

メントとしては起炎性に関するもの、治療における注意点、院内感染対策上必要なもの、感染症法

に基づく届出の有無などがあり、菌種の同定や感受性検査の結果だけでなく、各菌種についての

注意すべき点を把握し、臨床側へ報告することが重要である。したがって、必要なコメントの記載が

なかった施設は、今後記載をお願いしたい。 

2019 年度より JAMT-QC システムによる回答となり、不慣れなためか回答内容の誤入力と思われ

る事例が散見されたが、来年度以降も JAMT-QC による精度管理調査を実施していく予定であるた

め、回答方法について再度確認し、注意して行っていただきたい。 

本年度も微生物部会精度管理調査にご参加いただきありがとうございました。来年度も精度管

理事業にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

（文責  遠藤 昭大） 

 

 

 

塗抹検査【標本 B】 グラム染色 24 施設 4 施設 0 施設 28 施設

試料 No. 1 同定検査 16 施設 1 施設 0 施設 17 施設

試料 No. 2 同定検査 17 施設 0 施設 0 施設 17 施設

試料 No. 3 同定・感受性検査 14 施設 3 施設 0 施設 17 施設
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2019年度
表Ⅷ-2-5　コメント一覧（標本A）

施設番号 コメント内容

1 血管内留置カテーテルの早期抜去

2 抗真菌薬への変更をご検討ください。

5 コメントなし

7

グラム染色にて菌糸を確認していないため、染色上Candida glabrata（またはC.famata）を疑います。
中心静脈カテーテル留置によるカテーテル感染が考えられます。
カテーテルからの逆流採血、通常の上腕静脈採血による血液培養の実施または
カテーテル抜去の際はカテーテル検体の提出をお願い致します。
眼内炎合併例もあるため、眼科受診や血培陰性化の確認もご一考ください。

16 コメントなし

18  起炎菌の可能性があります。その場合MEPMでは効果がないため抗真菌薬への変更をお願いします。

19 至急依頼のみ検鏡実施

20 コメントなし

22 コメントなし

24 眼内炎を起こす可能性がありますので、眼科への対診をお勧めいたします。

27 コメントなし

30 臨床症状と合わせて抗真菌薬の投与を検討してください。

35
・IVHカテーテルによる感染であるかの確認を行う。
・血流感染による眼内炎に注意する。

36 血液培養から酵母が検出されました。抗真菌薬の投与をご検討ください。

39 ①可能ならカテーテルを抜去。②眼内炎の検索③アゾール系薬に耐性を示す株が多い。

42
血液培養陽性です。カテーテルからの感染も考えられます。抗菌薬投与後、3～5日後に血液培養の陰性
確認をして下さい。

43 カンジダ血症では眼内感染の可能性がありますので、眼科での検査をお願いします。

46 コメントなし

47 コメントなし

59 コメントなし

84 コメントなし

88 コメントなし

104 コメントなし

106  CRBSI(カテーテル関連血流感染)が疑われます。

107 カンジダによる、カテーテル関連血流感染症が疑われます。

115 コメントなし

127
血液培養でカンジダ属が検出されれば、カンジダ血症の確定診断となるため、速やかに同定および抗真
菌薬感受性試験を行ってください。
カンジダ血症患者では、中心静脈カテーテルの抜去が強く推奨されます。

135 コメントなし
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表Ⅷ-2-10　コメント一覧（標本B）

施設番号 コメント内容

1 なし

2
臨床症状と菌の形態からHaemophilus influenzaeが疑われ、Haemophilus influenzaeの場合、
BLNAR,BLPARの可能性もありますので、感受性結果をご参照の上で抗菌薬の選択をお願いします。

5 5類感染症の侵襲性インフルエンザ菌感染症として7日以内の届出をお願いします。

7

肺炎症状があり同日提出喀痰からもグラム陰性短桿菌を認めているため、本菌はグラム染色上
Haemophilus influenzaeを疑います。
生後8か月の乳児であり、Hib陽性菌株の場合飛沫予防が必要となります。
検査結果が出るまでの間念のため、飛沫予防策をお願い致します。
また無菌材料からの検出のためH.influenzaeと同定された場合は侵襲性インフルエンザ感染症（5類感染症）
として届出が必要となります。

16
乳児の血液培養よりHaemophilus influenzaeが検出され、バイタルサインと臨床症状より、髄膜炎の可能性
があることを医師に報告する。

18
起炎菌の可能性が極めて高いです。
Haemophilus influenzaeの場合、5類感染症の侵襲性インフルエンザ菌感染症に該当するため7日以内に
保健所に届出をお願いします。

19

血液培養からグラム陰性短桿菌が検出されました。喀痰からも同一の菌が認められ、インフルエンザ菌が強く
疑われます。小児の敗血症、化膿性髄膜炎の起炎菌として重要で重症化します。アンピシリンか第１セフェム
系が無効な耐性菌が見られます。第３セフェム系やニューキノロン系が有効とされます。インフルエンザ菌と同定
された場合には、５類感染症として届出が必要です。

20 なし

22 なし

24 第五類感染症の侵襲性インフルエンザ桿菌感染症となりますので7日以内の届け出をお願いいたします。

27 なし

30 Haemophilus influenzaeに同定された場合、５類感染症の侵襲性インフルエンザ菌感染症に該当します。

35 適切な抗菌薬の使用

36 ペニシリン系の抗菌薬に感受性を示します。

39
侵襲性インフルエンザ感染症は5類感染症全数把握疾患です。診断後7日以内の届け出が義務付けられて
います。

42 抗菌薬の投与をお願いします。

43 小型の陰性桿菌が認められます。Haemophilus influenzaeを疑います。

46 なし

47 なし

59 なし

84 なし

88 なし

104 なし

106 侵襲性インフルエンザ菌感染症(5類感染症)が疑われます。

107 なし

115 なし

127

推定菌名はHaemophilus influenzaeで血液培養から検出されています。
Haemophilus influenzae菌が血液か髄液から検出され、侵襲性感染症が疑われる場合、五類感染症で全
数把握、7日以内に届出が必要です。

135 なし
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表Ⅷ-2-11　使用培地一覧（試料No. 1）

1 2 5 7 18 20 22 24 27 30 36 39 43 88 106 107 127

CA加羊血液寒天培地 極東 ●
羊血液寒天培地 ＢＤ ● ●
トリプトソイ5％羊血液寒天培地 栄研 ●
BTB寒天培地 極東 ● ●
BTB寒天培地 ＢＤ ●
ﾄﾞﾘｶﾞﾙｽｷｰ改良培地 栄研 ● ● ● ● ●
ﾄﾞﾘｶﾞﾙｽｷｰ改良培地 日水 ●
ﾄﾞﾘｶﾞﾙｽｷｰ改良培地 極東 ●
MAC 極東 ●
MAC 日水 ●
ＣＴ-ソルビットマッコンキー寒天培地 栄研 ● ●
SS寒天培地 栄研 ● ● ● ● ● ● ●
SS寒天培地 ＢＤ ● ● ● ● ●
SS寒天培地 ﾋﾞｵﾒﾘｭｰ ●
ＤＨＬ寒天培地 栄研 ● ● ●
ＤＨＬ寒天培地 ＢＤ ●
TCBS寒天培地 極東 ● ● ● ● ●
TCBS寒天培地 栄研 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
変法ｽｷﾛｰ寒天培地EX 日水 ● ● ● ●
変法ｽｷﾛｰ寒天培地EX 極東 ● ● ●
スキロー 栄研 ● ● ●
Campylobacter寒天培地 ＢＤ ● ●

CCDA 極東 ●

CCDA 関東化学 ● ● ●
mCCDA培地 栄研 ●
CT-SMAC/SSｴｸｽﾄﾗ分画培地 関東化学 ●
CT-SMAC・/TCBS寒天培地 極東 ●
CT-SMAC寒天培地 ﾋﾞｵﾒﾘｭｰ ●
ＳＴＥＣ寒天培地 関東化学 ● ●
ｸﾛﾓｱｶﾞｰ157 関東化学 ●
Sﾀｲﾌﾟ/X-EHECⅡ 日水 ● ●
Sﾀｲﾌﾟ/XM-EHECⅡ 日水 ●
SS/EHEC 日水 ●
ｸﾛﾓｱｶﾞｰSTEC寒天培地 関東化学 ● ● ●
CW卵黄寒天培地 日研生物 ●
変法卵黄加ﾏﾝﾆｯﾄ食塩寒天培地EX 日水 ●
マンニット食塩寒天培地 栄研 ●
食塩卵黄寒天培地 日水 ●
羊血液/ﾄﾞﾘｶﾞﾙｽｷｰ寒天培地 日水 ●
K1.Hチオグリコレート培地 ＢＤ ●
Ｍ5８/ドリガル 栄研 ●
MSEY 極東 ●
MYP寒天培地 ＢＤ ●
OPAⅡ寒天培地 ＢＤ ●
エッグヨーク寒天培地 栄研 ● ●
ｴﾙｼﾆｱ寒天培地 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｲｴﾝｽ ●
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ寒天培地 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｲｴﾝｽ ●
ｸﾛﾓｱｶﾞｰｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ寒天培地 ＢＤ ●
ｸﾛﾓｱｶﾞｰｶﾝｼﾞﾀﾞ 関東化学 ●
普通寒天培地 栄研 ●
CIN培地 ＢＤ ● ●
CIX 極東 ●
TSI 日水 ●
LIM 日水 ●
VP 日研生物 ●
GAM半流動高層培地 日水 ●

施設番号
培地名 メーカー
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2019年度
表Ⅷ-2-14　各施設の回答成績（試料№ 2）　　　　　　　　　　　　　　　　　

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2019年度

培地名 培養方法
BA 好気 ● ● ●
BA ＣＯ2　5% ● ● ● ● ● ● ● ●
BA ＣＯ2　7% ●
チョコレート寒天 好気 ●
チョコレート寒天 ＣＯ2　5％ ● ● ● ● ● ● ● ●
チョコレート寒天 ＣＯ2　7％ ●
チョコレート寒天 ＣＯ2　10％
BA/チョコレート寒天 ＣＯ2　6％ ●
CA加SB/VCM加ﾁｮｺレート ＣＯ2　5％ ●
BA/ﾄﾞﾘｶﾞﾙ 好気 ●
BA/ﾄﾞﾘｶﾞﾙ ＣＯ2　5％ ●
Ｍ58BA/ﾄﾞﾘｶﾞﾙ ＣＯ2　5％ ●
ドリガルスキー改良寒天 好気 ● ● ● ● ●
BTB 好気 ● ●
BA/BTB ＣＯ2　5％ ●
BTB/緑膿菌培地 好気 ●
新SⅡ▲B寒天培地 ＣＯ2　5％
普通寒天培地 好気
MAC 好気 ● ● ●
DHL寒天培地 好気 ●
CA加BA/MAC ＣＯ2　5％ ●
CHROMagarオリエンテーション ＣＯ2　5％ ●
Mueller Hinton Ⅱ 好気
食塩卵寒天培地 好気 ●
OPAⅡ寒天培地 好気 ●
MS-CFX寒天培地 好気 ●
クロモアガーカンジダ ＣＯ2　5％
クロモアガーカンジダ 好気 ●
カンジダ寒天培地（栄研） 好気
カンジダGS 好気
サブロー寒天 好気 ●
サブロー寒天 好気　25℃
バードシード寒天培地(ＢＤ ＣＯ2　5％
chromID MRSA寒天培地 好気
ブルセラＨＫ寒天培地 嫌気 ● ● ● ●
ＨＫ半流動培地 好気 ● ●
GAM半流動培地 好気 ● ●
K1、Hﾁｵｸﾞﾘｺﾚｰﾄ培地 好気 ● ●
CW卵黄 嫌気
ｱﾅｴﾛBSR 嫌気 ●
*培地　　　　BA：血液寒天培地　　　MAC：ﾏｯｺﾝｷｰ寒天培地　

Streptococcus agalactiae

36 39 43 88

表Ⅷ-2-15　各施設の使用分離培地と培養方法（試料№ 2）
施設Ｎo.

1 2 5 7 18 20 12722

106 107 127

24 27 30 106 107

30 36 39 43 8818 20 22 24 27
　　　　　　　　　　　　　            施設№
菌名

1 2 5 7
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2019年度
表Ⅷ-2-16　各施設のグラム染色および同定過程（試料№ 2）

1 2 5 7 18 20 22 24 27 30 36 39 43 88 106 107 127

項目 同定成績

ｸﾞﾗﾑ染色性 陽性 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

陰性

形態 球菌 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

桿菌

集落の所見 溶血なし ● ● ● ● ● ●

ｶﾀﾗｰｾﾞ 陽性

陰性 ● ● ● ●

ｵｷｼﾀﾞｰｾﾞ 陽性

陰性

馬尿酸加水分解 陽性 ●

CAMP試験 陽性 ●

ラテックス溶血レンサ球菌抗原 陽性 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ランスフィールド群別 B B B

同定キット名

アピ ストレップ20 ● ●

BD フェニックス M50 ●

BBL CRYSTAL GP ● ● ● ● ●

walkaway ● ● ●

ライサス(RAISUS) ●

VITEK　MS ● ●

Biotyper（ブルカー） ● ● ● ●

2019年度
表Ⅷ-2-17　報告コメント（試料No. 2）

1 2 5 7 18 20 22 24 27 30 36 39 43 88 106 107 127

報告コメント 起炎菌の可能性 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5類感染症 ● ● ●

感染症法で規定されていない ● ●

院内感染防止対策上重要 ●

院内感染対策上重要でない ●

記載なし ● ● ● ● ●

施設Ｎo.

施設Ｎo.
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2019年度
表Ⅷ-2-18　同定結果（試料No. 3）

1 2 5 7 18 20 22 24 27 30 36 39 43 88 106 107 127

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●

2019年度
表Ⅷ-2-19　使用培地および培養条件（試料No. 3）

1 2 5 7 18 20 22 24 27 30 36 39 43 88 106 107 127
普通寒天培地 好気

好気 ● ● ●
炭酸ガス ● ● ● ● ● ● ● ● ●

BTB 好気 ● ● ● ● ●
MAC（マッコンキー） 好気 ●
DHL 好気 ●

好気 ●
炭酸ガス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

血液/ドリガル 好気 ●
炭酸ガス ● ●

血液/チョコ 炭酸ガス ●
CA添加SB/VCM添加チョコ 炭酸ガス ●
BTB/緑膿菌 好気 ●
ブルセラHK 嫌気 ● ● ● ● ●
アナエロBSR 嫌気 ●
クロモアガーカンジダ 好気 ●
サブロー寒天培地 好気 ● ●
食塩卵 好気 ●
OPAIIブドウ球菌 好気 ●
HK半流動 増菌 ● ● ●
K1　Hチオグリコレート培地 増菌 ● ● ●
GAM半流動 増菌 ● ●

血液

チョコレート寒天

施設No

使用培地 培養方法
施設No

Streptococcus pneumoniae

Streptococcus pneumoniae (ムコイド型)

菌名
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別
用

試
薬

/
培

地
 タ

キ
ソ

P
デ

ィ
ス

ク
（
オ

プ
ト
ヒ

ン
）

マ
イ

ク
ロ

ス
キ

ャ
ン

 W
al

k
A

w
ay

B
D
 B

B
L

C
R

Y
S

T
A

L
G

P
同

定
検

査
試

薬

M
A

L
D

Iバ
イ

オ
タ

イ
パ

ー
sm

ar
t 

M
F

M
A

L
D

Iバ
イ

オ
タ

イ
パ

ー
バ

イ
テ

ッ
ク

M
S

バ
イ

テ
ッ

ク
 2

,
バ

イ
テ

ッ
ク

 2
X

L

附
加

コ
メ

ン
ト

-
起

因
性

 名
称

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

あ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

あ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

附
加

コ
メ

ン
ト

-
薬

剤
耐

性
 名

称
P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
の

可
能

性
が

あ
る

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

附
加

コ
メ

ン
ト

-
病

院
感

染
対

策
 名

称
特

に
コ

メ
ン

ト
な

し
特

に
コ

メ
ン

ト
な

し
特

に
コ

メ
ン

ト
な

し
標

準
予

防
策

の
遵

守
と

、
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

へ
の

菌
の

伝
播

を
予

防
す

る
対

策
が

必
要

で
す

。

病
院

（
院

内
）
感

染
防

止
対

策
上

、
極

め
て

重
要

な
菌

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る

標
準

予
防

策
だ

が
院

内
伝

播
が

発
生

し
て

い
る

状
況

で
は

飛
沫

予
防

策
を

追
加

し
て

下
さ

い
。

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

附
加

コ
メ

ン
ト

-
感

染
症

法
上

名
称

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

フ
リ

ー
コ

メ
ン

ト
 テ

キ
ス

ト
5
類

感
染

症
（
侵

襲
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
、

ペ
ニ

シ
リ

ン
耐

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

）
の

た
め

、
7
日

以
内

に
届

出
が

必
要

で
す

。

5
類

感
染

症
の

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

と
し

て
7
日

以
内

に
届

出
を

お
願

い
し

ま
す

。

メ
ー

カ
ー

推
奨

の
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
試

薬
使

用
。

本
菌

は
5
類

感
染

症
の

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

を
満

た
す

た
め

届
け

出
が

必
要

で
す

。

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

（
5
類

感
染

症
）

に
該

当
す

る
た

め
7
日

以
内

に
保

健
所

に
届

出
が

必
要

で
す

。
ま

た
基

幹
定

点
病

院
の

場
合

、
ペ

ニ
シ

リ
ン

耐
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
（
5
類

感
染

症
）
に

該
当

す
る

た
め

月
初

め
に

保
健

所
に

届
出

を
お

願
い

し
ま

す
。

５
類

感
染

症
の

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

に
該

当
し

ま
す

。
本

感
染

症
と

診
断

し
た

医
師

は
７

日
以

内
に

最
寄

り
の

保
健

所
へ

届
け

出
る

こ
と

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

髄
液

か
ら

の
検

出
で

す
の

で
侵

襲
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
と

な
り

、
5
類

感
染

症
と

し
て

保
健

所
へ

の
届

け
出

が
必

要
で

す
。

B
R

U
K
E
R

ﾏ
ﾄﾘ

ｯ
ｸ
ｽ

試
薬

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

(５
類

感
染

症
)で

す
。

７
日

以
内

に
届

出
が

必
要

で
す

。
ペ

ニ
シ

リ
ン

耐
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
(５

類
感

染
症

)で
す

。
翌

月
初

日
に

届
出

が
必

要
で

す
。

7
日

以
内

に
保

健
所

に
届

け
出

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

実
施

施
設

な
し

実
施

施
設

な
し
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 2
01

9
年

度
表

Ⅷ
-2

-
2
1　

同
定

お
よ

び
感

受
性

コ
メ

ン
ト

（
試

料
N

o
. 3

）
施

設
N

o
N

o
3
　

同
定

　
フ

リ
ー

コ
メ

ン
ト

 テ
キ

ス
ト

附
加

コ
メ

ン
ト

-
感

染
症

法
上

名
称

施
設

N
o

附
加

コ
メ

ン
ト

-
薬

剤
耐

性
 名

称

附
加

コ
メ

ン
ト

-
病

院
感

染
対

策
名

称

附
加

コ
メ

ン
ト

-
感

染
症

法
上

 名
称

1
侵

襲
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
（
5
類

感
染

症
）
全

数
把

握
の

対
象

、
ペ

ニ
シ

リ
ン

耐
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
は

5
類

感
染

症
　

定
点

把
握

の
対

象
で

す
の

で
届

け
出

が
必

要
で

す
。

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

1
P
R

S
P
や

P
IS

P
で

は
な

い
（
P
S
S
P
で

あ
る

）

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

2
5
類

感
染

症
（
侵

襲
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
、

ペ
ニ

シ
リ

ン
耐

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

）
の

た
め

、
7
日

以
内

に
届

出
が

必
要

で
す

。
5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

2
P
R

S
P
で

あ
る

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
5
類

感
染

症
の

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

と
し

て
7
日

以
内

に
届

出
を

お
願

い
し

ま
す

。
5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
P
R

S
P
で

あ
る

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

5
類

感
染

症
と

し
て

7
本

菌
は

5
類

感
染

症
の

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

を
満

た
す

た
め

届
け

出
が

必
要

で
す

。
7

1
8

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

（
5
類

感
染

症
）
に

該
当

す
る

た
め

7
日

以
内

に
保

健
所

に
届

出
が

必
要

で
す

。
ま

た
基

幹
定

点
病

院
の

場
合

、
ペ

ニ
シ

リ
ン

耐
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
（
5
類

感
染

症
）
に

該
当

す
る

た
め

月
初

め
に

保
健

所
に

届
出

を
お

願
い

し
ま

す
。

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

1
8

P
R

S
P
で

あ
る

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

2
0

2
0

P
R

S
P
の

可
能

性
が

あ
る

病
院

（
院

内
）
感

染
防

止
対

策
上

、
特

に
問

題
と

な
る

菌
で

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

2
2

2
2

P
IS

P
で

あ
る

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

保
健

所
長

を
経

由
し

て
都

道
府

県
知

事
に

届
け

出
る

必
要

が
あ

る
2
4

2
4

2
7

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

2
7

3
0

標
準

予
防

策
の

遵
守

と
、

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
へ

の
菌

の
伝

播
を

予
防

す
る

対
策

が
必

要
で

す
。

５
類

感
染

症
の

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

に
該

当
し

ま
す

。
本

感
染

症
と

診
断

し
た

医
師

は
７

日
以

内
に

最
寄

り
の

保
健

所
へ

届
け

出
る

こ
と

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

3
0

P
R

S
P
で

あ
る

そ
の

他
：
こ

の
コ

ー
ド

を
選

択
し

た
場

合
に

は

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

3
6

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

3
6

P
R

S
P
で

あ
る

病
院

（
院

内
）
感

染
防

止
対

策
上

、
極

め
て

重
要

な
菌

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

3
9

①
標

準
予

防
策

だ
が

院
内

伝
播

が
発

生
し

て
い

る
状

況
で

は
飛

沫
予

防
策

を
追

加
し

て
下

さ
い

。
5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

3
9

P
R

S
P
で

あ
る

そ
の

他
：
こ

の
コ

ー
ド

を
5
類

感
染

症
と

し
て

4
3

髄
液

か
ら

の
検

出
で

す
の

で
侵

襲
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
と

な
り

、
5
類

感
染

症
と

し
て

保
健

所
へ

の
届

け
出

が
必

要
で

す
。

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

4
3

8
8

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

8
8

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

1
0
6

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

(５
類

感
染

症
)で

す
。

７
日

以
内

に
届

出
が

必
要

で
す

。
ペ

ニ
シ

リ
ン

耐
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
(５

類
感

染
症

)で
す

。
翌

月
初

日
に

届
出

が
必

要
で

す
。

1
0
6

P
R

S
P
で

あ
る

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

1
0
7

7
日

以
内

に
保

健
所

に
届

け
出

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

1
0
7

P
R

S
P
で

あ
る

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

5
類

感
染

症
と

し
て

1
2
7

1
2
7

P
R

S
P
で

あ
る

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

検
出

菌
は

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

に
該

当
し

ま
す

。
感

染
症

法
の

5
類

感
染

症
に

該
当

し
ま

す
の

で
、

7
日

以
内

に
届

出
が

必
要

で
す

。

標
準

予
防

策
の

遵
守

と
、

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
へ

の
菌

の
伝

播
を

予
防

す
る

対
策

が
必

要
で

す
。

標
準

予
防

策
だ

が
院

内
伝

播
が

発
生

し
て

い
る

状
況

で
は

飛
沫

予
防

策
を

追
加

す
る

。

7
日

以
内

に
保

健
所

に
届

け
出

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

（
5
類

感
染

症
）
に

該
当

す
る

た
め

7
日

以
内

に
保

健
所

に
届

出
が

必
要

で
す

。
ま

た
基

幹
定

点
病

院
の

場
合

、
ペ

ニ
シ

リ
ン

耐
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
（
5
類

感
染

症
）
に

該
当

す
る

た
め

月
初

め
に

保
健

所
に

届
出

を
お

願
い

し
ま

す
。

感
受

性
検

査
　

フ
リ

ー
コ

メ
ン

ト
一

覧

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

（
5
類

感
染

症
）
全

数
把

握
の

対
象

、
ペ

ニ
シ

リ
ン

耐
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
は

5
類

感
染

症
定

点
把

握
の

対
象

で
す

の
で

届
け

出
が

必
要

で
す

。

5
類

感
染

症
（
侵

襲
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
、

ペ
ニ

シ
リ
ン

耐
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
）
の

た
め

、
7
日

以
内

に
届

出
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

髄
液

移
行

性
を

考
慮

し
た

抗
菌

薬
の

選
択

を
お

願
い

し
ま

す
。

5
類

感
染

症
の

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

と
し

て
7
日

以
内

の
届

出
を

お
願

い
し

ま
す

。

304



 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

2
01

9
年

度

表
Ⅷ

-2
-
22

　
感

受
性

検
査

結
果

一
覧

（試
料

N
o
. 
3
）

ラ
イ

サ
ス

B
D

 フ
ェ
ニ

ッ
ク

ス
バ

イ
テ

ッ
ク

 2

1
2
0

2
2

3
0

3
9

2
5

7
3
6

4
3

1
0
6

1
8

8
8

1
0
7

2
4

2
7

1
2
7

C
L
S

I基
準

C
L
S
I

S
2
2

S
2
6

S
2
6

S
2
6

S
2
5

S
2
8

S
2
2

S
2
2

S
2
2

S
2
2

S
2
2

S
2
2

S
2
2

S
2
3

S
2
2

S
2
2

S
2
2

培
養

温
度

温
度

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

3
5
℃

好
気

時
間

時
間

2
0

2
4

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

1
8

2
0
-
2
4

2
4

2
2

迅
速

モ
ー

ド
1
2
時

間
4
5
分

判
定

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R

M
IC

値
0
.2

5
0
.1

2
0
.2

5
0
.2

5
0
.2

5
0
.2

5
0
.5

0
0
.5

0
0
.5

0
0
.5

0
0
.2

5
0
.2

5
0
.2

5
0
.5

0
0
.2

5
0
.5

0
0
.5

0

判
定

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S

M
IC

値
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.2

5
≦

0
.5

≦
0
.5

≦
0
.5

≦
0
.2

5

判
定

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S

M
IC

値
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.0

6
≦

0
.0

6
≦

0
.1

2
≦

0
.2

5
0
.1

2
0
.1

2
≦

0
.5

≦
0
.5

≦
0
.2

5
0
.1

2

判
定

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

M
IC

値
≦

0
.5

≦
0
.5

≦
0
.5

≦
0
.5

≦
0
.5

≦
0
.5

≦
0
.0

6
≦

0
.0

6
≦

0
.2

5
≦

0
.0

6
≦

0
.0

6
≦

0
.5

≦
0
.5

≦
0
.2

5

フ
リ
ー

コ
メ

ン
ト

テ
キ

ス
ト

髄
液

か
ら

の
分

離
菌

に
つ

い
て

、
S
,I,
R

の
報

告
は

し
ま

せ
ん

。

判
定

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

M
IC

値
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.1

2
≦

0
.2

5
≦

0
.0

6
≦

0
.0

6
≦

0
.0

6
≦

0
.0

6
0
.0

6
≦

0
.0

6
0
.0

6
≦

0
.1

2
0
.1

3
≦

0
.0

6

V
C

M
　

判
定

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S

判
定

≦
0
.1

2
≦

0
.1

2
0
.2

5
0
.2

5
0
.2

5
≦

0
.5

≦
0
.2

5
≦

0
.2

5
≦

0
.2

5
0
.2

5
0
.2

5
0
.1

2
≦

0
.5

≦
0
.2

5
≦

1
起

炎
菌

の
可

能
性

が
き

わ
め

て
高

い
と

考
え

ら
れ

る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

あ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

起
炎

菌
の

可
能

性
が

き
わ

め
て

高
い

と
考

え
ら

れ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
の

可
能

性
が

あ
る

P
IS

P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

P
R

S
P
で

あ
る

P
R

S
P
で

あ
る

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

病
院

（
院

内
）
感

染
防

止
対

策
上

、
特

に
問

題
と

な
る

菌
で

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

そ
の

他
：
こ

の
コ

ー
ド

を
選

択
し

た
場

合
に

は
、

フ
リ
ー

コ
メ

ン
ト

欄
に

具
体

的
に

入
力

し
て

く
だ

さ
い

そ
の

他
：
こ

の
コ

ー
ド

を
選

択
し

た
場

合
に

は
、

フ
リ
ー

コ
メ

ン
ト

欄
に

具
体

的
に

入
力

し
て

く
だ

さ
い

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

病
院

（
院

内
）
感

染
防

止
対

策
上

、
極

め
て

重
要

な
菌

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

特
に

コ
メ

ン
ト

な
し

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

保
健

所
長

を
経

由
し

て
都

道
府

県
知

事
に

届
け

出
る

必
要

が
あ

る

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

5
類

感
染

症
と

し
て

取
り

扱
う

標
準

予
防

策
の

遵
守

と
、

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
へ

の
菌

の
伝

播
を

予
防

す
る

対
策

が
必

要
で

す
。

標
準

予
防

策
だ

が
院

内
伝

播
が

発
生

し
て

い
る

状
況

で
は

飛
沫

予
防

策
を

追
加

す
る

。

5
類

感
染

症
（
侵

襲
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
、

ペ
ニ

シ
リ
ン

耐
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
）

の
た

め
、

7
日

以
内

に
届

出
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

髄
液

移
行

性
を

考
慮

し
た

抗
菌

薬
の

選
択

を
お

願
い

し
ま

す
。

5
類

感
染

症
の

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

と
し

て
7
日

以
内

の
届

出
を

お
願

い
し

ま
す

。

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

（
5
類

感
染

症
）
に

該
当

す
る

た
め

7
日

以
内

に
保

健
所

に
届

出
が

必
要

で
す

。
ま

た
基

幹
定

点
病

院
の

場
合

、
ペ

ニ
シ

リ
ン

耐
性

肺
炎

球
菌

感
染

症
（
5

類
感

染
症

）
に

該
当

す
る

た
め

月
初

め
に

保
健

所
に

届
出

を
お

願
い

し
ま

す
。

7
日

以
内

に
保

健
所

に
届

け
出

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

検
出

菌
は

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

に
該

当
し

ま
す

。
感

染
症

法
の

5
類

感
染

症
に

該
当

し
ま

す
の

で
、

7
日

以
内

に
届

出
が

必
要

で
す

。

附
加

コ
メ

ン
ト

-
起

因
性

 名
称

附
加

コ
メ

ン
ト

-
薬

剤
耐

性
名

称

附
加

コ
メ

ン
ト

-
病

院
感

染
対

策
 名

称

附
加

コ
メ

ン
ト

-
感

染
症

法
上

 名
称

フ
リ
ー

コ
メ

ン
ト

 テ
キ

ス
ト

未
実

施
未

実
施

未
実

施

未
実

施
未

実
施

薬
剤

感
受

性
用

ド
ラ

イ
プ

レ
ー

ト
1
9
2

未
実

施
未

実
施

未
実

施

未
実

施
未

実
施

未
実

施
未

実
施

施
設

N
o

V
C

M

マ
イ

ク
ロ

ス
キ

ャ
ン

栄
研

ド
ラ

イ
プ

レ
ー

ト

P
C

G

C
T
X

C
T

R
X

C
F
P

M

M
E
P

M

305



 

 

 

Ⅸ－１ 要 約 
 

2019 年度の精度管理は、心臓超音波検査と頸動脈超音波検査について、近年同様ワーク

ショップ形式のスキルチェックを実施した。心臓超音波検査は 11 施設 11 名、頸動脈超音

波検査は 14 施設 16 名の参加があり、参加施設を辞退された施設は 7 施設であった。今年

度も参加者個人のスキルチェックを評価したため、施設評価は行っていない。 

参加者には、5 名の精度管理委員（日本超音波医学会認定の超音波検査士 5 名；循環器

領域、内 2 名は血管診療技師認定機構認定の血管診療技師資格有）立会いのもと、健常男

性を被験者として検査を行っていただいた。検査終了直後に、精度管理委員より問題点の

指摘および技術面のアドバイスを可能な限り行い、改善を確認してから終了した。 

心臓超音波検査の評価は、大阪府臨床検査技師会が推奨している「お勧めルーチン検査

法 Ver.2018」に沿って行った。問題点の内訳と人数は、深度不適切（3 名）、フォーカス不

適切（5 名）、ゲイン不適切（2 名）、計測時の息止め未実施（3 名）、断面描出不適切（3

名）、計測不適切（7 名）であった。問題となった項目の平均個数は、2.1 個/人（昨年は

2.3 個/人）であった。 

頸動脈超音波検査の評価は、日本超音波医学会のガイドライン「超音波による頸動脈病

変の標準的評価法 2017」に沿って行った。問題点の内訳と人数は、深度不適切（0 名）、フ

ォーカス不適切（0 名）、ズーム機能不適切（1 名）、ゲイン不適切（3 名）、短軸 1 方向の

みの観察（0 名）、描出断面不適切（6 名）、計測不適切（1 名）であった。今回分岐部のプ

ラーク見落としは、描出断面不適切と判定した。問題となった項目の平均個数は、0.7 個/

人（昨年は 1.4 個/人）であった。 

 

Ⅸ－２ 実施要項 

 

別紙記載 表Ⅸ -2-1 
 

Ⅸ－３ はじめに 

 

 超音波検査は、術者の技量によるところが大きく、自動化が進んでいる検体検査に比べ

標準化が困難な領域である。日本超音波医学会の超音波検査士認定試験においても、実技

試験は実施されていない。そこで生理部会では、滋賀県の超音波検査の技術レベル向上を

目指し、平成 16 年度より精度管理の形態を従来のフォトサーベイからワークショップ形式

による心臓・頸動脈超音波検査のスキルチェックへと変更した。 

変更当初は参加者の多数が初心者であったことに加え、熟練者においても個々の癖によ

り計測値のばらつきが大きかった。精度管理報告会で実技指導も行ってきたが、参加者が

極めて少なく、充分な指導ができているとはいい難い状況であった。そこで平成 21 年度よ

り、検査終了直後に、検査に立ち会った精度管理委員が問題点の指摘および指導を行う形
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式へと変更した。 

今年度も同様の形式で行い、心臓超音波検査は 11 施設 11 名、頸動脈超音波検査は 14

施設 16 名の参加があった。 

 

Ⅸ－4 精度管理参加者のプロフィール 

 

 心臓超音波検査は 11 施設 11 名が参加し、そのうち事前研修会参加者は 5 名であった。

経験年数 3 年未満の参加者が 4 名、3 年以上の参加者が 7 名であり、平均経験年数は 4.8

年であった。また、年間症例数が 300 例未満の参加者が 6 名、本精度管理初参加者は 3 名

であった。 

 頸動脈超音波検査には 14 施設 16 名が参加し、そのうち事前研修会参加者は 8 名であっ

た。経験年数 3 年未満の参加者が 11 名、3 年以上の参加者が 5 名であり、平均経験年数は

1.9 年であった。また、年間症例数が 300 例未満の参加者が 14 名、本精度管理初参加者は

6 名であった。 

 心臓超音波検査と頸動脈超音波検査の両方参加は、11 施設 11 名であった。  
 
Ⅸ－5 使用機器 

 

心臓超音波検査、頸動脈超音波検査ともに機器はキヤノンメディカルシステムズ㈱様か

ら借用した Aplio i600  2 台を使用。プローブは、心臓超音検査では 2.5MHz セクタ型プロ

ーブ、頸動脈超音波検査では 7.5MHz リニア型プローブを使用した。 

 
Ⅸ－6 方法 

 

参加者には、5 名の精度管理委員（日本超音波医学会認定の超音波検査士 5 名；循環器

領域、血管診療技師認定機構認定の血管診療技師 2 名）立会いのもと、健常男性を被験者

として検査を実施していただいた。 

心臓超音波検査は心室中隔壁厚（IVSTd）、左室後壁厚（PWTd）、左室拡張末期径（Dd）、

左室収縮末期径（Ds）の計測について、大阪府臨床検査技師会が推奨している「お勧めル

ーチン検査法 Ver.2018」を基に評価を行った。頸動脈超音波検査は総頸動脈内膜中膜複合

体厚の最大値（総頸動脈 maxIMT）、総頸動脈分岐部・内頸動脈内膜中膜複合体厚の最大値

（総頸動脈分岐部・内頸動脈 maxIMT）の計測について、日本超音波医学会のガイドライン

「超音波による頸動脈病変の標準的評価法 2017」を基に評価を行った。 

過去の精度管理で明らかとなった手技上の問題点から、心臓超音波検査では①深度の設

定②フォーカスの設定③ゲインの設定④計測する際の息止め実施の有無⑤適切な断層像が

描出されていること⑥適切な計測が行われていること、の 6 項目を評価項目とした。頸動

脈超音波検査では①深度の設定②フォーカスの設定③計測時の画面拡大調整④エコーゲイ

ンの設定⑤短軸像は 2 方向で観察できていること⑥適切な断層像が描出されていること、

⑦適切な計測が行われていること、の 7 項目を評価項目とした。 

検査終了直後に、精度管理委員より問題点の指摘および技術面のアドバイスを可能な限
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り行い、改善を確認してから終了した。 

得られた画像の評価は、１名の循環器内科医と 5 名の精度管理委員で実施した。 

 

Ⅸ－7 結果 

 

心臓超音波検査 

 

心臓超音波検査の計測値を表Ⅸ-7-1 に示す。精度管理委員が測定した計測値（参考値）

と参加者の中央値との差は 1mm 程度であった。経験年数、年間症例数、精度管理参加経験

の有無をもとに、計測値について変動係数の比較を行った（表Ⅸ-7-2）。経験年数 3 年未満

と 3 年以上の参加者を比較すると、IVSTd：8.3%、18.9%、LVDd：2.6%、1.5%、PWTd：9.6%、

18.4%、LVDs：11.0%、4.5%であった。年間症例数 300 例未満と 300 例以上の参加者を比較

すると、IVSTd：15.3%、19.8%、LVDd：3.4%、4.8%、PWTd：17.7%、15.2%、LVDs：15.0%、

9.5%であった。精度管理初回参加者と経験者を比較すると、IVSTd：13.3%、19.1%、LVDd：

3.6%、2.7%、PWTd：14.4%、15.6%、LVDs：3.2%、13.6%であった。結果、経験者の方が計測

値のばらつきが大きい傾向にあった。 

参加者の問題点を表Ⅸ-7-3 に、精度管理委員が撮影した評価基準画像を図Ⅸ-7-1 に示す。

以下に具体的な問題点を示す。機器の設定に関しては、深度調整不適切が 3 名、フォーカ

ス調節不適切（図Ⅸ-7-2）が 5 名、ゲイン調整不適切（図Ⅸ-7-3）は 2 名であった。技術

面では、計測時の息止め未実施が 3 名、断面描出不適切（図Ⅸ-7-4）が 3 名、計測不適切

（図Ⅸ-7-5）を 7 名に認めた。問題となった項目の平均個数は 2.1 個/人であった。 

 

頸動脈超音波検査  
 

頸動脈超音波検査の計測値を表Ⅸ-7-4 に示す。精度管理委員が測定した計測値（参考値）

と参加者の中央は総頸動脈で誤差 1mm、分岐部では一致した。経験年数、年間症例数、精

度管理参加経験の有無をもとに、計測値について変動係数の比較を行った（表Ⅸ-7-5）。経

験年数 3 年未満と 3 年以上の参加者を比較すると、総頸動脈 maxIMT：11.8%、12.5%、分岐

部 maxIMT：20.5%、22.0%であった。年間症例数 100 例未満と 100 例以上の参加者を比較す

ると、総頸動脈 maxIMT：9.0%、16.8%、分岐部 maxIMT：20.7%、19.0%であった。精度管理

初回参加者と経験者を比較すると、総頸動脈 maxIMT：7.6%、12.8%、分岐部 maxIMT：17.2%、

20.3%であった。 

参加者の問題点を表Ⅸ-7-6 に、精度管理委員が撮影した評価基準画像を図Ⅸ-7-6 に示す。

以下に具体的な問題点を示す。機器の設定に関しては、深度調節不適切が 0 名、フォーカ

ス調節不適切が 0 名、ズーム機能不適切（図Ⅸ-7-7）が 1 名、ゲイン調整不適切（図Ⅸ-7-8）

は 3 名であった。技術面では、断面描出不適切は 6 名、計測不適切は 1 名であった。分岐

部のプラーク見落としは、maxIMT を描出できていないと判断し、描出断面不適切と判定し

た。問題となった項目の平均個数は 0.7 個/人であった。 
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Ⅸ－8 まとめ・考察 

 

 心臓超音波検査に関する問題点としては、中隔・後壁の壁厚計測時に調節帯や肉柱の鑑

別ができていない、計測不適切が多かった。次いで、精度管理という特別な環境下であっ

た為か、装置の基本的な調整が不十分な参加者が見られた。さらに、検査直後のアドバイ

スでは修正・改善できていても、昨年と同じ指摘を受けた参加者もみられた。  
頸動脈超音波検査に関する問題点としては、分岐部のプラーク見落としが目立った。被

験者が若年健常男性であることから、「プラークはない」という先入観が大きな要因と考え

られる。ゲインやフォーカスの調整不足などの装置の基本設定に関する問題は例年より少

なかった。  
今年度は例年より参加者が少なかったが、経験者の方が計測値のばらつきが大きい結果

となった。本県の精度管理は、個人のスキル向上だけではなく、知識も含めた超音波の総

合レベルアップのきっかけになればと願うものである。自分のスキルを見直す良い機会に

なるため、各施設で参加者を交代しながら継続参加して頂きたいと考える。頸動脈の長軸

像で末梢側を左右どちらに描出するかについては、次のガイドライン改訂で規定されると

学会等で情報発信されている。多くの施設で現在と逆に表示することとなるが、施設毎の

対応が迫られるため、しばらくは県内各施設の動向を見ていきたい。  
次年度もこのスキルチェックは継続するとともに、フォトサーベイの導入を新たに検討

している。まずは多くの施設で実施している心電図領域から開始し、施設評価も行ってい

きたい。  
 
Ⅸ－9 謝辞 

 
本精度管理事業にご協力いただきました各施設の参加者に厚く御礼申し上げます。 

また、機器をご提供いただきましたキヤノンメディカルシステムズ㈱様に厚く御礼申し

上げます。 

 

（文責 彦根市立病院 臨床検査科 黒川 陽子）  
（文責 彦根市立病院 循環器内科 中野 顯）  
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滋臨技精 第 19-05 号  
施 設 長  殿                           2019 年 6 月 7 日  
生理部門担当者殿  

                       （公社）滋賀県臨床検査技師会  
                       精度管理委員会委員長  山出 忠彦  
                       精度管理生理部会代表  黒川 陽子  
 

2019 年度滋臨技精度管理（生理部会）実施の御案内  
 

平素は技師会並びに生理部会精度管理事業にご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

本年度の精度管理も例年通りスキルチェック方式で超音波の技術評価を行います。ま

た別紙のとおり、7/20（土）に事前研修会を開催いたしますので、ご多忙中とは存じ
ますが、併せてご参加のほどよろしくお願いいたします。  
申込期間内に、下記まで出欠のご連絡をお願い致します。例年ご希望が 13 時から 15

時までの時間帯に集中します。ご希望時間は先着順に優遇とさせていただきますので

ご了承ください。  
 
実施要項 日時 2019 年 8 月 17 日（土）午後 1 時より 5 時頃まで  
     場所 彦根市立病院 臨床検査科（1 階）  

   内容 心臓超音波検査：LVDd, LVDs, IVSTd, PWTd の B モード計測       
頸動脈超音波検査：総頸動脈の maxIMT、分岐部の maxIMT 計測  

申込期間：2019 年 7 月 16 日から 7 月 23 日まで（締め切り厳守）  
                  問合せ先：彦根市立病院 臨床検査科 黒川 陽子  
                       TEL   0749-22-6050 (内線 1740) 
                                              FAX   0749-22-6202                   
  ※出欠の御返事は、原則 FAX でお願いします。  

複数人数参加の御施設は、恐れ入りますが用紙をコピーしてご使用ください。  
 

・参加（希望時間がございましたら下記に御記入ください）  ・不参加  

（第一希望：      第二希望：       第三希望：        ）  
     貴施設名                         

           御芳名                       
           参加項目（○をつけて下さい）     心臓   ・  頸動脈  
（通信欄：必要時ご記入ください）  
                                    
                                    
                                    

表Ⅸ-2-1 
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表Ⅸ-7-1 心臓超音波検査の計測値 

施設番号 IVSTd(mm) Dd(mm) PWTd(mm) Ds(mm) 深度(cm) 

5-1 5.0 52.1 5.7 39.0 13 

22 6.0 50.3 5.7 31.2 11 

26 5.8 48.9 6.9 27.0 12 

27 8.8 44.1 8.5 25.7 13 

30-1 7.9 47.3 8.9 25.5 12 

36 6.4 49.7 7.2 29.7 12 

37 6.5 48.0 7.1 27.8 15 

39 7.7 47.6 9.8 27.7 15 

42 7.7 50.2 5.7 39.0 13 

43 6.9 50.4 8.1 34.4 11 

114 9.6 48.7 9.0 31.2 15 

平均値 7.1 48.8 7.7 29.8 13 

最小値 5.0 44.1 5.7 25.5 11 

最大値 9.6 52.1 9.8 39.0 15 

変動係数 18.3% 4.1% 16.6% 13.0%  

中央値 6.9 48.9 7.3 28.3 13 

参考値 6.1 50.1 6.4 29.7 13 

 

 

表Ⅸ-7-2  心臓超音波検査 計測値の変動係数（％） 

 経験年数 年間症例数 精度管理参加経験 

3 年未満 3 年以上 300 例未満 300 例以上 無 有 

IVSTd  8.3 18.9 15.3 19.8 13.2 19.1 

LVDd  2.6  1.5  3.4  4.8  3.6  2.7 

PWTd  9.6 18.4 17.7 15.2 14.4 15.6 

LVds 11.0  4.5 15.0  9.5  3.2 13.6 
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表Ⅸ-7-3 心臓超音波検査の問題点 

施設番号 問題点 
経験年数

（年） 

年間症例数

(件/年) 

参加

回数 

5 
やや下位肋間描出、計測断面の偏位 

Ds 過大計測 
4～5 1～299 

4 回

以上 

22 計測時息止め無し、Ds 計測時 MV 開放 18 300～499 2 

26 
オーバーゲイン、far gain 高い 

肉柱鑑別不十分 
3 100～299 2 

27 

フォーカス未調節、左室中央が切れていない

肉柱鑑別不十分のため中隔・後壁過大評価 

Ds 過小計測 

3 500 以上 1 

30-1 

フォーカス未調節、計測時の息止め無し 

肉柱鑑別不十分による中隔・後壁過大計測 

Ds 過小計測 

0 0 3 

36 問題点なし 2 500 以上 2 

37 
深度深い、フォーカス未調節、ゲイン未調整 

計測時息止めなし、下位肋間描出 
1 1～99 1 

39 
フォーカス未調節、深度深い 

後壁カーソル位置誤りのため過大計測 
3 100～299 1 

42 問題点なし 10 100～299 3 

43 フォーカス未調整、Ds 過大計測 2 300～499 
4 回

以上 

114 
深度深い 

肉柱鑑別不十分による中隔・後壁過大計測 
6～7 300～499 

4 回

以上 
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図Ⅸ-7-1 評価基準画像（心臓超音波検査）   
拡張末期                 収縮期 

 

図Ⅸ-7-2 フォーカス未調節（浅い）    図Ⅸ-7-3 ゲイン調節不適切（高い） 

 

図Ⅸ-7-4 断面描出不適切（肋間低い）   図Ⅸ-7-5 計測不適切（時相間違い） 
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表Ⅸ-7-4 頸動脈超音波検査の計測値 

 

表Ⅸ-7-5  頸動脈超音波検査 計測値の変動係数（％）  

 経験年数 年間症例数 精度管理参加経験 

3 年未満 3 年以上 100 例未満 100 例以上 無 有 

総頸動脈

maxIMT 
11.8 12.5 9.0 16.8 7.6 12.8 

分岐部

maxIMT 
20.5 22.0 20.7 19.0 17.2 20.3 

 

 

 

 

 

施設番号 
maxIMT(mm) 

深度(cm) 
総頸動脈 分岐部・内頸動脈 

2 0.7 1.2 3.0 

5-1 0.5 0.8 3.0 

5-2 0.6 1.3 3.0 

7 0.5 1.4 3.0 

20 0.7 1.2 3.0 

22 0.6 0.8 3.0 

26 0.6 0.8 3.5 

27 0.7 1.0 3.0 

30-1 0.7 1.4 3.0 

30-2 0.6 1.5 3.0 

36 0.5 1.2 3.0 

37 0.6 1.3 3.0 

39 0.7 1.6 3.0 

42 0.7 0.9 2.5 

43 0.6 1.2 3.0 

114 0.7 1.0 3.0 

平均値 0.6  1.2 3.0 

最小値 0.5  0.8 2.5 

最大値 0.7  1.6  3.5 

変動係数 12.5% 21.3%  

中央値 0.6  1.2  3.0 

参考値 0.7 1.2 3.0 
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表Ⅸ-7-6 頸動脈超音波検査の問題点 

施設番号 問題点 
経験年数 

（年） 

年間症例数

（件/年） 

参加

回数 

2 問題点なし 1 未満 1～99 1 

5-1 最初アンダーゲイン、Bif プラーク見落とし 1 未満 0 
4 回

以上 

5-2 問題点なし 1 未満 0 3 

7 問題点なし（Bif は過大計測の可能性有） 1 500 以上 2 

20 問題点なし 1 未満 1～99 1 

22 Bif プラーク見落とし 1 1～99 2 

26 Bif プラーク見落とし 1 未満 1～99 2 

27 Bif プラーク見落とし 1 300～499 1 

30-1 問題点なし（Bif は過大計測の可能性有） 3 100～299 3 

30-2 問題点なし（Bif は過大計測の可能性有） 1 未満 1～99 1 

36 問題点なし 5 100～299 2 

37 問題点なし 1 未満 0 1 

39 Bif は過大計測 3 100～299 1 

42 Bif プラーク見落とし 10 1～99 3 

43 オーバーゲイン 1 未満 1～99 
4 回

以上 

114 Bif プラーク見落とし 6～7 100～299 
4 回

以上 
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図Ⅸ-7-6 評価基準画像（頸動脈超音波検査） 

総頸動脈 短軸像            総頸動脈 長軸像 

分岐部～内頸動脈 短軸像        分岐部～内頸動脈 長軸像 

 

図Ⅸ-7-7 ズーム機能不適切        図Ⅸ-7-8 ゲイン調整不適切 
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2019 年度精度管理委員会の記録 
 

第１回技師会精度管理委員会部会代表者会会議 

期 日：平成３１年４月１８日(火)  
場 所：草津市立まちづくりセンター 3F 305 号室 
議 題：①事務処理について 

          ②平成３０年度報告書の反省点 
          ③2019 年度事業計画・予算・報告書作成について 
          ④その他 
 

第２回技師会精度管理委員会部会代表者会会議 

期 日：令和１年１０月１７日(木)  
場 所：草津市立まちづくりセンター 3F 302 号室 
議 題：①2019 年度事業経過報告・評価表・報告書作成について 

          ②2019 年度報告会について 
          ③令和２年度事業計画・予算について 
          ④その他 
 

第１回医師会精度管理委員会会議 

期 日：令和１年８月９日(金)  
場 所：滋賀県医師会館 
議 題：①平成３０年度事業の報告について 

          ②2019 年度事業について 
          ③その他 
               

第２回医師会精度管理委員会会議 

期 日：令和２年３月予定  
場 所：滋賀県医師会館 
議 題：①2019 年度事業の報告について 

          ②令和２年度事業計画・予算について  
          ③その他 
     

2019 年度滋賀県臨床検査精度管理事業報告会 

期 日：令和２年２月２９日(土)  
場 所：大津赤十字病院 小講堂 
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2019 年度技師会精度管理委員会各部会の報告 

4~8 月に JAMT-QC 設定調整を作業  

生化学・血液・血清・輸血・一般・微生物・細胞部会 
  

生化学部会：参加５０施設 

施設間差の是正及び正確性、精密性、の追求を目的として実施した。  
項目は、AST、ALT、LD、CK、ALP、γ-GT、ChE、AMY、GLU、TP、ALB、UA、UN、CRE.、

T-Bil、Ca、IP、Mg、Fe、Na、K、Cl、T-CHO、HDL-C、LDL-C、TG、HbA1c の 27 項目。  

各項目毎に評価を行い、結果が不適切な施設については追試サ−ベイを実施した。 

 
① 平成３１年 ４月５日  １９：００〜２０：００  草津エイスクエア 
   今年度の体制について 
② 令和１年 ５月１７日  １８：３０〜２０：００  野洲会議室 
   精度管理試料作製・配布についての打ち合わせ 
③ 令和１年 ７月 ７日  １０：００〜１３：００  公立甲賀病院 
   試料作成作業 
④ 令和１年 ８月 ２日  １８：３０〜２０：００  滋賀医科大学医学部付属病院 
   試料発送準備 
⑤ 令和１年１１月１９日  １８：３０〜２０：３０  アテスト滋賀営業所 

 2019 年度精度管理各施設評価について 
 報告書および報告会の確認 

① 令和１年１２月２１日  １４：００〜１５：００  大津赤十字病院 
2019 年度精度管理 生化学部会報告会 

 

血液部会：参加５１施設 

 血算・凝固検査ともに機器間差や試薬間差、血液像は正常細胞及び幼若細胞鑑別について施設間差
の把握・是正を目的とした。 

検査項目は、CBC（WBC、RBC 、Hb、Hct、MCV、Plt、（Neutro と Lymph）、凝固検査（PT、
APTT、FIB）、及び血液像は写真を配布して細胞と所見についてサーベイを行った。 

評価は、CBC（WBC、RBC 、Hb、Hct、MCV、Plt 各項目ごと）に加え白血球自動分類による

Neutro と Lymph、凝固（PT、APTT、FIB）、血液像（細胞／所見）とした。 

 
① 令和１年 ５月２２日  １８：００〜２１：００  野洲会議室 
   2019 年度の精度管理血液部会事業計画について 
② 令和１年 ７月１１日  １７：３０〜１８：３０  大津赤十字病院 
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   試料容器・袋・封筒の作成 
③ 令和１年 ７月２８日  １３：００〜１５：００  大津赤十字病院 
   試料のラベル作成等 
④ 令和１年 ８月 ３日   ９：００〜１２：００  滋賀医科大学医学部付属病院 
   試料の分注・仕分け作業 
⑤ 令和１年 ９月 １日  １３：００〜１５：００  大津赤十字病院 
   標本の整理 
⑥ 令和１年１０月 １日  １８：３０〜２１：００  野洲会議室 

  各解析の進捗状況確認 
⑦ 令和１年１１月１４日  １８：００〜２１：００  野洲会議室 

  報告会にむけての進捗状況の確認 
⑧ 令和１年１２月１２日  １８：００〜２０：００  草津市立市⺠交流プラザ 

  2019 年度精度管理 血液部会報告会 
  令和２年度の精度管理について 
 

血清部会：参加５２施設 

実施項目は、CRP・感染症（HBｓ抗原・HCV 抗体・TP 抗体）、腫瘍マーカーPSA の５項目とする。

新システム対応初年度なので、特別な事業は行わなかった。 
 
① 平成３１年 ４月５日  １９：００〜２０：００  草津エイスクエア 

今年度の体制について 
② 令和１年 ６月２７日  １６：００〜１８：００  市立大津市⺠病院 

  案内文作成 
③ 令和１年 ７月１８日  １７：１５〜２０：１５  市立大津市⺠病院 

  試料作成 
④ 令和１年 ７月２５日  １７：１５〜２０：１５  市立大津市⺠病院 

  試料作成 
⑤ 令和１年 ８月 ４日  ９：００〜１１：１５  滋賀医科大学医学部付属病院 

  発送 
⑥ 令和１年 ８月３１日  ９：００〜１１：１５  市立大津市⺠病院 

  集計 
⑦ 令和１年９月１５〜１１月１５日 

  個人作業（項目ごとにプレゼンテーション、講評作成）  
⑧ 令和１年１１月２４日  １７：１５〜２１：１５  市立大津市⺠病院 

評価表作成 
⑨ 令和１年１２月２１日  １５：００〜１６：００  大津赤十字病院 

2019 年度精度管理 血清部会報告会 
   

昨年度に引き続き、各項目の測定原理、測定条件等を適正に測定できているか確認し、施設間差のさ
らなる収束化を目的とする。 
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輸血部会：参加４３施設 

血液型、交差適合試験及び試験管法による凝集反応の判定について赤血球型検査ガイドラインに基
づいた輸血検査を浸透させること、および、不規則抗体の検査症例をドライスタディー形式で実施し、
消去法や適切な適合血の選択を修得させることを目的とした。  

また、一定の評価に達しない施設への指導や、輸血細胞治療部門と協力し、検査の実技に関する研
修会を企画して、検査精度の向上を図った。  
  
① 平成３１年 ４月１９日  １９：００〜２１：１５  滋賀医科大学医学部附属病院 
   今年度の輸血精度管理配布試料の内容について 
   ドライスタディの内容について 
   各項目の担当について 
   反応結果以外の回答をどのようにするか（項目および回答欄） 
② 令和１年 ７月２９日  １７：００〜２１：００  近畿ブロック血液センター 

日本赤十字社近畿ブロック血液センターへ精度管理試料として使用する血液の受領 
③ 令和１年 ８月 ３日  １０：００〜１５：３０  滋賀医科大学医学部附属病院 
   試料の反応確認試験の実施 

 検体分注 
 検体、ドライスタディーの袋詰め 

④ 令和１年 ９月２２日  １０：００〜１２：３０  野洲会議室 
 サーベイの評価決定 
 各施設へのコメント作成 

⑤ 令和１年１０月２９日  １７：００〜２２：００  滋賀医科大学医学部附属病院 
 ドライスタディーの添削 

⑥ 令和１年１１月１６日  １３：３０〜１６：００  滋賀医科大学医学部附属病院 
 評価シートの発送準備 

⑦ 令和２年 １月１８日  １４：００〜１４：５０  ウイングプラザ 研修室 D 
 2019 年度精度管理 輸血部会報告会 

 

一般部会：参加５１施設 

尿定性検査、便潜血検査、フォトサーベイについての評価を行った。尿定性検査は尿試験紙・測定
機器間差における是正を目的とした。代表項目 3 項目(蛋白・糖・潜血)各 2 濃度について実施し、蛋
白・糖について評価を行った。便潜血検査は採便手技・測定機器間差における是正を目的とした。3
濃度(擬似便 2 種類使用) ＋コントロール試料の配布を行い評価した。フォトサーベイ検査は尿沈渣検
査、髄液検査を中心とした一般検査分野における形態検査の標準化を目的とした。JCCLS-GP1P4(尿
沈渣検査法 2010)に基づき、基本的な成分について出題した。設問数は 10 問とし、髄液検査は昨年同
様、細胞分類に関する設問を出題した。 

 
① 令和１年 ５月１０日  １９：００〜２１：００  野洲会議室 

今年度予定、予算の確認 
今年度方針について 
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配布試料・評価方法についての検討 
役割分担について 
フォトサーベイ用写真の選定 
JAMT-QC マスタ設定について 

② 令和１年 ６月１３日  １９：００〜２１：００  野洲会議室 
   栄研液体試料について 
   アップロード用資料（実施要項、手引書、フォトサーベイ設問）の確認 
   フォトサーベイ用写真の選定 
   フォトサーベイ解説の割り振り 
   配布試料準備作業当日の流れ確認 
③ 令和１年 ７月２２日  １５：００〜１８：００  代表者自宅 
   試料配布用の宛名ラベルの作成・印刷、試料配布準備作業の準備 
④ 令和１年 ７月２７日  １２：００〜１５：３０  公立甲賀病院 
   配布試料準備作業（袋へのラベルの貼付、試料の袋詰め、コース順での箱詰め） 
⑤ 令和１年 ９月２０日  １８：３０〜２２：００  野洲会議室 
   各担当者より集計結果の報告（尿→便→フォトの順） 
   再送付試料の確認 
   9 月現在までの間に気づいたこと、指摘されたこと 
   今後の予定 
   次年度事業計画・予算の確認 
⑥ 令和１年 １１月３０日  １２：３０〜１６：００  野洲会議室 

精度管理代表者会議の結果報告と次年度計画 
尿定性結果の指摘箇所の結果報告 
便潜血再送付試料の結果報告 
各担当者より作成スライドの報告（尿→便→フォトの順） 
便潜血液体検体の作成について 
フォトサーベイの出題成分の決定時期について 

⑦ 令和１年１２月７日    １３：００〜１４：３０   市立大津市⺠病院  
2019 年度精度管理 一般部会報告会 

 

細胞部会：参加１８施設 

各領域の基本的な症例を中心に、細胞像の捉え方および推定病変までの導き方について施設間差の
有無を把握すること、また処理方法や染色法による細胞像の違いを知ることを目的とした。これまで
は出題領域を１つに絞り２年連続実施するという方針であったが、領域によっては同じ推定病変が 2
個以上になってしまったり、稀少症例が多くなり過ぎるという指摘もあった。これらを踏まえ今年度
は４領域から出題した。方法はフォトサーベイとし、JAMT-QC による回答とした。 

 
① 平成３１年 ４月２６日 １９：００〜２１：００  大津赤十字病院 

2019 年度の精度管理について 
② 令和１年 ７月 １日〜１０日           Web 会議 

出題症例選択 
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回答選択肢考案 
③ 令和１年 ７月１２日  １８：００〜２０：００  JCHO 滋賀病院 
    実施要項作成 
    滋臨技 HP 用回答ファイル作成 
④ 令和１年 ９月２０日  １８：００〜２０：００  JCHO 滋賀病院 

各施設の回答の集計 
⑤ 令和１年 ９月２８日  １２：００〜１３：００  ⻑浜バイオ大学 
    回答結果の確認、部分点の仮設定 
⑥ 令和１年１０月１８日  １８：３０〜２１：３０  大津赤十字病院 
    各施設からの回答結果の確認 
    正解以外の回答に対する部分点の設定 
    次年度計画について 
⑦ 令和２年 １月１８日  １４：００〜１５：００  滋賀医科大学医学部附属病院 
       2019 年度精度管理 細胞部会報告会 

        

病理部会：参加１９施設 

パラフィンブロックを各施設に配布し、薄切から染色までの工程を行っていただいた。染色は HE
染色と PAM 染色を実施した。  

また、凍結切片作製状況を知るため各施設の標本を提出してもらい手技等の参考とした。  
（評価対象外） 

 
① 令和１年 ９月２８日  １２：００〜１３：００  ⻑浜バイオ大学 
   今年度の精度管理最終評価について 
② 令和１年１０月 １１日 １８：００〜２０：００  ⻑浜バイオ大学 

  今年度の精度管理評価について 
  集計結果を基に鏡検し、評価を行った 
  次年度の精度管理計画調整 

③ 令和２年 １月１８日  １４：００〜１５：００  滋賀医科大学医学部附属病院 
       2019 年度精度管理 病理部会報告会 
 

微生物部会：参加２８施設 

グラム染色は、日常検査で見られ見落としてはいけない菌と代表的な菌の標本を作製し、染色性の
評価およびコメントの評価を行った。  

同定検査は食中毒などをおこす菌と血液や髄液などで検出される重要な菌を中心に提出し、同定過
程や結果およびコメントについて評価を行った。 

薬剤感受性検査は ATCC 株で内部精度管理株を使用し日頃の精度管理結果と比べられるように菌株
選定した。 

 
① 平成３１年 ４月１１日  １９：００〜２０：００  （株）アテスト営業所 

  2019 年度微生物部会精度管理会議での提出菌株の決定 
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② 令和１年 ７月２７日  １８：００〜２０：００  滋賀医科大学医学部附属病院 
  制度管理試料の配送準備作業 

③ 令和１年 ９月 ９日  １８：００〜２０：００  大津赤十字病院 
精度管理試料の再送付準備作業 

④ 令和１年 ９月２７日  １８：００〜２０：００  大津赤十字病院 
  制度管理試料の再々送付準備作業 

⑤ 令和１年１０月１８日  １９：００〜２１：００  （株）アテスト営業所 
2019 年度微生物部会精度管理回答結果集計および評価 

⑥ 令和１年１１月２４日   ９：００〜 ９：３０  大津赤十字病院 
2019 年度微生物精度管理参加施設への報告会案内の送付準備 

⑦ 令和１年１２月２１日  １３：３０〜１４：３０  守⼭市⺠ホール 
    2019 年度精度管理 微生物部会報告会 
 

生理部会：参加（心エコー１１施設１１名、頸動脈エコー１４施設１６名） 

生理部会では、平成 16 年度から心・頚動脈エコーのスキルチェック方式による精度管理を導入し
ている。これらは県内施設全体の技術レベル向上とともに、計測方法の統一化を目的としている。 
平成 30 年度には、心臓は大阪府臨床検査技師会が推奨する「お勧めルーチン検査法」を、頸動脈は日
本超音波医学会ガイドライン「超音波による頸動脈病変の標準的評価法 2017」を参加施設に提示し、
検査方法の標準化を示した。今年度もこの標準化した検査方法に則り、心・頸動脈エコーのスキルチ
ェックを実施した。事前講習会ではハンズオン講習会を同時開催し、検査終了直後だけでは不十分で
あった技術指導の充実を図った。 

 
① 令和１年 ６月 ４日  １７：１５〜１９：００  彦根市立病院 

生理部会 2019 年度精度管理事業について 
近畿学会受付手伝い要請について 

② 令和１年 ６月１０日  １７：１５〜１８：３０  彦根市立病院 
   精度管理事前研修会案内、精度管理実施要項 配送準備 
   精度管理事前研修会 当日業務分担 
③ 令和１年 ７月１７日  １８：００〜２０：００  彦根市立病院 

 精度管理事前研修会（7/20） 資料印刷 
④ 令和１年 ７月２０日  １２：００〜１４：３０  草津総合病院 

  精度管理事前研修会開催 
⑤ 令和１年 ７月２４日  １７：３０〜１８：３０  彦根市立病院 

  精度管理参加者リスト作成、参加者への案内準備 
⑥ 令和１年 ８月１７日  １１：００〜１７：００  彦根市立病院 

  2019 年度生理部会精度管理実施 
⑦ 令和１年１２月 ６日  １８：３０〜１９：００ 草津市立まちづくりセンター 

  2019 年度 生理部会報告会 
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各部会精度管理報告会 
生理部会 
 令和１年１２月 ６日     草津市立まちづくりセンター 
血清部会 
 令和１年１２月２１日     大津赤十字病院 
血液部会 
 令和１年１２月１２日     草津市立市⺠交流プラザ 
生化学部会 
 令和１年１２月２１日     大津赤十字病院 
一般部会 
 令和１年１２月 ７日     市立大津市⺠病院 
輸血部会 

令和２年 １月１８日     栗東市商工会 ウイングプラザ 
微生物部会 
 令和１年１２月２１日     守⼭市⺠ホール 
病理・細胞部会 
 令和２年 １月１８日     滋賀医科大学医学部附属病院 
 

精度管理事業業績記録 

 血清部会   第５０回滋賀県公衆衛生学会 
 生化学部会  第５９回日臨技近畿支部医学検査学会 
 細胞部会   第５９回日臨技近畿支部医学検査学会 
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